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土の「岩偶」です。
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ＳＫＩ２０６７・２０６８完掘状態（東から）
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ＳＢ８００・１３３０完掘状態（西から） ＳＢ８００完掘状態（南から）
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序

本県には、これまでに発見された約４，９００か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化

財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造

していくうえで、欠くことのできないものであります。

一方、一般国道７号琴丘能代道路をはじめとする高速交通体系の整備

は、地域が活発に交流・連携する秋田の創造をめざす開発事業の根幹をな

すものであります。本教育委員会では、これらの地域開発との調和を図り

ながら、埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭意取り組んでおります。

本報告書は、一般国道７号琴丘能代道路建設事業に先立って、平成１５年

度と１６年度に能代市田床内地区において実施した鴨巣館跡、鴨巣Ⅰ遺跡、

鴨巣Ⅱ遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。

鴨巣館跡の調査では、空堀を伴う平安時代の集落の一部が発見されまし

た。また、鴨巣Ⅰ遺跡、鴨巣Ⅱ遺跡の調査では、平安時代の大規模な集落

跡が発見され、そこで鉄生産や土器生産が行われていたことが明らかにな

りました。

本書が、ふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、協力

をいただきました国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所、能代市

教育委員会など関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

平成１９年８月

秋田県教育委員会

教育長 根 岸 均



例 言

１ 本書は、琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書の１９冊目である。

２ 本書は、平成１５、１６年度（２００３、２００４年度）に発掘調査した、秋田県能代市田床内字鴨巣に所在

する鴨巣館跡、鴨巣Ⅰ遺跡、鴨巣Ⅱ遺跡の調査成果を収めたものである。鴨巣Ⅰ遺跡と隣接する

鴨巣Ⅱ遺跡は一連の遺跡であることが判明したため、まとめて報告を行うことにする。

３ 本遺跡の調査成果については、既にその一部が公表されているが、本報告書を正式なものとする。

４ 本書に使用した図は、国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所提供の工事路線計画図１，００

０分の１『能代地区地形図７』および建設省国土地理院発行の５０，０００分の１地形図『能代』、『森

岳』である。

５ 遺跡基本層序と遺構土層図中の土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本

色彩研究所色票監修『新版 標準土色帖』２００２年版に拠った。

６ 本書に使用したグリッド配置図等は、以下の会社に委託したものを加工して使用した。

鴨巣館跡・鴨巣Ⅰ遺跡（平成１５年度）：株式会社東亜測量設計

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡（平成１６年度）：有限会社穴山測量設計

平坦面範囲図：株式会社シン技術コンサル

７ 本書に使用した空中写真は、株式会社シン技術コンサルに委託したものである。

８ 出土した鉄製品・木製品の一部は、以下の会社に保存処理を委託した。

鉄製品：株式会社京都科学、株式会社文化財ユニオン

木製品：株式会社京都科学

９ 鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡第３章の自然科学分析は下記の機関に依頼した。

放射性炭素年代測定、樹種同定分析、テフラ分析・同定、骨同定：パリノ・サーヴェイ株式会社

１０ 本報告書を作成するにあたり、以下の方々からご指導・ご助言を賜った。記して感謝申し上げま

す。（五十音順）

穴澤義功、小保内裕之、工藤雅樹、工藤清泰、栗山知士、齋藤淳、嶋田仁、永瀬福男

能登谷宣康、播磨芳紀、山崎和夫

１１ 本書の草稿執筆は、佐藤信、村上義直、菊地亮、片岡稔彦、堀井帝仁が行い、村上が加筆・編集

を行った。分担は以下のとおりである。

鴨巣館跡、鴨巣Ⅰ遺跡（２００３年度調査分）・・・・・・・佐藤信・村上義直・菊地亮・堀井帝仁

鴨巣Ⅰ遺跡（２００４年度調査分）・鴨巣Ⅱ遺跡・・・・・・・・・・村上義直・菊地亮・片岡稔彦

― � ―



凡 例

１ 遺構番号は、その種類ごとに略記号を付し、検出順に連番とした。これらの中には精査と整理作

業の過程で欠番としたものもある。遺構の種類に用いた略記号は下記の通りである。

ＳＩ：竪穴住居跡 ＳＫＩ：竪穴状遺構 ＳＢ：掘立柱建物跡 ＳＫ：土 坑

ＳＷ：炭焼き遺構 ＳＮ ：焼土遺構 ＳＳ：製鉄炉・鍛冶炉 ＳＤ：溝 跡

ＳＡ：柵 列 ＳＫＰ：柱穴様ピット ＳＸ：性格不明遺構

２ 土層番号に用いた数字は、ローマ数字を遺跡基本層位に算用数字を遺構土層に使用した。

３ 遺構図中のＰは、遺構に伴うピットを示し、遺構に伴う土坑状の掘り込みはＳＫ０１、ＳＫ０２とい

う具合に０からはじまる番号にした。また、図中のＲＰは土器、Ｓは石または石製品を示す。

４ 本文中にある、遺物の出土量についての単位量は以下のとおりである。

コンテナ：１８リットル入りコンテナ、中ポリ袋：１２０㎜×８５㎜、小ポリ袋：２４０㎜×１７０㎜

５ 遺物の縮尺は、土器を１／３、石器および鉄関連遺物を１／２とした。

６ 土師器・須恵器の拓本は、断面の左に器外面、右に器内面を示した。

７ 遺構・遺物の図で使用したパターンは、以下のとおりである。

遺構

焼土・カマド火床 還元化部分 竪穴住居床面の硬化部分

炭化物集中部分 カマド範囲

鉄関連遺物

被熱部分 砂鉄焼結部分 潰れ部分

滓化部分

土師器

内面黒色処理 煤状炭化物付着部分

８ 鉄関連の遺物観察表には磁着度とメタル度の計測値を記載している。

磁着度の計測には、６㎜を１単位とする同心円を描いた評価台紙の中心に、高さ３５㎝から糸に吊り

下げた標準磁石（フェライト磁石）を用いた。磁着度の数値は、遺物を評価台紙の外側の同心円から

順次中心に近づけ、磁石が動き始めた位置の同心円の距離単位を読み取ったものである。

メタル度の計測には、埋蔵文化財用特殊金属探知器ＭＲ－５０Ｂ（基準値設定者穴澤義功）を用いた。

表示は、金属残留度の高い方から「特Ｌ」・「Ｌ」・「Ｍ」・「Ｈ」とし、鉄を含んでいるものの既

に酸化したものについては、「銹化」とした。

― � ―
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第１０３図 ＳＫ１７６・１７８・１８６・１９０・１９５・２００５

第１０４図 ＳＫ１９７・２０１・２０５・２０６・９３２

第１０５図 ＳＫ２０９

第１０６図 ＳＤ３６１・３６２、ＳＫ２１８・２２６・２３１・

２５５・４４８、ＳＮ２１９

第１０７図 ＳＫ２６８・２７０・２７１・７９５・９０４、

ＳＮ２０８

第１０８図 ＳＫ２７２・２８８・２９９・３００・３０７・

３０８・３４１・３５５

第１０９図 ＳＫ４０８・４１２・４１３・４１６・４１７

第１１０図 ＳＤ４４９、ＳＫ４１９・４４４・４４５・４５０、

ＳＷ２２０

第１１１図 ＳＫ４９１・４９２・４９６・４９８・４９９・

５１０・１８４６

第１１２図 ＳＫ４９３・４９４・４９５・４９７・６９５・

６９６・６９７・７７４・１８４７

第１１３図 ＳＫ５０１・５０２・５０９・５１３・５１４・

５１５・５１６・５１８・５１９

第１１４図 ＳＤ８９５、ＳＫ７６７・７６８・７８６・７９２・

８９７

第１１５図 ＳＫ８４０・１２５７

第１１６図 ＳＫ９０４・９２１、ＳＮ２０８

第１１７図 ＳＫ９３３・９３４・９７０・１０２１・１０２３・

１０２５・１２０１・１２０９・１２８３

第１１８図 ＳＤ１２３３、ＳＫ１０７１・１１２０・１１２１・

１２１２

第１１９図 ＳＫ１２３１・１２４０・１２５１・１２５６・

１２５８・１３１０

第１２０図 ＳＫ１３４０・１３４４・１３４８・１３４９・

１３５５・１４４１・１７９４、ＳＫＰ１３４７

第１２１図 ＳＫ１６１９・１６２０・１６５４・１６５６・

１６５９・１６６１

第１２２図 ＳＤ１４１０、ＳＫ１７０１・１７０２・１７０３

第１２３図 ＳＫ１７５９・１７６６・１７６７・１７７３・

１７７７・１８１８・１８１９

第１２４図 ＳＫ１８４１・２０７１

第１２５図 製鉄炉・鍛冶炉遺構配置図

第１２６図 ＳＳ２００

第１２７図 ＳＳ２１０・４５１・４５２・６０９・７６３・９００

第１２８図 ＳＳ１４４６・１５８３・１６５７・１７００・１７２２

第１２９図 焼土遺構配置図

第１３０図 ＳＮ２２・２３・２４・４２・６６・６７

第１３１図 ＳＮ１０５・１７７・１８９・１９８・１９９・

２５１・８２７

第１３２図 ＳＮ８６０・８８３・８８４・８８９・９２２・

９２３・９８７

第１３３図 ＳＤ１４１０、ＳＮ１５８２・１６２６・１７２６・

１７２７・１７２８

第１３４図 ＳＮ１８１７・２０４９

第１３５図 ＳＮ１４１・７６１

第１３６図 ＳＫ１２４８、ＳＮ６００

第１３７図 ＳＷ１２・７４

第１３８図 ＳＷ２２０、ＳＸ３４２・１４６０

第１３９図 ＳＸ５９０

第１４０図 溝跡遺構配置図

第１４１図 調査区東側溝跡詳細図区画

第１４２図 ＳＤ１５２・１０５０

第１４３図 ＳＤ１５２・２１１・５０８・１０５０・１２１６・

１２１８・１２８５

第１４４図 ＳＤ２１１・１０５０

第１４５図 ＳＤ５０７・５０８・１８３２

第１４６図 ＳＤ１５２・２１１・６５２・１４１０

第１４７図 ＳＤ６５２・８７０・１１８０・１３００

第１４８図 ＳＤ１５４・４００・８８０・１１００

第１４９図 ＳＤ１５５
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第１５０図 ＳＤ１３５・２１２・１２１６・１４９０

第１５１図 ＳＤ１９４

第１５２図 ＳＤ１４３・２２４・４０７・５８５・７７１・

７８０、ＳＫ８９３

第１５３図 ＳＤ８２３・１１０１・１２１７・１２３２・１７５７

第１５４図 ＳＤ１２５０

第１５５図 ＳＤ１７６０・１７６９・１７８７・２０２５・２０７０

第１５６図 遺構内出土遺物（１）

第１５７図 遺構内出土遺物（２）

第１５８図 遺構内出土遺物（３）

第１５９図 遺構内出土遺物（４）

第１６０図 遺構内出土遺物（５）

第１６１図 遺構内出土遺物（６）

第１６２図 遺構内出土遺物（７）

第１６３図 遺構内出土遺物（８）

第１６４図 遺構内出土遺物（９）

第１６５図 遺構内出土遺物（１０）

第１６６図 遺構内出土遺物（１１）

第１６７図 遺構内出土遺物（１２）

第１６８図 遺構内出土遺物（１３）

第１６９図 遺構内出土遺物（１４）

第１７０図 遺構内出土遺物（１５）

第１７１図 遺構内出土遺物（１６）

第１７２図 遺構内出土遺物（１７）

第１７３図 遺構内出土遺物（１８）

第１７４図 遺構内出土遺物（１９）

第１７５図 遺構内出土遺物（２０）

第１７６図 遺構内出土遺物（２１）

第１７７図 遺構内出土遺物（２２）

第１７８図 遺構内出土遺物（２３）

第１７９図 遺構内出土遺物（２４）

第１８０図 遺構内出土遺物（２５）

第１８１図 遺構内出土遺物（２６）

第１８２図 遺構内出土遺物（２７）

第１８３図 遺構内出土遺物（２８）

第１８４図 遺構内出土遺物（２９）

第１８５図 遺構内出土遺物（３０）

第１８６図 遺構内出土遺物（３１）

第１８７図 遺構内出土遺物（３２）

第１８８図 遺構内出土遺物（３３）

第１８９図 遺構内出土遺物（３４）

第１９０図 遺構内出土遺物（３５）

第１９１図 遺構内出土遺物（３６）・

遺構外出土遺物（１）

第１９２図 遺構外出土遺物（２）

第１９３図 遺構外出土遺物（３）

第１９４図 遺構外出土遺物（４）

第１９５図 遺構外出土遺物（５）

第１９６図 遺構外出土遺物（６）

第１９７図 遺構外出土遺物（７）

第１９８図 遺構外出土遺物（８）

第１９９図 遺構外出土遺物（９）

第２００図 鉄関連構成図（１）

第２０１図 鉄関連構成図（２）

第２０２図 鉄関連構成図（３）

第２０３図 鉄関連構成図（４）

第２０４図 鉄関連構成図（５）

第２０５図 鉄関連構成図（６）

第２０６図 鉄関連遺物（１）

第２０７図 鉄関連遺物（２）

第２０８図 鉄関連遺物（３）

第２０９図 鉄関連遺物（４）

第２１０図 鉄関連遺物（５）

第２１１図 鉄関連遺物（６）

第２１２図 鉄関連遺物（７）

第２１３図 鉄関連遺物（８）

第２１４図 鉄関連遺物（９）

第２１５図 鉄関連遺物（１０）

第２１６図 鉄関連遺物（１１）

第２１７図 鉄関連遺物（１２）

第２１８図 鉄関連遺物（１３）

第２１９図 鉄関連遺物（１４）

第２２０図 鉄関連遺物（１５）

第２２１図 鉄関連遺物（１６）

第２２２図 鉄関連遺物（１７）

第２２３図 鉄関連遺物（１８）

第２２４図 鉄関連遺物（１９）

第２２５図 鉄関連遺物（２０）

第２２６図 鉄関連遺物（２１）

第２２７図 棚田状平坦面の広がり

第２２８図 竪穴住居・板塀変遷図（１）

第２２９図 竪穴住居・板塀変遷図（２）

第２３０図 鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡周辺の関連遺跡
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図 版 目 次

１ 遺跡上空写真（東から）
２ 遺跡上空写真（北西から）
遺跡上空写真（北から）

３ ＳＫＩ２０６７・２０６８完掘状態（東から）
ＳＳ２００完掘状態（東から）

４ ＳＢ８００・１３３０完掘状態（西から）
ＳＢ８００完掘状態（南から）
ＳＫＩ２０６４・２０６５完掘状態（北西から）
ＳＩ１２９完掘状態（北から）
ＳＩ５０遺物出土状態（南西から）

４ ＳＩ５０遺物出土状態（西から）
ＳＩ５０出土遺物（土器・木製品）
ＳＳ２００羽口出土状態

５ 緑釉陶器
墨書土器
巡方（表）
巡方（裏）
錫杖状鉄製品

図版１ 鴨巣館跡近景（北東から）
鴨巣館跡完掘状態（南東）

図版２ ＳＤ０１完掘状態（北から）
ＳＫ０３完掘状態
ＳＫ０３土層断面
鴨巣館跡出土遺物

図版１ 鴨巣Ⅰ遺跡・Ⅱ遺跡近景（北西から）
鴨巣Ⅱ遺跡（東側調査区）（北西から）
東側調査区棚田状平坦面（北西から）

図版２ 調査終了状況（東から）
調査終了状況（西から）

図版３ ＳＩ５０遺物出土状態（南西から）
ＳＩ５０遺物出土状態（南西から）

図版４ ＳＩ１００・５０完掘状態（西から）
ＳＩ３９・３２・３１・５１完掘状態（東から）

図版５ ＳＩ９９・１００完掘状態（西から）
ＳＩ３１完掘状態（西から）
ＳＩ３２完掘状態（南から）
ＳＩ５１完掘状態（北から）
ＳＩ１２２完掘状態（北から）

図版６ ＳＩ１２９完掘状態（北から）
ＳＩ１２９土層断面（南から）
ＳＩ１２９土層断面（西から）
ＳＩ１２９遺物出土状態（北から）
ＳＩ１２９遺物出土状態（東から）

図版７ ＳＩ１２９階段状の掘り込み（西から）
ＳＩ１２９カマドと煙孔（西から）
ＳＩ１２９カマド（北から）
ＳＩ１２９カマド～煙孔断面（西から）
ＳＩ１５１完掘状態、ＳＫ１８４１遺物出土

状態（西から）
図版８ Ｃ面竪穴住居跡完掘状態（北から）

ＳＩ１２７、ＳＫ１４７完掘状態（北から）
図版９ ＳＩ１４５完掘状態（西から）

ＳＩ１３０・１３１完掘状態（西から）
図版１０ ＳＩ６５３完掘状態（北から）

ＳＩ６９９完掘状態（西から）
図版１１ 調査区東側完掘状態（西から）

ＳＩ７６４・１４００完掘状態（西から）
図版１２ ＳＫＩ８８８遺物出土状態（西から）

ＳＩ６５３カマド（北から）
ＳＩ６５３土層断面（西から）
ＳＩ７６４カマド（北西から）
ＳＩ７６４カマド煙道断面（南から）

図版１３ ＳＩ７６４覆土火山灰（南から）
ＳＳ９００完掘状態（西から）
ＳＮ６４３確認状態（西から）
ＳＮ６４４確認状態（西から）
ＳＩ５００完掘状態（北から）

図版１４ ＳＩ７００・１７８１・１７８２完掘
状態（西から）

ＳＢ１８４０完掘状態（北東から）
図版１５ ＳＩ５００カマド（北から）

ＳＩ７７７カマド（北から）
ＳＩ１７８１カマド（北から）
ＳＩ７７７ロクロ軸受けピット（東から）
ＳＩ１６４９・１６５０完掘状態（西から）

図版１６ ＳＩ１５３・１７２３・１７２４完掘
状態（北から）

ＳＩ１７５５完掘状態（南から）
図版１７ ＳＩ１６５０カマド（南から）

ＳＩ１７２３遺物出土状態状態（南から）
ＳＩ１５３・１７２３土層断面（南から）
ＳＩ１５３・１７２３確認状態（北から）
ＳＩ１５３カマド（北から）
ＳＩ１７５５カマド（南から）
ＳＩ１７５５土層断面（東から）
ＳＩ１７５５土層断面（北から）

図版１８ ＳＫＩ２０６６・２０６７完掘状態（東から）
ＳＩ１０００・１４５６、ＳＫＩ２０７０完掘状態

巻頭図版

鴨巣館跡

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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（南から）
図版１９ ＳＫＩ２０６４・２０６５完掘状態（西から）

ＳＫＩ２０６４・２０６５完掘状態（北から）
図版２０ ＳＫＩ１０９８完掘状態（北から）

ＳＫＩ２７３遺物出土状態（北から）
図版２１ ＳＫＩ１２８完掘状態（南から）

ＳＫＩ３５０遺物出土状態（東から）
ＳＫＩ５５５完掘状態（東から）
ＳＫＩ６１０土層断面（南から）
ＳＫＩ１０９８出土須恵器（南から）

図版２２ ＳＢ８００完掘状態（南から）
ＳＢ１３３０完掘状態（北から）

図版２３ ＳＤ１５２・７９１完掘状態（東から）
ＳＤ７９１完掘状態（東から）

図版２４ ＳＤ１５２内大型ピット（西から）
ＳＤ１５２内大型ピット（西から）

図版２５ ＳＤ１５２・１２８５（北西から）
ＳＤ１０５０確認状態（西から）

図版２６ ＳＤ１５２（東から）
ＳＤ１５２（西から）
ＳＤ２１１完掘状態（南東から）
ＳＤ２１１土層断面（西から）
ＳＤ１５２土層断面（西から）
ＳＤ１５２土層断面（西から）
ＳＤ１５２土層断面（北から）
ＳＤ１５２土層断面（西から）

図版２７ ＳＤ１５２・７９１土層断面（南東から）
ＳＤ１２８５・１０５０土層断面（南から）
ＳＤ１５２・１２８５土層断面（北西から）
ＳＤ１２１６・１２８５土層断面（南から）
ＳＤ６５２周辺完掘状態（南から）
ＳＤ８７０周辺完掘状態（南東から）
ＳＤ６５２土層断面（南から）
ＳＤ７９１土層断面（西から）

図版２８ ＳＤ８７０土層断面（南から）
ＳＤ１３００土層断面（南から）
ＳＤ１５４土層断面（南から）
ＳＫＩ２７３・ＳＤ１５５遺物出土状態

（南から）
ＳＤ１９４確認状態（北から）
ＳＤ１９４完掘状態（南から）
ＳＤ８２３完掘状態（北から）
ＳＤ１２５０遺物出土状態（南から）

図版２９ ＳＮ１４１完掘状態（西から）
ＳＮ６００・ＳＫ１２４８完掘状態（南から）
ＳＮ６００遺物出土状態（南から）
ＳＮ７６１完掘状態（西から）

図版３０ ＳＳ２００確認状態（東から）
ＳＳ２００完掘状態（東から）

図版３１ ＳＳ２００炉内完掘状態（東から）
ＳＳ２００土層断面（東から）
ＳＳ２００土層断面（南から）
ＳＳ２００出土フイゴ羽口（南から）

ＳＳ２００完掘状態（東から）
図版３２ ＳＳ４５１完掘状態（南から）

ＳＳ４５２完掘状態（南から）
ＳＳ９００完掘状態（南西から）
ＳＳ９００断面（南から）
ＳＳ７６３確認状態（南東から）

図版３３ ＳＳ１５８３確認状態（西から）
ＳＳ１５８３断面（西から）
ＳＳ１７００確認状態（南から）
ＳＳ１７００土層断面（南西から）
ＳＳ１７００完掘状態（西から）
ＳＳ６０９完掘状態（東から）
ＳＳ１４４６完掘状態（南西から）
ＳＳ１７２２完掘状態（西から）

図版３４ ＳＫ群西から（西から）
ＳＫ群完掘状態（西から）

図版３５ ＳＫ１３６土層断面（北から）
ＳＫ２０９遺物出土状態（西から）
ＳＫ５５８遺物出土状態（西から）
ＳＫ４９３完掘状態（西から）
ＳＫ群完掘状態（東から）
ＳＫ１８６完掘状態（北東から）
ＳＫ１４７土層断面（西から）
ＳＫ１７０２完掘状態（北から）

図版３６ ＳＫ１６１・１６２確認状態（北から）
ＳＫ１６１・１６２完掘状態（西から）
ＳＫ８４０・１２５７完掘状態（南から）
ＳＫ１４４１完掘状態（北から）
基本土層Ｃ－Ｄ断面（Ａ面）（北から）
基本土層Ｅ－Ｆ（Ｅ付近）断面

（東から）
ＳＸ３４２遺物出土状態（北から）
ＳＫＴ３６３完掘状態（北から）

図版３７ 遺構内出土土器
図版３８ 遺構内出土土器
図版３９ 遺構内出土土器
図版４０ 遺構内出土土器
図版４１ 遺構内出土土器
図版４２ 遺構内出土土器
図版４３ 遺構内出土土器
図版４４ 遺構内出土土器
図版４５ 遺構内出土土器
図版４６ 遺構内出土土器
図版４７ 遺構内出土土器
図版４８ 遺構内出土土器・石器・石製品
図版４９ 遺構外出土旧石器・石器・縄文土器
図版５０ 鉄関連遺物
図版５１ 鉄関連遺物
図版５２ 鉄関連遺物
図版５３ 鉄関連遺物
図版５４ 鉄関連遺物
図版５５ 鉄関連遺物
図版５６ 鉄関連遺物
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はじめに

１ 調査に至る経過

一般国道７号琴丘能代道路建設事業は、一般国道７号の自動車専用道路として、山本郡三種町（旧

琴丘町）から能代市二ツ井町（旧二ツ井町）に至る全長３３．８㎞を整備する事業である。昭和５８年に一

般バイパスとして事業化されていたものが、平成元年度に高規格道路網の整備促進の一環として自動

車専用道路に規格変更された。平成４年に八竜ＩＣから能代南ＩＣまでの４．１㎞が、平成１３年に琴丘

森岳ＩＣから八竜ＩＣまでの１３．０㎞が暫定供用区間として開通している。さらに平成６年度に能代南

ＩＣから能代東ＩＣの６．７㎞が、平成７年に能代東ＩＣから二ツ井ＩＣの１０㎞の区間延伸が決定し、

平成１８年に能代南ＩＣから能代東ＩＣまでの６．７㎞が暫定供用区間として開通している。

これらの計画路線内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、国土交通省から秋田

県教育委員会に、埋蔵文化財包蔵地の確認と今後の対応について調査の依頼があった。これを受けて

秋田県教育委員会は、平成１３年より能代東ＩＣから二ツ井ＩＣ間の計画路線内の遺跡分布調査を行っ

た。その結果、新発見の遺跡として、鴨巣館跡、鴨巣Ⅰ遺跡、鴨巣Ⅱ遺跡をはじめとする計７遺跡が

確認され、今後はこれらの遺跡の確認調査が必要であること、さらに確認調査の結果によって取り扱

いの協議が必要であることを回答した。この分布調査の結果をふまえ、秋田県埋蔵文化財センターは、

平成１５年に鴨巣館跡、鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡の確認調査を実施し、工事区内の調査面積を確定した。

鴨巣館跡の確認調査は５，３００㎡を対象として、平成１５年５月から６月にかけて実施された。その結

果、空堀が検出され、さらに須恵器・土師器などが出土し、古代の遺物包含地および中世城館跡であ

ることが推察された。なお、調査対象区西側の沢および東側の急斜面４，７００㎡からは遺構が検出され

ず、発掘調査の対象範囲は６００㎡となった。発掘調査は、確認調査後、直ちに実施することになった。

鴨巣Ⅰ遺跡の確認調査は５，６５０㎡を対象として、平成１５年７月に実施された。その結果、竪穴住居

跡、焼土遺構、石囲炉、鍛冶炉、溝跡、土坑、柱穴様ピットが検出され、さらに須恵器・土師器、鉄

滓などが出土し、古代の鉄製産に関する工房跡を伴う集落跡であることが推察された。なお、調査対

象区南側と北側の急斜面からは遺構が検出されず、また西側斜面は地滑りを起こし、その復旧工事が

入ったため調査不可能となり、発掘調査の対象範囲は２，１５０㎡となった。発掘調査は、同年の９月か

ら１０月にかけてと平成１６年の２カ年に渡って実施することになった。

鴨巣Ⅱ遺跡の確認調査は８，３００㎡を対象として、平成１５年７月から９月にかけて実施された。その

結果、竪穴住居跡、溝跡、土坑、柱穴様ピットが検出され、さらに須恵器・土師器、鉄滓などが出土

し、古代の集落跡であることが推察された。なお、調査対象区北側の急斜面からは遺構が検出されず、

発掘調査の対象範囲は４，０００㎡となった。発掘調査は、平成１６年に実施することになった。

なお、鴨巣Ⅰ遺跡と鴨巣Ⅱ遺跡の確認調査の結果および隣接する両遺跡の立地条件等を考慮する

と、両遺跡は同一の遺跡であると考えられた。このことから、平成１６年の発掘調査は両遺跡を同時に

行うことになった。
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２ 調査要項

鴨巣館跡

遺跡名称 鴨巣館跡（かもすだてあと）

遺跡略号 ３ＫＤ

所在地 秋田県能代市田床内字鴨巣７０－４０外

調査期間 平成１５年６月９日～６月３０日

調査目的 一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る事前発掘調査

調査面積 ６００㎡

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 佐藤 信 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 学芸主事）

菊地 亮 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

堀井帝仁 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

総務担当者 藤原康悦 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 副主幹）

時田慎一 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 副主幹）

調査協力機関 国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所・能代市教育委員会

鴨巣Ⅰ遺跡

遺跡名称 鴨巣Ⅰ遺跡（かもすいちいせき）

遺跡略号 ３ＫＳⅠ

所在地 秋田県能代市田床内字鴨巣２７－１１外

調査期間 平成１５年９月１日～１０月２４日、平成１６年５月１７日～１１月１９日

調査目的 一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る事前発掘調査

調査面積 ２，１５０㎡

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者

平成１５年度

佐藤 信 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 学芸主事）

菊地 亮 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

堀井帝仁 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

平成１６年度

菊池 晋 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 学芸主事）

村上義直 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 文化財主事）

片岡稔彦 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

菊地 亮 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

堀井帝仁 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

はじめに
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菅原ゆかり（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

総務担当者 藤原康悦 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 副主幹）

時田慎一 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 副主幹）

調査協力機関 国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所・能代市教育委員会

鴨巣Ⅱ遺跡

遺跡名称 鴨巣Ⅱ遺跡（かもすにいせき）

遺跡略号 ３ＫＳⅡ

所在地 秋田県能代市田床内字鴨巣４２－２外

調査期間 平成１６年５月１７日～１１月１９日

調査目的 一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る事前発掘調査

調査面積 ４，０００㎡

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 菊池 晋 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 学芸主事）

村上義直 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 文化財主事）

片岡稔彦 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

菊地 亮 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

堀井帝仁 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

菅原ゆかり（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

総務担当者 藤原康悦 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 副主幹）

時田慎一 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 副主幹）

調査協力機関 国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所・能代市教育委員会

２ 調査要項
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鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡 

鴨巣館跡 

縄手下遺跡 

樋口遺跡 

能代東Ｉ．Ｃ 

第１図 琴丘能代道路と関連遺跡

はじめに
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０ ５ｋｍ 

０ ４０ｋｍ 

米代川 

鴨巣館跡、鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡 

遺跡の環境

第１節 遺跡の位置と立地

鴨巣館跡、鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡は、秋田県北部を西流する米代川河口付近に開けた能代市に所

在する。市の中心部にある能代市役所からは南東に約７．５㎞、最寄りの駅であるＪＲ奥羽本線鶴形駅

からは南西約１．５㎞に位置している。

県内最長河川である米代川の下流域には能代平野が広がり、その北側には１０００�前後の山が連なる

世界遺産の白神山地、南側には太平山地に連なる丘陵地や台地が広がっている。遺跡は太平山地へ連

なる幟山丘陵地の北端部にあり、地形区分では中位段丘および山地・丘陵地・段丘崖に相当する。

遺跡の北約２㎞には米代川が西流し、遺跡の西側約２㎞には、米代川の支流である檜山川が北西に

向かって流れている。

第２図 遺跡位置図
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造成地・河川・湖沼 

沖積低地１ 

沖積低地２ 

沖積低地３ 

中位段丘２ 

中位段丘３ 

山地・丘陵・段丘崖 

第３図 地形区分図

遺跡の環境
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第２節 歴史的環境

鴨巣館跡・鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡の所在する米代川下流域には、中世の城館跡をはじめとして多

くの遺跡が分布している。ここでは、これら３遺跡周辺の旧石器時代から近世までの遺跡について概

観する。

旧石器時代の遺跡としては、約２万７千年前のものと推測される縄手下遺跡（２）がある。この遺

跡からは、後期旧石器時代の石器製作跡が検出され、これに隣接して同時代の可能性のある２基の土

坑が検出された。後期旧石器時代の土坑は、全国でも３０例ほど確認されているにすぎない。

縄文時代の遺跡としては、昭和３３年に秋田県立鷹巣農林高等学校郷土史研究部によって発掘調査が

行われた、外堤遺跡がある。この遺跡からは、後期後葉の瘤付土器様式と晩期の亀ヶ岡土器様式が出

土している。その他に上の山遺跡（６）、三岳遺跡（１０）などから縄文土器が見つかっているが、発

掘調査がなされていないため詳細は不明である。

古代の遺跡としては、律令国家の最北機関である「野代営」の擬定地の一つとされている大館跡（田

床内）（１）がある。この遺跡からは、古代に属すと見られる遺構として竪穴住居跡３３軒、竪穴状遺

構１６基、土坑４基、掘立柱建物跡４棟が検出され、大規模な集落跡であることが知られている。祭祀

の場である樋口遺跡（４）からは、檜扇や櫛など身分の高い人物の持ち物や、斎串・墨書土器・底部

に穿孔のある坏など官衙での祭祀に用いられる道具が出土している。さらに、祭祀に用いられた施設

と考えられる水路跡が１条検出されている。

中世の遺跡としては茶臼館跡（２３）・国清寺跡・大館跡（１）のほか昭和５５年に「檜山安東氏城館

跡」として国の史跡に指定された檜山城跡（２５）があげられる。檜山城は、中世に県北一帯を支配し

た檜山安東氏の城館である。安東氏が檜山を中心に活動を始めるのは１５世紀中頃、政季が入ってから

であり、檜山城は政季の子忠季が１４９５年に築いたと考えられている。この城館は標高１４５�の山頂か

らのびる馬蹄形の稜線を利用し、縄張りされた壮大な山城で、曲輪・腰曲輪・堀切り・虎口・館神堂

跡・井戸跡・古道などの遺構がよく保存されている。

近世の遺跡としては、秋田藩主佐竹氏の家臣であり檜山の所預として配置された多賀谷氏の居館で

あった多賀谷居館跡（２４）がある。藩政期の構築物は残っていないが、人的削平地、切り通し、馬場

跡、土塁跡などが目視できる。この他に秋田県文化財に指定されている鴨巣一里塚（１０）がある。こ

の塚は羽州街道沿いの集落である田床内と鶴形の中程にあり、街道を挟んで対峙するように今も２つ

の塚が残っている。県内では数少ない塚の原型を残す貴重な例である。

※外堤遺跡は鶴形の北東（１．５㎞）、国清寺は桧山の東（１．２㎞）に所在する。

第２節 歴史的環境
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第４図 周辺の遺跡図
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第１表 周辺の遺跡一覧

地図番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 遺 構 ・ 遺 物

１ 大館 能代市田床内字大館 集落跡、館
跡

掘立建物柱跡、竪穴住居跡、
竪穴状遺構、空堀、柵列、石
組遺構、土塁、土師器、須恵
器、鉄製品

２ 縄手下 能代市田床内字縄手下 集落跡

土坑、陥し穴状土坑、フラス
コ状土坑、掘立柱建物跡、溝
跡、炭窯、土坑、柱穴様ピッ
ト、旧石器、縄文土器、土師
器、須恵器

３ 岩ノ目 能代市字岩ノ目 遺物包含地 縄文土器、土師器

４ 樋口 能代市字樋口 祭祀場

捨て場、井戸跡、溝跡、土坑、
杭列、柱穴様ピット、土師器、
須恵器、木製品、石製品、土
製品

５ 谷地館 能代市字田中谷地 館跡 段築

６ 上の山 能代市字上の山台 遺物包含地 縄文土器

７ 鴨巣一里塚 能代市字上の山台能代市字谷
地上 一里塚

８ 二夕又 能代市田床内字二夕又 集落跡 竪穴状遺構、土坑、溝跡

９ 三岳館 能代市桧山字上館 館跡 段築、堀切

１０ 三岳 能代市桧山字上館 遺物包含地 縄文土器、石器

１１ 獺野 能代市扇田字獺野 遺物包含地 中世陶器

１２ 四ツ屋台 能代市扇田字四ツ屋台 遺物包含地 縄文土器、土師器、須恵器

１３ 中瀬戸沢 能代市桧山字中瀬戸沢 遺物包含地 土師器、須恵器

１４ 小友Ⅲ 能代市中沢字小友 集落跡

竪穴住居跡、フラスコ状土
坑、縄文土器、土師器、須恵
器、緑釉陶器、珠洲系陶器、
青磁、紡錘車

１５ 新田沢 能代市桧山字新田沢 遺物包含地 縄文土器、石器

１６ 苗代沢 能代市鰄渕字苗代沢 遺物包含地 縄文土器、土師器、須恵器、
中世陶器、石器

１７ 鰄渕 能代市鰄渕字鰄渕 遺物包含地 縄文土器、珠洲系陶器、鉄滓

１８ 中台 能代市朴瀬字社地祭中台 集落跡 竪穴住居跡、製鉄炉、縄文土
器、土師器、須恵器

１９ 八森坂Ⅱ 能代市朴瀬字八森坂 遺物包含地 土坑、縄文土器、土師器、須
恵器、石器

２０ 八森坂Ⅰ 能代市朴瀬字八森坂 遺物包含地

２１ 二林台 能代市朴瀬字二林台、字林台 遺物包含地 縄文土器、土師器

２２ 林台 能代市朴瀬字林台 遺物包含地 縄文土器、石器

２３ 茶臼館跡 能代市桧山字茶臼館 館跡 段築、堀切、須恵器、青磁、
中世陶磁器

２４ 多賀谷居館 能代市桧山字霧山下 館跡

土塁、段築、井戸跡、土坑、
須恵器、陶磁器、土製品、木
製品、硯石、鉄釘、手鏡、銭
貨、珠洲系陶器

２５ 檜山城跡 能代市桧山字古城 館跡 空堀、土塁、段築、唐津陶器、
青磁、古瀬戸陶器

第２節 歴史的環境

― ９ ―





鴨巣館跡





０ １００ｍ 

鴨巣館跡 

第１章 発掘調査の概要

第１節 遺跡の概観

鴨巣館跡は、太平山地から連なる幟山丘陵地の先端部にある。遺跡の東２００�には、丘陵の懐を同

じくする鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡がある。

調査区の標高は５１�～５３�であり、北側は急斜面となって下の沖積地へと続く。沖積地との比高は

２５�ほどある。調査区は、南側の台地からやや突き出した台地先端部の狭い平坦面とその周辺の斜面

となる。調査前の現状は杉や松などの林であった。

第５図 鴨巣館跡調査範囲図
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０ ２５ｍ 

第２節 調査の方法

調査の方法は、グリッド法を採用した。琴丘能代道路建設工事予定地内のセンター杭（ＳＴＡ．№

４８３）を基点として真北方向をとり、４�×４�の方眼杭を打設してグリッドを設定した。具体的に

は、基点にＭＡ５０の呼称を付し、東に行くに従いＬＴ、ＬＳ、ＬＲ・・・というアルファベットを、

北に行くに従い５１、５２、５３・・・という二桁の算用数字を用い、これを組み合わせた記号で位置を示

した。その際、４�方眼の南東隅に位置する杭を当該グリッドの名称とした。

検出した遺構は発見順に略記号および番号を付して区別した。

調査は表土の掘り下げ、包含層の掘り下げ、遺構精査という手順で進めた。作業は全て手作業で行っ

た。出土した遺物には遺跡名・出土位置・出土層位・出土年月日を記録し、取り上げを行った。また、

遺物番号を付したものは出土レベルも記録した。検出遺構・遺物は、必要に応じて３５㎜判モノクロネ

ガフィルム、リヴァーサルフィルム、カラーネガフィルムで記録撮影した。

第６図 鴨巣館跡グリッド配置図

鴨巣館跡
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第３節 調査の経過

平成１５年６月９日から６月３０日まで実施した調査経過は以下のとおりである。

鴨巣館跡発掘調査

【第１週】６月９日～６月１３日

作業員の人力による表土除去を行う。南東部より土坑が、南西部より柱穴様ピットが検出された。

東亜測量によるグリッド打設が行われた。

【第２週】６月１６日～６月２０日

作業員の人力による表土除去を行う。空堀の精査を実施する。

【第３週】６月２３日～６月２７日

作業員の人力による表土除去を行う。遺構の精査を終了した。

【第４週】６月３０日

鴨巣館跡の発掘調査を終了した。

第４節 整理作業の方法と経過

調査では、１８リットル入り遺物整理用コンテナ換算で３箱の、土師器を中心とする遺物が出土した。

整理作業は、秋田県埋蔵文化財センター中央調査課で行なった。遺物は洗浄・注記をしたのち、集

計、分類、接合作業、実測図作成などを行ない、遺構図面については佐藤の指示のもと調査・研究員

２名が第２原図を作成し、それをトレースしたものを原稿とした。

第１章 発掘調査の概要
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第２章 調査の記録

第１節 基本層序

鴨巣館跡の基本層序は、第７図に示した地点で観察した。基本層序は次のとおりである。

第Ⅰ層： 表土 層厚５～１０㎝

第Ⅱ層： １０ＹＲ２／２ 黒褐色シルト 層厚１０～２０㎝

第Ⅲ層： ７．５ＹＲ５／８明褐色 シルト地山

以上のうち、遺構確認面は概ね第Ⅲ層であった。

第２節 検出遺構と遺物

発掘調査の結果、検出された遺構は、空堀１条、土坑１基、柱穴様ピット２基の計４遺構であり、

いずれも調査区南側で検出された。出土した遺物は整理用コンテナで０．５箱分で、全て土師器である。

（１）土坑

ＳＫ０３ （第９図、図版４）

《位置》ＬＪ４６に位置する。

《確認状況》第Ⅲ層で、調査区外に延びる黒褐色の不整円形のプランとして確認した。

《重複》なし。

《規模・形態》長軸（北東－南西）方向１．６３�、短軸（北東－南西）方向１．３３�の不整円形である。

約１/３は調査区外に入る。

《埋土》２層に分層したが、全体に地山由来の微量の礫が混入している。

《壁》確認面から０．２６�の高さで、やや急に立ち上がるが、西側壁は緩やかである。

《底面》中央に向かって緩く傾斜している。床面は堅く締まっている。

《出土遺物》なし。

《時期》出土遺物がないため不明である。

（２）空堀

ＳＤ０１ （第１０図、図版２、３）

《位置》ＬＭ４４～４７、ＬＮ４３～４５に位置する。

《確認状況》第Ⅲ層で、溝状の黒褐色土のプランとして確認した。

《重複》なし。

《規模・形態》北東から南西方向に、長さ１８．０４�、幅２．０２～３．０４�、深さ０．４６～０．９０�である。南

端はさらに調査区外に延びる。

鴨巣館跡
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ＳＤ０１ 

ＳＫＰ０２ 

ＳＫＰ０４ 
ＳＫ０３ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ
 

Ｄ
 

５１．０ｍ 
５１．５ｍ 

５１．５ｍ 
５１．０ｍ 

５２．０ｍ 

５３．０ｍ 

５１．０ｍ 

５１．５ｍ 

５２．０ｍ 

５２．５ｍ ５３．０ｍ 

５１ 

５０ 

４９ 

４８ 

４７ 

４６ 

４５ 

４４ 

０ １０ｍ 

ＬＩ 
ＬＪ ＬＫ ＬＬ ＬＭ ＬＮ ＬＯ ＬＰ ＬＱ ＬＲ ＬＳ ＬＴ ＭＡ 

ＭＢ 

ＳＫ０３ 

ＳＫＰ０２ 
ＳＫＰ０４ 

５３．３０ｍ 

１ 
１ 
２ 

５３．２０ｍ 

５３．５０ｍ 

１ 
２ 

０ ２ｍ 

１０ｃｍ ０ 

１ 
２ 

４ 

３ 
５ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 礫φ１～５㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 礫φ１～ １ ０ ㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 礫φ１～ １ ０ ㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

０ ２．５ｍ 

Ｂ 

Ｄ 

Ａ 

Ｃ 
Ⅱ Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅱ 

Ⅱ 

５３．４０ｍ 

５３．４０ｍ 

鴨巣舘土層註記 
Ⅱ　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 礫φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

第７図 遺構配置図

第８図 基本土層図

第９図 検出遺構・出土遺物

第２章 調査の記録
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《埋土》４層に分層したが、全体に地山由来の礫が混入している。

《断面形》Ｕ字形であるが、中間部では緩やかなＶ字形である。

《出土遺物》底面から土師器坏片が出土しているが摩滅が著しい。

《時期》土師器の特徴から、時期は平安時代であると考えられる。

（３）柱穴様ピット

（４）遺物

当遺跡から出土した遺物は、コンテナ３箱で、ほとんどが土師器（坏）の小片である。その中で比

較的状態の良いものを掲載した。

第２表 柱穴様ピット観察表

№ グリッド 確認層 径又は辺長（㎝） 平面形状 深さ（㎝） 底面標高（�） 備 考

０２ ＬＰ４５ Ⅲ ４３×３７ 楕円形 ２３ ５２．８１ 時期不明

覆土 １層：１０ＹＲ２／１黒色シルト ２層：１０ＹＲ２／３黒褐色シルト

№ グリッド 確認層 径又は辺長（㎝） 平面形状 深さ（㎝） 底面標高（�） 備 考

０４ ＬＯ４５ Ⅲ ４４×３７ 楕円形 １８ ５２．９５ 時期不明

覆土 単層：１０ＹＲ２／１黒色シルト

第３表 鴨巣館跡出土遺物観察表

番号 種別 器形 出土位置 特 徴 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 挿図番号

１ 土師器 坏 ＳＤ０１３層 外面：ロクロナデ→回転糸切り 内面：ロクロナデ
胎土に砂礫多く含む

－ （２．０） （４．０） ９

２ 土師器 坏 ＳＤ０１２層 外面：ロクロナデ→回転糸切り 内面：ロクロナデ － （１．４） （５．６） ９

３ 土師器 坏 確認調査 外面：ロクロナデ→回転糸切り 内面：ロクロナデ
内面に小さな円形の剥落痕多数あり。

１１．９ ５．４ ５．１ ９

４ 土師器 坏 ＬＬ４６Ⅰ層 外面：ロクロナデ→回転糸切り － （１．７） （５．４） ９

５ 土師器 坏 確認調査 外面：ロクロナデ→回転糸切り 内面：ロクロナデ
焼成良好

－ （２．３） ４．４ ９

鴨巣館跡
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ＳＤ０１ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ Ｆ 

Ａ Ｂ 

Ｄ Ｃ 

Ｅ Ｆ 

５２．８０ｍ 

１ 

２ 

３ ４ 

５３．６０ｍ 

１ 

２ ３ ３ 

５３．６０ｍ 

１ ２ 
３ ３ 

０ ４ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色　 シルト　 礫φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 礫φ１～５㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 礫φ１～８㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色　 シルト　 礫φ１～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 
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第３章 まとめ

当調査区は舌状台地にあり、ほぼ平坦になっている。その調査区の南側では、ほぼ東西に延びる長

さ１８�、幅２～３�、深さ０．５５�の空堀を検出した。他の遺跡の例から、北西部と南東部を分ける区

画施設として機能していたものと考えられる。空堀の底面から出土した土師器は、摩滅が激しく特徴

が不明瞭ながらも概ね１０世紀代の遺物と推測される。

舌状台地を空堀で区画する例は、古代の防御性集落やチャシなどに多くみられる。時代、地域とも

異なるチャシは別として、古代防御性集落の例では、空堀の周辺に居住区域を設けている場合が多い。

県内においては鹿角市太田谷地遺跡、大館市横沢遺跡、北秋田市脇神館跡に代表されるが、当遺跡で

はこれら遺跡に比べ、空堀の周辺から住居が１件も検出されなかったこと、堀が比較的浅いこと、遺

物が極めて少ないことなどの違いがみられる。このことから、

ａ鴨巣館跡がこれらの遺跡とは性格や時期が若干異なる

ｂ今回の調査区が遺跡の中心部ではなく、さらに台地の奥側に堀や集落の中心部がある

の２つの可能性が考えられる。なお、当調査区の平坦面は南東側調査区外（台地の奥側）にさらに広

がりを見せることから、ｂの可能性は決して低くはないと考えられる。そのため、調査の合間を見て

周辺の踏査を行ってみたが、雑木や放置された伐採木により地面の凹凸を確認することができず、ｂ

の可能性を検証することが果たせなかった。今後、近接する鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡と併せて、周辺地形の精

査が望まれる遺跡である。

参考文献

秋田県教育委員会 『西山地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ－太田谷地館跡－』 秋田県文化財調査

報告書第１７２集 １９８８（昭和６３）年

秋田県教育委員会 『西山地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅴ－太田谷地館跡第２次調査－』 秋田県

文化財調査報告書第１８３集 １９８９（平成元）年

秋田県教育委員会 『味噌内地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－袖ノ沢遺跡・横沢遺跡－』 秋田県文

化財調査報告書第１６９集 １９８９（平成元）年

秋田県教育委員会 『脇神館跡－県道木戸石鷹巣線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ』 秋田県文化財調査報告書
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高橋 学 「秋田県における古代防御性集落」 『北日本古代防御性集落をめぐって』 蝦夷研究会青森大会シンポジウム実

行委員会 ２００５（平成１７）年
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鴨巣館跡近景（北東から）

鴨巣館跡完掘状態（南東）
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ＳＤ０１完掘状態（北から）
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鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡





第１章 発掘調査の概要

第１節 遺跡の概観

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡は、太平山地に連なる幟山丘陵地の先端部に位置する。遺跡の西２００�に

は、丘陵の懐を同じくする鴨巣館跡がある。遺跡の東側には羽州街道が縦走し、遺跡南方向から遺跡

内へと延びる私道は、羽州街道から分離した道である。この分岐点から遺跡までの距離は、２００�ほ

どである。

調査区の標高は５５�～７０�で、北側は急斜面で下の沖積地へと続く。北側の沖積地との比高は２５～

３５�ほどある。

調査区は東西に長く、西側が鴨巣Ⅰ遺跡、東側が鴨巣Ⅱ遺跡となる。鴨巣Ⅰ遺跡側は丘陵地が開析

を受けた結果、丘陵地から分離し、西に向けて半島状に突き出すような地形になっており、先端部は

地滑りによって崩落した状態になっている。鴨巣Ⅱ遺跡側は、東に行くほど標高が高くなる緩斜面で

占められ、東端部が調査区内の最高地点となる。この緩斜面には平安時代の集落の造営によって形成

された段状の平坦面が幾つかみられる（第１７図）。両遺跡の調査前の状況は林であった。

当初、緩やかな沢状の地形を境に鴨巣Ⅰ遺跡とⅡ遺跡を別個の遺跡として扱っていたが、調査の結

果一連の遺跡であることがわかった。そのため、本報告では、鴨巣Ⅰ遺跡側を調査区西側、鴨巣Ⅱ遺

跡側を調査区東側と呼ぶことにする。なお、調査区中央部と呼ぶ場合は、調査区の西端から東端まで

のおおよその中間地点を指すことになる。

第２節 調査の方法

調査の方法は、グリッド法を採用した。琴丘能代道路建設工事のセンター杭（ＳＴＡ．№４９６）を基

点として真北方向をとり、４�×４�の方眼杭を打設してグリッドを設定した。具体的には、基点に

ＭＡ５０の呼称を付し、西に行くに従いＭＢ、ＭＣ、ＭＤ・・・・・・というアルファベットを、北に

行くに従い５１、５２、５３・・・・・・という二桁の算用数字を用い、これを組み合わせた記号で位置を

示した。その際、４�方眼の南東隅に位置する杭を当該グリッドの名称とした。

検出した遺構は発見順に略記号および番号を付して区別した。

調査は表土の除去、包含層の掘り下げ、遺構精査という手順で進めた。表土は重機で除去し、遺物

が多く含まれている包含層や遺構確認面までの掘り下げは手作業で行った。出土した遺物は、遺跡名・

出土位置・出土層位・出土年月日を記録した上で取り上げを行った。また、遺物番号を付したものは

出土レベルも記録した。検出遺構・遺物は、必要に応じて３５㎜判モノクロネガフィルム、リヴァーサ

ルフィルム、デジタルデータで記録撮影した。
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平成１５年度調査区 

平成１６年度調査区 
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第１１図 鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡調査範囲図

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第１２図 鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡グリッド配置図
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第３節 調査の経過

平成１５年度 鴨巣Ⅰ遺跡発掘調査

【第１週】９月１日～９月５日

西側より土坑５基、東側より土坑３基を検出した。西側先端部が地滑りを起こしたため、調査範囲

から除外した。

【第２週】９月８日～９月１２日

東亜測量によるグリッド打設が行われた。東側より、竪穴住居跡２軒と炭焼遺構１基を確認した。

竪穴住居跡の１軒は焼失家屋である。

【第３週】９月１６日～９月１９日

東側より、新たに竪穴住居跡が１軒検出された。

【第４週】９月２４日～９月２６日

西側より、竪穴住居跡が１軒検出された。

【第５週】９月２９日～１０月３日

先週検出された竪穴住居跡は、焼失家屋であることが判明した。東側で炭焼遺構と切り合う竪穴住

居跡が検出された。

【第６週】１０月６日～１０月１０日

南東側より、炭焼遺構を検出した。

【第７週】１０月１４日～１０月１７日

西側より、竪穴住居跡を２軒検出した。

【第８週】１０月２０日～１０月２４日

遺跡全体の空中撮影を実施した。西側より、竪穴住居跡を検出した。調査を終了し、現場を撤収し

た。

※１１月１２日

鴨巣Ⅰ遺跡の西側を東北建設協会と文化財保護室立ち会いのもと原因者へ引き渡す。

平成１６年度 鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

【第１週】５月１７日～５月２１日

環境整備、粗掘り、竪穴住居跡などの遺構精査を行う。

【第２週】５月２４日～５月２８日

環境整備、粗掘り、遺構精査などを行う。

【第３週】５月３１日～６月４日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。

【第４週】６月７日～９月１１日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。新たに鍛冶炉を検出した。

【第５週】６月１４日～６月１８日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。調査区中央部や西側で竪穴住居跡がまとまって検出

第１章 発掘調査の概要
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された。

【第６週】６月２２日～６月２５日

遺構精査を行う。棚田状の各平坦面に多数の竪穴住居が重複していること、溝などによって集落が

区画されていることなどが明らかになってくる。

【第７週】６月２８日～７月２日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。調査区中央部の溝跡で土師器まとまって出土。

【第８週】７月５日～７月９日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。調査区西側で検出した製鉄炉の精査を開始する。保

存状態の良い竪穴住居跡を検出する。

【第９週】７月１２日～７月１６日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。台地の縁にそって溝跡がのびていること、調査区西

側の南向き斜面に平坦面が造成されていることなどを確認した。遺構数が予想以上に多いため、調査

計画の組み替えを行う。

【第１０週】７月２０日～７月２３日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。斜面に造成された平坦面を精査したところコ字型に

巡る溝を検出した。

【第１１週】７月２６日～７月３０日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。

【第１２週】８月９日～８月１３日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。台地の縁を巡る溝跡の底面付近から炭化材を検出し

た。

【第１３週】８月１６日～８月２０日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。

【第１４週】８月２３日～８月２６日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査などを行う。

【第１５週】８月３０日～９月３日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査を行う。台地の縁を巡る溝跡に伴う柱穴（方形の掘り込み）を数

基確認した。

【第１６週】９月６日～９月９日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査を行う。台地の縁を巡る溝跡に重複して掘立柱建物跡を検出した。

【第１７週】９月１３日～９月１７日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査を行う。台地の縁を巡る溝跡が一部二重になることが判明した。

竪穴状遺構から完形に近い須恵器の壺が出土した。

【第１８週】９月２１日～８月２３日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査を行う。２１日、東北歴史博物館館長工藤雅樹氏が調査指導のため

来跡。２３日、遺跡見学会を行う（来跡者数２００人）。

【第１９週】９月２７日～１０月１日

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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粗掘り、遺構確認作業、遺構精査を行う。製鉄炉の調査を終了した。

【第２０週】１０月４日～１０月８日（金）

中国甘粛省交流員、毛瑞林氏調査参加。

【第２１週】１０月１２日～１０月１５日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査を行う。調査区中央部から錫杖状鉄製品が出土した。

【第２２週】１０月１８日～１０月２２日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査を行う。２１日、文化庁記念物課坂井主任調査官が来跡した。

【第２３週】１０月２５日～１０月２９日

粗掘り、遺構確認作業、遺構精査を行う。台地の縁を巡る溝跡と平行する新たな掘立柱建物跡を検

出した。

【第２４週】１１月１日～１１月５日

遺構確認作業、遺構精査を行う。

【第２５週】１１月８日～１１月１２日

遺構精査を行う。１０日、空中写真撮影を行う。

【第２６週】１１月１５日～１１月１９日

遺構精査、遺跡周辺の地形測量を行い、調査を終了した。１９日、文化財保護室立ち会いのもと原因

者へ遺跡の引き渡しを行う。

第４節 整理作業の方法と経過

調査では、１８リットル入りコンテナ換算で１７３箱の平安時代を中心とする遺物が出土した。

整理作業は、秋田県埋蔵文化財センター中央調査課で行なった。遺物は洗浄・注記をしたのち、集

計、分類、接合作業、実測図作成などを行ない、遺構図面については菊池・佐藤・村上の指示のもと

主に調査・研究員３名が第２原図を作成し、それをトレースしたものを原稿とした。

第１章 発掘調査の概要
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第２章 調査の記録

第１節 基本層序

基本層位は、鴨巣Ⅰ遺跡（調査区西側）、Ⅱ遺跡（調査区東側）を通して概ね８層に分けられる。

Ⅰ層：１０ＹＲ２／１～１０ＹＲ２／２黒色～黒褐色シルト。細根多く含む。調査区全体に分布。重機で

除去。層厚５～１５㎝。

Ⅱ層：１０ＹＲ２／１～２／２黒色～黒褐色シルト。調査区全体に分布。ほとんど重機で除去。層厚１０

～２０㎝。

Ⅲ層：１０ＹＲ３／３～４ 暗褐色 シルト。炭化物少量（１～２％）含む。しまり強い。平安時代の

遺物包含層。遺物量多い。層厚１０～３０㎝。

Ⅳ層：１０ＹＲ４／４～６ 褐色 シルト。しまりやや強い。集落が営まれた当初の旧表土。平安時代

の遺物包含層。遺物包含量少ない。層厚１０～３０㎝。

Ⅴ層：１０ＹＲ２／１～２／２黒色～黒褐色 シルト。平安時代の集落が営まれる前までの層。埋没沢

にのみ堆積。直上にⅣ、Ⅵ、Ⅶ層由来の排土が堆積している部分が多い。

Ⅵ層：漸移層 沢以外の部分のⅣ層とⅥ層の間層。層厚５～１０㎝。

Ⅶ層：明褐色～褐色 シルト。粘質土。しまり強い。地山。場所により色調が異なる。鴨巣Ⅰ遺跡側

では層厚１０～２０㎝。

Ⅷ層：７．５ＹＲ４／６褐色シルト。鴨巣Ⅰ遺跡側で確認した。砂礫を多く含む。層厚約５０㎝。

鴨巣Ⅱ遺跡（調査区東側）

鴨巣Ⅱ遺跡側の層位は、大きく７層に分けることができる。このうちⅢ、Ⅳ層が平安時代の遺物包

含層となる。Ⅲ層は平安時代の文化層である。Ⅳ層より暗い色調で、炭化物を少量含む。Ⅳ層（Ⅳ層

の２次堆積層）が母材の中心になっている可能性がある。遺物量は多い。Ⅳ層は集落が営まれた当初

の表土と考えられる。遺物量は少ない。Ⅴ層は調査区中央部を北東から南西方向に走る埋没沢にのみ

見られる黒色系の土層で、直上にはⅣ、Ⅵ、Ⅶ層由来の排土が堆積している。このため沢以外の部分

では、平安時代の集落廃絶後まで黒色土の堆積が無かったことになる。このような例は近隣の遺跡で

も確認されているため、当地では腐植土の発達が進まない何らかの気象的要因
（註１）

があったと考えられ

る。

鴨巣Ⅰ遺跡（調査区西側）

鴨巣Ⅰ遺跡側の層位は、鴨巣Ⅱ遺跡のⅢ～Ⅴ層を欠いた形になる。このため遺構確認面は主にⅥ・

Ⅶ層になる。特徴としては、地山に砂礫が多く含まれることがあげられる。

遺構は主にⅢ・Ⅳ・Ⅵ・Ⅶ層で確認した。Ⅳ層で確認したものについては、Ⅲ層を掘り込み面とし

ていたものも多く含まれている可能性がある。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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Ａ－Ｂ（調査区北側縁部分の土層） 
Ⅱ　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
Ⅲ　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％含む 
Ⅳ　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ⅶ　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 明褐色　 シルト　 しまり強 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 裏込め土 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中　 板材の痕跡か 

Ｃ－Ｄ（斜面からＡ面に至る土層） 
Ⅰ　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 細根多く含む　 しまり中　 粘性中 
Ⅱ　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 褐色斑状に １ ０ ％混じる　 しまり強 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ． ５ ／ ４ 　 褐色～暗褐色シルト　 炭化物１％含む　 しまり強 
Ⅶ　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強 
※　 ２、３が削平後の平坦面に堆積した土層（Ⅲ、Ⅳ層に由来か） 。 

Ｅ－Ｆ（調査区中央部埋没沢部分の土層） 
Ⅰ　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １黒色　 シルト　 細根多く含む　 しまり中　 粘性中 
Ⅱ　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ⅲ　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト　 炭化物２％含む　 しまり強　 粘性やや強 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 １ ０ ％混じる　 しまり強 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％　 しまり強　 粘性やや強 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 田炭化物３％含む　 しまり強　 粘性やや強 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 しまり強 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色シルト　 しまりやや弱い　 粘性やや強 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色シルト　 黄褐色ブロック５％含む　 しまりやや弱い　 粘性やや強 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色シルト　 黄褐色ブロック５％含む　 しまりやや弱い　 粘性やや強 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 暗褐色 １ ０ ％混じる　 しまり強　 粘性やや強 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 黄褐色ブロック５％含む　 焼土ブロック１％含む　 しまり強 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 黄褐色斑状 １ ５ ％混じる　 しまり強　 粘性やや強 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 黄褐色５％混じる　 しまり中　 粘性やや強 
Ⅵ　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中 
Ⅶ　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 明褐色　 シルト　 しまり強 
　 　 ※　 　 　 ５～ １ ２ 層が埋没沢に関連する層で中でも３層が主体となる。基本層位では、この５層をⅤ層とした。 
　 　 　 　 　 　 　 ２、３層は、Ⅵ～Ⅶ層由来土（Ⅵ～Ⅶ層の再堆積土）と考えられる。 

Ａ～Ｆのセクションポイント 
の位置は第１７図にある。 

鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡では遺構覆土として黒色土が堆積する例が少なく、暗褐色か褐色の覆土をもつ遺構

が多いため遺構の検出が困難を極めた。これは鴨巣Ⅰ遺跡側で顕著であった。

註１

能代市史によれば、５～６世紀から１１世紀前葉頃までは能代砂丘の２回目の飛砂期にあたり、その後１４世紀頃までは飛砂休止

期になるという。この見解は当遺跡の土層堆積（Ⅱ層）を考える上で非常に興味深い。

第１３図 基本土層図

第２章 調査の記録
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第２節 旧石器時代・縄文時代の検出遺構と遺物

１ 旧石器時代

遺構は検出されなかったが、遺物は石器３点が出土した。いずれも単体で出土しており、１はⅦ層

上面から出土した。１、２は埋没谷から、３は台地の縁付近から出土していた。

ナイフ型石器（第１４図１、２、図版４９）

１、２とも縦長剥片を利用したナイフ形石器である。１はⅦ層（地山）直上から出土した。基部両

側縁と左側縁に刃潰し加工が施されている。

２はⅡ層から出土した。尖刃で、基部両側縁に刃潰し加工が施されている。右側縁先端部には微細な

剥離痕がみられる。

剥片（第１４図３、図版４９）

３は調査区北側の台地の縁辺部で出土した、２つの稜をもつ石刃である。側縁には微細な剥離痕が

みられる。出土層位は不明である。

第４表 旧石器時代石器一覧

挿図番号 図版番号 出土位置 器 種 層位 長さ 幅 厚さ 重量 石質

第１４図１ １３ ＭＡ４４ ナイフ型石器 Ⅶ層直上 ８．１㎝ ２．３㎝ ０．８㎝ １２．４� 珪質頁岩

第１４図２ １３ ＬＱ４５ ナイフ型石器 Ⅱ層 ４．９㎝ ２．４㎝ ０．６㎝ ４．６� 珪質頁岩

第１４図３ １３ ＭＢ５０ 剥片 不明 ４．５㎝ ２．０㎝ ０．７㎝ ６．０� 珪質頁岩

第１４図 旧石器時代の遺物

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色シルト　 地山φ１～２㎜ ３％含む　 しまり弱　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 

２ 縄文時代

確認された遺構は陥し穴１基のみであった。遺物は土器、石器などが１８リットル入りコンテナで１

箱出土しているが、平安時代の遺構の覆土や遺構外からの出土で、縄文時代の遺構からは１点も出土

しなかった。当遺跡は、縄文時代に主に狩猟場として利用されていた可能性が高い。

（１） 検出遺構

ＳＫＴ３６３（第１５図）

ＫＳ４９グリッドで検出した。確認面はⅦ層である。遺構は緩斜面に構築され、大きさは直径約１．２

�で円形に近い。確認面から底面までの深さは０．８２�、底面に直径０．２４�、深さ０．３８�のピットが掘

り込まれている。覆土は自然堆積である。縄文時代の陥し穴と考えられる。

第１５図 縄文時代の遺構・遺物

第２章 調査の記録
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（２） 出土遺物

土器（第１５図１、図版４９）

ＬＲ原体の縦位回転による文様が施された縄文土器の胴部である。内面には、磨き調整が施されて

いる。やや施文が粗く、節も小さいが、縄文時代中期後葉の土器とみられる。

石器（第１６図１～６、図版４９）

１は、両面調整が施された凸基有茎鏃である。２～４は石匙である。全て縦長剥片を素材としてい

る。２は粗雑なつくりで刃部の調整は右側縁が中心である。３・４は入念な細部調整が施されている。

刃部の角度は、３が急で４が緩やかである。５、６は磨製石斧である。５は基部を欠いているが、そ

の他にも全体に渡って損傷を受けている。６は小型で厚手の磨製石斧で両面に擦痕がみられる。

第５表 縄文時代石器一覧

挿図番号 図版番号 出土位置 器 種 層位 長さ 幅 厚さ 重量 石 質
第１６図１ ４９ ＬＭ５３ 石鏃 不明 ２．５㎝ １．２㎝ ０．４㎝ ０．６� 珪質頁岩
第１６図２ ４９ ＬＪ４８ 石匙 Ⅳ ６．５㎝ ２．８㎝ １．０㎝ １０．３� 珪質頁岩
第１６図３ ４９ 確認調査 石匙 不明 ７．７㎝ ３．２㎝ １．１㎝ ２４．４� 珪質頁岩
第１６図４ ４９ 確認調査 石匙 不明 ９．７㎝ ４．０㎝ １．４㎝ ２５．７� 珪質頁岩
第１６図５ ４９ ＬＳ４９ 石斧 Ⅱ ６．９㎝ ２．７㎝ １．４㎝ ３７．５� 変質砂質凝灰岩？
第１６図６ ４９ ＬＴ５２ 石斧 不明 （７．６㎝）（４．４㎝）（１．９㎝）（９６．６�） 不明

第１６図 縄文時代の出土遺物

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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調査区西側（鴨巣Ⅰ遺跡） 
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ＳＫ３４１ 

ＳＩ１５１ 

ＳＫ 
１８４１ 

ＳＫ２６８ 
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黒丸Ａ－Ｂ、Ｃ－Ｄ、Ｅ－Ｆは 
基本土層断面のセクションポイント 
の位置（第１３図に対応） 

第２章 調査の記録

第１７図 遺構配置図
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第３節 平安時代、中世、近世の遺構と遺物

検出された中近世の遺構・遺物は僅かで、ここで取り上げるのは平安時代の遺構・遺物がほとんど

である。特に断りのない限り、遺構遺物の所属時期は平安時代である。

平安時代の遺構には、竪穴住居跡、竪穴状遺構、掘立柱建物跡、土坑、焼土遺構、製鉄炉、炭焼き

遺構、溝状遺構、柵列、性格不明遺構、柱穴様ピットなどがある。

１ 竪穴住居跡

竪穴状の掘り込みをもち、カマドとみられる施設が備わった遺構を竪穴住居跡とした。重複による

破壊や調査区外に広がることによって全容が明らかにならなかったものに対しては、柱穴や床面のし

まり具合等から竪穴住居跡と認定したものもある。

第６表 竪穴住居の立地・平面形・軸方向

遺構名 番号 地 勢 平面形 カマドが付設
される壁

カマドを基準とした住居の
軸方向 軸方向

１ ＳＩ ３１ 調査区西側平坦面 隅丸方形 東壁 Ｎ－９０°－Ｅ 北－南

２ ＳＩ ３２ 調査区西側平坦面 方形 南壁 Ｎ－１７８°－Ｅ 北－南

３ ＳＩ ３９ 調査区西側平坦面 隅丸方形 東壁か南壁 Ｎ－８９°－Ｅ 北－南

４ ＳＩ ５０ 調査区西側平坦面 隅丸方形 西（南西）壁 Ｎ－１２９°－Ｗ 北東－南西

５ ＳＩ ５１ 調査区西側平坦面 隅丸方形 北壁 Ｎ－２°－Ｅ 北－南

６ ＳＩ ９９ 調査区西側平坦面 隅丸方形 東壁 Ｎ－８５°－Ｅ 北－南

７ ＳＩ １００ 調査区西側平坦面 方形 東壁 Ｎ－８６°－Ｅ 北－南

８ ＳＩ １０７ 調査区西側平坦面 方形 東（南西）壁 Ｎ－１１０°－Ｗ 北東－南西

９ ＳＩ １２２ 調査区西側平坦面 方形 西壁 Ｎ－１１５°－Ｗ 北西－南東

１０ ＳＩ １２６ Ａ面 不明 （北西壁） 不明 北東－南西

１１ ＳＩ １２７ Ｃ面 方形 南壁 Ｎ－１７３．５°－Ｗ 北－南

１２ ＳＩ １２９ Ｃ面 方形 南壁 Ｎ－１６７°－Ｗ 北北東－南南西

１３ ＳＩ １３１ Ｂ面の縁からＣ面に至る斜面 方形～隅丸方形 不明 不明 北－南

１４ ＳＩ １３２ Ｂ面 方形 南（南西）壁 Ｎ－１６２．５°－Ｗ 北東－南西

１５ ＳＩ １３３ Ｂ面の西縁付近 方形～隅丸方形 東（南東）壁 Ｎ－１０６．５°－Ｅ 北東－南西

１６ ＳＩ １３４ Ｂ面 方形～隅丸方形 東（南東）壁 Ｎ－１００°－Ｅ 北東－南西

１７ ＳＩ １３９ Ａ面 方形か隅丸方形 不明 不明 北北東－南南西

１８ ＳＩ １４５ Ｃ面 方形 北壁 Ｎ－１４°－Ｅ 北北東－南南西

１９ ＳＩ １４６ Ｃ面 方形 不明 不明 北北東－南南西

２０ ＳＩ １５１ Ｈ面 方形 東 Ｎ－７９°－Ｅ 東北東－西南西

２１ ＳＩ １５３ Ｇ面 隅丸方形 南壁 Ｎ－１７１°－Ｗ 北北東－南南西

２２ ＳＩ ４１０ 調査区西側平坦面 （長）方形 東壁 Ｎ－９２°－Ｅ 北－南

２３ ＳＩ ４２０ 調査区西側平坦面 （長）方形 南壁 Ｎ－１７２．５°－Ｅ 北－南

２４ ＳＩ ５００ Ｄ面 方形 南壁 Ｎ－１７４．５°－Ｅ 北－南

２５ ＳＩ ６５３ Ｆ面 方形 南壁 Ｎ－１６５°－Ｗ 北北東－南南西

２６ ＳＩ ６９９ Ｄ面からＥ面にかけて 方形 西壁 Ｎ－７０．５°－Ｗ（西壁を東壁と
同じ角度にした場合） 北東－南西

２７ ＳＩ ７６４ Ｅ面 方形 （新）南壁
（古）東

（古）Ｎ－８７°－Ｅ、（新）Ｎ－１７３．５－Ｅ
（Ｐ１２－Ｐ５ラインを壁とした場合）。 北－南

２８ ＳＩ ７６５ Ｅ面 方形 不明 不明 北北東－南南西

２９ ＳＩ ７７７ Ｄ面 方形 南壁 Ｎ－１７５°－Ｗ 北－南

３０ ＳＩ １０００ 調査区中央部斜面 （長）方形 北西壁？ 不明 北東－南西

３１ ＳＩ １４００ Ｅ面 方形 南壁 不明 北北東－南南西

３２ ＳＩ １４５６ 調査区中央部斜面 （長）方形 東壁？ （Ｎ－７０°－Ｅ） 北東－南西

３３ ＳＩ １６４９ Ｈ面 方形 不明 不明 東北東－西南西

３４ ＳＩ １６５０ Ｈ面 隅丸方形 不明 不明 北－南

３５ ＳＩ １７２３ Ｇ面 方形 南壁 Ｎ－１７１°－Ｗ 北北東－南南西

３６ ＳＩ １７２４ Ｇ面 方形 南壁 Ｎ－１７５°－Ｗ 北－南

３７ ＳＩ １７５５ Ｇ面 方形 北壁 Ｎ－８°－Ｅ 北北東－南南西

３８ ＳＩ １７８１ Ｄ面 方形 西 Ｎ－８３°－Ｗ 北－南

３９ ＳＩ １７８２ Ｄ面 方形 不明 不明 北－南

※「カマドを基準にした住居の軸方向」は、カマドが付設された壁のラインに対する垂線と座標北が交差する角度を読み取った。

第２章 調査の記録
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第１８図 竪穴住居跡配置図

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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ＳＩ３１（第１９・２０図、図版４・５）

位 置：ＭＯ４７グリッドを主体とし、ＭＰ４７グリッドにおよぶ範囲に位置する。

規 模：東壁長２．８５�、西壁長２．８８�、南壁長２．６７�、北壁長２．５５�である。検出面から床面まで

の深さは、０．２～０．３�である。

確認状況：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査により、竪穴住居跡であること

が判明した。

重複遺構：ＳＫＰ１７・１９・７９・８０と重複する。本住居跡がこれらより旧い。

覆 土：１層は地山に酷似する褐色土、２層は炭化物や有機物を由来とする黒色層、３層は焼土塊

を多く含む層である。２、３層から当住居は消失家屋と判断される。１層は、礫を多く含

むため、埋め戻された可能性がある。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：東側と西側で段差があり、東側が１０㎝ほど低い。どちらも平坦で堅くしまっている。

壁 溝：なし。

柱 穴：南東を除く各壁隅と南壁中央部で検出した。径は２９～３７㎝、床面からの深さは５～２０㎝で

ある。

カ マ ド：硬化した火床面の位置から、東壁の中央部やや南寄りに付設されていたと推測される。構

築材等は確認できなかった。火床面周辺からは、土師器や礫が出土した。

出土遺物：コンテナで１／３ほどの土師器が出土した。甕が多く、坏はほとんどみられない。土師器

甕破片のなかには叩き目のあるものがみられる。

備 考：床面上から検出した暗赤褐色土や、一面に広がる厚さ４～１０㎝の炭層から、焼失家屋と判

断した。

ＳＩ３２（第２１・２２・２３図、図版４・５）

位 置：ＭＯ４８を主体とし、ＭＯ４９、ＭＰ４８・４９グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：東壁４．３１�、西壁残存値３．４０�（推定値４．５�）、南壁４．８０�、北壁残存値２．４０�（推定値

５．２�）の隅丸方形である。検出面から床面までの深さは０～０．４０�である。本住居跡の

北側は急斜面であるため、住居の北西部は崩れて存在しない。

確認状況：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査により、竪穴住居跡であること

が判明した。

重 複：ＳＫＰ３３・３４・３５と重複する。本住居跡がこれらより旧い。

覆 土：主体をとなるのは２層で床面から確認面付近まで堆積している。混入物等が多く、壁際に

は三角堆積状の土層も確認できないことから、比較的短い時間で埋没したと考えられる。

よって埋め戻しが行われた可能性が高いと考えられる。１層はやや濁ったような色調で、

住居中央部の窪みに周囲の土が流れ込んだものと考えられる。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：北側がやや低いが、ほぼ平坦で硬くしまっている。

壁 溝：長さ１．００�、幅０．１０～０．２１�、深さ０．０３～０．１１�の規模で東壁の南側にのみ存在する。
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ＳＩ３１ 

Ｅ Ｆ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ｇ
 

Ｈ
 

Ｄ
 

Ｃ
 

Ｉ
 

Ｊ
 

Ｐ１ 

Ｐ２ 
Ｐ３ 

Ｐ４ －２０．１ 

－９．８ 
－１．１ 

－５．３ 

Ｄ
 

Ｃ
 

３ ２ 

１ 

５６．７０ｍ 

５６
．７
０
ｍ
 

１
 

２
 

０ ２ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 礫φ１～ ３ ０ ㎜１ ５ ％､ 
　 　 　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色　 シルト　 礫φ５～ １ ５ ㎜ ５％､ 
　 　 　 地山φ１～５㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 暗赤褐色　 シルト 
　 　 　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色焼土 ４ ０ ％混じる　 しまり強　 粘性なし 

第１９図 ＳＩ３１

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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ＳＩ３１カマド 
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５６．５０ｍ 
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５ １０ 
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３
 

Ｓ
Ｋ
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８０
 

 

５６
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０
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５６
．５
０
ｍ
 

１１
 

９
 
１０
 

９
 
８
 

７
 

０ ０．５ｍ 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 礫φ１～５㎜ １％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性なし 
２　 ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１～ ３ ０ ㎜１ ０ ％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性なし 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 礫φ１～３㎜ １％含む　 
　 　 　 しまり強　 粘性中 
４　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 暗赤褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜１ ０ ％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性中 
５　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
７　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 明赤褐色　 シルト　 礫φ１～３㎜ １％含む　 
　 　 　 しまり強　 粘性なし 
８　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
９　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗赤褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ３％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性なし 
１ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ３％含む　 
　 　 　 しまり強　 粘性なし 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～ ３ ０ ㎜１ ０ ％､ 
　 　 　 焼土φ １ ０ ～ ３ ０ ㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 

第２０図 ＳＩ３１カマド
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Ｉ 

Ａ 

Ｋ
 

Ｌ
 

Ｊ 

Ｅ 

Ｄ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｂ 

Ｆ 

Ｄ
 

Ｇ
 

Ｈ
 

Ａ 
Ｂ 

５６．５０ｍ 
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２ 

１
 

２
 

５６
．５
０
ｍ
 

ＳＩ３２ 

ＳＩ３２ 

Ｐ３ 
－１３．２ 

Ｐ１ 

Ｐ２ 
Ｐ４ 

－５．３ 

－４．８ 
－５．８ 

０ ２ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ ３％､ 礫φ２～５㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ ３％､ 礫φ２～５㎜ ３％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

第２１図 ＳＩ３２
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ＳＩ３２カマドＡ 

Ｈ
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Ｇ
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Ｇ
 

Ｈ
 

Ｆ Ｅ 

５６
．５
０
ｍ
 

５６．００ｍ 

６
 

２
 

３
 

５
 

４
 

１ 
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３ 
４ 

５ ７ 

０ ０．５ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物５％含む　 
　 　 　 しまり強　 粘性強 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 焼土 １ ０ ％混じる　 
　 　 　 炭化物５％含む　 しまり強　 粘性強 
４　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
５　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
７　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ にぶい赤褐色　 シルト　 
　 　 　 焼土ブロック １ ０ ％含む　 しまり強　 粘性なし 

第２２図 ＳＩ３２カマドＡ
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Ｉ 

Ｉ 

ＳＩ３２カマドＢ 

Ｌ
 

Ｌ
 

Ｋ
 

Ｋ
 

Ｊ 

Ｊ 
５６．５０ｍ 

５６
．５
０
ｍ
 

７
 

６
 

３
 

４
 

１ ２ ３ 

４ ４ 

０ １ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 灰 １ ０ ％混じる　 炭化物 ２ ０ ％含む　 しまり強　 粘性強 
２　 ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 灰 ２ ０ ％混じる　 炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性なし 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 灰 ２ ０ 混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性なし 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性なし 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 　 礫φ１～２㎜ ３％､ 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性弱 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 　 礫φ１～２㎜ ３％､ 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性弱 

柱 穴：南東隅に３基、東壁中央部に１基の柱穴を検出した。径は１６～３６㎝、床面からの深さは５

～１３㎝である。

カ マ ド：火床面と煙道の位置関係から、南壁の東側と西側の２か所に付設されていたと推測され

る。どちらも構築材等は確認できず、火床面と煙道のみが残存している。煙道は共に緩や

かに立ち上がる。西側の煙出し下からは、長軸０．４６�、短軸０．３９�、深さ０．１１のピット状

の掘り込みを確認した。２つのカマドの新旧関係は不明である。

出土遺物：土師器がコンテナで１／２ほど出土した（第１５６図１）。

第２３図 ＳＩ３２カマドＢ
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ＳＩ３９（第２４図、図版４）

位 置：ＭＰ～ＭＱ４７グリッドを主体とし、ＭＰ～ＭＱ４６グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：東壁５．５７�、西壁５．６３�、南壁５．５７�、北壁５．９１�。検出面から床面までの深さは０．３２�

である。

確認状況：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査により、竪穴住居跡であること

が判明した。

重複遺構：ＳＮ２４、ＳＫＰ１４・６４・６５・８２・８３と重複する。本住居跡がこれらより旧い。

覆 土：住居内土坑以外は地山と酷似する褐色土１層で占められるため、一気に埋め戻しが行われ

た可能性が高い。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦で硬くしまっている。

壁 溝：住居西半分で検出した。幅０．１４～０．４３�、深さ０．０９～０．３２�である。

柱 穴：１６基検出したが、主柱穴とみられる柱穴の配置は不明瞭である。

カ マ ド：南東隅で検出された。残存状態は不良で、火床面のみを確認することができた。周辺から

被熱した袖石と白色粘土塊が出土した。

備 考：住居中央部から長軸（東－西）方向２．０８�、短軸（南－北）方向１．０８�、深さ０．５８�の土

坑ＳＫ０７が検出された。この底面付近から多くの炭とともに、須恵器片や鉄滓が出土した。

この他に住居内から６基の土坑を検出した。これら土坑と住居との関係等については不明

である。

出土遺物：コンテナ１箱と１／３ほどの土師器を中心とする遺物が出土した（第１５６図２～４、第２０６

図１・２）。土師器は甕がほとんどである。

ＳＩ５０（第２５・２６・２７・２８図、巻頭図版４、図版３・４）

位 置：ＮＤ４７グリッドを主体とし、ＮＤ４６、ＮＥ４７グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北東壁長３．７７�、北西壁長３．５５�、南東壁長３．３７�、南西壁長３．９１�。確認面から床面ま

での深さは、０．１３～０．２７�である。

確認状態：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査により、竪穴住居跡であること

が判明した。

重複遺構：ＳＮ１０５と重複し本遺構が新しい。

覆 土：１層は周囲の地山土（当時の地表土でもある）に酷似するため、竪穴廃絶後に周囲から流

れ込んだ自然堆積層の可能性がある。４層、６層は焼土が主体となる層で、土葺の屋根が

火災の際に崩落し焼土化したものか、消火のため投入した土が焼土化したものかのいずれ

かの可能性が考えられる。ＳＫ０１には暗褐色土を基本に炭化物と焼土が混入する。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦で堅くしまっている。

壁 溝：一部途切れる部分があるものの南壁を除く３壁で確認した。床面からの深さは０．０６～０．０９

�である。
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柱 穴：各壁隅部及び北西壁中央、北東壁中央やや北寄り、カマド北西側など８基検出した。

カ マ ド：南西壁の中央よりやや南側に付設され、崩壊した状態で確認した。壁際に浅い掘り込みが

見られるが、これは煙道と思われ、やや急に立ち上がっている。袖部は袖石を芯材として、

粘土等を貼り付けており、左袖は内側から熱を受けた状態が確認できた。右袖は芯材の石

のみ確認できた。火床面付近で柱状の石が出土しているが、カマドの中軸線上にあるため、

支脚として使用された可能性が考えられる。

出土遺物：土師器杯１２点、土師器壺２点、土師器甕１点、須恵器壺２点（接合済み）、木製椀

（炭化）、砥石の他、土師器がコンテナ１箱程度、その他炭化材などが出土した（第１５６図

５～１０、１５７図～１５９図、図版３７・３８）。

南東壁際中央付近の床面には１．０�×０．３�の板材が敷かれ、その上からほぼ完形の土師器

１３個体と木製椀が出土した。木製椀は損傷が激しく調査時には１個体と見られていたが、

業務委託した保存処理の結果、２個体の復元に成功した。委託先からは、復元できなかっ

た残片の部位や量から、さらに１個体（計３個体）の椀があった可能性が高いとの報告を

受けている。このため、３個体の椀を積み重ねて置いていたと推測される。

カマド付近からは多くの土師器片が出土し、南東隅部付近からは完形の土師器壺が伏せ

た状態で出土した。須恵器に関しては出土位置の記録が無いが、比較的高い位置での出土

が多かった。

炭化材の多くは北側から出土した。板目が北東－南西のものは、床板であった可能性が

考えられる。また、壁溝に壁板が刺さった状態のまま炭化したものも見つかっているが。

備 考：西壁には張り出し部分があり、壁溝はそこで途切れた状態にある。出入り口の可能性があ

る。カマド北東に、長軸（北西－南東０．６７�）、短軸（北東－南西０．６０�）、床面からの深

さ０．１３�の土坑を１基検出した。

須恵器片は、その多くが覆土から出土しているが、焼け飛びがみられることから、床面出

土土器とは同時期のものとみられる。

ＳＩ５１（第２９・３０図、図版４・５）

位 置：ＭＯ４７グリッドに位置する。

規 模：北壁長２．２５�、南壁長２．６０�、東壁長２．９４�、西壁長２．８１�、確認面から床面までの深さ

は０．７２�である。

確認状態：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査により、竪穴住居跡であること

が判明した。

重複遺構：なし。

覆 土：主体を占める２、３層は地山に酷似した土である。３層は焼土ブロックや炭化物を多く含

むため、当時の生活面付近の土を用いて一気に埋め戻しを行った可能性がある。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦である。

壁 溝：床面からの深さは０．１４�で、東壁の一部で検出した。その他の部分については不明である。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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Ｐ
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１
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１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ５％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性強 

１　 ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
３　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
４　 ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

第２章 調査の記録
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ＳＩ５０ 

木製の 
椀 

１５６‐５ 

１５６‐６ 

１５６‐９ 

１５８‐１ 

１５７‐１ 

１５７‐４ 

１５７‐６ 

１５６‐８ 

１５７‐５ 

１５７‐７ 

１５８‐２ 

１５６‐７ 

１５７‐２ 

１５６‐１０ 

０ ２ｍ 

第２５図 ＳＩ５０焼土・炭化材分布図

第２章 調査の記録

―５１―



ＳＩ５０ 

Ａ 

Ｂ 

Ｆ 

Ｅ 

Ｉ 

Ｊ Ｋ 

Ｌ 

Ｈ
 

Ｇ
 Ｃ
 

Ｄ
 

Ｄ
 

Ｃ
 

Ｇ
 

Ｈ
 

Ｆ 
Ｅ 

Ｂ
 

Ａ
 

ＳＮ１０５ 

Ｐ１ 

ＳＫＯ１ 

Ｐ２ 

Ｐ３ 

Ｐ４ 

Ｐ５ 

Ｐ８ 

Ｐ６ 

Ｐ７ 

－２１．２ 

－１７．３ 

－２４．５ 

－２９．２ 

－９．７ 

－１２．９ 

－４３．２ 

－１２．５ 

－１２．４ 

５６
．１０
ｍ
 

５６．１０ｍ 

５６
．１
０
ｍ
 

５５
．９
０
ｍ
 

５
 

１
 

６
 

６
 

６
 
１
 

７
 

炭
化
材
 

根
 

５
 

カ
ク
ラ
ン
 

炭
化
材
 根
 

Ｓ
Ｎ
１０５
 

８
 

４
 ２
 
３
 

１
 

５
 

根
 

炭
化
物
 

炭
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１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性弱　 （ソフトローム状） 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 （地山土） 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 しまり強　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色焼土ブロック ５ ０ ％含む　 しまり強　 粘性弱 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物１％､ 焼土ブロック１％含む　 しまり強　 粘性弱 
６　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ にぶい赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 しまり中　 粘性中 
８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

ＳＩ ５ ０ －ＳＫ１ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり強　 粘性中 

Ｍ
 

Ｎ
 

柱 穴：柱穴状のピットが３基検出されたが、規則的な配置はみられない。

カ マ ド：北壁の東寄りに付設されている。煙道は、やや急に立ち上がっている。全長１．６４�（煙道

部１．３０�、燃焼部０．３４�）の大きさで、壁に直交している。火床面は、２つの掘り込みの

覆土に形成されている。また火床面と掘り込みの間には、炭化物を大量に含む層があるた

め、カマドの構築や改築等にあたって何らかの作業が行われていたと考えられる。

関連施設：ＳＫ０１覆土は、竪穴覆土３層と同じ堆積土であるため、ＳＫ０１は当住居に伴うものと考え

第２６図 ＳＩ５０
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ＳＩ５０カマド Ｎ
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１１
 

Ｓ 
１１ 

１０ ９ ７ 
５ ４ 

３ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 炭化物 ２ ０ ％含む　 しまり中　 粘性弱　 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 明赤褐色 ３ ０ ％混じる　 しまり強　 粘性弱　 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ １ 黒褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし　 
４　 ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし　 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 　 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中　 
７　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
８　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
９　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
１ ０ 　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし　 
１ １ 　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 

０ ０．５ｍ 

第２７図 ＳＩ５０カマド
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ＳＩ５０カマド 
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１５８‐４ 

１５８‐３ 

１５８‐１０ 

１５８‐７ 

１５８‐５ 

１５８‐６ 

１５８‐８ Ｓ 
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Ｓ 

Ｋ Ｌ 
５６．００ｍ 

Ｓ 
１１ 

１０ Ｓ ０ ０．５ｍ 

※ １ ０ 、 １ １ は第 ２ ７ 図と同じ 

られる。

出土遺物：土師器を中心とした遺物が、コンテナ１箱ほど出土した（第１６０図１）。

そ の 他：中央南側に長軸１．２０�、短軸０．８０�、深さ０．３８�の土坑を検出した。

ＳＩ９９（第３１・３２図、図版５）

位 置：ＮＧ４７・４６グリッドに位置する。

規 模：北壁長（０．６５�）、南壁長３．２８�、東壁長３．５５�、西壁長（２．６３�）、確認面から床面まで

の深さは、０．０２～０．１９�である。

確認状態：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査により、竪穴住居跡であること

第２８図 ＳＩ５０カマド

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり強　 粘性なし 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ５％､ 焼土φ１～５㎜ ５％含む　 しまり強　 粘性弱 
４　 ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 極暗赤褐色　 シルト　 焼土φ５㎜ ５％含む　 しまり強　 粘性なし 
５　 カマド部分覆土（土質不明） 

が判明した。

重複遺構：ＳＩ１０７と重複し、本遺構が新しい。

覆 土：覆土全体が地山と酷似する褐色シルト１層で占められる。壁の立ち上がり付近に三角堆積

状の土層もみられないことから比較的短期間で埋没したとみられる。この状況から、一気

に埋め戻しが行われた可能性が高いと考えられる。カマド部分は天井部が火床面上に落下

したものと思われる堆積状態を示す。煙道天井部は、カマド崩落後に崩落したとみられる。

壁 ：東壁はほぼ垂直に立ち上がり、南壁は急に立ち上がる。北壁と西壁は残存状態が悪い。

床 面：硬くしまっている。

壁 溝：なし。

柱 穴：２基検出されたが、２基とも壁際ではなく中央寄りの位置にある。

カ マ ド：東壁の南寄りに付設されている。全長１．０１�（煙道部０．４２�、燃焼部０．５９�）で、壁に対

第２９図 ＳＩ５１
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ＳＩ５１カマド 

Ｌ
 

Ｋ
 

Ｅ Ｆ 

Ｋ 

Ｅ 

Ｌ 
５６．５０ｍ 

Ｆ 
５６．５０ｍ 

６ 
１ 

４ 
３ 

２ 

５ 

０ １ｍ 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 赤黒色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ３％含む　 
　 　 　 しまり弱　 粘性中　 明赤褐色、赤褐色、褐色、にぶい黄褐色の土が混じる 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物 ３ ０ ～ ４ ０ ％含む　 しまり弱　 粘性強 
４　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ １ 褐灰色　 シルト　 しまり強　 粘性強 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性弱 

第３０図 ＳＩ５１カマド
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１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ３％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ７％､ 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 焼土φ１㎜ ２％､ 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性強　 

しほぼ直交する。煙道は緩やかに立ち上がっている。構築材は芯材のみ確認した。面取り

した石を火床面の両側に配置している。火床面と煙道間に被熱した石を確認したが、中軸

線上に位置することから、支脚もしくはその補助に使用したのではないかと考えられる。

カマド周辺からは、土師器や礫などの遺物が出土している。

出土遺物：ほぼ完形の土師器坏が４点、坏底部が２点、その他土師器片がコンテナ１箱程度出土した

（第１６０図２～９、図版３８）。床面から出土した遺物も比較的多い。

第３１図 ＳＩ９９・１０７
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ＳＩ９９カマド 
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ＳＩ１０７カマド火床のみ 

１
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５５
．８
０
ｍ
 

５５．８０ｍ 

０ １ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト 
　 　 　 炭化物φ３～５㎜ ３％､ 
　 　 　 焼土φ３～５㎜ ３％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性中 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト 
　 　 　 しまり強　 粘性なし 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト 
　 　 　 炭化物φ２～３㎜ ３％､ 
　 　 　 焼土φ３～５㎜ ３％含む 
　 　 　 しまり弱　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト 
　 　 　 １層土８％混じる 
　 　 　 炭化物φ３～５㎜ ５％含む 
　 　 　 しまり中　 粘性中 

１　 ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 橙　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ にぶい赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 

第３２図 ＳＩ９９・１０７カマド
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１
 ２
 

４
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

５
 

ＳＫ２ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 
５６．００ｍ 

１ 

２ ３ ４ 

５ 

６ 

焼土塊 

４ 
５ ６ 

０ １ｍ 

ＳＩ １ ０ ０ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 

Ｐ１２ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 焼土φ１～ １ ０ ㎜ ８％､ 炭化物φ１～５㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性中　 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ３％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性弱　 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～ ２ ０ ㎜１ ０ ％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性中　 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％､ 
　 　 　 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％､ 
　 　 　 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中　 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 焼土φ１～５㎜ １％含む 
　 　 　 しまり中　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％、 
　 　 　 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 焼土２％混じる 
　 　 　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土φ１～５㎜ ５％含む 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
５　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色 ３ ０ ％混じる 
　 　 　 しまり強　 粘性弱　 焼土ブロック層 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色シルト 
　 　 　 しまり中　 粘性弱　 炭層？ 
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ＳＩ１０７（第３１・３２図、図版５）

位 置：ＮＧ４７グリッドを主体とし、ＮＧ４６、ＮＨ４７グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長（１．２�）、南壁長３．１７�、東壁長３．６５�、西壁長０．６７�。確認面から床面までの深

さは、０．３０�である。

確認状態：ＳＩ９９精査中に確認した。

重複遺構：ＳＩ９９と重複し、本遺構が古い。

覆 土：覆土全体が地山と酷似する褐色シルト１層で占められる。壁の立ち上がり付近に三角堆積

状の土層もみられないことから比較的短期間で埋没したとみられる。この状況から、一気

に埋め戻しが行われた可能性が高いと考えられる。

壁 ：東壁はほぼ垂直に立ち上がり、南壁は急に立ち上がる。北壁と西壁は残存状態が悪い。

床 面：硬くしまっている。

壁 溝：なし。

柱 穴：検出されなかった。

カ マ ド：東壁の北端近くで確認した。火床面と、芯材と思われる礫のみ確認した。当遺構廃絶時か

ＳＩ９９構築時に壊された可能性がある。

出土遺物：遺物は出土しなかった。

ＳＩ１００（第３３図、図版４）

位 置：ＮＦ４７グリッドを主体とし、ＮＦ４６グリッド、ＮＥ４６・４７グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長５．１６�、南壁長５．２５�、東壁長５．８７�、西壁長６．０５�。確認面から床面までの深さ

は、０．３３�である。

確認状態：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査により、竪穴住居跡であること

が判明した。

重複遺構：ＳＫ２と重複し、本遺構が古い。

覆 土：覆土全体が地山と酷似する明褐色シルト１層で占められる。壁の立ち上がり付近に三角堆

積状の土層もみられないことから、比較的短期間で埋没したとみられる。この状態から、

一気に埋め戻しが行われた可能性が高いと考えられる。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦である。

壁 溝：東壁との南壁の一部を除き一巡する。

柱 穴：壁溝と重複する形で１０基検出された。基本的に床面の各隅に配置されているが、南西隅で

は確認できなかった。

カ マ ド：東壁に付設される。カマドの芯材と火床面が検出された。芯材は礫でカマドの両袖に並ぶ

ような形で検出された。

そ の 他：東壁の北寄りでスロープ状の小さな張り出しを検出した。

出土遺物：土師器がコンテナで１／３箱出土した（第１６０図１０・１１、図版３９）。
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ＳＩ１２２ 
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１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ３％､ 焼土φ１～３㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性強 

ＳＩ１２２（第３４・３５図、図版５）

位 置：ＮＣ４７グリッドを主体とし、ＮＣ４８、ＮＤ４７・４８グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：南壁長４．３５�、東壁長（３．０�）、西壁長（３．５７�）。北壁は台地の縁の浸食で消失してい

るため長さ不明である。確認面から床面までの深さは、０．２５�である。

確認状態：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査により、竪穴住居跡であること

が判明した。

重複遺構：なし。

第３４図 ＳＩ１２２

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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ＳＩ１２２カマド 
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４
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２
 

Ｓ
 

Ｓ
 

０ ０．５ｍ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ５％､ 焼土φ１～３㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし　 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 

覆 土：地山と酷似する褐色土１層で占められる。壁際の三角堆積状の土層がみられないことや、

焼土ブロック、炭化物等の混入物を含むことから、当時の生活面付近の土や遺構構築に伴

う廃土などで、一気に埋め戻しが行われた可能性がある。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦である。

壁 溝：なし。

柱 穴：１基のみ検出した。

カ マ ド：火床面と芯材と思われる礫のみ残存していた。火床面近くの西壁には小さな張り出しがみ

られ、火床面との位置関係からカマドの煙道部分と考えられる。

出土遺物：土師器が、中ポリ袋で一袋出土した（第１６１図１～３、図版３９）。

ＳＩ１２６（第３６図）

位 置：ＫＱ４７グリッドに位置する。

第３５図 ＳＩ１２２カマド
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ＳＩ１２６カマド 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ 
６８．９０ｍ 

６６．８０ｍ 

１ 
２ ０ ０．５ｍ 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 

規 模：長軸（２．５）�、短軸（１．５）�

確認状態：Ⅵ層面でカマド火床面と思われる範囲とそこから北西に延びる溝状の掘り込みを確認し、

竪穴住居として精査を進めた。

重複遺構：なし。

備 考：竪穴住居に伴う掘り込み、床面、柱穴などは確認でず、カマド部分しか検出できなかった。

カマドにしては規模が大きすぎる点から他の遺構の可能性も考えられる。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで１／４箱ほど出土した。全体的に摩滅気味で状態は

不良である。

ＳＩ１２７（第３７・３８図、図版８）

位 置：ＬＢ４７・４８グリッドを主体に、ＬＣ４７・４８グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長４．３０�、南壁長４．１０�、東壁長３．９０�、西壁長４．０５�。確認面から床面までの深さ

は、０．０８～０．２８�である。

第３６図 ＳＩ１２６カマド

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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確認状態：Ⅶ層上面で周囲と異なる土の広がり（不定形）を確認した。その後の精査により、本遺構

を含む複数遺構の重複であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ１３１、ＳＩ１４５、ＳＩ１４６、ＳＫ１４７と重複する。このうち、本遺構より古いものがＳＩ

１３１、ＳＩ１４５、ＳＩ１４６で新しいものがＳＫ１４７になる。ＳＩ１４５との新旧については、そ

れを示す土層記録をとることができなかったが、本遺構の貼り床（ＳＩ１４７の煙道残存部

を埋めるために施されたと推測される）の下からＳＩ１４７の煙道（煙孔）を検出したため、

ＳＩ１４５の方が古いとみなした。

覆 土：３層からなり、それぞれ地山、焼土、炭化物などの人為的な要素を含む層であるが、６層

は、遺構の掘削土等の人為的撹乱土が斜面上部から流れ込んだ可能性も考えられる。

壁 ：床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らで全体的に堅くしまるが、住居中央からややカマド寄りの部分には細かなコブ状

の凹凸が見られ、特にしまりが強い。

壁 溝：幅１４～１６㎝、床面からの深さ８～１０㎝で壁際をほぼ一巡している。

柱 穴：住居床面の４隅とその間に主柱穴（Ｐ１～７）が壁溝と重複するように掘り込まれている。

このほかＰ５に隣接するＰ８や近接するＰ９、壁に平行する位置にあるＰ１０、Ｐ１１も住居

構造に関連する柱穴と考えられる。

カ マ ド：住居南壁の西よりに構築されている。保存状態は不良で、両袖の基底部が残存するのみで

ある。右袖付近からは小礫が数個出土している。左袖の直下は、ピット状の掘り込みになっ

ているが性格は不明である。火床面は長軸０．５７�、短軸０．４８�の範囲に広がり、中央部が

被熱の度合いが強い。

関連施設：Ｐ１２～１６は住居内に掘り込まれた何らかの施設と考えられる。このうちＰ１６覆土には焼土

塊が含まれていた。

出土遺物：土師器を中心にコンテナで２／３ほど（須恵器は１点のみ）出土した（第１６１図４～９、

第２０６図３）。このうち、カマド付近からは土師器片が３点出土した。

ＳＩ１３１（第３７・３９図、図版９）

位 置：ＬＢ４７グリッドに位置する。

規 模：北壁長（１．０８）�、南壁長２．９５�、東壁長２．５�、西壁長（０．３６）�。確認面から床面ま

での深さは、０．１８�である。

確認状態：調査区南側境界部分のⅦ層上面で、周囲と異なる土の広がり（不定形）を確認した。その

後の精査により、本遺構を含む複数遺構の重複であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ１２７・１４５・１４６と重複し、本遺構が新しい。

覆 土：炭化物、焼土、地山などの人為的要素を含む単層で、一気に埋め戻しが行われたと考えら

れる。

壁 ：やや急に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らである。

壁 溝：なし。
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柱 穴：壁際に３か所で掘り込まれている。

カ マ ド：なし。

出土遺物：土師器を中心とする遺物が出土した（第１６４図１、第２０６図６）。出土遺物は少なく、Ｈ１

袋ほどである。

備 考：南側に土坑状の掘り込みがあるが、貼り床をして使用しているため、当遺構より古い。

ＳＩ１４５（第３７・３８図、図版９）

位 置：ＬＢ４６・４７グリッドに位置する。

規 模：北壁長２．７０�、南壁長２．８３�、東壁長３．２５�、西壁長３．１８�。確認面から床面までの深さ

は、０．４～０．４３�である。

確認状態：Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（不定形）を確認した。その後の精査により、本遺

構を含む複数遺構の重複であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ１２７、ＳＩ１３０、ＳＩ１３１、ＳＫ２０７２と重複し、本遺構の方が古い。ＳＩ１２７との新旧関

係の根拠については、ＳＩ１２７の項で既述したとおりである。

覆 土：焼土、炭化物などの人為的要素を含む単層で、一気に埋め戻しが行われたと考えられる。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らで全体的に硬くしまるが、中央部に細かなコブ状の凹凸が見られ、特にしまりの

強い部分になっている。

壁 溝：幅１２～１６㎝、床面からの深さ６～１０㎝で、カマド周辺を除き壁際をほぼ一巡している。

柱 穴：住居床面の４隅とその間に主柱穴（Ｐ１～８）が掘り込まれ、このうちＰ３を除く全ての

柱穴が壁溝と重複する。これ以外にもＰ１、Ｐ６、Ｐ７にそれぞれ隣接するＰ９、Ｐ１６、

Ｐ１３・１４や壁際にあるＰ１２・１５・１７などが住居の構造に関連する柱穴と考えられる。

カ マ ド：住居北壁の西寄りから崩壊した状態で検出され、袖は残っていなかった。火床面は長軸５０

㎝、短軸４０㎝の範囲でがり、中央部が被熱の度合いが強い。煙道は長さ１．４�、幅０．２５�、

煙孔は底面付近のみ残存し、径０．４３�の大きさがある。それぞれの壁は被熱によって赤く

硬化している。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで１／３ほど（須恵器は１点のみ）出土した。このう

ち、７点がカマド精査時に検出された。

ＳＩ１４６（第３７図）

位 置：ＬＣ４８グリッドに位置する。

規 模：北壁長（１．４５�）、南壁長（０．２８�）、東壁長２．２２�、西壁は存在せず。確認面から床面ま

での深さは、０．２８�である。

確認状態：Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（不定形）を確認した。その後の精査により、本遺

構を含む複数遺構の重複であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ１２７・１３１、ＳＫ１４７と重複し、当遺構が古い。

覆 土：炭化物、地山など人為的要素を含む単層で、一気に埋め戻しが行われたと考えられる。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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Ｐ３ 
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Ｐ５ 
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－１０．６ 
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－１９．０ －１１．２ 
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－８．９ 

－３．５ 
－７．０ 

－１８．８ 

－５．３ 

－１４．８ 

－５．２ 

８ ７ ６ ８ 

９ 

１１ １ 

２ 
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８ 
５ 

１０ 
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０ ２ｍ 

６６．２０ｍ ６６．２０ｍ 

６６
．８
０
ｍ
 

６６
．３
０
ｍ
 

１０
 

６
 

１
 

２
 

３
 

１１
 

１２
 

１　 ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物５％含む　 しまり強　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色 ３ ０ ％、焼土８％混じる　 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色シルト　 焼土８％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土８％、地山３％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山３％、焼土３％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ４ ０ ％、焼土８％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％、焼土３％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
９　 不明 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物３％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 地山８％混じる　 炭化物５％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ４ ０ ％、焼土８％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
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１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土φ３～ １ ０ ㎜、炭化物１％含む　 しまり強　 粘性弱 
３　 
４　不明 
５　不明 

１ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色シルト　 焼土φ５～ １ ０ ㎜１ ５ ％、炭化物５％含む　 しまり強　 粘性弱 

ＳＩ １ ４ ５ カマド火床 
６　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
７　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

ＳＩ１２７カマド Ｋ
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Ｉ Ｊ 

Ｋ
 

Ｌ
 

Ｉ 
Ｊ ６

 

７
 

３
 ６２
．００
ｍ
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１ 
２ 

６２．００ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色シルト　 焼土３％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性弱　 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 焼土８％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 焼土 ２ ０ ％混じる　 炭化物φ １ ０ ㎜１ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 ３ ０ ％混じる　 焼土φ５～ １ ５ ㎜ ８％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土φ５～ １ ５ ㎜２ ０ ％、炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 しまり強　 粘性中 
７　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 しまり強　 粘性中 
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第２章 調査の記録

第３８図 ＳＩ１２７・１４５カマド

―６９・７０―



ＳＩ１３１ 

ＳＫ１４７ 

ＳＩ１４５ 

ＳＫ２０７２ 

ＳＫＩ１３０ 

調査区外 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

Ｐ３ 

Ｐ４ Ｐ５ 

－６．３ 

－１１．１ －１６．８ 

－１７．７ 
＋　１．８ 

－２９．７ 
＋　７．８ 

０ ２ｍ 

第３９図 ＳＩ１３１、ＳＫＩ１３０
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壁 ：やや急に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らである。

壁 溝：なし。

柱 穴：隅と壁際に３か所、壁から少し離れたところに２か所掘り込まれている。

カ マ ド：なし。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで１／４ほど（須恵器１点のみ）出土した。

ＳＩ１２９（第４０・４１・４２・４３図、図版６・７）

位 置：ＬＢ４９グリッドを主体とし、ＬＢ４８・５０、ＬＣ４９グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長４．１３�、南壁長４．１０�、東壁長４．２３�、西壁長４．１８�。確認面から床面までの深さ

は、０．４６～０．６０�である。

確認状態：Ⅵ～Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（方形）を確認した。その後の精査により、竪

穴住居跡であることが判明した。

重複遺構：なし。

覆 土：７層以下の層は自然堆積層の可能性があるが、３層上面は地形的に標高の低い西側が高く

なっているため、自然堆積と考えるには不自然な状態にある。したがって自然堆積による

埋没過程中に一時的に、遺構構築に伴う廃土の廃棄が行われた可能性がある。

壁 ：床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らで全体的に硬くしまるが、住居中央部には細かなコブ状の凹凸が見られ、特にし

まりの強い部分になっている。

壁 溝：幅１０～１５㎝、床面からの深さ１０㎝前後で、カマド部分を除いた壁際をほぼ一巡している。

柱 穴：住居床面の４隅とその間に主柱穴（Ｐ１～８）が壁溝と重複するように掘り込まれている。

このほかＰ３に隣接するＰ９やＰ６に近接するＰ１０・１１、壁に平行する位置にあるＰ１２、

Ｐ１３も住居構造に関連する柱穴と考えられる。

カ マ ド：住居南壁の西よりから、崩壊した状態で確認された。袖は大きな軟質の礫を芯材としてい

る。火床面は長軸０．４７�、短軸０．３８�の範囲に広がり、中央部が被熱の度合いが強い。火

床面の南側では、伏せた状態の土師器が出土した。この土師器は、土を固めた小山の上に

底面をほぼ水平にした状態で検出されたことから、支脚として使用されていたと考えられ

る。煙道はほぼ完全な状態で残存しており、煙道の壁は被熱によって硬くしまりかつ赤褐

色化し、煤が付着している。断面形は長方形に近い。煙出しの平面形は径４０㎝ほどの円形

で煙道に向かって真っ直ぐ下に掘り込まれている。

関連施設：Ｐ１４・１５は住居内に掘り込まれた何らかの施設と考えられる。このうちＰ１５覆土には焼土

塊が含まれていた。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで３箱ほど（須恵器２点のみ）出土した。床面からは、

完形の土師器が多数出土した（第１６２図、１６３図、図版３９）。住居廃絶時の状態を示すもの

と考えられる。坏の中には、胎土に多量の砂を含むため表面がざらつくものがある。

備 考：当遺跡で最も保存状態の良い住居の一つである。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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ＳＩ１２９ 
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 ６６
．１
０
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山フロック ４ ０ ％、 　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 地山ブロック ２ ０ ％、炭化物３％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色＋ １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロック １ ０ ％、炭化物８％含む　 焼土１％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 　 しまり中　 粘性中 

第４０図 ＳＩ１２９
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ＳＩ１２９ 

１６２‐１１ 
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ＳＩ１３２（第４４・４５図）

位 置：ＫＴ４７・４８グリッドに位置する。

規 模：北壁長３．１５�、南壁長３．１７�、東壁長３．２５�、西壁長３．２�。確認面から床面までの深さ

は、０．３８�である。

確認状態：Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（方形）を確認した。その後の精査で竪穴住居跡で

あることが判明した。

重複遺構：ＳＫ１２４と重複し、本遺構の方が新しい。

覆 土：地山土などが混入する人為的要素を含む層であるが、遺構構築に伴う廃土が周辺から流れ

込んだ可能性が高い。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らで、住居中央部のカマド寄りに硬くしまった部分がある。

第４１図 ＳＩ１２９遺物分布図
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ＳＩ１２９カマド 
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１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 明黄褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土 １ ０ ％混じる　 炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 煙道内壁崩落土 １ ０ ％混じる　 地山ブロックφ １ ０ ～ ３ ０ ㎜２ ０ ％､ 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ １ 黒褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色シルト＋ ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり弱　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土φ５～ ３ ０ ㎜４ ０ ％､ 炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土５％､ 地山１％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土 １ ０ ％混じる　 炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
１ １ 　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 明赤褐色　 シルト　 焼土 １ ５ ％混じる　 炭化物φ３㎜ 以下２％含む　 しまり強　 粘性中　 伏せた土師器（坏）下の土　 
１ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ３ 　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ ４ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 

※３、５、６、１０、１２、１３、１４は第４３図に掲載 
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Ｍ 

Ｎ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｇ
 

Ｈ
 

Ｈ
 

Ｇ
 

Ｎ Ｍ 

ＳＩ１２９カマド 

６６．１０ｍ 

６６
．１
０
ｍ
 

トレンチ 
Ⅶ Ⅶ 

１３ １４ 

１４ １４ 

Ⅶ
 

１３
 

３
 

４
 

５
 

７
 

９
 

１
 

８
 

１１
 

１２
 

１０
 

９
 

２
 

２
 

１４
 

６
 

０ ０．５ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 明黄褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土 １ ０ ％混じる　 炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 煙道内壁崩落土 １ ０ ％混じる　 地山ブロックφ １ ０ ～ ３ ０ ㎜２ ０ ％､ 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ １ 黒褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色シルト＋ ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり弱　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土φ５～ ３ ０ ㎜４ ０ ％､ 炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土５％､ 地山１％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土 １ ０ ％混じる　 炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
１ １ 　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 明赤褐色　 シルト　 焼土 １ ５ ％混じる　 炭化物φ３㎜ 以下２％含む　 しまり強　 粘性中　 伏せた土師器（坏）下の土 
１ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ３ 　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ ４ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
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Ｐ３ 

Ｐ４ Ｐ５ Ｐ６ 
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Ｐ９ 
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６７
．２
０
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１
 

２
 

５
 炭
化
物
（
ア
ミ
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１ 
２ 

３ ４ 

５ 

６７．００ｍ 

０ ２ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山斑に ３ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 地山斑に ５ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 粘性中　 しまりやや弱 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 粘性中　 しまり強 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山斑に ３ ０ ％混じる 
炭化物φ５～ １ ５ ㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 

炭化物 
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ＳＩ１３２カマド 

Ｌ
 

Ｋ
 

Ｉ Ｊ 

Ｇ Ｈ 

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

Ｋ
 

Ｌ
 

Ｐ
１３
 

１
 

２
 

２
 

５
 

６
 

７
 

８
 

Ｒ
Ｐ
 

３
 

６７
．２
０
ｍ
 

６７．２０ｍ ６６．３０ｍ 

Ｐ１４ 

２ 

３ ４ 
９ 

０ ０．５ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山φ５～ ２ ０ ㎜３ ０ ％､ 炭化物φ５～ １ ５ ㎜３ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中　 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中　 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ５ ０ ％､ 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山１％､ 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土φ １ ０ ～ ３ ０ ㎜３ ０ ％､ 地山φ １ ０ ～ ２ ０ ㎜１ ０ ％､ 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山１％､ 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性弱　 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中　 
８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 地山１％､ 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山φ １ ０ ～ ３ ０ ㎜３ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中　 
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壁 溝：幅１０～３０㎝、床面からの深さ４～１０㎝でカマドが付設される南壁を除いた３壁に巡る。

柱 穴：住居床面の４隅とその中間などに主柱穴（Ｐ１～８）が掘り込まれている。Ｐ９・１１・１２

はカマド芯材の設置等に関連した掘り込みの可能性がある。

カ マ ド：南壁の東寄りに付設されている。崩壊した状態で確認され、火床面と煙道が残るのみであ

る。火床面は長軸０．５２�、短軸０．４２�の範囲に広がり、中央部が被熱の度合いが強い。火

床面の両脇からはピットが検出された。芯材の抜き取り痕の可能性も考えられる。煙道は

長さ１．３６�、幅０．２～０．４５�、煙出しの径は０．４�ほどである。

関連施設：カマド西側の床面に長さ０．４�、幅０．２５�の範囲にわたって炭化物の集中がみられる。

出土遺物：コンテナで２／３ほどの土師器を中心とする遺物が出土した（第１６４図２、第２０６図７・８、

図版３９）。

備 考：大型調査機材設置場所の移動に関連して、北半と南半２回にわけて調査を実施した。

ＳＩ１３３（第４６・４７図）

位 置：ＫＴ・ＬＡ４７グリッドを主体に、ＫＴ・ＬＡ４６グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長（１．６４�）、南壁長（１．７２�）、東壁長２．８９�、西壁は確認できなかった。東壁の長

さから、一辺３�弱の竪穴住居跡であったと推測される。確認面から床面までの深さは０．

２５�である。

確認状態：Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査で、竪穴住居跡であるこ

とが判明した。

重複遺構：ＳＩ１３４と重複し、当遺構が新しい。

覆 土：炭化物、焼土などを含む単層で、一気に埋め戻しが行われたと考えられる。

壁 ：確認面から床面までの深さが極浅いため、立ち上がりの角度は不明瞭である。

床 面：やや、西側に傾斜するが面自体はほぼ平らである。

壁 溝：なし。

柱 穴：Ｐ６、７が主柱穴と考えられるが、それ以外は不明である。

カ マ ド：東壁に付設されている。崩壊した状態で確認された。崩壊したカマド構築土を取り除いた

ところ、径４５㎝ほどの火床面が現れた。構築土には石も含まれている。

出土遺物：土師器がＨ２袋ほど出土した（第１６４図３・４）。カマド周辺から土師器が出土している。

ＳＩ１３４（第４６・４７図）

位 置：ＫＴ４７グリッドを主体に、ＬＡ４７、ＫＴ４６グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長（２．１６�）、南壁長（０．５�）、東壁長３．２７�、西壁は確認できなかった。東壁の長

さから、一辺３�強の竪穴住居だったと推測される。確認面から床面までの深さは０．１８�

である。

確認状態：ＳＩ１３３精査中に本遺構の存在が判明した。

重複遺構：ＳＩ１３３と重複し、本遺構が古い。

覆 土：炭化物、焼土などを含む単層で、一気に埋め戻しが行われたと考えられる。
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Ｐ３ 
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Ｐ１ 
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Ｐ８ 

Ｐ６ Ｐ７ 

Ｐ９ 
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Ｐ１１ 

Ｐ１２ 
Ｐ１３ 

Ｐ１４ 

Ｐ１５ 
－１４．５ 

－６．６ 

－２２．６ 

－３０．９ 

－９．６ 

－１４．０ 

－１０．５ 

－３９．７ 

－２３．９ 

－２０．２ 

－１２．０ －１０．２ 

１ ２ 

１
 

２
 

６９
．２０
ｍ
 

６９．００ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色シルト　 焼土３％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性弱 

０ ２ｍ 

壁 ：やや急に立ち上がる。

床 面：ＳＩ１３３によって中央から西側が壊されている。

壁 溝：なし。

柱 穴：Ｐ１～５までが主柱穴及び上屋構造に関連する柱穴と考えられる。ＳＩ１３３のＰ８は本遺

構に伴う柱穴である可能性も考えられる。また、一回り大きいＰ６は、ＳＩ１３３Ｐ９と共

に別遺構を構成する柱穴の可能性も考えられる。

カ マ ド：煙道とみられる突出部の位置から、東壁に構築されていたとみられるが、構築材や火床面

等は確認できなかった。煙道は、長さ０．６４�、幅０．７６�の大きさである。
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４ ５ 
６ ４ ５ 
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１３ 
２０ 

２１ ２６ 
１２ 
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遺構状 
　覆土 

遺構状 
　覆土 

ＳＩ
１３
９
 

壁
溝
 
Ｓ
Ｋ
２２
７
 

０ ２ｍ 

Ａ－Ｂ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色 １ ５ ％斑に混じる　 炭化物φ１㎜ 以下１％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色 ２ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色、 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色斑に２％混じる　 焼土ブロックφ１㎜ 以下～２㎜ ５％含む　 炭化物φ１㎜ 以下２％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色斑に１％混じる　 焼土ブロック・炭化物φ１㎜ 以下各１％未満含む　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土ブロック・炭化物φ１㎜ 以下～２㎜ 各 ２ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色斑に１％未満混じる　 しまり中　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色斑に１％未満混じる　 しまり中　 粘性中　 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ２ 灰黄褐色　 シルト　 焼土ブロックφ１～２㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色斑に １ ０ ％混じる　 炭化物φ１㎜ 以下１％未満含むしまり中　 粘性中 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色斑に ２ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
１ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロックφ５～ １ ０ ㎜２ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土 ２ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
２ ０ 　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
２ １ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
２ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 ３ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
２ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロックφ５～ １ ０ ㎜３ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中　 
２ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色斑に５％含む　 しまり中　 粘性中 
３ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色斑に３％含む　 しまり中　 粘性中 
３ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色２％含む　 炭化物φ１㎜ 以下１％未満含む　 しまり中　 粘性中 
３ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色斑に １ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
３ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ 以下～５㎜３ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 

Ｃ－Ｄ 
１　 Ａ－Ｂの８層 
２　 Ａ－Ｂの １ ３ 層 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
４　 Ａ－Ｂの ２ ６ 層 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色 ３ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色シルト　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色シルト １ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

第４８図 ＳＤ２２１、ＳＩ１３９、ＳＫ２２７
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出土遺物：土師器がＨ１．５袋ほど出土した。

ＳＩ１３９（第４８図）

位 置：ＫＲ～ＫＳ４６・４７グリッドに位置する。

規 模：長軸（西北西－東南東）（２．９�）、短軸（北北東－南南西）（１．３�）。確認面から床面まで

の深さ０．４�ほどである。

確認状況：調査区境界付近のⅥ～Ⅶ層面で周囲と異なる土の広がりを確認した。その後の精査によ

り、竪穴住居の一部であることが判明した。

重複遺構：ＳＫ２２７、ＳＤ２２１と重複し、当遺構はＳＫ２２７より新しく、ＳＤ２２１より古い。

覆 土：他の住居跡に比べ堆積層が多い。各層は人為的な要素を含むが、竪穴周辺の人為的撹乱土

等が住居中央部に向かって流れ込んだ可能性がある。

備 考：大半が調査区外にあることや、確認面からの掘り込みが浅いことなどから、構造について

は不明な点が多い。壁溝も不明瞭でとぎれる部分もあるが、北壁側には２つの壁溝がある

ことから、ａ、ｂの２時期があったと考えられる。推測されるプランは方形か隅丸方形で

ある。境界付近から調査区外にかけての床面に焼土が広がるが、カマドの火床面と考えら

れる。なおこの火床面はＳＫ２２７の覆土に形成されている。

遺 物：（第１６４図９）。出土遺物は少なく中ポリ袋一袋程度である。

ＳＩ１５１（第４９・５０図、図版７）

位 置：ＬＳ～ＬＴ４９・５０グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長４．６３�、南壁長４．７０�、東壁長４．４０�、西壁長４．３５�。確認面から床面までの深さ

は、０．１�未満で極浅い。

確認状態：Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（方形）を確認した。その後の精査により、竪穴住

居跡であることが判明した。

重複遺構：ＳＫ１８４１と重複する。当遺構が古い。

覆 土：地山と酷似する褐色土でしまりが強い。

壁 ：床面からほぼ素直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らで全体的に堅くしまる。

壁 溝：なし。

柱 穴：床面の４隅付近と中間にあるＰ１～５が主柱穴と考えられる。

カ マ ド：住居東壁の南よりから、崩壊した状態で確認された。火床面の南側は、ＳＫ１８４１が掘り込

まれたことによって消失している。火床面の両脇（北、南）にはピットがあり、カマド芯

材の抜き取り痕と考えられる。煙道は床面とほぼ同じレベルで掘り込まれ、東壁からは０．

７６�ほど張り出している。カマド周辺からは少量の土師器が出土した。

出土遺物：土師器、鉄滓などが出土した（第１６５図１、第２０７図９・１０、図版５０）。遺物の出土量は少

ない。カマドから土師器の小片が数点出土している。

備 考：覆土が地山と酷似するため、壁の特定は非常に困難であった。
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ＳＩ１５１ 

ＳＫ１８４１ 

Ｄ
 Ｄ
 

Ｃ
 Ｃ
 

Ａ Ｂ 

Ｂ 
Ａ 

Ｇ
 

Ｈ
 

Ｅ Ｆ 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

Ｐ９ 
－１２．０ 

－４７．４ －２４．０ 

－１１．８ 

Ｐ３ Ｐ４ 

Ｐ１０ 

Ｐ８ 

Ｐ７ 

Ｐ６ 

Ｐ１１ Ｐ１２ 
Ｐ５ 

－２３．１ 

－２９．８ 

－１１．０ 

－８．５ 

－８．１ 

１
 

５８
．７
０
ｍ
 

５８．７０ｍ 

１ 

０ ２ｍ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし　 

ＳＩ１５３（第５１・５２・５４図、図版１６・１７）

位 置：Ｌ０４９グリッドを主体とし、Ｌ０４８・５０、ＬＮ４８・４９グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長５．１２�、南壁長５．１３�、東壁長５．６０�、西壁長５．７０�。確認面から床面までの深さ

は０．４�前後である。

確認状態：確認調査で検出した礫集中地点の精査により、竪穴住居跡であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ１７２３・１７２４と重複する。新旧関係は、１７２４より新しく１７２３より古い。

第４９図 ＳＩ１５１
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ＳＩ１５１カマド 

Ｇ
 

Ｇ
 

Ｆ 

Ｈ
 

Ｈ
 

Ｅ 

Ｈ
 

Ｇ
 

Ｆ Ｅ 

Ｅ 
Ｆ 

１
 

２
 

３
 

３ １ 

２ 

４ ４ 

Ｐｉｔ 
Ｐｉｔ 

５８．５０ｍ 

５８
．５
０
ｍ
 

０ １ｍ 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
４　 ５ Ｙ Ｒ ８ ／ ４ 淡橙色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
※断面図の層位は不明 

第５０図 ＳＩ１５１カマド
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覆 土：覆土をＳＩ１７２４に掘り込まれているため住居中央部分の層位は不明である。住居内壁際に

は広く暗褐色土が堆積している。

壁 ：床面から壁際にかけては丸みをおびるが、中ほどからほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らである。

壁 溝：なし。

柱 穴：底面から１４基のピットを検出した。主柱穴はＰ１～４、Ｐ７とみられるが、則的な配置で

はない。

カ マ ド：住居南壁のやや東よりから、カマド構造材が崩壊した状態で確認された。

関連施設：カマドの北側の床面に土坑状の掘り込みがある。

出土遺物：土師器を中心とする遺物（須恵器５点）がコンテナで１箱出土した（第１６５図、第２０７図１１、

図版４０）。

備 考：重複する３軒の住居の中では、最も規模が大きい。

ＳＩ１７２３（第５１・５２・５３図、図版１６・１７）

位 置：Ｌ０４９グリッド、ＬＮ４９グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長２．８５�、南壁長２．７７�、東壁長３．４３�、西壁長３．３３�。確認面から床面までの深さ

は、０．３�前後である。

確認状態：確認調査で検出した礫集中地点の精査により、竪穴住居跡であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ１５３・１７２４と重複する。新旧関係は、１７２４、１５３より新しい。

覆 土：他の竪穴住居跡の覆土より、濃い色調の覆土である。自然堆積と考えられる。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らである。

壁 溝：なし。

柱 穴：底面から７基のピットを検出した。主柱穴は床面の４隅に配置されるＰ１～４とみられ

る。

Ｐ７は、本遺構覆土から掘り込まれているため本遺構より新しい。

カ マ ド：住居南壁の東よりから、カマドによって形成されたとみられる火床面を検出した。その他

構造材などは確認できなかった。

出土遺物：（第１７１図６～１５、図版４１）。覆土から、多量の礫が出土した。本遺構が廃絶され窪地のよ

うな状況となった時に礫等を廃棄したものと考えられる。土器類は土師器を中心に、コン

テナ２／３ほど出土した。

備 考：重複する３軒の住居の中では、最も新しく、規模が小さい。

ＳＩ１７２４（第５１・５２・５４図、図版１６・１７）

位 置：Ｌ０４９・５０グリッドを主体とし、ＬＮ４９・５０グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長４．０５�、南壁長５．１３�、東壁長４．７７�、西壁長４．６２�。確認面から床面までの深さ

は０．１�前後である。
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ＳＩ１５３ 
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第５１図 ＳＩ１５３・１７２３・１７２４
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Ａ Ｂ 

Ｃ Ｄ 
６０．７０ｍ 

６０．７０ｍ 

Ⅱ 

Ⅲ 
撹　乱 

１２ 
９ 

４ 

１３ 

７ 

５ 
６ 

Ⅱ 
２ ２ 

３ ４ 
１ 

根跡 

撹乱 

Ⅱ １１ １２ 
Ⅲ 

１ 

Ⅲ 
１２ 

１０ 

４ 

Ⅱ 

７ 
１３ 

８ １２ 
撹　乱 Ⅱ 

１２ １３ Ⅲ 

０ ２ｍ 

Ⅱ　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ⅲ　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性中 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり弱　 粘性中　 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ５％､ 焼土φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり弱　 粘性中　 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色（３よりやや薄い色調） 　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ５％､ 焼土φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり弱　 粘性弱　 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性強 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％､ 焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱　 
１ ３ 　 Ｓ Ｉ １ ７ ２ ４ 覆土　 註記なし 

確認状態：確認調査で検出した礫集中地点の精査により、竪穴住居跡であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ１５３・１７２３と重複する。新旧関係は、当遺構が一番古い。

覆 土：床面直上の１層のみ確認した。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らである。

壁 溝：なし。

柱 穴：底面から４基のピットを検出した。主柱穴はＰ１～３とみられるが、床面北側の柱穴を確

認することができなかった。

カ マ ド：住居南壁の東よりから、カマドによって形成されたとみられる火床面を検出した。その他

構造材などは確認できなかった。

出土遺物：土師器が中ポリ袋一袋ほど（須恵器２点のみ）と鉄滓（第２１０図３９）出土した。

ＳＩ４１０（第５６・５７図）

第５２図 ＳＩ１５３・１７２３・１７２４土層断面
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ＳＩ１７２３ 

ＳＩ１７２３カマド 

Ｅ Ｆ 

Ｅ Ｆ 

Ｅ 

Ｆ 

１７１‐１３ 

１７１‐１５ 

１７１‐１４ 

１７１‐１２ 

１７１‐１１ 

１７１‐１０ 

１７１‐８ 

１７１‐６ 

０ ２ｍ 

１ｍ ０ 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

Ｐ５ 

Ｐ３ 

Ｐ７ 

Ｐ６ 

Ｐ４ 

－２１．２ 

－１９．０ 

－１４．８ 

－９．８ 

－１２．０ 

－１３．７ 

－２１．６ 

５９．８０ｍ 
１ ２ 

３ 

１　 ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ８ 橙色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

第５３図 ＳＩ１７２３
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ＳＩ１５３ 

ＳＩ１５３カマド 

Ｐ１ 

Ｐ８ 

Ｐ５ 

Ｐ９ 

Ｐ１０ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｐ１１ 

Ｐ１２ 

Ｐ１３ 

Ｐ７ 

Ｐ２ 

Ｐ３ 

Ｐ１４ 

Ｐ４ 
Ｐ６ －２５．６ 

－２３．９ 

－１２．２ 

－２２．６ 

－９．６ 

－７．４ 

－２４．７ 

－２７．０ 

－２２．８ 

－２９．０ 

－２９．６ 

－２２．８ 

－６．７ 

－２０．３ 

０ ２ｍ 

１ｍ ０ 

Ｈ 

Ｈ 

Ｇ 

Ｇ 

１ 
１ 

１ 

２ ２ 

１ 
３ ３ 

１ ３ 

１ 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性なし 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 極暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性なし 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 極暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性なし 

５９．８０ｍ 

第５４図 ＳＩ１５３
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ＳＩ１７２４ 

ＳＩ１７２４カマド 

Ｉ
 

Ｊ
 

Ｉ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｊ 

Ｐ１ 

Ｐ４ 

Ｐ２ 

Ｐ３ 
－３８．３ 

－３９．５ 

－８．９ 

－１１．７ 

１ 

２ 

３ 

１ 
２ 

３ 

５９．８０ｍ 

０ ２ｍ 

０ １ｍ 

１　 ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ８ 橙色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
３　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

第５５図 ＳＩ１７２４
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位 置：ＭＮ４７・４８、ＭＯ４７・４８グリッド。

規 模：北壁長（３．５５�以上）、南壁長（３．６�）、東壁長５．７�、西壁長（４．２�以上）。確認面から

床面までの深さは、０．２�である。

確認状態：Ⅶ層上面で、カマドに関連するとみられる焼土とそれに近接する周囲とは異なる土の広が

り（不定形）を確認した。その後の精査により、２つの結果竪穴住居跡とそれに伴うカマ

ドであることが判明した。

重複遺構：ＳＩ３２、ＳＩ４２０と重複し、ＳＩ４２０より新しくＳＩ３２より古い。

覆 土：地山と酷似する褐色土の単層で、一気に埋め戻しが行われたと考えられる。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らで全体的に硬くしまり、西に向かってやや傾斜（下傾）している。

壁 溝：幅１５㎝、床面からの深さ５㎝ほどであるが、確認できない部分もある。

柱 穴：住居床面の４隅とその間に主柱穴（Ｐ１～６）が掘り込まれ、このうちＰ１・２・５・６

が壁溝の中にある。

カ マ ド：住居東壁の南寄りから崩壊した状態で検出され、袖の芯材とみられる礫が残存していた。

火床面は長軸５６㎝、短軸４０㎝の範囲で広がり、中央部が被熱の度合いが強い。煙道及び煙

出しは確認できなかった。

関連施設：床面北よりに土坑が掘り込まれている。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで２／５ほど出土した。カマド確認面付近からは、土

師器が数点検出された（第１６６図１・２、第２０８図２１、図版４０・５０）。

備 考：覆土と周囲の地山の判別が非常に困難であった。

ＳＩ４２０（第５６・５８図）

位 置：ＭＮ４７・４８、ＭＯ４７・４８グリッド。

規 模：北壁長（３．３�）、南壁長（３．８７�）、東壁長（４．４７�）、西壁長（４．２１�）。床面から確認

面までの深さは不明である。

確認状態：Ⅶ層上面、でカマドに関連するとみられる焼土とそれに近接する周囲とは異なる土の広が

り（不定形）を確認した。その後の精査により、２つの竪穴住居跡とそれに伴うカマドで

あると判断した。

重複遺構：ＳＩ４１０と重複し、本遺構が古い。

覆 土：残存せず。

壁 ：残存せず。

床 面：ＳＩ４１０の構築により破壊された可能性がある。

壁 溝：確認できなかった。

柱 穴：Ｐ８～１１が主柱穴とみられる。

カ マ ド：火床面の位置からカマドは住居南壁側に構築されていたと考えられる。カマドは崩壊した

状態で検出され、火床面から南東側にかけて暗褐色シルトを覆土とする土坑状の掘り込み

があり、火床面は一部この掘り込み覆土にも広がっている。掘り込み覆土上にはカマドの
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ＳＩ４２０ 

ＳＩ４１０ 
Ｋ
 

Ｌ
 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ 
Ｆ 

Ｂ Ａ 

Ｉ 

Ｊ
 

Ｋ
 

Ｌ
 

ＳＫ０２ 

ＳＫ０１ 

Ｐ１ 

Ｐ８ 

Ｐ１２ 

Ｐ２ 

Ｐ３ 

Ｐ９ 

Ｐ１０ 

Ｐ４ 

Ｐ５ 

Ｐ６ 

Ｐ７ 

－１３ 

－３１ 

－２３ 

－２３ 

－３２ 

－２４ 

－５４ 

－２４ 

－７ 

－２９ 

－３７ 

Ｐ１１ 

１
 

２
 

５６
．６０
ｍ
 

１ 
１ 

５６．８０ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 しまり強　 粘性強 

Ｐ１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 
しまり中　 粘性中 

Ｐ２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ ２％含む　 

しまり強　 粘性弱 
Ｐ５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 

しまり強　 粘性弱 

０ ２ｍ 

第５６図 ＳＩ４１０・４２０
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ＳＩ４１０カマド 

Ｆ
 

Ｅ
 

Ｃ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｄ 

Ｅ
 

Ｆ
 

Ｆ
 

Ｅ
 

Ｃ Ｄ 

０ １ｍ 

Ｓ 
Ｓ 

Ｓ 

Ｓ １ ２ 
Ｓ 

Ｓ ４ 

ＲＰ 

ＲＰ 

ＲＰ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ
 

３
 

２
 

５６
．６
０
ｍ
 

５６．６０ｍ 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ ２％、焼土φ１～２㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性強 

第５７図 ＳＩ４１０カマド
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ＳＩ４２０カマド 

Ｊ
 

Ｊ
 

Ｉ
 

Ｉ
 

Ｇ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｈ 

０ １ｍ 

１ 

２ 

３ 

Ｓ 

ＲＰ 

Ｒ
Ｐ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

３
 

５６
．５
５
ｍ
 

５６．５５ｍ 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 礫φ５～ ２ ０ ㎜ ３％、炭化物φ５㎜ １％、焼土φ５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

芯材とみられる礫が散在していた。火床面は長軸５７㎝、短軸４９㎝の広がりをもち、中央部

が被熱の度合いが強い。煙道は確認できなかった。

火床面と掘り込みの関係は火床面が新しく、掘り込みは当初のカマドを廃棄する際の行

為によって生じたものである可能性がある。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで１／２ほど出土した。カマド近くの掘り込みから土

師器が数点検出された（第１６６図３・４）。

ＳＩ５００（第５９・６０・６１・６２・６４・６５図、図版１３・１４・１５）

位 置：ＬＥ４９グリッドを中心とし、ＬＥ４８・４９、ＬＤ４８・４９グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長３．２８�、南壁長３．３３�、東壁長３．３７�、西壁長３．５１�。確認面から床面までの深さ

は、０．２５�である。

確認状態：Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（方形）を確認した。その後の精査により、竪穴住

第５８図 ＳＩ４２０カマド
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居跡であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ７７７と重複し、本遺構の方が新しい。

覆 土：ほとんどが混合土を主体とする１層で占められ、一気に埋め戻しが行われたと考えられ

る。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らで全体的に硬くしまるが、カマド周辺から西壁にかけて細かなコブ状の凹凸が見

られ、特にしまりが強い。

壁 溝：幅１２～２３㎝、床面からの深さ１０～１８㎝で壁際を一巡している。

柱 穴：住居床面の４隅とその間に主柱穴（Ｐ１～８）が壁溝と重複するように掘り込まれている。

これ以外にも壁溝と重複するＰ９・１０や壁溝に隣接するＰ１１などは住居の構造に関連する

柱穴と考えられる。

カ マ ド：住居南壁の西寄りに付設されている。崩壊した状態で検出され、崩壊した構築土の上面か

ら、土師器と礫？が出土した。構築土の下には両袖の芯材が残っており、芯材には直方体

に近い形状の軟質の礫が用いられている。火床面は、長軸０．４３�、短軸０．４１�の範囲に広

がり、中央部が被熱の度合いが高い。火床面の南側に接して楕円形の礫が出土しているが、

被熱していることや、平らな面が認められること、近くのカマド底面に窪みが見られるこ

となどから、窪みに礫を置き支脚として使用していた可能性が高いと考えられる。火床面

よりも北側の床面からは、炭化材が出土した。煙道は不明瞭で、カマドの軸線の断面観察

では、カマド底面のラインが住居の壁近くで急に外に向かって立ち上がっていく状態が確

認できることから、煙道は極めて短かいものであったと推測される。

関連施設：住居南東隅付近の床面には焼土があり、Ｐ１２によって切られている。

出土遺物：（第１６７図５・６、図版４０）。土師器を中心とする遺物がコンテナで１／２ほど出土した。

ＳＩ７７７（第５９・６０・６１・６２・６６・６７図、図版１４・１５）

位 置：ＬＥ４７グリッドを主体とし、ＬＤ４６～４８グリッド、ＬＥ４６・４８グリッド、ＬＦ４６～４８グリ

ッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長８．８�、南壁長（７．８�）、東壁長９．０６�、西壁長（７．０�）。確認面から床面までの

深さは、０．９０～０．２０�である。

確認状態：Ⅵ～Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（不定形）を確認した。その後の精査により、

竪穴住居跡であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ５００・１７８１、ＳＩ１７８２、ＳＢ１８４１、ＳＫ１８３９（掘り込みＣ部分）、ＳＤ５０７・５０８・８８６・

１８３２・１８３３と重複する。このうち当遺構より古いのが、ＳＩ１７８１、ＳＫＩ１７８２で、それ以

外は当遺構より新しい。

覆 土：大小様々な遺構の重複により複雑な様相を示しているが、ほとんどが人為的要素を含む層

である。埋め戻しや、標高の高い側からの人為的撹乱土の流れ込みなどにより遺構が埋没

したと考えられる。

壁 ：壁はほぼ垂直に立ち上がる。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック ３ ０ ％､ 焼土３％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土８％混じる　 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色 １ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％､ 焼土３％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色 ２ ０ ％､ 焼土３％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 　 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色５％､ 焼土 １ ０ ％､ 炭８％混じる　 しまり中　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性中 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 ２ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中　 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ５ ％､ 焼土１％混じる　 炭化物５％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
１ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色 ２ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 　 
１ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色ブロックφ １ ０ ～ ２ ０ ㎜２ ０ ％､ 炭化物φ１～５㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック状 １ ５ ％混じる　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
２ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック状５％混じる　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまりやや強　 粘性中 
２ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ８％､ 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 
２ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 

２ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック状 ３ ０ ％､ 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性中 
２ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
２ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
２ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物φ２～５㎜ １％､ 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
２ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまりやや強　 粘性中 
２ ８ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック含む　 しまり弱　 粘性中 
２ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
３ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色 ３ ０ ％混じる　 炭化物 １ ０ ％､ 焼土 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
３ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
３ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ５ ％､ 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
３ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色５％､ 焼土３％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
３ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ０ ％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
３ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ５％､ 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
３ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 明黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中　 
３ ９ 　 黄褐色シルト Ｓ Ｉ ７ ７ ７ 貼り床（ Ｓ Ｉ １ ７ ８ １ 覆土） 　 しまり中　 粘性中 
４ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
４ １ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土 ４ ０ ％混じる　 炭化物８％含む　 しまり弱　 粘性中 
４ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 焼土φ１～２㎜１ ０ ％､ 炭化物８％含む　 しまり弱　 粘性中　 
４ ３ 　 Ｓ Ｉ １ ７ ８ ２ 覆土　 シルト　 しまり中　 粘性中 
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ＳＩ ７ ７ ７ 関連 
（直接関係部分１～ ４ ３ 層　 これ以外に覆土を掘り込んでいる遺構を、掘り込みａ～ｇとして表し、各々１番から註記をおこなっている） 　 

掘り込みａ　 １～３ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色 ２ ０ ％､ 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 

掘り込みｂ　 １～３ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 焼土 ２ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり強　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色シルト １ ０ ％､ 焼土５％混じる　 炭化物５％含む　 しまり強　 粘性中　 

掘り込みｃ　 １～ １ ６ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土５％､ 地山３％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 ２ ０ ％､ 焼土５％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中　 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 １ ０ ％､ 地山 １ ０ ％､ 焼土１％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 明黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 ２ ０ ％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロック １ ０ ％､ 炭化物５％含む　 しまり強　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 ２ ０ ％混じる　 地山ブロック８％､ 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性中　 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 地山ブロック５％､ 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物３％､ 地山ブロック１％含む　 しまり中　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 明褐色 ４ ０ ％､ 焼土１％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色 ３ ０ ％､ 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 　 焼土１％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色 ２ ０ ％､ 焼土５％混じる　 炭化物８％､ 地山ブロック１％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ０ ％､ 焼土８％混じる　 炭化物５％､ 地山ブロック３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色５％､ 焼土５％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

掘り込みｄ　 １～４ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色斑に ３ ０ ％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色斑に ２ ５ ％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物８％､ 地山ブロック５％含む　 しまり中　 粘性中　 

掘り込みｅ　 １～７ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色８％､ 焼土８％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中　 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 ２ ０ ％､ 焼土１％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色ブロックφ １ ０ ～ ２ ０ ㎜３ ０ ％､ 炭化物３％含む　 しまり強　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色ブロックφ １ ０ ㎜４ ０ ％､ 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色ブロックφ １ ０ ～ ２ ０ ㎜１ ０ ％､ 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性中　 　 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 

掘り込みｆ　 １～ ２ ２ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 暗褐色 ２ ０ ％､ 焼土１％混じる　 しまり強　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 にぶい黄褐色ブロック状１％混じる　 しまりやや強　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 にぶい黄褐色ブロック状２％混じる　 しまり強　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ ２％含む　 しまりやや強　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック状 ２ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロックφ５～ １ ０ ㎜１ ５ ％､ 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり弱　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロックφ５～ １ ０ ㎜１ ０ ％含む　 しまりやや強　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 ブロック　 しまり強　 粘性中 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 にぶい黄褐色ブロック状 １ ５ ％混じる　 炭化物φ１～２㎜ ２％､　 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまりやや強　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック状 ２ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
１ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロックφ５～ ２ ０ ㎜１ ０ ％､ 炭化物φ１～２㎜ １％､ 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック状 １ ０ ％混じる　 炭化物φ１～２㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロックφ５～ ２ ０ ㎜ ５％､ 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
２ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック状 １ ０ ％混じる　 しまり強　 粘性中 
２ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色ブロック状 ２ ０ ％混じる　 しまりやや強　 粘性中 
２ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 

掘り込みｇ　 １～２ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色 １ ０ ％､ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 灰黄褐色 １ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 地山ブロック５％､ 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

６５．４０ｍ 
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第６３図 ＳＩ７７７内の掘り込みａ～ｇ土層断面
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色シルト　 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色シルト　 焼土 ２ ０ ％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％､ 焼土 １ ０ ％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性強 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土８％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性強 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ にぶい赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

第６４図 ＳＩ５００
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山φ５㎜２ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 石片φ２～５㎜１ ０ ％､ 炭化物１％含む　 
しまり中　 粘性中 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 石片φ２～５㎜７ ０ ％､ 炭化物５％含む　 
しまり中　 粘性中 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト　 焼土 ４ ０ ％混じる　 炭化物 １ ０ ％含む 
しまり中　 粘性中 

５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土 ２ ０ ％混じる　 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性中　 

第６５図 ＳＩ５００カマド

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―１０６―



床 面：ほぼ平らで全体的に硬くしまる。

壁 溝：幅１０～１８㎝、床面からの深さ１５～２０㎝で壁際を巡っているが、確認できない部分もある。

柱 穴：主柱穴として壁溝と重複するＰ１～３があるが、その他Ｐ４～１８などの壁柱穴も主要な柱

として機能していたと考えられる。

カ マ ド：南壁の西よりに付設されている。崩壊した状態で検出された。カマドの構築されている部

分は他の床面よりやや下がっている。崩壊したカマド構造材の下には、袖石や火床面が残

存し、袖石は火床面両側で２個ずつ確認された。火床面は、東西８０㎝、南北５８㎝の範囲に

広がっている。火床面には起伏がみられることから、一部削られている可能性がある。煙

道は、直径などは推測できないものの、火床面から緩やかに立ち上がっている状態が確認

できた。

関連施設：ロクロ軸受けピットと思われるピット（Ｐ３１）と、隣接する焼土を検出した。ロクロ軸受

けピットと思われるピットは、径２５㎝ほどの円形の掘り込みの底面の中心に径９㎝ほどの

掘り込みを設けているものである。底面の小さな掘り込みは、断面形をみるとオーバーハ

ングしているのがわかる。その他、遺構中央北寄りの床面に炭化物の広がりがある。また、

東壁寄りの床面にはＳＫ０１が、南壁寄りの床面にはＳＫ０２が掘り込まれている。

出土遺物：覆土やカマド周辺から、土師器を中心とする遺物がコンテナで３箱ほど（うち須恵器がコ

ンテナ１／３）出土した（第１６８図、第１６９図１～４、第２０９図２２・２５～２８、図版４０・４１・

５５）。

備 考：一辺約９�の本遺跡最大の竪穴住居跡である。覆土内には既述の重複遺構の他に、掘り込

みａ、ｄ、ｇ（弟６３図）のような竪穴状の遺構が掘り込まれていたと考えられるが、その

平面形をとらえることはできなかった。

ＳＩ１７８１（第６０・６２・６８図、図版１４・１５）

位 置：ＬＥ４７グリッドを主体とし、ＬＤ・ＬＥ４６グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長５．８６�、南壁長（３．４６�）、東壁長（５．２０�）、西壁長５．６６�。確認面（ＳＩ７７７床

面）からの深さは０．２�前後である。

確認状況：ＳＩ７７７精査時に設けたサブトレンチにより、ＳＩ７７７の下に本遺構が存在することを確認

した。

重複遺構：ＳＩ７７７・１７８２と重複する。ＳＩ１７８２より新しく、ＳＩ７７７より古い。

覆 土：第６２図３９層が本遺構の覆土で、そのままＳＩ７７７の貼り床となっている。

壁 ：ほとんど残存せず。

床 面：ほぼ平坦で硬くしまる。

壁 溝：幅０．２５�前後、深さ０．１�前後で壁際を一巡する。

柱 穴：Ｐ１～５が主柱穴と考えられる。

カ マ ド：火床面の形状から、西壁に付設されていたと考えられる。また、向きは約９０°異なるがＳ

Ｉ７７７と同じような場所にカマド本体が設けられていたと推測される。火床面南側からは

カマドの袖石として使用されたとみられる石が集中して出土した。火床面の中央部にはピ
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色シルト　 焼土１％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 ３ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
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ＳＩ７７７カマド 
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Ｄ
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色シルト＋ ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 赤褐色シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 ３ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 

第６７図 ＳＩ７７７カマド
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ットが掘り込まれている。このピットは、ＳＩ７７７構築に伴う貼り床によって覆われてい

るため、本住居廃絶時に掘り込まれた可能性がある。

そ の 他：覆土の状態から、廃絶後間もなくＳＩ７７７が構築されたと考えられる。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで１／２ほど出土した。

ＳＩ１７８２（第６０・６１・６２・６８図、図版１４）

位 置：ＬＦ４７グリッドに位置する。

規 模：北壁長（１．４�）、東壁長（２．２�）、西・南壁は確認できなかった。確認面（ＳＩ１７８１床面）

からの深さは０．１５�前後である。西側は、ＳＩ６９９によって消失したと考えられる。

確認状況：ＳＩ７７７精査時に設けたサブトレンチにより、ＳＩ７７７の下に本遺構が存在することを確認

した。その後の精査でＳＩ１７８１床面下に本遺構があることが判明した。

重複遺構：ＳＩ１７８１・７７７・６６６と重複し、本遺構が一番古い。

覆 土：第６２図４３層である。土色の詳細は不明であるが、ＳＩ７７７の貼り床と同様な色調で、しま

りはそれほど強くない。

壁 ：床面から急角度で立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦で硬くしまる。

壁 溝：なし。

そ の 他：一部しか確認できなかったため、全体の規模や形状は不明な点が多い。竪穴状遺構と判断

されるべき遺構かもしれないが、後続するＳＩ１７８２・７７７の存在や床面・壁の状態から竪

穴住居跡と判断した。

出土遺物：（第１７２図５～７、図版４２）。土師器を中心とする遺物がコンテナで１／５ほど出土した。

ＳＩ６５３（第６９・７０図、図版１０・１２）

位 置：ＬＬ４６グリッドを主体とし、ＬＬ４５、ＬＭ４５・４６グリッドを中心とする範囲に位置する。

規 模：南東壁長４．５１�、北東壁長４．６７�、南東壁長４．４１�、北西壁長４．５５�、確認面から床面ま

での深さは、０．５２�である。

確認状況：Ⅶ層で周囲と異なる方形の土の広がりを確認した。その後の精査により、竪穴住居である

ことが判明した。

重複遺構：なし。

覆 土：覆土には人為的要素がみられるが、人為的撹乱土等が斜面上方から流れ込んだものと考え

られる。

壁 ：床面からほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦で硬くしまる。

壁 溝：カマド部分を除く四方の壁際に巡る。床面からの深さは１０㎝前後である。

柱 穴：床面の四隅に壁溝と重複して掘り込まれている。

カ マ ド：南東壁に付設されている。保存状態は比較的良く、煙道、煙出しはほぼそのままの状態で

検出された。また、燃焼部付近も崩壊の度合いが大きくない。燃焼部の外見は、地山状の
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Ｓ Ｉ １ ７ ８ １ カマド 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物 ３ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物 １ ０ ％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 焼土 １ ０ ％混じる　 炭化物２％含む　 しまり強　 粘性中 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
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褐色土を用いてドーム状にしたもののように見える。火床面は直径約５５㎝ほどの円形の広

がりをもち、上に炭化材が散在していた。住居廃絶時の状態を示すものと考えられる。煙

出し部分は調査区境界に接しているが、煙出しから西側に向かって焼土が形成されている

のが確認できた。カマドの炎が煙孔付近にまで及ぶことがあったと考えられる。煙道の断

面形はほぼ円形である。

そ の 他：南壁の中央部に接してＳＫ０１が掘り込まれている。また、住居中央部やや西よりには、焼

土が形成されている。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで２／３ほど出土した（第１６６図７～１２、第２０８図１８・

１９、図版４０）。

ＳＩ６９９（第７１図、図版１０）

位 置：ＬＦ・ＬＧ４７グリッドに位置する。

規 模：北壁長（２．１４�）、南壁長３．３�、東壁長３．６４�、西壁長（０．９�）。確認面から床面までの

深さは、０．５０�である。

確認状態：Ⅶ層上面で周囲と異なる土の広がり（方形）を確認した。その後の精査により、竪穴住居

であることが判明した。

重複遺構：ＳＫ７７４、ＳＫ７７５、ＳＫ１８４７と重複する。ＳＫ７７４・７７５より新しく、ＳＫ１８４７より古い。

覆 土：人為的要素が含まれるが、遺構掘削土などの人為的撹乱土が斜面上方から流れ込んだもの

と考えられる。

壁 ：やや急な傾斜地に位置することや土坑との重複のため住居西側の残存状態は不良である。

その他の壁はほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らで全体的に硬くしまるが、中央部には細かなコブ状の凹凸が見られ、特にしまり

が強い。

壁 溝：幅１０～１４㎝、床面からの深さ４～８㎝で、床面残存部では北壁、南壁の一部を除き壁際を

巡っている。

柱 穴：主柱穴として壁溝と重複するＰ１～３があるが、それ以外の主柱穴は確認できなかった。

壁に近接するＰ６～７などは住居の構造に関連した柱穴の可能性がある。

カ マ ド：西壁の北寄りに構築されている。カマドの構築土はほとんど失われた状態であるが、火床

面と両袖の芯材の位置からカマドの存在と軸線の方向が推測できる。火床面は、長軸０．３４

�、短軸０．３３�の範囲に広がり、中央部が被熱の度合いが高い。袖の芯材には軟質の礫が

用いられ、住居の床面に埋め込まれた状態になっている。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで２／３ほど（須恵器１点のみ）出土した（第１６７図

１～６、第２０８図２０・２１、図版４０・５０）。

ＳＩ７６４（第７２・７３図、図版１１・１２・１３）

位 置：ＬＨ５０・５１グリッドを主体とし、ＬＧ５０グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長４．１�（北東隅－Ｐ３）、南壁長４．０�（Ｐ７－Ｐ５）、東壁長３．６８�（北東隅－Ｐ７
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２
 

３
 

４
 

６
 

６１
．２０
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７ 
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９ 
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６１．３０ｍ 

０ ２ｍ 

０ ０．５ｍ 
６０．６０ｍ 

Ｐ１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色シルト　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色シルト　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色シルト　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色シルト　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 

Ｐ８　 注記なし 
Ｐ９　 注記なし 
Ｐ １ ０ 　 注記なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ５％､ 焼土φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色シルト　 しまり強　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色 ３ ０ ％混じる　 炭化物φ３㎜ ３％､ 焼土φ２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色 ３ ０ ％混じる　 しまり強　 粘性中 

５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色 ２ ０ ％混じる　 しまり弱　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土φ５～ ３ ０ ㎜３ ０ ％､ 炭化物φ５～ ３ ０ ㎜２ ０ ％含む　 
しまり中　 粘性中 
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１
 
２
 

５
 

７
 

８
 

９
 

１８
 

１９
 

１２
 

１１
 

１０
 

６１．１０ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中　 
４　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 暗赤褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱　 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土φ１～ １ ０ ㎜１ ５ ％含む　 しまり弱　 粘性中 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色シルト　 しまり弱　 粘性中 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 粘土　 地山ブロック含む　 しまり強　 粘性中 
９　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～８㎜ ５％、焼土φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり弱　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土φ１～ ２ ０ ㎜１ ５ ％、地山φ８～ １ ５ ㎜１ ０ ％、炭化物φ１～ １ ０ ㎜１ ０ ％含む 
しまり中　 粘性中 

１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗赤褐色 ３ ０ ％混じる　 しまり弱　 粘性中 
１ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 しまり強　 粘性中 
１ ４ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 しまり強　 粘性中　 
１ ５ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 粘土　 しまり弱　 粘性弱　 
１ ６ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 しまり強　 粘性中 
１ ７ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 粘土　 しまり弱　 粘性弱　 
１ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 しまり強　 粘性中　 
１ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山φ５～ １ ０ ㎜１ ０ ％、炭化物φ２～５㎜ ３％、焼土φ２㎜ ３％含む 
しまり中　 粘性中 

第７０図 ＳＩ６５３カマド
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ＳＩ６９９ 

Ｇ Ｈ 

Ｂ Ａ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｆ
 

Ｅ
 

Ｅ
 

Ｆ
 

ＳＫ７７５ 

ＳＫ６９７ 

ＳＫ１８４７ 

ＳＫ７７４ 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

Ｐ６ 

Ｐ３ 

Ｐ７ 

Ｐ８ Ｐ５ 

Ｐ４ 

－３４ 

－１９ 

－３１ 

－１１ 

－９ 

－１１ 

－８ 

－１７ 

１１
 ９
 

７
 

８
 

１０
 

６
 

１３
 

１２
 

２
 

３
 

４
 
５
 

１
 

Ｓ
Ｋ
７７
５
 

６４
．２
０
ｍ
 

Ｂ 

Ｄ 

Ａ 

Ｃ 

６ ７ 
８ 
９ １０ 

１０ 
１１ 

９ 

１３ 

３ 

１ 
１４ 

８ 
１０ 

７ 

６ 

１１ 

６４．２０ｍ 

６４．００ｍ 

０ ２ｍ 

０ １ｍ 

Ｇ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｈ 
６３．５０ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％混じる　 炭化物８％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり強　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性強 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト　 炭化物φ３～５㎜ ５％､ 焼土φ５～８㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性弱 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山８％､ 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり弱　 粘性弱 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色シルト　 しまり中　 粘性中 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％､ 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり弱　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 明黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色 ２ ０ ％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性強 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山ブロック １ ０ ～ １ ５ ㎜３ ０ ％含む　 しまり強　 粘性中 

第７１図 ＳＩ６９９、ＳＫ７７４・７７５・１８４７
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まで）、西壁長３．７２�（Ｐ３－Ｐ５）。確認面から床面までの深さは、０．３２�である。

確認状態：Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（不定形）を確認した。その後の精査により、本遺

構を含む複数遺構の重複であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ７６５・１４００と重複し、本遺構が古い。ＳＢ２０７６と重複するが新旧は不明である。

覆 土：住居中央部に堆積する１７層は、火山灰が２次堆積したもので、同定では、白頭山苫小牧火

山灰（ＢＴ－Ｍ）であるとの結果が出されている。その下の１８層は、遺構周辺の人為的撹

乱土が流れ込んだものと考えられる。

壁 ：東壁のみ残存し、急角度で立ち上がる。

床 面：ほぼ平らで、中央部が特に硬くしまっている。床面の高さはＳＩ７６５・１４００とほとんど同

じである。

壁 溝：東壁の一部にみられる。

柱 穴：Ｐ１からＰ１２までが主柱穴と考えられる。Ｐ９・１０・１１・１２は柱の建て替えに伴い新たに

掘り込まれた柱穴の可能性がある。

カ マ ド：本遺構からのびる煙道が２つあることから、改築が行われたと推測される。煙道は東壁と

南壁にあり、カマド構築土の分布と煙道の位置関係から南のカマドが新しい（最終的な）

と推測される。ただし、火床面は東のカマドの時から継続して使用された可能性がある。

南側のカマドは崩壊した状態で確認された。崩壊したカマド構築材は、長軸１．８�、短軸

０．９�の範囲に広がり、その下には径０．６�ほどの火床面が形成されている。火床面は中央

部から北よりにかけて被熱の度合いが高い。火床面の北側・西側にはピットが掘り込まれ

ている。煙道は底面付近のみ残存している状態で、長さ１．１５�、幅０．２６～０．３８�の大きさ

である。煙道の南端部の底面は被熱により赤褐色化し、ピット状の形をしていることから

煙出しの底面付近と推測される。煙出しは長軸０．４５�前後、短軸０．３�前後の大きさがあ

る。この煙出しは、ＳＫ０２に切られている。

東のカマドは、カマドの改築のため煙道の一部と煙出しか残存していない。煙道は、長

さ１．１�、幅２２～３３㎝で煙孔は長軸０．３３�、短軸０．２８�の大きさである。煙道、煙出しと

も保存状態が良く、崩落せずに残っている。煙道の天井部の壁は被熱により赤褐色化して

いる。

関連施設：東壁に三角形状の張り出しがみられる。この張り出し部の壁に煙道の断面が確認できる

が、張り出し部の覆土に煙道が掘り込まれた痕跡がないことから、張り出し部は東のカマ

ドが使われなくなった後に掘り込まれたものと推測される。また、張り出し部の覆土は当

住居の覆土と連続している（同じ）ため、住居と同時期に使用されたものと推測される。

出土遺物：（第１６７図７～９）。土師器を中心とする遺物がコンテナで１／２ほど出土した。

ＳＩ７６５（第７２図、図版１１）

位 置：ＬＨ４９・５０グリッドを主体とし、ＬＧ５０グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長４．１�（北東隅－Ｐ１９）、南壁長３．６８�（南東隅－Ｐ２４）、東壁長４．１９�、西壁長３．８

�（Ｐ２３－Ｐ２４）。確認面から床面までの深さは、０．２８�である。
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確認状態：Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（不定形）を確認した。その後の精査により、本遺

構を含む複数遺構の重複であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ７６４・１４００と重複し、ＳＩ７６４より新しくＳＩ１４００より古い。ＳＢ２０７６と重複するが新

旧は不明である。

覆 土：ＳＩ１４００の構築に伴い、東側と南側の覆土しか残存しない状態である。一気に埋め戻しが

行われたような痕跡はなく、周辺から人為的撹乱土などが流れ込んだ可能性が高い。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平らである。北側の床面下にはＳＩ７６４の煙道があるが、この部分にのみ貼り床が施

されていた。

壁 溝：幅１８～２３㎝、床面からの深さ６～１０㎝で北・東・南の壁際に巡っているが、西壁はトレン

チ掘削により損失したとみられるため、本来は壁際を一巡していた可能性が高い。

柱 穴：Ｐ２３～２６が主柱穴と考えられ、東壁の両隅には柱穴がない。

カ マ ド：東・南の２壁にはみられないことから、北か西壁にあったものがＳＩ１４００の構築に伴い壊

された可能性がある。

関連施設：床面の北東部でＳＫ０２が掘り込まれている。

出土遺物：（第１６７図１０・１１、第２０９図２３・２４）。土師器を中心とする遺物がコンテナで１／２ほど出

土した。中には緑釉陶器片が１点含まれる。

備 考：住居の西からは、ＳＳ７６３が検出されている。

ＳＩ１４００（第７２・７４図、図版１１）

位 置：ＬＨ５０グリッドを主体とし、ＬＨ５１グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長３．４１�（北東隅－Ｐ１９）、南壁長（１．５１�）、東壁長４．１�、西壁長不明。西壁はト

レンチ掘削により損失したとみられる。確認面から床面までの深さは、０．２�前後である。

確認状態：Ⅶ層上面で、周囲と異なる土の広がり（不定形）を確認した。その後の精査により、本遺

構を含む複数遺構の重複であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ７６４・７６５と重複し、本遺構が一番新しい。ＳＢ２０７６と重複するが新旧は不明である。

覆 土：１４層の上面が床面と思われる。覆土の主体となる４層は、埋め戻しによるものと考えられ

る。９・１４（同一層の可能性あり）層は建て替えに伴って形成された掘り方を埋めた層と

考えられる。また、１８・１９層は、貼り床に伴う層と考えられる。

壁 ：ほぼ垂直に立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦である。

壁 溝：幅９～１５㎝、床面からの深さ１０㎝ほどである。ＳＩ７６５同様に北・東・南の壁際に巡って

いるが、西壁はトレンチ掘削により損失したとみられるため、本来は壁際を一巡していた

可能性が高い。南側には２列の壁溝がみられるため、作り替えが行われた可能性が考えら

れる。

柱 穴：Ｐ１７～２１が主柱穴と考えられる。

カ マ ド：カマド構造材や火床面が床面南寄りにあることから、南壁に付設していたと考えられる。
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ＳＩ７６４ 

ＳＩ１４００ 

ＳＢ２０７６ 
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－６．７ 

－１４．６ －１３．２ 

－１６．５ 

－４２．６ 

－２４．４ 

－８．７ 

－２８．７ 

－２４．２ －３７．６ 

－１２．３ 

－４０．３ 

ＬＨ５０ 

ＬＩ５１ 

ＬＨ５１ 

Ｃ
 

Ｄ
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１５ 
１９ ７ １９ １８ 

４ 
４ 
１４ ８ ９ １１ １２ 

１０ 

１３ 

６２．９０ｍ 

確認調査トレンチ 

ＳＢ 
Ｐｉｔ 

０ ４ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色 １ ０ ％､ 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 ２ ０ ％､ 焼土８％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中　 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色５％､ 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 ２ ０ ％､ 焼土８％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土 ２ ０ ％､ １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色５％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中　 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土８％混じる　 火山灰ブロック ３ ０ ％､ 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ０ ％､ 焼土３％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 　 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 煙道壁状のブロック １ ０ ％､ 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色３％混じる　 しまり強　 粘性中　 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色２％混じる　 しまり強　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色２％混じる　 しまり強　 粘性中　 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 ２ ０ ％､ 焼土３％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色５％､ 焼土５％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 　 　 
１ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ０ ％､ 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 　 
１ ７ 　 ２ ． ５ Ｇ Ｙ ６ ／ １ オリーブ灰　 砂質　火山灰 
１ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中　 　 　 
１ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 ２ ０ ％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
２ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
２ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色８％､ 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性弱　 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 煙道崩落土８％､ 焼土１％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土φ ２ ０ ～ ３ ０ ㎜２ ０ ％､ 炭化物８％､ 地山ブロック３％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土８％混じる　 地山ブロック８％､ 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 煙道崩落土 ５ ０ ％､ 焼土８％混じる　 炭化物５％含む　 しまり弱　 粘性弱 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 煙道崩落土 ５ ０ ％混じる　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜２ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 煙道崩落土φ５～ ２ ０ ㎜５ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
９　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色 １ ０ ％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中　 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中　 
３　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中　 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中　 

０ １ 

２ ０ ５ ７ 

ＳＫ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ 　 にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ 　 にぶい褐色　 シルト　 焼土φ５～ ３ ０ ㎜８ ０ ％含む　 しまり中　 粘性強 

ＳＫＰ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色シルト　 地山 ２ ０ ％､ 焼土５％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる　 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

火床面は、長軸５１㎝、短軸３８㎝の広がりをもつ。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで１／４ほど出土した。カマドの南東側から土師器な

どの遺物が比較的多く出土した。

ＳＩ１０００（第７７・７８図、図版１８）

位 置：ＭＣ・ＭＤ４７

規 模：北東壁長：３．４５�、北西壁長：（１．５８�）、南東壁長：（１．１０�）、南西壁長不明、確認面

から床面までの深さは、０．７５�である。住居の南西側は、ＳＩ１４５６、ＳＫ２０７３の掘り込み

によって消失しているため、全体の規模は不明である。ただし、住居床面の硬化部分の広

第７４図 ＳＩ１４００カマド・ＳＩ７６４・７６５内土坑

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロック状５％混じる　 炭化物φ１～２㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物５％､ 焼土φ１～２㎜ １～２％含む　 しまり強　 粘性中（覆土中に形成された作業面か） 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ３％､ 炭化物φ１㎜ 以下２％､ 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロック状５％混じる　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロック状 １ ０ ％混じる　 しまり強　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 褐色 １ ０ ％混じる　 しまり強　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロック状 １ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ２％､ 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ５％､ 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜２ ０ ％､ 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜３ ０ ％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ３％､ 焼土φ１～５㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％混じる　 しまり強　 粘性中 
１ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ３％､ 炭化物φ１㎜ 以下２％､ 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
１ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
２ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
２ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山 １ ５ ％混じる　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 
２ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 褐色 ２ ０ ％混じる　 しまり強　 粘性中 
２ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロック状 ２ ０ ％混じる　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
２ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ ２ ０ ㎜１ ５ ％、炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
２ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロック状 １ ０ ％混じる　 炭化物φ１～５㎜ ３％､ 焼土φ１～２㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
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ＳＮ ６ ４ ４ 
１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
７　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

ＳＮ ６ ４ ３ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 焼土φ５～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 火床面 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 火床面 
５　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 被熱部分 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
７　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 被熱部分 

第７６図 ＳＮ６４３・６４４
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がりから、長軸は４．５�以上あったと推測される。したがって平面形は長方形に近い形だっ

た可能性が高い。

確認状況：Ⅶ層上面で周囲と異なる不定形の土の広がりを確認した。その後の精査により、本遺構を

含む複数遺構の重複であることが判明した。

重複遺構：ＳＩ１４５６、ＳＫ２０７３と重複し、本遺構はこれらよりも古い。

覆 土：ほとんどが人為的要素のみられる層であるが、標高の高い方から土が流れ込んだとみられ

る土層堆積状態である。２０層は覆土を一時的に掘り込んだ部分に堆積した土と考えられ

る。

壁 ：北西壁は急角度で立ち上がるが、北東壁、南東壁は床面からやや丸みを帯びて立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦である。中央部には、貼り床を施した部分や一際硬くしまった部分がある。硬く

しまった部分は貼り床範囲を挟んで北東、南西の両側にあり、南西部部分はＳＩ１４５プラ

ン内に及んでいる。

壁 溝：なし。

柱 穴：４基のピットが検出された。このうちＰ１～３が主柱穴と考えられる。

カ マ ド：床面に２か所の焼土があり、カマド火床面の可能性が考えられる。

出土遺物：土師器を中心とする遺物がコンテナで３／４ほど（須恵器４点のみ）出土した（第１６９図

５～８、第２１０図３５～３７、図版４１）。

備 考：長方形という平面形の特徴や２か所の焼土の存在から、通常の竪穴住居とは異なる性格も

考えられる。

ＳＩ１４５６（第７７・７８図、図版１８）

位 置：ＭＤ４６・４７、ＭＥ４７、ＭＥ４６

規 模：北－南６．８�、東－西（４．０３�）。確認面から床面までの深さは、０．２５�前後である。

確認状態：Ⅶ層上面で周囲と異なる不定形の土の広がりを確認した。その後の精査により、当遺構を

含む複数遺構の重複であることが判明した。

覆 土：ＳＩ１０００同様に覆土には人為的要素がみられが、標高の高い方から土が流れ込んだとみら

れる土層堆積状態である。

重複遺構：ＳＩ１０００、ＳＫ１６５５、ＳＫ２０７３と重複し、本遺構はＳＫ１６５５、ＳＫ２０７３より古くＳＩ１０００

より新しい。Ａ－Ｂ断面から、ＳＩ１０００が埋まりきらないうちに本遺構が掘り込まれたこ

とがわかる。

床 面：ほぼ平坦である。住居中央部、南東部壁際に硬くしまった部分がある。このうち南東部に

ついては、ＳＩ１０００の床面硬化部分が当遺構に取り込まれてしまったものと考えられる。

壁 溝：幅０．１１～０．２９�、深さ０．１６�で西側部分は北側、南側は確認できなかった。

柱 穴：Ｐ１～１０が主柱穴と考えられる。

関連施設：カマド状の遺構、ＳＳ１６５７、ＳＫ１６５４・１６５５、ＳＫ０１～０４が検出されている。このうちカ

マド状の遺構、ＳＳ１６５７、ＳＫ０１については当遺構に伴う可能性が高いといえる。ＳＫ０１

については、覆土の堆積状態から当遺構に伴うか、廃絶直後に掘り込まれたかのいずれか

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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２ １ ＲＰ 

３ 

Ｐ１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％､ 焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ ２ ０ ㎜ ３％､ 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 

ＳＫ０２ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 

ＳＫ０３ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 極暗褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ ４ ０ ㎜１ ０ ％､ 焼土φ１～ ２ ０ ㎜ ３％､ 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 焼土φ１～２㎜ ２％､ 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％混じる　 炭化物φ１㎜ １％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱　 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる　 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～５㎜ １％､ 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ ２ ０ ㎜ ３％､ 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～３㎜ ５％､ 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～５㎜ ２％､ 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱　 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜ １％､ 炭化物φ１～５㎜ １％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
９　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～３㎜ ２％､ 炭化物φ１～３㎜ ２％､ 焼土φ１～２㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱　 
１ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～３㎜､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ １ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ ３％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜ ５％､ 炭化物φ１～５㎜ ２％､ 焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ ３ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 しまり強　 粘性強 
１ ４ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
１ ５ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
１ ６ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性強　 
１ ７ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ５％､ 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ １％､ 焼土φ１～３㎜ １％　 しまり中　 粘性弱 
１ ８ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ ２ ０ ㎜ ３％､ 炭化物φ１～３㎜ １％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
１ ９ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１㎜ １％､ 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
２ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ ２ ０ ㎜１ ０ ％､ 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
２ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ２％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり弱　 粘性弱 
２ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
２ ３ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性弱 
２ ４ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜２ ０ ％含む　 しまり強　 粘性弱 
２ ５ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～３㎜ ５％､ 炭化物φ１㎜ １％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
２ ６ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性弱 
２ ７ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜ ３％､ 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性弱 

０ ２ｍ 
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ＳＩ１０００カマド１ 

ＳＩ１４５６カマド 

ＳＩ１０００カマド２ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｔ Ｓ 

Ｔ 

Ｔ 

０ １ｍ 

Ｏ Ｐ 

Ｏ Ｐ 

Ｑ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｒ 
５５．９０ｍ 

５５．８０ｍ 

５５．６０ｍ 

１ ２ 

１ ２ 

１ 

１ １ 

撹乱 

撹乱 

１ 

２ 

Ｓ４ 

Ｓ５ 

Ｓ８ 

Ｓ７ 

Ｓ６ 

３ 

４ ５ 

６ 

ＲＰ４ 

１ 

２ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 焼土φ１～５㎜ ３％､ 炭化物φ１～５㎜ ２％含む　 しまり弱　 粘性弱 
２　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 暗赤褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし １　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
２　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
５　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 砂　 焼土φ１～５㎜ ５％､ 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 

Ｓ１ 

Ｓ２ 

Ｓ３ 

ＲＰ１ 

ＲＰ２ 

ＲＰ３ 

ＲＰ４ 

であると判断できる。カマド状の遺構は、南壁近くの床面に形成された火床面であるが、

この面から少し浮いたところで被熱した軟質の礫が数点出土している。これらの礫はカマ

ドの芯材であった可能性がある。ＳＫ０２～０４については当遺構には伴わない可能性も考え

られる。ＳＫ０３は底面近くの覆土に焼土塊を多く含む土坑である。ＳＫ０４は覆土から土師

器が多く出土している。

遺 物：土師器を中心とする遺物がコンテナで２箱ほど（須恵器１点のみ）出土した（第１７０図１

～１４、第２１０図３７・３８、図版４１）。

第７８図 ＳＩ１０００・１４５６カマド
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備 考：カマド状の施設をもつものの、遺構の平面形や大きさは、ＳＫＩ２０６４～２０６８に類似する。

また、ＳＳ１６５７の存在から、竪穴住居以外の性格を持つ可能性が高い。

ＳＩ１６４９（第７９図、図版１５）

位 置：ＭＡ４７

規 模：北壁長（３．９�）、東壁長（０．５６�）、その他は不明。確認面から床面までの深さは、０．２�

前後である。

確認状況：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認し、調査の結果、竪穴住居跡と判断した。

重複遺構：ＳＩ１６５０と重複し、本遺構が古い。

覆 土：ＳＩ１６５０によって遺構のほとんどが消失しているため、壁際の覆土しか残存していない。

人為的要素のみられる層であるが、標高の高い方から流れ込んでいるように見える。

壁 ：床面から急角度で立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦である。

壁 溝：壁際の一部に溝状の掘り込みがみられるが判然としない。

柱 穴：Ｐ１とＰ２が本遺構に伴うものと考えられるが、その他は不明である。

カ マ ド：なし（ＳＩ１６５０の構築により消滅した可能性がある）。

出土遺物：なし。

ＳＩ１６５０（第７９図、図版１５・１７）

位 置：ＬＴ・ＭＡ４７

規 模：北壁長（１．７５�）、東壁長（１．９３�）、その他は不明。確認面から床面までの深さは、０．４５

�である。

確認状況：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認し、調査の結果、竪穴住居跡と判断した。

重複遺構：ＳＩ１６４９と重複し、本遺構が新しい。

覆 土：人為的要素のみられる層であるが、標高の高い方から流れ込んでいるように見える。

壁 ：床面からやや急角度で立ち上がる。

床 面：ほぼ平坦で、貼り床が施されている。

壁 溝：なし。

柱 穴：Ｐ４～８が本遺構に伴う柱穴と考えられる。

カ マ ド：北壁近くでカマド構造材の土塊を検出した。

遺 物：（第１７１図１～５、図版４１）。土師器を中心とする遺物がコンテナで２／３ほど（須恵器１

点のみ）出土した。

ＳＩ１７５５（第８０図、図版１６・１７）

位 置：ＬＯ４６グリッドを主体とし、ＬＯ４７、ＬＮ４６・４７、ＬＰ４６グリッドに及ぶ範囲に位置する。

規 模：北壁長４．２７�、南壁長４．５２（４．６２�）、東壁長３．９３（５．３３�）、西壁長３．９（４．９１�）。確認

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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ＳＩ１６５０ 

ＳＩ１６４９ 

ＳＩ１６４９ 

ＳＩ１６５０ 

Ａ Ｂ 

Ｂ Ａ 

Ｃ Ｄ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｐ３ 
Ｐ４ 

Ｐ１ 

Ｐ５ 

Ｐ２ 

Ｐ６ 

Ｐ７ 

Ｐ８ 

－７７．８ 

－３３．６ 

－１２．３ －１３．０ 

－７３．６ 
－５２．４ 

－５３．１ 

－２６．９ 

５７．３０ｍ 

５７．３０ｍ 

２ 

４ 

貼り床 貼り床 

１ 
２ ３ 

８ 
４ 

６ 

７ 

５ 
４ ２ 

１ 

貼り床 貼り床 

撹
乱 

２ １ １ 

４ 

０ ２ｍ 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明褐色φ １ ０ ～ ２ ０ ㎜１ ０ ％､ 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山φ８㎜１ ０ ％含む　 しまり強　 粘性強 
８　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

第７９図 ＳＩ１６４９・１６５０
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面から床面までの深さは、０．５５�である。

確認状況：Ⅶ層で周囲と異なる土の広がりを確認し、調査の結果、竪穴住居跡と判断した。

重複遺構：ＳＫ１７５６、ＳＤ１７０４、ＳＳ１７００と重複する。本遺構が最も古い。

覆 土：住居内の東西では壁際から流入土が何層か確認できるが、南北方向ではみられず主体とな

る１層のみである。ここのことから、住居廃絶後しばらくしてから南北いずれかの方向か

ら本遺構へ土が一気に捨てられ、本遺構が埋められたと考えられる。

壁 ：急角度で立ち上がる。

床 面：住居南側に一段高いテラス状の面がある。

壁 溝：東壁で確認した。

柱 穴：１９基のピットを確認したが、住居の西側、南側では確認できなかった。

カ マ ド：北壁に付設されている。崩壊した状態にあり、少量の構造材、火床面、煙道などが残存し

ている。火床面の両側からは、芯材の抜き取り痕とみられるピットが検出された。

関連施設：北壁際と住居中央部から土坑状の掘り込みが検出された。東壁の北寄りに突出した部分が

ある。出土遺物：（第１７２図１～４、図版４２）。土師器を中心とする遺物がコンテナで２／

３ほど出土した。

遺 物：土師器を中心とする遺物がコンテナで２／３ほど（須恵器１点のみ出土）出土した。

備 考：住居南側に一段高いテラス状の面がある。この面の直下（一段低い面）と南端部分にはそ

れぞれ柱穴がある。この配置が、南側への増築を示すものか否かを確認することはできな

かった。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―１３２―



ＳＩ１７５５ 

ＳＫ１７５６ 

Ａ 
Ｂ 

Ｇ Ｈ 

Ｄ
 

Ｆ
 

Ｅ
 Ｃ
 

Ａ Ｂ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｆ
 

Ｅ
 

Ｇ Ｈ 
ＳＤ１７０４ 

ＳＳ１７００ 

ＳＫ１７５６ 
ＳＩ６５３覆土中の遺構 

ＳＤ１７０４、ＳＳ１７００、ＳＫ１７５６ 

Ｐ１ 

Ｐ２ 
Ｐ３ 

Ｐ４ 

Ｐ５ Ｐ６ 

Ｐ７ 

Ｐ８ 

Ｐ９ 

Ｐ１０ 

Ｐ１１ 

Ｐ１２ 

Ｐ１３ 

１７５‐１ １７５‐２・３ 

Ｐ１４ 

Ｐ１５ 

Ｐ１６ 

Ｐ１７ 

Ｐ１８ 

Ｐ１９ 

ＳＫ０２ 

ＳＫ０１ 

Ｓ
Ｋ
１７
５６
 
Ｓ
Ｄ
１７
０４
 

Ｓ
Ｋ
０１
 

－２６．９ 

－２８．８ 
－１５．９ 

－７．９ 

－２４．９ －３１．０ 

－１５．３ 

－２２．９ －１８．８ 

－３２．５ 

－３０．７ 

－３０．９ 

ＬＰ４７ 

－５２．２ 

－２６．２ 

５ 

７ 

３ 

１ 

２ 

４ 
３ 

６ 

５９．７０ｍ 

５９
．５
０
ｍ
 

１
 

２
 
３
 

４
 

５
 ６
 

９
 
１０
 ８
 

１
 

１４
 

１３
 

１２
 

１１
 

５９
．６
０
ｍ
 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山φ５～ ２ ０ ㎜１ ５ ％､ 炭化物φ５㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる　 炭化物φ２～３㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色 ５ ０ ％混じる　 炭化物φ２～３㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性やや強 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色 ５ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％混じる　 炭化物φ５～ １ ０ ㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 
９　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 極暗褐色　 シルト　 炭化物φ １ ０ ㎜ ５％､ 焼土φ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性弱 
１ １ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物φ３～５㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 炭化物 ５ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ３ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
１ ４ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる　 炭化物φ５～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 

Ｐ１ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山φ３～５㎜２ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
Ｐ２ 
１ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
Ｐ３ 
１ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ５～８㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 
Ｐ４ 
１ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山５％､ 焼土１％混じる　 炭化物φ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 
Ｐ５ 
１ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ｐ６ 
１ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ｐ７ 
不明 
Ｐ８ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ｐ９ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 極暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色土 ２ ０ ％､ 焼土 ２ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ １ ０ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 極暗褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色土 ２ ０ ％､ 焼土 ２ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ １ １ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ５㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 
Ｐ １ ２ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ｐ １ ３ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる　 炭化物φ２～５㎜ ３％､ 焼土φ２～３㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 
Ｐ １ ４ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ｐ １ ５ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
Ｐ １ ６ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ｐ １ ７ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中（旧ＳＫ １ ７ ５ ８ の４層を採用） 
Ｐ １ ８ 
不明（旧 Ｓ Ｋ １ ７ ５ ８ ～３層の可能性） 
Ｐ １ ９ 
不明 

０ ２ｍ 

５９．７０ｍ 
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２ 竪穴状遺構

竪穴状の掘り込みをもつが、規則的な柱穴の配置やカマド・焼土がみられないものを竪穴状遺構と

した。ＳＫＩ２０６４、２０６５、２０６６、２０６７、２０６８、２０６９はここでいう竪穴状遺構とは少し形態が異なるが、

便宜上ここに含めた。これらの遺構の特徴は、斜面を切り土して設けた平坦面に遺構を構築している

点にある。そのため、斜面を削った時の掘り方はみられるが、竪穴住居のような壁はみられない。開

口部をもつ建物と考えられる。

第７表 竪穴状遺構一覧（１）

種類 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

１

ＳＫＩ １２８ 第３７図 ２１ ＬＢ４８ Ⅶ ２．６０� （２．０４�） ０．２７� なし

Ｂ面とＣ面の間の斜面に位置する。明らかな柱穴や壁溝はないものの、南壁に煙道のような掘り込みがみられることから、
竪穴住居跡の可能性がある。遺物（第１７２図８）：土師器ポリ袋中０．５袋、須恵器１点出土。

２
ＳＫＩ １３０ 第３７図 ９ ＬＢ４６ Ⅶ ２．３８� （０．８７�） ０．０７� ＳＩ１４５→ＳＫＩ１３０

Ｃ面に位置する。ほとんどが調査区外にあるとみられる。竪穴住居跡の可能性がある。遺物：土師器甕片１点出土。

３

ＳＫＩ １８０ 第８２図 － ＭＬ４８ Ⅶ （３．０３�）（２．９２�） ０．２１� なし

調査区西側平坦面に位置する。床面に炭化物の広がりがある。規則的な柱穴の配置はみられないが、竪穴住居跡の可能性が
ある。遺物：土師器コンテナ１／３、須恵器壺が１点出土（第１７２図９・１０、図版４２）。

４

ＳＫＩ ２７３ 第８４図 ２０ ＬＲ５１ Ⅶ （３．８７�）（２．９０�） ０．２８� ＳＫＩ７９０→ＳＤ１５５→ＳＫＩ２７３

Ｇ面とＨ面の間の斜面に位置する。全体のプランは不明であるが、壁際に柱穴が配置されることから竪穴住居跡の可能性が
ある。遺物（第１７３・１７４、図版４２・４３）：覆土から土師器コンテナ２箱、須恵器コンテナ１／２箱などが出土。

５

ＳＫＩ ３５０ 第８３図 ２１ ＬＳ５１ Ⅶ （２．５０�）（１．３２�） ０．１５� ＳＫ２０７と重複するが新旧は不明。

Ｈ面に位置する。底面から完形の土師器（坏）が２個体（口縁を重ね合わせたものの上側を少しずらしたような状態で）出
土した。遺物（第１７５図１・２、図版４３）：土師器ポリ袋小１袋出土。

６

ＳＫＩ ５５５ 第８５図 ２１ ＬＰ５１ Ⅶ ２．６２� ２．０８� ０．４１� なし

Ｇ面に位置する。南東側に張り出し部をもつ。しっかりした掘り込みであるが、柱穴、壁溝などは検出されなかった。遺物：
土師器底部１点出土。

７

ＳＫＩ ６１０ 第８６図 ２１ ＬＳ５２ Ⅶ ４．３５� ３．３１� ０．２５� ＳＫＩ６１０→ＳＫ７０１

Ｇ面とＨ面の間の斜面に位置する。底面に柱穴が４基みられるが規則的な配置ではない。ＳＫ０１・０２は当遺構に伴うと考え
たが、ＳＫ２の方は古い可能性がある。遺物（第１７５図３・４、図版４３）：土師器コンテナ１箱、須恵器２点出土。

８

ＳＫＩ ７９０ 第８４図 － ＬＱ５０・５１ Ⅶ ４．４７� （１．９５�） ０．２１� ＳＫＩ７９０→ＳＤ１５５→ＳＫＩ２７３ ＳＤ１５４との新旧は不明。

Ｇ面とＨ面の間の斜面に位置する。全体のプランは不明であるが、壁際に柱穴が配置されることから竪穴住居跡の可能性が
ある。遺物：土師器１点、須恵器ポリ袋中０．５袋（ＳＤ１５２出土遺物の接合したものあり）出土。

９

ＳＫＩ ８８８ 第７５図 １２ ＬＳ５５ Ⅶ ＳＫＩ８８８→ＳＳ９００

Ｅ面に位置する。東壁のラインにはほとんど変化がないものの、柱穴配置や覆土の状態から数回の建て替え（ア→イ→ウ、
掘り込み６、５、４に対応する可能性あり）が行われたとみられる。底面はほぼ平らで、北東隅がやや高くベンチ状になっ
ている。東壁近くの底面からは、礫が集中して出土した。遺構内の南側にはＳＮ６４４が形成されており、当遺構（イの時期）
に伴う可能性がある。また、当遺構のプランから外れる可能性があるものの、ＳＮ６４４の南１．３�にはほぼ同じレベルでＳＮ
６４３が形成されている。北側覆土には、竪穴廃絶後も度々覆土を掘り込んで何らかの活用をしていた痕跡がみられる（掘り
込み１～３）。覆土２層は固くしまった炭化物層であるが、ほぼ同じレベルにＳＳ９００が構築されていることから、土間状の
一つの作業面と考えられる。遺物（第１７５図５～８、図版４３）：土師器コンテナ３箱、須恵器ポリ袋中１袋出土。

１０

ＳＫＩ １０９８ 第８７図 ２０・２１ ＬＲ・ＬＳ４８ Ⅶ ３．６０� ２．９４� ０．１０� ＳＫＩ１０９８→ＳＳ２１０、ＳＫＩ１０９８→ＳＮ１５７→ＳＫＰ１８２２

北側の壁に隣接して小ピットがあり、そこから正立した状態で須恵器の壺が出土した。覆土にはＳＳ２１０やＳＮ１５７が形成さ
れている。北にはＳＮ２０４９が隣接する。遺物（第１７５図９、図版４３）：土師器ポリ袋中２袋、須恵器壺１個体出土。

１１

ＳＫＩ １３５０ 第８８図 － ＭＪ～ＭＬ
４７・４８ Ⅶ ４．９１� ２．５０� ０．１７� ＳＫＩ１３５０→ＳＫ１９０・２８８・９３３・９３４、ＳＳ１４４６、Ｓ

ＫＰ１８１３

平面形は長方形。多数の遺構と重複し、当遺構が一番古い（それぞれの遺構間の新旧は不明）。底面にピット（ＳＫＰ１８０５・
１８０６・１８０７・１８０８・１８０９・１８１４）が掘り込まれているが規則的な配置ではない。周辺には焼土遺構が点在している。遺物：
土師器コンテナ１／２箱出土。
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Ｍ
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Ｍ
Ａ 

Ｌ
Ｔ 

Ｌ
Ｓ 

Ｌ
Ｒ 

Ｌ
Ｑ 

Ｌ
Ｐ 

Ｌ
Ｏ 

Ｌ
Ｎ 

Ｌ
Ｍ 

Ｌ
Ｌ 

Ｌ
Ｋ 

Ｌ
Ｊ 

Ｌ
Ｉ 

Ｌ
Ｈ 
Ｌ
Ｇ 
Ｌ
Ｆ 
Ｌ
Ｅ 

Ｌ
Ｄ 

Ｌ
Ｃ 

Ｌ
Ｂ 

Ｌ
Ａ 

Ｋ
Ｔ 

Ｋ
Ｓ 

Ｋ
Ｒ 

Ｋ
Ｑ 

Ｋ
Ｐ 

Ｋ
Ｏ 

Ｋ
Ｎ 

Ｋ
Ｍ 
５６ 
５５ 
５４ 
５３ 
５２ 
５１ 
５０ 
４９ 
４８ 
４７ 
４６ 
４５ 
４４ 

ＮＫ 
ＮＪ ＮＩ ＮＨ ＮＧ ＮＦ ＮＥ ＮＤ ＮＣ ＮＢ ＮＡ 

ＭＴ ＭＳ ＭＲ ＭＱ ＭＰ ＭＯ ＭＮ 
ＭＭ 
ＭＬ 

ＭＫ 
ＭＪ 
ＭＩ ＭＨ 

ＭＧ ＭＦ 

① 
ＳＫＩ１３５０ 

ＳＫＩ１８０ 
ＳＫＩ２０６５ ＳＫＩ２０６４ 

ＳＫＩ２０６６ 

ＳＫＩ２０６８ 

ＳＫＩ２０６７ 

② 

ＳＫＩ２０６９ 

ＳＫＩ１０９８ 

ＳＫＩ３５０ 
ＳＫＩ２７３ 

ＳＫＩ６１０ 
ＳＫＩ５５５ 

ＳＫＩ７９０ 

ＳＫＩ１７７７ 

ＳＢ８００ ＳＢ１３３０ 

ＳＢ８５０ ＳＢ２０７４ 

ＳＢ２０７６ 

ＳＫＩ８８８ 

ＳＢ１８４０ 

ＳＢ６６６ 

ＳＫＩ１３０ 

ＫＯ ＫＰ ＫＱ ＫＲ ＫＳ ＫＴ 
ＬＡ ＬＢ ＬＣ ＬＤ ＬＥ ＬＦ ＬＧ ＬＨ ＬＩ ＬＪ ＬＫ ＬＬ ＬＭ ＬＮ ＬＯ ＬＰ ＬＱ ＬＲ ＬＳ ＬＴ ＭＡ ＭＢ ＭＣ ＭＤ ＭＥ 

０ ４０ｍ 

① 

② 

第８１図 竪穴状遺構・掘立柱遺物跡配置図

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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Ａ 

Ａ Ｂ 

Ｂ 
ＳＫＩ１８０ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｐ２ 
－１３．２ Ｐ１ 

－２５．０ 

Ｐ３ 
－２７．２ 

ＳＫＰ１７２ 

ＭＬ４７ 

Ｃ
 

Ｄ
 

１ 

５６．８０ｍ 

５６
．８
０
ｍ
 

１
 

２
 

Ⅱ
 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ２％、焼土φ１～３㎜ １％、礫φ１～ １ ０ ㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性なし　 炭化物と１層土の混合土 
Ｐ１ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 礫φ１～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ２ 
７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性強 
Ｐ３　 
１ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

０ ２ｍ 

第８表 竪穴状遺構一覧（２）

１２

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 重 複

ＳＫＩ ２０６４ 第８９図 １９ ＭＪ４４・４５、ＭＫ４４・４５、ＭＬ４５、ＭＭ４５ ＳＫＩ２０６５と重複（新旧不明）

地勢 南向きの斜面 確認面 Ⅶ層 規模 西北西－東南東１０．５１�、北北東－南南西（２．２８）�

斜面中の平坦面を精査したところ、溝とそれに伴う柱穴を検出したため建物跡と判断した。覆土の主体はⅡ層である。床面
はほぼ平坦である。壁溝は幅０．０５～０．４３�、深さ０．０２～０．１２�の大きさで、東側は極めて細く板材一枚が入る程度の溝になっ
ている。柱穴は、Ｐ１～７が主柱穴と考えられる。関連施設として遺構内に南側が開口する「コ」字状の溝がある。この溝
が単独の遺構なのか当遺構やＳＫＩ２０６５に伴うものなのかは不明である。この他にＳＫ１９５・３０７・４０８があり、ＳＫ３０７は当
遺構より新しいが、他の２つとの新旧は不明である。全体の構造としては、南壁をもたない構造だったと考えられる。なお、
遺構の南側部分は、盛り土によって造成されたことがトレンチ掘削による土層断面観察で明らかになった。遺物：後にＳＫ
Ｉ２０６５と重複することがわかったため、本遺構に確実に伴う遺物を明らかにすることはできなかった。

第８２図 ＳＫＩ１８０
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ＳＫＩ３５０ 

ＳＫ２０７ 
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Ｅ
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Ｄ
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Ｈ
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Ｄ
 

Ｆ
 

Ｅ
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Ｇ Ｈ 

ト
レ
ン
チ 

１ 

０ ２ｍ 

５８．７０ｍ 

５８
．７
０
ｍ
 

５８
．５
０
ｍ
 

１
 

０ ０．５ｍ 

ＳＫＰ９０２ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

第８３図 ＳＫＩ３５０

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―１３８―
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ＳＫＰ３４８ 
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ＳＫＰ７９８ 
ＳＫＰ７９７ 

ＳＫＰ２６１ 

ＳＫＰ９１２ 

ＳＫＰ９１１ 

ＳＫＰ７９６ 

－１１．８ －２４．６ 

－１３．９ 

－３８．０ 

－１８．４ 

－８．８ 

－１３．７ 

－１７．８ 

－２９．６ 

－２２．６ 

－１１．５ 

－５４．２ 

－２６．２ 

－１７．１ 

－３３．５ 

－２３．８ 

－５．３ 

－１２．０ 

－４３．６ －３３．１ －６．９ 

－２２．５ 

－７．１ 
－７．１ －６．０ 

－１６．６ 

－１４．０ 

－１４．５ 
－９．７ 

－１５．９ 

－２．０ 

－３０．６ 

－１７．２ 
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１ 
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０ ２ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ １ ０ ～ ２ ０ ㎜２ ０ ％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
３　 ７ ． ７ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 １　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 ７ ． ７ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり弱　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 

４
　
 Ａ
－
Ｂ
の
４
と
同
じ
 

１
 ､
 ２
（
Ｇ
－
Ｈ
の
１
 ､
 ２
と
同
じ
）
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第８４図 ＳＫＩ２７３・７９０

―１３９・１４０―



ＳＫＩ５５５ 

Ａ Ｂ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ａ Ｂ Ｃ
 

Ｄ
 

０ ２ｍ ５ 
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３ 

５ 

６０．００ｍ 

６０
．０
０
ｍ
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２
 

３
 

４
 

５
 

５
 

５
 

撹
乱
 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ ７％含む　 しまり中　 粘性弱 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

第９表 竪穴状遺構一覧（３）

１３

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 重 複

ＳＫＩ ２０６５ 第８９図 １９ ＭＪ４４・４５、ＭＫ４４・４５、ＭＬ４４・４５、
ＭＭ４４・４５ ＳＫＩ２０６４と重複（新旧関係は不明）

地勢 南向きの斜面 確認面 Ⅶ層 規模 西北西－東南東１１．５６�、北北東－南南西２．６６�

ＳＫＩ２０６４精査中に別の遺構とみられる柱穴群を確認し、これを建物跡と判断した。床面はほぼ平坦で、壁溝はない。柱穴
は、Ｐ１～８が主柱穴と考えられる。この他、ＳＤ２０７５も当遺構の東壁として機能していた可能性があり、遺構東側部分は
作り替えが行われた可能性がある。遺構内には、南側が開口する「コ」字状の溝があり、この溝が単独の遺構なのか当遺構
やＳＫＩ２０６４に伴うものなのかは不明である。全体の構造としては南壁をもたない構造だったと考えられる。なお、遺構の
南側部分は、盛り土によって造成されたことがトレンチ掘削による土層断面観察で明らかになった。遺物：後にＳＫＩ２０６４
と重複することがわかったため、本遺構に確実に伴う遺物を明らかにすることはできなかった。

１４

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 重 複

ＳＫＩ ２０６６ 第９０図 １８ ＭＧ４４～ＭＩ４４ Ｐ１と当遺構の付属施設であるＳＮ０１が重複し、ＳＮ０１の方が古い。

地勢 南向きの斜面 確認面 Ⅶ層 規模 南北２．７７�、東西（７．１）�

斜面に堆積したⅡ層除去後、Ⅶ層精査中に柱穴を伴うＬ字上の溝を確認した。覆土はⅡ層が中心となる。
床面はほぼ平坦である。壁溝は、幅０．２～０．３２�、深さ０．０７～０．１６�で西側部分は確認できなかった。柱穴は、Ｐ１～３が
主柱穴と考えられる。関連施設として遺構内北西部からＳＮ０１が検出されているが、Ｐ２に極めて近い位置にあるため一次
的なものであった可能性が考えられる。全体の構造は、後世の削平により東側の構造は不明であるが、南壁をもたない構造
だったと考えられる。

第８５図 ＳＫＩ５５５
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―１４１―



ＳＫＩ６１０ 

ＳＫ７０１ Ａ Ｂ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ａ Ｂ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

ＳＫ０１ 

ＳＫ０２ 

ＳＫ０３ 

Ｐ３ 

Ｐ４ 

－２０．１ 

－１０．２ 

－８．２ 

－２８．０ 

－１２．３ －６．７ 

４ 

１ 

２ 
３ 

４ ５ 
６ 

６０．２０ｍ 

６０
．２
０
ｍ
 

４
 

３
 

２
 

１
 

４
 

６
 

５
 

０ ２ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 黄褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性弱 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ ３％、焼土φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ５㎜ ５％含む　 しまり弱　 粘性弱 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 

第８６図 ＳＫ７０１、ＳＫＩ６１０

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―１４２―
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ＳＳ２１０ ＳＫＩ１０９８ 
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７
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Ｃ
 

Ｄ
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Ｅ Ｆ 

Ｅ Ｆ 

Ｇ Ｈ 

Ｇ Ｈ 

Ｐ１ Ｓ 
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ＳＫＰ１８２２ 

ＳＳ２１０ 
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４ ３ 
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４ 
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５８．５０ｍ 

５８
．５
０
ｍ
 

１
 

５
 

４
 

０ ２ｍ 

５８．３０ｍ １ 

２ 

１ １ ＲＰ 

５８．４０ｍ 

０ １ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
３　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性なし 
４　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性なし 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％、焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

１　 還元化部分 
２　 被熱部分 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 

第８７図 ＳＫＩ１０９８

第２章 調査の記録

―１４３―



ＳＫＩ１３５０ 
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Ｂ Ａ 
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Ｄ
 

ＳＫ９３４ 

ＳＫ１９０ 

ＳＫＰ１８０５ 

ＳＫ９３３ 

ＳＫＰ１８０６ 

ＳＫＰ１８０７ 

ＳＫＰ１８１４ 

ＳＫＰ１８１３ 

ＳＫＰ１８０８ 

ＳＫＰ１８０９ 

ＳＳ１４４６ 

ＳＫ２８８ 

撹　乱 

－６．７ 

－７．２ 

－３３．１ 

－２９．６ 

－８．９ 

－９．８ 

１ １ 
撹乱 

５７．１０ｍ 

０ ２ｍ 

１
 

Ｒ
Ｐ
 

５７
．１
０
ｍ
 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 礫φ３～ ３ ０ ㎜ １％､ 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

第１０表 竪穴状遺構一覧（４）

１５

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 重 複

ＳＫＩ ２０６７ 第９１図 １８ ＭＦ４６・４７、ＭＧ４６・４７、ＭＨ４６・４７、
（ＭＦ４６？～ＭＨ４６？）

ＳＫＩ２０６８と重複し、当遺構の方が新しい。ただし、覆土の堆積
状態から時間差はほとんどないと考えられる。

地勢 南向きの斜面 確認面 Ⅶ層 規模 南北２．５２�、東西６．８６�

斜面中にある平坦面のⅦ層精査中に柱穴を伴うＬ字上の溝を確認した。覆土は、Ⅱ層が中心となる。床面は、ほぼ平坦であ
る。壁溝は、幅０．１～０．２５�、深さ０．１�で西側部分のみ残存している。柱穴は、Ｐ１～６が主柱穴と考えられる。この他、
ＳＫＰ８０６、ＳＫＰ８３６はＰ３、Ｐ４に対応する柱として機能していた可能性がある。関連施設としては、遺構内と考えられ
る範囲内にＳＮ６００・９２３・９８７、ＳＫ１２４８などがある。このうちＳＮ９２３はＳＮ６００・ＳＫ１２４８より新しいため、ＳＮ９２３・９８
７が当遺構に伴った可能性がある。全体の構造は、南側に壁をもたない構造だった考えられる。遺物：後にＳＫＩ２０６６と重
複することがわかったため、本遺構に確実に伴う遺物を明らかにすることはできなかった。

１６

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 重 複

ＳＫＩ ２０６８ 第９１図 １８ ＭＦ４６・４７、ＭＧ４６・４７、ＭＨ４６・４７ ＳＫＩ２０６７、ＳＫ１９７と重複し、当遺構の方が古い。覆土の堆積状態
からＳＫＩ２０６７との時間差についてはほとんどないと考えられる。

地勢 南向きの斜面 確認面 Ⅶ層 規模 南北４．８２�、東西５．２８�

斜面中にある平坦面を精査中に柱穴を伴うＬ字上の溝を確認した。覆土はⅡ層が（シルト）が中心となる。
床面は、ほぼ平坦である。壁溝は、幅０．１６～０．３２�、深さ０．２�で西側部分は確認できなかった。柱穴は、Ｐ１～８が主柱
穴と考えられる。関連施設としては、遺構内と考えられる範囲内にＳＮ６００・９２３・９８７、ＳＫ１２４８などがあるが、ＳＮ９２３・
９８７はＳＫＩ２０６７に伴う可能性が高い。ＳＸ６００・１２４８はＳＮ９２３よりも古いがＳＫＩ２０６７・２０６８がそれほど時間差のないも
のと捉えられるため、ＳＮ６００、ＳＫ１２４８当遺構より古いと考えられる。このため、ＳＫＩ２０６７構築時に当遺構に付属した
内部施設が壊された可能性がある。
全体の構造は、南壁をもたない構造だったと考えられるが、東壁についても柱はあるものの壁が存在しなかった可能性があ
る。

１７

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 重 複

ＳＫＩ ２０６９ 第９２図 １８ ＭＢ・ＭＣ４５ ＳＤ１５２と重複していた可能性あり。

地勢 南向きの斜面 確認面 Ⅶ層 規模 東西５．３１�、南北３．４３�

沢の斜面中にある平坦面を調査したところ本遺構を検出した。底面には３ヵ所の焼土の広がりがみられる。遺構内東側の床
面直上付近からは、大礫の集中地点が検出された。覆土からは近世と思われる陶器が出土している。遺物：土師器ポリ袋中
２袋、礫コンテナ２箱出土。礫には被熱したものが含まれる。

第８８図 ＳＫＩ１３５０

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―１４４―



ＳＫＩ２０６４ 
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ＳＫＰ１８１６ 

撹　乱 
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Ｐ１９ 

ＳＫＰ３１２ 

ＳＫＰ３１３ 

ＳＫＰ３１５ 
ＳＫＰ 
３１４ 

Ｐ７ 

ＳＫＰ３１０ ＳＫＰ３０９ 

ＳＫＰ３１１ 

ＳＤ２８７ 

ＭＭ４５ ＭＬ４５ 

ＭＬ４４ 

１ 

１ 
２ 

３ 

５５．４０ｍ 

０ ２ｍ 

Ｃ 

ＳＤ４１１ 

ＳＫＰ９３１ Ｐ２０ Ｐ１ Ｐ１７ ＳＫ２３１ Ｐ３ Ｐ６ 

ＳＫＰ９８１ 
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※２ 盛土 
　３ 旧表土 
　４～８ 斜面の崩落等 
　に伴う自然堆積土 

４ 

５ 
６ 

７ 

８ 

２ 

１ ２ 

３ 

１　 ＳＫＰ ９ ８ １ 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 礫φ１～ １ ０ ㎜ ３％､ 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性強 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～粘土　 しまり強　 粘性強 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト～砂　 しまり強　 粘性弱 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 黄褐色　 シルト～砂　 しまり強　 粘性弱 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 明黄褐色　 砂　 礫φ５～ １ ０ ㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性なし　 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 橙色　 砂　 礫φ２～ １ ０ ㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性弱 
８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 橙色　 砂　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト～砂　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ３％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 しまり弱　 粘性なし 
Ｐ３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 砂　 炭化物φ１㎜ １％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ７　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 砂　 しまり中　 粘性なし 
Ｐ８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ９　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト～砂　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ １ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 しまり中　 粘性なし 
Ｐ １ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ １ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ １ ３ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト～砂　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ １ ４ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト～砂　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ １ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 砂　 地山ブロックφ １ ５ ㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性なし 
Ｐ １ ６ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ １ ７ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ １ ８ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 しまり中　 粘性なし 
Ｐ １ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 砂　 炭化物φ２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ ２ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 

第２章 調査の記録

第８９図 ＳＫＩ２０６４・２０６５

―１４５・１４６―



ＳＫＩ２０６６ Ａ
 

Ｂ
 

Ｇ
 

Ｈ
 

Ｋ 

Ｌ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ Ｆ 

Ｉ
 

Ｊ
 

Ｊ Ｉ 
Ｈ Ｇ 

Ｅ Ｆ 

Ｃ Ｄ 

Ｌ Ｋ 

ＳＫＩ２０６６　Ｐ１３ 

Ｐ１７ 
Ｐ１５ 

Ｐ１ 

ＳＮ０１ 

Ｐ６ 

Ｐ１６ 

Ｐ７ 

Ｐ５ 

Ｐ８ 

Ｐ９ 

Ｐ１３ 

Ｐ１４ 

Ｐ１２ 

Ｐ１０ Ｐ１１ Ｐ４ 

Ｐ３ 

Ｐ２ 

Ｐ１８ 

Ａ Ｂ 

Ｐ１９ 

Ｐ２０ 
Ｐ２１ 

Ｐ２２ 

ト
　
レ
　
ン
　
チ 

Ｐ２３ 

Ｐ２４ 

Ｐ２５ 

ＳＮ０１ ＳＮ０１ 
Ｐ１ 

Ｐ２ Ｐ１２ 

Ｐ１８ 
Ｐ２ 

５４．００ｍ 

５４．６０ｍ 

２ １ 

Ｓ 

５４．１０ｍ 

１０ 
４ 

１０ 
３ 

９ 

１８ 
１８ 

１７ 

８ ７ 

１４ 

１６ 

２ 

５ 
撹乱 

１１ １２ 
１３ 

１５ 

６ 

５ 

１ ２ 

須恵器 

５３．９０ｍ 
５３．６０ｍ 

０ ０．５ｍ 

２ｍ ０ 

ＭＨ４５ 

ＭＨ４４ 

ＭＪ４５ 

ＭＪ４４ 

Ａ－Ｂ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山ブロックφ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ２～４㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト～砂　 焼土φ２～３㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト～砂　 炭化物φ１～５㎜ １％､ 焼土φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト炭化物φ１～７㎜ ２％､ 焼土φ２～５㎜ ２％､ 礫φ２～ １ ０ ㎜ １％含む　 しまり強　 粘性強 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 礫φ２～４㎜ ２％､ 焼土φ３～７㎜ ２％､ 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性強 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト～砂　 炭化物φ１～５㎜ ２％､ 礫φ２～ １ ５ ㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 炭化物φ２～７㎜ ２％､ 礫φ３～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり弱　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％､ 焼土φ１～２㎜ １％､ 礫φ２～ １ ０ ㎜ １％含む　 しまり弱　 粘性強 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ２％､ 焼土φ１～２㎜ ２％､ 礫φ２～４㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性やや強 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 礫φ２～ １ ５ ㎜ ３％､ 炭化物φ２～３㎜ ２％､ 焼土φ２～５㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト炭化物φ２～７㎜ ２％､ 礫φ２～３㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 礫φ５～ １ ０ ㎜ ２％､ 炭化物φ２～３㎜ １％､ 焼土φ３～５㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 礫φ３～５㎜ ２％含む　 しまり弱　 粘性中 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 礫φ３㎜ ２％､ 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～粘土　 礫φ２～５㎜ ２％､ 炭化物φ１～２㎜ １％､ 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり中　 粘性強 
１ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～粘土　 焼土φ５～ ２ ０ ㎜ ２％含む　 しまり弱　 粘性中 
１ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～粘土　 礫φ２～ ２ ０ ㎜ ２％､ 炭化物φ３～５㎜ １％､ 焼土φ２～３㎜ １％含む　 しまり中　 粘性強　 
１ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト～粘土　 礫φ２～ ２ ０ ㎜ ２％､ 炭化物φ３～５㎜ ２％､ 焼土φ２～３㎜ １％含む　 しまり中　 粘性やや強 

Ｐ１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり弱　 粘性なし 
Ｐ２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 しまり中　 粘性なし 
Ｐ３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 礫φ３～ １ ０ ㎜ ２％､ 炭化物φ１㎜ １％､ 
　 　 　 　 　 焼土φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ４　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～５㎜ ２％含む 
　 　 　 　 　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ５　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト～砂　 地山ブロックφ１～３㎜ １％､ 
　 　 　 　 　 炭化物φ３㎜ １％､ 焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 砂　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ １％含む　 
　 　 　 　 　 しまり弱　 粘性なし 
Ｐ７　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 砂　 しまり弱　 粘性なし 
Ｐ８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～３㎜ ２％含む 
　 　 　 　 　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 砂　 地山ブロックφ１㎜ １％､ 炭化物φ１㎜ １％含む 
　 　 　 　 　 しまり中　 粘性なし 
Ｐ １ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト～砂　 地山ブロックφ１～５㎜ ３％含む 
　 　 　 　 　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ １ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト～砂　 地山ブロックφ１～５㎜ ３％含む 
　 　 　 　 　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ １ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ３％含む 
　 　 　 　 　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ １ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 砂　 地山ブロックφ１～５㎜ １％含む 
　 　 　 　 　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ １ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ １ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～３㎜ １％含む　 
　 　 　 　 　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ １ ６ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 しまり弱　 粘性なし 
Ｐ １ ７ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ １ ８ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
Ｐ １ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ｐ ２ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 
Ｐ ２ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ ２ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ｐ ２ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ ２ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ ２ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
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１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 礫φ３～ ３ ０ ㎜ ３％､ 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 
しまり中　 粘性弱 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性なし 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 礫φ１～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性なし 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 礫φ１～５㎜ ２％含む　 しまり弱　 粘性弱 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 礫φ１～５㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 礫φ３～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 
８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
９　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
Ｐ１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト～砂　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト～砂　 しまり強　 粘性弱 
Ｐ３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
Ｐ４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
Ｐ５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
Ｐ６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 

ＭＧ４６ 

ＭＨ４７ 
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２４ 
Ｐ１ １　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ２ 上層 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

下層 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
Ｐ３ １　 なし 
Ｐ４ １　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
Ｐ５ １ 
Ｐ６ 上層 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

下層 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１㎜ １％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１～３㎜ ５％含む　 しまり強　 粘性なし 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１～３㎜ １％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 　 シルト　 地山φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１㎜ １％､ 焼土φ１～５㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１～３㎜ １％､ 焼土φ１㎜ ３％､ 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１～５㎜ ３％､ 焼土φ１～ １ ０ ㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１～５㎜ ２％､ 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 

１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１㎜ １％､ 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
１ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１～３㎜ ５％含む　 しまり強　 粘性なし 
１ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１～ １ ０ ㎜１ ０ ％含む　 しまり強　 粘性なし 
１ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 シルト　 地山φ１～５㎜ ３％含む　 しまり弱　 粘性弱 
１ ９ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性なし 
２ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 　 シルト　 地山φ１㎜ １％､ 焼土φ１～３㎜ １％､ 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
２ １ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
２ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
２ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山５％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
２ ５ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 地山５％混じる　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
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３ 掘立柱建物跡

６棟を掘立柱建物跡と認定した。桁行き×梁行きが、３×２、２×２、１×１の３種類が見られる。

第１１表 掘立柱建物跡（１）

１

種類 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面

（層） 間数 規 模 重 複

ＳＢ ６６６ ９４ － ＬＤ・ＬＥ
４７～４８

ＳＩ７７７
覆土 ３×２

北西辺：５．３３�（Ｐ１－Ｐ３）
南東辺：５．２７ｍ（Ｐ７－Ｐ４）
北東辺：２．４３ｍ（Ｐ１－Ｐ７）
南西辺：２．４２ｍ（Ｐ３－Ｐ４）

ＳＩ７７７→ＳＢ６６６

ＳＩ７７７覆土中に構築される。長方形のプランをもつ。当遺構周辺では、ほぼ同じレベルで３基の焼土遺構が検出されて
いるが、これらとの関係については不明である。

２

遺構名 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面

（層） 間数 規 模 重 複

ＳＢ ８００ ９５ ２２ ＬＮ・ＬＯ
５２～５３ Ⅳ ２×２

西辺：３．４５ｍ（Ｐ１－Ｐ３）
東辺：３．６０ｍ（Ｐ７－Ｐ５）
北辺：３．８０ｍ（Ｐ１－Ｐ７）
南辺：３．５５ｍ（Ｐ３－Ｐ５）

ＳＤ７９１（一連の構造か）

調査区東側の北端付近に位置する。正方形に近いプランをもつ。建物を構成する９本の柱のうち、２本が板塀跡と考えら
れるＳＤ７９１から検出された。土層断面では、ＳＤ７９１覆土を掘り込んでいるようにみえるが、同時存在した可能性がある。
Ｐ１とＰ８にピットの重複がみられるため、作り変えが行われたと考えられる。Ｐ８ａ・ｂの関係は、東側にずれるｂの
方が古い。このため、Ｐ１ａ～ｃの中では東側にずれるｃがＰ８ｂと、ｂがＰ８ｂと同じ時期のものと考えられる。なお、
Ｐ１ａはＰ３の底面にみられる一段低い掘り込みに対応する可能性がある。以上のことから、部分的な改修が３回行われ
た可能性が考えられる。なお、当遺構の東側には軸方向を同じくするＳＢ１３３０が位置する。

３

遺構名 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面

（層） 間数 規 模 重 複

ＳＢ ８５０ ９６ － ＬＫ４９～５１
ＬＬ４９・５０ Ⅳ ３×２？

西辺：６．００ｍ（Ｐ１－Ｐ３）
東辺：５．７７ｍ（Ｐ７－Ｐ５）
北辺：３．８５ｍ（Ｐ１－Ｐ７）
南辺：３．９５ｍ（Ｐ３－Ｐ５）

なし

調査区東側中央部に位置する。長方形のプランをもつ。Ｐ７－Ｐ８－Ｐ９のラインは庇の可能性がある。

４

遺構名 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面

（層） 間数 規 模 重 複

ＳＢ １３３０ ９７ ２２ ＬＬ・ＬＭ
５１～５３ Ⅳ ３×２

北辺：３．７３ｍ（Ｐ１－Ｐ９）
南辺：３．６６ｍ（Ｐ４－Ｐ１２）
西辺：５．５０ｍ（Ｐ１－Ｐ４）
東辺：５．７９ｍ（Ｐ９－Ｐ１２）

なし

調査区東側の北端付近に位置する。長方形に近いプランをもつ。Ｐ２－Ｐ４－Ｐ１２－Ｐ１０で囲まれる２間×２間は、ほぼ
正方形のプランであるが、これより北側１間×１間は西側に軸がずれている。このことから、当初のプランは２間×２間
で、後に１間分を北側に増築したものと考えられる。当遺構の北側にはＳＤ１０５０が東西方向に延びているが、北側１間部
分のずれはＳＤ１０５０が延びる方向とほぼ平行になるため、ＳＤ１０５０を意識して造られた可能性がある。また、当遺構を構
成する柱穴のうちＰ１・２・３・６・１１には柱穴の底面に、柱当たりとみられる白色粘土化した範囲（第９７図青色部分）
がみられる。当遺構の西側には、軸方向を同じくするＳＢ８００が位置する。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第１２表 掘立柱建物跡（２）

５

遺構名 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面

（層） 間数 規 模 重 複

ＳＢ １８４０ ９８ １４ ＬＤ・ＬＥ
４７～４８

ＳＩ７７７
覆土 １×１

東辺：４．７３ｍ（Ｐ１－Ｐ２）
西辺：３．７６ｍ（Ｐ４－Ｐ３）
南辺：４．５７ｍ（Ｐ１－Ｐ４）
北辺：４．５７ｍ（Ｐ２－Ｐ３）

ＳＩ７７７→ＳＢ１８４０

ＳＩ７７７覆土中に構築される。プランは歪であるが、各柱穴の上面径は１ｍ前後とかなり大きく、強度が求められる建物
だったと考えられる。各柱穴の土層観察から、柱は最終的に掘り出されたと推測される。

６

遺構名 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面

（層） 間数 規 模 重 複

ＳＢ ２０７４ ９９ － ＬＩ５０・５１ Ⅶ １×１

西辺：２．７８ｍ（Ｐ１－Ｐ２）
東辺：２．８１ｍ（Ｐ４－Ｐ３）
北辺：２．４５ｍ（Ｐ１－Ｐ４）
南辺：２．４０ｍ（Ｐ２－Ｐ３）

なし

東側調査区中央部に位置する。図上復元した建物である。長方形のプランをもつが、やや歪気味である。プラン内にＳＫ
１２１２があるが関係は不明である。

６

遺構名 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面

（層） 間数 規 模 重 複

ＳＢ ２０７６ ７４ － ＬＨ４９・５０ Ⅶ １×１
北辺：２．８ｍ（Ｐ１－Ｐ２）
西辺：２．１ｍ（Ｐ２－Ｐ３）
南辺、東辺は不明。

ＳＩ７６４・７６５・１４００

東側調査区中央部に位置する。図上復元した建物である。Ｐ４は、写真記録のみであるため正確な位置を図上に示すこと
ができなかった。長方形のプランをもつが、やや歪である。Ｐ１～３にはそれぞれ重複がみられることから立て替えられ
た可能性がある。
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 しまり強い 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ ４ 　 にぶい黄褐色ブロック ２ ５ ％含む。しまり中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 　 暗褐色　 シルト　 さらさら　 しまりなし（柱痕） 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ 　 にぶい黄褐色　 シルト　 しまり強い 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまりやや強い 
※　 １～３　 ＳＢ ８ ０ ０ 　 Ｐ１ Ｃ 覆土。４～６　 ＳＤ ７ ９ １ 覆土。 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 しまり強い 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 しまりやや強い 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ 　 にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強い　 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ 　 にぶい黄褐色　 シルト　 しまり強い 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまりやや強い 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 しまりやや弱め 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ 　 にぶい黄褐色　 シルト（粘質） 　 しまり強い 
※　 ２～５はＳＢ ８ ０ ０ 　 Ｐ１ｂ覆土（２が柱痕か？） 。６はＳＢ ８ ０ ０ 　 Ｐ１の覆土。 （ＳＤ ７ ９ １ 柱痕の可能性もあり） 

Ｐ３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり中　 粘性中 
Ｐ４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり中　 粘性弱 
Ｐ５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 しまり中　 粘性中　 炭化物３％含む 
Ｐ７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 しまり中　 粘性中 

第２章 調査の記録

第９５図 ＳＢ８００

―１５７・１５８―



ＳＤ８７０ 

ＳＢ８５０ 

Ａ Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｊ
 

Ｉ
 

Ｄ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｅ
 

Ｆ
 

Ｈ
 

Ｇ
 

Ｅ
 

Ｆ
 

Ｈ
 

Ｇ
 Ｉ
 

Ｊ
 

Ｐ１ 
ＳＤ８７０ ＳＫＰ８７１ Ｐ６ Ｐ７ 

６１．５０ｍ 

Ｐ１ 

ＳＫＰ８４１ 

ＳＫＰ２０６３ 

Ｐ２ 

ＳＫＰ２０５８ 

Ｐ３ 

ＳＫＰ２０４８ 

ＳＫＰ８７１ Ｐ６ 

ＳＫＰ２０６０ 

Ｐ５ 

ＳＫＰ２０６１ 

Ｐ４ 

ＳＫＰ２０６２ 

Ｐ９ 

Ｐ８ 

ＳＫＰ２０５９ 

Ｐ７ 

Ｐ９ 
Ｐ４ 

ＳＫＰ２０４８ Ｐ３ 

６１．５０ｍ 

６１
．５
０
ｍ
 

６１
．５
０
ｍ
 

６１
．５
０
ｍ
 

Ｐ
１
 

Ｐ
２
 

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２０
５８
 

Ｐ
３
 

Ｐ
４
 

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２０
６１
 
Ｐ５
 

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２０
６０
 

Ｐ
６
 

Ｐ７
 

Ｓ
Ｋ
Ｐ
２０
５９
 

Ｐ
８
 

Ｐ９
 

２ｍ ０ 

第２章 調査の記録

第９６図 ＳＢ８５０

―１５９・１６０―



ＳＢ１３３０ 

Ａ 

Ｂ 

Ｄ 
Ｃ 

Ｅ
 

Ｆ
 

Ｈ
 

Ｇ
 Ｉ
 

Ｊ
 

Ｂ 

Ｄ 

Ａ 

Ｃ 
Ｅ
 

Ｆ
 

Ｈ
 

Ｇ
 

Ｉ
 

Ｊ
 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

Ｐ３ 

Ｐ４ 
Ｐ５ Ｐ１２ 

Ｐ６ 

Ｐ７ 

Ｐ８ Ｐ９ 

Ｐ１０ 

Ｐ１１ 

Ｐ１ Ｐ８ 
Ｐ９ 

Ｐ１２ 
Ｐ５ 

Ｐ４ 

６１．２０ｍ 

６１．２０ｍ 
６１
．２
０
ｍ
 

６１
．２
０
ｍ
 

Ｐ
１
 

Ｐ
２
 

Ｐ
３
 

Ｐ
４
 

Ｐ５
 

Ｐ
６
 

Ｐ
７
 

Ｐ
８
 

Ｐ９
 

Ｐ
１０
 

Ｐ
１１
 

Ｐ
１２
 

０ ２ｍ 

Ｐ１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 しまり弱　 粘性中 
Ｐ４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色 しまり弱　 粘性中 
Ｐ９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ １ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ １ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 
Ｐ １ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 しまり弱　 粘性中 

第２章 調査の記録

第９７図 ＳＢ１３３０

―１６１・１６２―



ＳＢ１８４０ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｇ
 

Ｈ
 

Ｆ
 

Ｅ
 

Ａ Ｂ 

Ｄ Ｃ 

Ｅ
 

Ｆ
 

Ｇ
 

Ｈ
 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

Ｐ３ 

Ｐ４ 

３ ２ 
６ １ 

２ 

３ 
４ 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 
２ 

ＳＩ７７７覆土 

ＳＩ７７７覆土 

６４．６０ｍ 

６４．６０ｍ 

６４
．６
０
ｍ
 

６４
．６
０
ｍ
 

１
 
２
 

２
 

１
 

２
 

ＳＩ
７７
７
覆
土
 

ＳＩ
７７
７
覆
土
 

３
 

４
 

２
 

２
 

１
 

２
 
１
 

６
 

７
 

５
 
４
 ３
 

０ ２ｍ 

Ｐ１ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 　 にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物５％、地山 ３ ０ ％含む　 しまり強　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 炭化物１％、地山 ３ ０ ％含む　 しまり強　 粘性中　 　 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色シルト ３ ０ ％、炭化物５％含む　 しまり弱　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 黄褐色　 シルト　 炭化物１％　 しまり中　 粘性中 

Ｐ２ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 　 にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物５％、地山 ３ ０ ％含む　 しまり強　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 炭化物１％、地山 ３ ０ ％含む　 しまり強　 粘性中　 　 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 黄褐色　 シルト　 炭化物１％　 しまり弱　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ 　 にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 

Ｐ３ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色 ３ ０ ％、炭化物３％含む　 しまり弱　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 黄褐色　 シルト　 炭化物１％　 しまり中　 粘性中 

Ｐ４ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 　 黒褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 暗褐色　 シルト　 焼土８％、炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 　 暗褐色　 シルト　 焼土５％、炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 　 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 ４ ０ ％　 炭化物３％、焼土１％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 　 にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 ４ ０ ％、炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 　 にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ０ ％、炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 黄褐色　 シルト　 炭化物１％　 しまり中　 粘性中 
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Ｐ１ 
１　 ７ ． ５ ＹＲ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 礫φ１～３㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性中 
Ｐ２ 
１　 ７ ． ５ ＹＲ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 礫φ１～３㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性中 
Ｐ３ 
１　 ７ ． ５ ＹＲ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 

第９９図 ＳＡ９３、ＳＢ２０７４
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４ 土坑

基検出された。このうち特徴的なのは、調査区東側の平坦面間の斜面に集中する円形の土坑群であ

るが、遺物の出土状態に他の土坑と異なる特徴は見当たらず性格は不明である。その他では、長方形

の平面形をもつＳＫ１６１・１６２が異質で火葬墓や土坑墓と考えられる。

第１３表 土坑一覧（１）

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

ＳＫ １ １０１ － ＭＲ４７ Ⅶ １．３５ １．１３ ０．２１ なし

平面形は円形に近い。壁の立ち上がりは緩やか。遺物（第１７６図１）：土師器細片１０数点、礫１点出土。

ＳＫ ２ ３３ － ＮＦ４６ ＳＩ１００覆土 ２．１２ １．０６ ０．３７ ＳＩ１００→ＳＫ０２

ＳＩ１００覆土中を掘り込んで構築。底面に炭化物層、その上に焼土層が形成。遺物（第１７６図２、第２１０図４０・４１）：土師器中
心ポリ袋中０．５袋出土。

ＳＫ ５ １０１ － ＮＥ４７ ＳＩ５０覆土 ０．８５ ０．５０ ０．１２ ＳＩ５０→ＳＫ５

ＳＩ５０覆土を掘り込んで構築。平面形は小判形に近い。

ＳＫ ６ １０１ － ＮＦ４６ Ⅶ １．１５ ０．８０ ０．２９ なし

平面形は方形に近い。土坑埋没過程中に火を使用した遺構。遺物：時期不明土器２点、礫１点出土。

ＳＫ ７ １０１ － ＮＥ・ＮＦ４６ Ⅶ ０．４９ ０．４３ ０．０６ なし

平面形は円形の小土坑。底面に焼土が堆積。遺物：土師器数点（内面黒色処理１点含む）出土。

ＳＫ １１ １０１ － ＭＯ４８ Ⅶ ０．７７ ０．４６ ０．１０ なし

平面形は楕円形に近い。遺物：土師器細片８点、小礫１点出土。

ＳＫ ４５ １０１ － ＮＣ４６・４７ Ⅶ ０．５８ ０．５３ ０．１３ なし

平面形は円形の小土坑。底面はやや丸みを帯びる。遺物：土師器（甕他）ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ ９８ １０１ － ＭＰ４６ Ⅶ １．５５ １．２５ ０．２２ なし

底面はほぼ平坦。遺物（第１７６図３・４）：土師器数点（内面黒色処理２点含む）出土。

ＳＫ １２４ ４４ － ＫＴ４７ Ⅶ、ＳＩ３２
覆土 １．２９ １．２０ ０．２７ ＳＩ１３２→ＳＫ１２４

平面形は円形に近い。遺物：土師器甕その他ポリ袋中０．５袋出土。

ＳＫ １３６ １０２ ３５ ＫＳ４７ Ⅶ ２．１１ （１．７１） ０．４５ なし

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器２点出土。

ＳＫ １３７ １０２ － ＫＳ４７ Ⅶ １．２５ （０．８５） ０．１３ ＳＫ１３７→ＳＫ１４０

平面形は小判形に近い。遺物：土師器ポリ袋小１袋出土。

ＳＫ １４０ １０２ － ＫＳ４７ Ⅶ １．５５ １．００ ０．１８ ＳＫ１３７→ＳＫ１４０

平面形は小判形に近い。遺物（第１７６図５・６）：土師器坏・甕、軟質礫３点、その他土師器ポリ袋中０．５袋出土。

ＳＫ １４７ ３９ ３５ ＬＢ４７ ＳＩ１４６・１４７
覆土 １．４９ １．３２ ０．８８ ＳＩ１２７・ＳＩ１４６→ＳＫ１４７

遺物（第２１０図４２・４３）：土師器坏・甕、礫１点、その他土師器中心ポリ袋中２袋出土。

ＳＫ １４８ １０２ － ＫＰ４９ Ⅶ １．３７ １．１１ ０．２２ なし

平面形は円形に近い。土師器ポリ袋小１袋出土。

ＳＫ １６０ ８４ － ＬＲ５０ Ⅶ １．１３ ０．９３ ０．８２ なし

遺物（第１７６図７～１２）：土師器坏・甕数個体分、礫２点、その他土師器コンテナ０．５箱出土。

ＳＫ １６１ １０２ ３６ ＭＮ４６・４７、
ＭＭ４６・４７ Ⅵ １．３７ ０．６８ ０．１６ なし

隅丸方形の土坑で、遺構内から炭化材や幼児骨が出土。火葬墓か。自然科学分析実施。近接するＳＫ１６２と規模・形態、長軸
方向が類似。遺物：土師器（坏・甕）ポリ袋小０．５袋出土。

第２章 調査の記録
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第１４表 土坑一覧（２）

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

ＳＫ １６２ １０２ ３６ ＭＭ４６・４７ Ⅵ １．４１ ０．６７ ０．１４ なし

隅丸方形の土坑で、ＳＫ１６１と規模・形態、長軸方向が類似。底面上に炭化物層が広がる。骨が検出されなかった点がＳＫ１６１
と異なる。

ＳＫ １７６ １０３ － ＭＫ４８・４９、
ＭＬ４８・４９ Ⅵ １．５５ ０．８１ ０．０７ ＳＫ２００５と重複（新旧不明）

平面形は楕円形に近い。底面はほぼ平坦。ＳＫ２００５覆土と同じ土が堆積しているため、同時期かあまり時間差のないものと考
えられる。遺物：土師器（坏・甕）その他土師器ポリ袋中１．５袋出土。

ＳＫ １７８ １０３ － ＭＫ４６・４７、
ＭＬ４６・４７ Ⅶ １．５２ １．０４ ０．０７ なし

平面形は小判形に近い。底面はほぼ平坦。覆土にはⅠ層と似た土が堆積しているため、古代よりも新しい可能性がある。遺物
（第２１０図４４）：土師器坏・甕、その他土師器中心ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ １８６ １０３ ３５ ＭＫ４６ Ⅶ ２．７２ ２．３０ ０．１６ ＳＫ１８６→ＳＫＰ

比較的大型の土坑。壁の立ち上がりは緩やか。遺物（第１７７図１、第２１０図４５）：土師器坏・甕、その他土師器中心ポリ袋中１
袋出土。

ＳＫ １９０ １０３ － ＭＫ４７・４８ Ⅶ １．１２ ０．６１ ０．１４ ＳＫＩ１３５０→ＳＫ１９０

平面形は小判形に近い。壁は急角度で立ち上がる。ＳＫ１６１・１６２に規模・形態、長軸方向が類似。底面上に炭化物層が広がる。
遺物：土師器甕中心ポリ袋中１／３袋出土。

ＳＫ １９５ １０３ － ＭＪ４４ Ⅶ ０．６２ ０．５６ ０．２４ なし

ピット状の小土坑。底面に段差がみられる。

ＳＫ １９７ １０４ － ＭＦ４６・４７、
ＭＧ４７ Ⅳ ２．６２ １．３３ ０．３３ ＳＫＩ２０６７・２０６８→ＳＫ１９７・ＳＫ９３２

壁は緩い角度で立ち上がる。ＳＫ９３２と同じ覆土が堆積していることから、あまり時間差のないものと考えられる。遺物：覆
土から耳皿１点出土。遺物（第１７７図２～９）：土師器（坏・耳皿・甕）、その他コンテナ０．５箱出土。

ＳＫ ２０１ １０４ － ＬＰ５０ Ⅶ １．６６ １．３０ ０．３６ なし

平面形は小判形に近い。遺物（第１７７図１０）：土師器甕中心ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ ２０４ ８４ － ＬＲ５０ Ⅶ （０．９２） （０．８３） ０．４９ ＳＫ２０４→ＳＤ１５５

遺物：土師器坏中心ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ ２０５ １０４ － ＬＲ４９ Ⅶ ０．７３ ０．６１ ０．３９ なし

遺物：平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦で壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ ２０６ １０４ － ＬＲ４８ Ⅶ １．２４ １．２４ ０．１９ なし

平面形は円形に近い。遺物（第１７７図１１）：土師器坏中心ポリ袋中２／３袋出土。

ＳＫ ２０７ ８３ － ＬＴ５１ Ⅶ ０．９２ ０．９０ ０．２８ ＳＫＩ３５０（新旧不明）

土師器細片ポリ袋中０．５袋（須恵器１点）出土。

ＳＫ ２０９ １０５ ３５ ＬＱ５０ Ⅶ ３．９５ ２．５９ ０．３０ なし

平面形は小判形に近い。遺物（第１７７図１２・１３、第１７８図１）：底面付近から、鉄床石１点その他礫多数出土。土師器甕中心ポ
リ袋中１袋、羽口？１点出土。

ＳＫ ２１８ １０６ － ＫＴ４９ Ⅶ ２．１８ １．１９ ０．３１ なし

ＳＫ４４８と近接。平面形は小判形に近い。構築時には一部重複していた可能性あり。遺物：土師器坏中心コンテナ１／４箱出
土。

ＳＫ ２２５ １０６ － ＫＱ４９ Ⅶ １．７５ ０．８８ ０．３０ ＳＫ２２５→ＳＫ２０２６

平面形は円形に近い。壁は急角度で立ち上がる。遺物（第２１２図５６）：鉄滓が出土。

ＳＫ ２２６ １０６ － ＫＱ４８ Ⅶ １．５５ １．４５ ０．３８ なし

底面中央部付近に浅いピット状の掘り込みあり。遺物（第１７８図２、第２１０図４６）：土師器（坏・甕）中心、ポリ袋中２袋出土。

ＳＫ ２２７ ４８ － ＫＳ４７ ＳＩ１３９床面下 （１．２２） （０．５２） ０．２３ ＳＫ２２７→ＳＩ１３９

ＳＩ１３９火床面下検出の土坑。ＳＩ１３９に伴う可能性あり。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―１６８―



第１５表 土坑一覧（３）

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

ＳＫ ２３１ １０６ － ＭＬ４５ Ⅶ （１．２６） ０．９８ ０．２０ ＳＫ２３１→ＳＫＰ２３２、ＳＫＩ２０６４・２０６５、Ｐ９

平面形は円形に近い。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ ２６８ １０７ － ＬＴ５０ Ⅶ ０．９８ ０．８４ ０．５０ なし

平面形は円形に近い。壁は急角度で立ち上がる。遺物（第１７８図３・４）

ＳＫ ２７０ １０７ － ＬＲ４９ Ⅶ １．００ ０．９１ ０．１３ なし

平面形は円形に近い。底面は丸みを帯びる。

ＳＫ ２７１ １０７ － ＬＱ４８ Ⅶ １．１０ ０．９１ ０．１９ ＳＫ７９５→ＳＫ２７１

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦である。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器ポリ袋小１袋（細片数点）。

ＳＫ ２７２ １０８ － ＬＲ４９・５０ Ⅶ １．３５ ０．９５ ０．１９ なし

平面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器坏・甕ポリ袋中１袋出土

ＳＫ ２８８ １０８ － ＭＪ４７ Ⅶ ０．６４ ０．６０ ０．０９ なし

平面形は円形に近い。平面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器２点出土。

ＳＫ ２９９ １０８ － ＭＩ・ＭＪ４７ Ⅶ １．７１ ０．７６ ０．３８ なし

平面形は楕円形に近い。底面は丸みを帯びる。覆土は褐色で、Ⅶ層（地山）で埋め戻したと考えられる。遺物：土師器細片２
点出土。

ＳＫ ３００ １０８ － ＭＩ４８・４９ Ⅶ ０．９７ ０．８８ （０．３０） ＳＫ３００→ＳＫＰ１２２５

斜面に形成。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器細片（ポリ袋小２袋）出土。

ＳＫ ３０７ １０８ － ＭＫ４５ Ⅴ ０．６１ ０．５５ ０．１２ なし

平面形は円形に近い。壁は急角度で立ち上がる。遺物（第１７９図１）：土師器微細３点出土。

ＳＫ ３０８ １０８ － ＭＫ４４ 造～Ⅶ ０．６０ ０．５２ ０．４２ なし

平面形は円形。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。ＳＫＩ２０６４・２０６５造成後に掘り込まれた土坑。遺物：土師器細片
ポリ袋小１袋出土。

ＳＫ ３４１ １０８ － ＬＳ５０ Ⅶ ０．６０ ０．４２ ０．２１ なし

平面形は円形に近い。壁は急角度で立ち上がる。大礫が出土。遺物：土師器細片４点出土。

ＳＫ ３５５ １０８ － ＭＡ４９ Ⅶ １．３８ ０．８８ ０．３３ なし

底面はほぼ平坦。壁はやや急角度で立ち上がる。遺物：土師器３点出土。

ＳＫ ４０８ １０９ － ＭＫ４４・４５ Ⅶ ０．５９ ０．５８ ０．２１ なし

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。壁はほぼ垂直に立ち上がる。遺物：土師器数点（ポリ袋小０．５袋）出土。

ＳＫ ４１２ １０９ － ＭＬ４４ 造 １．０８ ０．７４ ０．０７ ＳＫＰ１２４５→ＳＫ４１２

ＳＫＩ２０６４・２０６５造成後に掘り込まれた土坑。遺物（第１７９図２・３）：土師器坏・甕中心、土製品？数点コンテナ１／４箱
出土。

ＳＫ ４１３ １０９ － ＭＫ４４ 造 ０．７４ ０．６７ ０．２４ なし

ＳＫＴ２０６４・２０６５造成後に掘り込まれた土坑。柱穴の可能性あり。遺物：土師器数点（ポリ袋小１袋）出土。

ＳＫ ４１６ １０９ － ＭＤ４７・４８、
ＭＥ４７・４８ Ⅶ １．０８ ０．７７ ０．２０ なし

遺物（第１７９図４）：土師器坏中心ポリ袋中０．５袋（須恵器１点）出土。

ＳＫ ４１７ １０９ － ＭＣ４８ Ⅶ ２．０３ １．８７ ０．１４ ＳＫＰ１３３６・１３３７・１３４１※

比較的大型の土坑。壁は緩やかな角度で立ち上がる。遺物（第１７９図５～９、第２１０図４７）：土師器坏・甕数個体分、須恵器１
点、鉄製品、大礫４点（有使用痕１点）、計コンテナ１箱出土。

第２章 調査の記録
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第１６表 土坑一覧（４）

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

ＳＫ ４１９ １１０ － ＭＣ４９ Ⅶ １．０５ ０．７１ １．０１ なし

ＳＫ９２１・１２５７・１４４１と約４ｍの等間隔で台地の縁に沿うように位置。底面に段差があり、壁はオーバーハングする。ＳＤ１５２
と関連する可能性あり。遺物（第１７９図１０・１１）：土師器坏中心、須恵器１点、被熱礫２点、フレイク１点、計コンテナ１／
３出土。

ＳＫ ４４４ １１０ － ＫＰ４８ Ⅶ （１．４０） ０．７９ ０．２６ ＳＫ４５０→ＳＫ４４４→ＳＷ２２０

平面形は小判形に近い。壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦。遺物：土師器１点出土。

ＳＫ ４４５ １１０ － ＫＲ４８ Ⅶ （１．０５） （０．６５） （０．１８） ＳＤ４４９→ＳＫ４４５

平面形は円形に近いと推測。

ＳＫ ４４８ １０６ － ＫＳ４８ Ⅶ （１．２７） ０．９９ ＳＫ４４８→ＳＮ２１９→ＳＤ３６１

ＳＫ２１８と近接。構築時には重複していた可能性あり。平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦で壁は急角度で立ち上がる。覆
土にはＳＮ２１９が形成されている。また、覆土にはＳＤ３６１が掘り込まれている。

ＳＫ ４５０ １１０ － ＫＰ４８ Ⅶ （１．２８） ０．９３ ０．０９ ＳＫ４５０→ＳＫ４４４

底面はほぼ平坦である。壁は極緩やかに立ち上がる。

ＳＫ ４９１ １１１ － ＬＦ４９ Ⅵ （１．２９） （０．８５） （０．３２） ＳＫ４９１→ＳＫ４９２

東側調査区土坑群。底面はやや丸みを帯びる。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器坏（黒色処理）その他土師器ポリ袋小
１袋出土。

ＳＫ ４９２ １１１ － ＬＦ４８ Ⅵ （１．５０） （１．２２） （０．２９） ＳＫ１８４６→ＳＫ４９２、ＳＫ４９１→ＳＫ４９２→ＳＫ４９９、
ＳＫ４９２→ＳＫ４９６

東側調査区土坑群。平面形は小判形に近い。底面はほぼ平坦。遺物（第１７９図１２）：土師器坏中心その他土師器ポリ袋中２袋
出土。

ＳＫ ４９３ １１２ ３５ ＬＦ４８ Ⅵ １．０４ ０．９３ ０．２４ ＳＫ４９４→ＳＫ４９３、ＳＫ５１４→ＳＫ４９３

東側調査区土坑群。平面形は小判形に近い。底面はほぼ平坦。遺物（第１７９図１３、第２１１図４８）：土師器（坏・甕）、その他土
師器中心ポリ袋中０．５袋出土。

ＳＫ ４９４ １１２ － ＬＦ４８ Ⅵ ０．８０ （０．７３） ０．２０ ＳＫ４９４→ＳＫ４９３、ＳＫ４９４→ＳＫ４９５

東側調査区土坑群。平面形は小判形に近い。底面はほぼ平坦。遺物：土師器４点（ポリ袋小１袋）出土

ＳＫ ４９５ １１２ － ＬＦ４８ Ⅵ ０．９０ ０．７０ ０．２８ ＳＫ４９４→ＳＫ４９５、ＳＫ４９７→ＳＫ４９５、
ＳＫ６９５→ＳＫ４９５

東側調査区土坑群。平面形は小判形に近い。底面はやや凹凸あり。遺物：土師器３点、土製品？１点出土。

ＳＫ ４９６ １１１ － ＬＦ４８ Ⅵ ０．７５ ０．６２ ０．１１ ＳＫ４９２→ＳＫ４９６、ＳＫ１８４６→ＳＫ４９６

東側調査区土坑群。平面形はほぼ円形。底面はほぼ平坦。底面はＳＫ４９２の覆土。

ＳＫ ４９７ １１２ － ＬＦ４８ Ⅵ （１．１３） （０．６７） ０．３０ ＳＫ４９７→ＳＫ４９５、ＳＫ４９７→ＳＫ６９６、ＳＫ４９７→Ｓ
Ｉ６９９、ＳＫ６９５→ＳＫ４９７、ＳＫ７７４と重複（新旧不明）

東側調査区土坑群。平面形は小判形に近い。底面はほぼ平坦。遺物：土師器（坏・甕）ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ ４９８ １１１ － ＬＦ４８ Ⅵ （０．７２） （０．５１） ＳＫ４９２→ＳＫ４９８、ＳＫ４９９→ＳＫ４９８、
ＳＫ４９８→ＳＫ５１０

東側調査区土坑群。平面形は円形に近い。底面はＳＫ４９９の覆土。

ＳＫ ４９９ １１１ － ＬＦ４８ Ⅵ （１．３９） （０．７２） （０．２８） ＳＫ４９９→ＳＫ４９２、ＳＫ４９９→ＳＫ５１０

東側調査区土坑群。底面はやや丸みを帯びる。壁は緩やかに立ち上がる。平面はほぼ平坦。遺物：土師器坏（黒色処理）その
他土師器ポリ袋小１袋出土。

ＳＫ ５０１ １１３ － ＫＳ４８ Ⅶ １．０７ ０．６５ ０．３１ なし

底面にピット状の段差あり。

ＳＫ ５０２ １１３ － ＫＳ４８ Ⅶ ０．７９ ０．５７ ０．１１ なし

平面形は小判形に近い。壁は緩やかに立ち上がる。遺物（第１７９図１４）：土師器坏ポリ袋中０．５袋出土。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第１７表 土坑一覧（５）

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

ＳＫ ５０９ １１３ － ＬＤ４９ Ⅶ １．７２ ０．８５ ０．２０ なし

平面形は楕円に近い。底面はほぼ平坦。壁は緩やかに立ち上がる。遺物：土師器１点出土。

ＳＫ ５１０ １１１ － ＬＦ４８ Ⅵ １．２４ １．０９ ０．４０ ＳＫ４９９→ＳＫ５１０

東側調査区土坑群。平面形は円形に近い。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器坏・甕、顔料？数点ポリ袋中０．５袋出土。

ＳＫ ５１３ １１３ － ＬＦ５０ Ⅵ １．３０ （０．９３） ０．１３ ＳＫ５１３→ＳＫ５１４

東側調査区土坑群。平面形は小判形に近い。底面はほぼ平坦。

ＳＫ ５１４ １１３ － ＬＦ５０ Ⅵ ０．９７ ０．７３ ０．１１ ＳＫ５１３→ＳＫ５１４

遺物：東側調査区土坑群。平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。遺物（第２１１図４９）：土師器甕、鉄滓１点出土。

ＳＫ ５１５ １１３ － ＬＦ５０ Ⅵ １．１８ １．０７ ０．５７ ＳＫ５１６→ＳＫ５１５

遺物：東側調査区土坑群。平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器坏中心ポリ袋中１
袋出土。

ＳＫ ５１６ １１３ － ＬＦ５０ Ⅵ （２．００） １．４０ ０．１８ ＳＫ５１６→ＳＫ５１５

東側調査区土坑群。平面形は楕円形に近い。底面はほぼ平坦。

ＳＫ ５１８ １１３ － ＬＧ４９ Ⅵ １．１９ ０．７８ ０．２３ なし

東側調査区土坑群。平面形は楕円形に近い。底面はやや丸みを帯びる。遺物：土師器ポリ袋小１袋出土。

ＳＫ ５１９ １１３ － ＬＧ４９ Ⅵ ０．９２ ０．７１ ０．０８ なし

東側調査区土坑群。平面形はＳＫ５１４に類似。底面はほぼ平坦である。遺物：土師器底部１点出土。

ＳＫ ５５８ ８４ － ＬＱ５１ Ⅶ １．０９ １．０４ ０．２８

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。土師器：コンテナ１／２箱出土。

ＳＫ ６９５ １１２ － ＬＧ４８ Ⅵ （０．８７） ０．７１ ０．３０ ＳＫ６９５→ＳＫ４９５、ＳＫ６９５→ＳＫ４９７、
ＳＫ６９５→ＳＫ７７４、ＳＫ６９６→ＳＫ６９５

東側調査区土坑群。平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。

ＳＫ ６９６ １１２ － ＬＧ４８ Ⅵ （１．３８） （０．８７） （０．２５） ＳＫ６９７→ＳＫ６９６→ＳＫ６９５、その他ＳＩ６９９、ＳＫ１８
４７と重複。

東側調査区土坑群。平面形は楕円形に近い。底面はほぼ平坦。遺物（第１８０図１）：土師器坏・甕ポリ袋中１．５袋出土

ＳＫ ６９７ １１２ － ＬＧ４６・４７ Ⅵ （１．０６） ０．８５ ０．２５ ＳＫ６９７→ＳＫ６９６、ＳＫ６９７→ＳＫ７７５

東側調査区土坑群。平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。

ＳＫ ７０１ ８６ － ＬＱ５１ ＳＫＩ６１０覆土 １．２４ １．１３ ０．３８ ＳＫＩ６１０→ＳＫ７０１

ＳＫＩ６１０埋没過程中に掘り込まれた土坑。平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。遺物（第１８０図２～５）：土師器坏・甕ポ
リ袋中１．５袋（須恵器１点含む）出土。

ＳＫ ７６７ １１４ － ＬＧ４７ Ⅶ １．４５ １．３７ ０．４５ なし

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。遺物（第１８０図６～８）：土師器坏中心、大礫（鉄床石？）２点、磚状の礫２点、コ
ンテナ１箱出土

ＳＫ ７６８ １１２ － ＬＧ４７ Ⅶ １．８０ （１．０７） ０．１９

ＳＫ７６８→ＳＫＰ７７８、ＳＫ８９７→ＳＫ７６８、
Ｓポリ袋小８９４→ＳＫ７６８、ＳＫＰ７７０→ＳＫ７６８、
ＳＫＰ８９８→ＳＫ７６８、ＳＫＰ９６９→ＳＫ７６８、ＳＫＰ１２
８４→ＳＫ７６８

平面形は小判形に近い。底面はほぼ平坦で溝状の掘り込みあり。壁は急角度で立ち上がる。遺物（第１８０図９～１１）：土師器
坏・甕、被熱軟質礫数点、コンテナ１．５箱。

ＳＫ ７７４ １１２ － ＬＦ４６ Ⅶ ０．６９ （０．６６） ０．１１ ＳＫ７７４→ＳＫ１８４７→ＳＩ６９９、
ＳＫ４９７と重複（新旧不明）

ＳＩ６９９より古い土坑。平面形は円形に近い。

ＳＫ ７７５ １１２ － ＬＧ４８ Ⅵ ２．００ １．２３ ０．４２ ＳＩ６９９→ＳＫ７７５

東側調査区土坑群。平面形は楕円形に近い。底面はほぼ平坦。

第２章 調査の記録

―１７１―



第１８表 土坑一覧（６）

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

ＳＫ ７８６ １１４ － ＬＰ４９ Ⅶ １．０９ ０．９４ ０．１７ なし

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ ７９２ １１４ － ＬＱ４８ Ⅶ １．２５ ０．８７ ０．１１ なし

平面形は小判形に近い。底面は丸みを帯びる。

ＳＫ ７９５ １０７ － ＬＱ４８ Ⅶ （１．９０） （１．２９） ０．１２ ＳＫ７９５→ＳＫ２７１ その他ＳＫ９０４と重複（新旧不明）

平面形は長方形。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ ８４０ １１５ ３６ ＭＥ・ＭＦ４８ Ⅶ ２．０９ １．５５ １．１４ ＳＫ１２５７→ＳＫ８４０

深さのある大型の土坑。平面形は隅丸方形に近い。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器坏・甕ポリ袋中０．５袋（須恵器３
点含む）出土。

ＳＫ ８９３ １５２ － ＬＧ４９ Ⅵ ０．９３ ０．８３ ０．１０ ＳＤ７８０・７７１と重複（新旧不明）、ＳＫ８９３→ＳＫ４９２

東側調査区土坑群。平面形は円形。底面は丸みを帯びる。

ＳＫ ８９７ １１４ － ＬＧ４７ Ⅵ （０．９３） （０．６８） ０．３５ ＳＫ８９７→ＳＫ７６８、ＳＫＰ８９８→ＳＫ７６８

平面形は小判形と推測。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ ９０４ １１６ － ＬＱ４８ Ⅶ １．６５ １．１０ ０．４３ ＳＫ９０４→ＳＮ２０８ その他ＳＫ７９５と重複（新旧不明）

覆土中に焼土（ＳＮ２０８）が形成される。土坑埋没過程中に火を使用したとみられる遺構。

ＳＫ ９２１ １１６ － ＭＦ４８ Ⅶ １．１１ ０．９０ ０．７３ なし

ＳＫ４１９・１２５７・１４４１と約４�の等間隔で台地の縁に沿うように位置。ＳＤ１５２と関連する可能性あり。平面形は円形に近い。
壁は底面からほぼ垂直に立ち上がるが、確認面付近でやや開口する。遺物：土師器坏・甕ポリ袋中０．５袋出土。

ＳＫ ９３２ １０４ － ＭＦ４７ Ⅶ １．７９ １．３３ ０．３５ ＳＫＩ２０６８→ＳＫ１９７・ＳＫ９３２

壁は急角度で立ち上がる。ＳＫ１９７と同じ覆土が堆積していることから、あまり時間差のないものと考えられる。

ＳＫ ９３３ １１７ － ＭＣ・ＭＤ４７ Ⅶ １．０３ ０．７８ ０．１３ なし

底面はほぼ平坦。壁はやや急角度で立ち上がる。焼土や炭化物が点在するエリアで検出。それらの層（作業面）より下で検出。
ＳＳ２００操業以前の遺構か。遺物（第１８０図１２・１３）：礫数点、その他土師器坏・甕中心、計コンテナ０．５箱出土。

ＳＫ ９３４ １１７ － ＭＫ４８ Ⅶ ０．８５ ０．６７ ０．１４ なし

平面形は円形に近い。底面はやや丸みを帯びる。壁は急角度で立ち上がる。土坑底面に焼土が形成。

ＳＫ ９７０ １１７ － ＬＮ５０ Ⅶ １．１１ ０．７５ ０．１９ なし

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。

ＳＫ １０２１ １１７ － ＬＣ４６ Ⅶ １．４７ （１．０９） ０．３３ ＳＫ１２０１→ＳＫ１０２１、ＳＫ１０２１→ＳＫ１０２３、その他
ＳＤ５０７と重複

平面形は円形に近い。壁は緩やかに立ち上がる。土師器坏中心ポリ袋小０．５袋出土。

ＳＫ １０２３ １１７ － ＬＣ４６ Ⅶ １．０６ ０．９１ ０．５７ ＳＫ１０２→ＳＫ１０２３、ＳＫ１２１０→ＳＫ１０２３、ＳＫ１０２５
→ＳＫ１０２３、ＳＫＰ１２０９→ＳＫ１０２３

平面形は円形に近い。底面はやや丸みを帯びる。壁は急角度で立ち上がる。遺物（第１８０図１４）：土師器坏・甕ポリ袋中１袋
出土。

ＳＫ １０２５ １１７ － ＬＣ４６ Ⅶ － － （０．３９） ＳＫ１０２５→ＳＫ１０２１、ＳＫ１０２５→ＳＫ１０２３

平面形は円形に近いと推測。底面は丸みを帯びる。遺物（第１８０図１５）：土師器２点出土。

ＳＫ １０７１ １１８ － ＬＪ４５ Ⅶ （１．１０） （０．５８） （０．４３） なし

北側にＳＤ１２３３が隣接。平面形は楕円に近いと推測。底面は丸みを帯びる。

ＳＫ １１２０ １１８ － ＬＦ５０ Ⅶ １．５７ １．１３ ０．３３ ＳＫＰ１２０５と重複

傾斜地に構築。底面は傾くが、面としてはほぼ平坦。土師器細片４点出土。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第１９表 土坑一覧（７）

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

ＳＫ １１２１ １１８ － ＬＦ５１ Ⅶ ０．９９ ０．５３ ０．１４ ＳＫ１１２１→ＳＫＰ１２０６・１２０７

平面形は小判形。底面はほぼ平坦。

ＳＫ １２０１ １１７ － ＬＣ４６ Ⅶ （０．６９） （０．５５） （０．１９） ＳＫ１２０１→ＳＫ１０２１、ＳＫ１２０１→ＳＫ１０２３、
ＳＫ１２０１→ＳＫＰ１２０９

平面形は円形に近いと推測。底面はやや丸みを帯びる。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ １２１２ １１８ － ＬＩ５１ Ⅶ １．４５ １．０６ ０．１４ なし

底面に２つのピット。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ １２３１ １１９ － ＬＧ４７ Ⅶ ０．７１ ０．３９ ０．２２ なし

平面形は小判形に近い。底面にピット状の掘り込みあり。

ＳＫ １２４０ １１９ － ＬＪ４８ Ⅶ １．０３ （０．５２） ０．２３ なし

底面はほぼ平坦。壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

ＳＫ １２４８ １３６ － ＭＧ４６ Ⅶ １．７８ １．３０ ０．２８ ＳＮ６００→ＳＫ１２４８

平面形は円形～小判形。底面はほぼ平坦で、底面レベルは重複するＳＮ６００と同じかやや深い程度。

ＳＫ １２５１ １１９ － ＭＦ４６ 造～地 （０．４２） ０．５８ ０．１８ ＳＫ１２５１→ピット

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。

ＳＫ １２５６ １１９ － ＭＥ４７・４８ Ⅶ １．６４ ０．６１ （０．７７） なし

平面形は長方形。底面はほぼ平坦。壁は垂直に近い角度で立ち上がる。遺物：土師器微細片３点出土。

ＳＫ １２５７ １１５ ３６ ＭＥ４８ Ⅶ （０．４３） ０．８７ ０．６２ ＳＫ１２５７→ＳＫ８４０

ＳＫ４１９・９２１・１４４１と約４�の等間隔で台地の縁に沿うように位置。ＳＤ１５２と関連する可能性あり。遺物（第１８０図１６）：土
師器椀、その他土師器ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ １２５８ １１９ － ＭＦ４５ Ⅶ ０．９０ ０．７８ ０．０８ なし

ＳＫＩ２０６７・２０６８構築後に掘り込まれた土坑か。

ＳＫ １２８３ １１７ － ＬＤ４６ ＳＩ７７７覆 （０．９０） （０．７７） ０．２３ ＳＩ７７７→ＳＫ１２８３

Ｓポリ袋小５０８に伴う土坑か。土師器坏・甕ポリ袋小２袋出土

ＳＫ １３１０ １１９ － ＬＩ４８ Ⅶ ０．９３ ０．７３ ０．３２ ＳＫ１３１０→ＳＫＰ１３０９

底面がややオーバーハングする。壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

ＳＫ １３４０ １２０ － ＭＢ４７・ＭＣ４７ Ⅶ ０．９３ ０．８５ ０．７０ ＳＤ１５２付属ピット

底面からほぼ垂直に立ち上がるが確認面付近で開口する。底面はほぼ平坦。大きな柱穴の可能性あり。遺物：土師器（坏・甕）
ポリ袋中０．５袋（須恵器１点含む）出土。

ＳＫ １３４４ １２０ － ＭＪ４３ Ⅶ １．１１ ０．６４ ０．０８ なし

平面形は円形に近いと推測。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ １３４８ １２０ － ＭＢ・ＭＣ４８ Ⅶ １．１３ ０．９１ ０．４４ ＳＫ１３４９→ＳＫ１３４８

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。壁は一部オーバーハングするが、底面から急角度で立ち上がる。ＳＤ１５２付属ピット
か。遺物：土師器椀半個体出土。

第２章 調査の記録
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第２０表 土坑一覧（８）

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

ＳＫ １３４９ １２０ － ＭＢ４８・４９、
ＭＣ４８・４９ Ⅶ ２．５７ （０．７６） ０．４４ ＳＫ１３４９→ＳＫ１３４８、その他ＳＫＰ１４４５と重複（新旧

不明）

平面形は楕円形に近い。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ １３５５ １２０ － ＬＩ４９ Ⅶ ０．６９ ０．５１ ０．２５ なし

平面形は円形に近い。底面はほぼ平らである。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ １４４１ １２０ ３６ ＭＤ４９ Ⅵ ０．８６ ０．７１ ０．７４ なし

ＳＫ９２１・１２５７・１４４１と約４�の等間隔で台地の縁に沿うように位置。平面形は隅丸方形に近い。底面はほぼ平坦。壁は垂直
に近い角度で立ち上がる。大きな柱穴の可能性あり。遺物（第１８１図１）：土師器坏中心、大礫１点、その他ポリ袋中０．５袋出
土。

ＳＫ １６１９ １２１ － ＬＤ～ＬＩ４５ Ⅶ （１．２３） （０．４２） （０．２６） ＳＫ１６２０→ＳＫ１６１９

底面はほぼ平坦。壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

ＳＫ １６２０ １２１ － ＬＩ４５ Ⅶ （１．８０） （０．６７） （０．３０） ＳＫ１６２０→ＳＫ１６１９

平面形は円形に近いと推測。底面は凹凸が多い。壁は極緩やかに立ち上がる。

ＳＫ １６５４ １２１ － ＭＥ４６ Ⅶ ０．８１ ０．７３ ０．１２ なし

平面形は円形に近い。底面は丸みを帯びる。壁は緩い角度で立ち上がる。遺物（第１８１図２）：土師器坏中心ポリ袋中１／３
袋出土。

ＳＫ １６５５ ７７ － ＭＤ４６ Ⅶ ０．６７ ０．５０ ０．２４ ＳＩ１４５６→ＳＫ１６５５

ＳＩ１４５６壁溝を切って構築。平面形は小判形に近い。遺物（第１８１図３）：土師器坏中心ポリ袋中１／３袋出土。

ＳＫ １６５６ １２１ － ＭＢ４６ Ⅶ ０．８６ ０．７２ ０．６４ ＳＤ１５２→ＳＫ１６５６

ＳＤ１５２の付属ピットか。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。遺物（第１８１図４）：土師器（甕・坏）、ポリ袋中１．５袋
出土。

ＳＫ １６５９ １２１ － ＭＭ４４ Ⅶ １．２６ ０．４９ ０．３７ なし

平面形は円形に近い。壁は開口部を除き急角度で立ち上がる。底面に小ピットあり。ＳＫＩ２０６４・２０６５に伴う柱穴か。土師器
坏・甕ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ １６６１ １２１ － ＭＭ４４ 造 １．２７ ０．５０ ０．４２ なし

備考・平面形は小判形～長楕円形。壁は急角度で立ち上がる。遺物：土師器細片ポリ袋小１袋出土。

ＳＫ １７０１ １２２ － ＬＯ４５ Ⅶ （２．４３） （１．９０） （０．１５） ＳＫＰ２０４６と重複（新旧不明）

底面に焼土あり。遺物（第１８１図５）：礫１点、その他土師器坏中心ポリ袋中２袋出土。

ＳＫ １７０２ １２２ ３５ ＬＰ４５ Ⅶ ３．１３ １．５１ ０．５３ なし

底面は起伏に富む。壁の立ち上がりは場所によって異なる。遺物（第１８１図６）：土師器ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ １７０３ １２２ － ＬＰ４５ Ⅶ （１．６６） （１．１０） ０．４５ なし

東壁は急角度で立ち上がる。底面はほぼ平坦である。遺物：土師器坏・甕ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ １７５６ ８０ － ＬＲ４７ Ⅶ １．１９ １．１１ ０．１４ ＳＩ１７５５→ＳＫ１７５６→ＳＤ１７０４、ＳＫ１７５６→ＳＳ１７００

ＳＩ１７５５覆土に構築される。平面形は円形に近い。

ＳＫ １７５９ １２３ － ＬＲ４７ Ⅶ １．１９ １．１１ ０．１４ なし

平面形は小判形に近いと推測。底面はほぼ平坦。

ＳＫ １７６６ １２３ － ＬＯ４７ Ⅳ １．５８ ０．９６ ０．３１ ＳＫ１７７３→ＳＫ１７６６、ＳＫ１７６７→ＳＫ１７６６

平面形は長方形。底面はほぼ平坦。埋没沢のⅤ層を掘り込んで構築。遺物（第１８１図７）土師器坏甕ポリ袋中１袋出土。

ＳＫ １７６７ １２３ － ＬＯ４７ Ⅳ （１．３０） （０．８０） － ＳＫ１７６７→ＳＫ１７６６

平面形は楕円形に近い。埋没沢のⅤ層を掘り込んで構築。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第２１表 土坑一覧（９）

遺構名 番号 挿図番号 図版番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

ＳＫ １７７３ １２３ － ＬＰ４８・４９ Ⅳ １．７０ （１．２８） ０．１５ ＳＫ１７７３→ＳＫ１７６６

平面形は隅丸方形。底面にやや起伏あり。埋没沢のⅤ層を掘り込んで構築。

ＳＫ １７７７ １２３ － ＬＱ４５ Ⅶ （１．７１） （１．４６） ０．２５

撹乱等で大部分が消失した状態。平面形は円形に近いと推測。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。

ＳＫ １７９４ １２０ － ＭＣ４９ Ⅴ～Ⅶ （０．８３） ０．９１ （０．４１） ＳＫ１３４９と重複（新旧不明）

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。ＳＤ１５２付属ピットか。

ＳＫ １７９５ １４６ － ＭＣ４９ Ⅴ～Ⅶ ０．８４ ０．６２ ０．４９ なし

（１／４０図面未掲載）平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。ＳＤ１５２付属ピットか。

ＳＫ １８１８ １２３ － ＭＢ～ＭＣ
４７・４８ Ⅶ ０．７８ ０．６９ ０．４５ なし

ＳＫ１８１９の北側に位置。平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。ＳＤ１５２付属ピットか。埋め戻し
か。

ＳＫ １８１９ １２３ － ＭＢ～ＭＣ
４７・４８ Ⅶ ０．５８ ０．５５ ０．４９ なし

（１／４０図面未掲載）ＳＫ１８１８の南側に位置。平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦。壁は急角度で立ち上がる。ＳＤ１５２付
属ピットか。

ＳＫ １８３９ ６６ － ＬＤ４６・４７ ＳＩ７７７覆土 （１．９０） （１．９０） ０．９２ ＳＩ７７７→ＳＫ１８３９

ＳＩ７７７覆土に掘り込まれている（掘り込みＣ）。平面形は円形に近いと推測される。底面はほぼ平坦。

ＳＫ １８４１ １２４ － ＬＳ４９（ＳＩ１５１
覆土） ＳＩ１５１覆土 １．５５ １．２０ ０．２８ ＳＩ１５１→ＳＫ１８４１

平面形が方形の土坑。ＳＩ１５１カマド部分を掘り込んで構築。遺物（第１８１図１０～１２、第１８２図、１８３図、第２１２図５１、図版５０）：
方形の切石や土師器などコンテナ０．５箱出土緑釉陶器片１点含む。

ＳＫ １８４７ ７１ － ＬＧ４７ Ⅶ （０．６２） （５．００） － ＳＫ７７４→ＳＫ１８４７→ＳＩ６９９

ＳＩ６９９より古い土坑。平面形は楕円形に近いと推測。遺物：大礫１点、土師器坏・甕中心コンテナ０．５箱出土。

ＳＫ ２００５ １０３ － ＭＫ４６ Ⅶ （０．６２） （０．６６） ０．０８ ＳＫ１７６と重複（新旧不明）

平面形は楕円形に近いと推測。底面はほぼ平坦。ＳＫ１７６覆土と同じ土が堆積しているため、同時期かあまり時間差のないも
のと考えられる。

ＳＫ ２００９ ９２ － ＭＤ４５ Ⅶ ０．８５ ０．５２ ０．１８ ＳＫ２０１０→ＳＫ２００９

平面形は楕円形に近い。底面はほぼ平坦。

ＳＫ ２０１０ ９２ － ＭＤ４５ Ⅶ ０．８０ （０．５７） ０．２５ ＳＫ２０１０→ＳＫ２００９

平面形は楕円形に近い。

ＳＫ ２０７１ １２４ － ＫＳ４８ Ⅶ （１．２９） （０．９９） （０．１１） なし

平面形は小判形に近いと推測。

ＳＫ ２０７２ ３９ － ＬＢ４６ Ⅶ ０．８３ ０．７３ － ＳＫ１４５→ＳＫ２０７２、ＳＫＩ１３０→ＳＫ２０７２

平面形は円形。

ＳＫ ２０７３ ７７ － ＭＣ４６・４７ Ⅶ （２．６０） （１．６１） － ＳＩ１０００→ＳＫ２０７３

平面形は楕円形に近い。大型の土坑。
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ＳＫ１ 

ＳＫ７ 

ＳＫ４５ 

ＳＫ９８ 

ＳＫ５ 
ＳＫ６ 

ＳＫ１１ 

５６．５０ｍ 

５５．９０ｍ 

５６．１０ｍ 

５６．１０ｍ 

５６．２０ｍ 

５６．２０ｍ 

５６．５０ｍ 

１ 

２ 
１ 

Ｓ 

１ 

ＲＰ 

３ 

４ 

１ 

２ 

１ 

１ 
２ 

１ 

０ ２ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％､ 
礫φ５～ ５ ０ ㎜ １％含む　 土師器片混入　 
しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 焼土φ１～５㎜ ２％、 
１％含む　 しまり中　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％、 
１％含む　 しまり中　 粘性弱 

炭化物φ１㎜ 

焼土φ１～３㎜ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土φ１～５㎜ １％含む　 
しまり中　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土φ１～ １ ０ ㎜１ ０ ％､ 
炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 

３　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色 １ ０ ％混じる 
しまり中　 粘性弱　 焼土ブロック層 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％､ 
焼土φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％､ 
焼土φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 

２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％､ 
礫φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト 
炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性弱 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土３％含む 
しまり強　 粘性弱 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物 １ ０ ％含む 
しまり強　 粘性強 
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ＳＫ１３６・１３７・１４０ 
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５６．８０ｍ 
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木 

１ 
２ 

３ 

２ 
木 

３ 

１ 

１ ２ 
３ ３ ３ 

Ｓ Ｓ 

１ ２ ３ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 橙色　 シルト　 炭化物１％含む 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
　 　 　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ５ ％､ 
　 　 　 焼土３％混じる　 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物３％含む 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物１％含む 
　 　 　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性強 Ｙ Ｒ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％､ 
焼土φ３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 焼土φ１～５㎜１ ５ ％､ 
礫φ２～ ２ ０ ㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 礫φ１～５㎜ ２％含む 
しまり強　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％､ 
礫φ３～５㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ５％含む 
しまり強　 粘性なし 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 礫φ２～ ３ ０ ㎜ ２％含む 
しまり強　 粘性中 

０ ２ｍ 
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ＳＫ１７６・２００５ 

ＳＫ１７６ 

ＳＫ２００５ 
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ＳＫ１９０ 

ＳＫ１９５ 
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Ｃ
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炭化材 

０ ２ｍ 

５７．１０ｍ 

５５．５０ｍ 

５７．００ｍ 

５６．７０ｍ 

５６．７０ｍ 

５６．９０ｍ 

５６．９０ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％､ 
焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ ２％､ 
焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

Ｐ１ 
１ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土φ５㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 
Ｐ ２ 
１ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ １％､ 
焼土φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト 
炭化物φ１～ ３ ０ ㎜ ５％含む 
しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 砂 
しまり強　 粘性なし 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂 
しまり強　 粘性なし 
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５５．６０ｍ ５９．７０ｍ 
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１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１㎜ １％含む　 
　 　 　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％、 
　 　 　 焼土φ１～５㎜ １％、礫φ３～ ２ ０ ㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％混じる　 炭化物φ１～３㎜ １％、 
　 　 　 焼土φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土φ５～ １ ０ ㎜１ ０ ％含む 
しまり中　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 焼土 ２ ０ ％混じる 
しまり弱　 粘性弱 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ 含む 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％含む 
しまり弱　 粘性中 
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ＳＫ２０９遺物出土状態 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
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Ｐｉｔ 

Ｐｉｔ 

０ ２ｍ 

Ａ－Ｂ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

Ｃ－Ｄ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物１～２㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 　 シルト　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ５％、焼土φ５～ １ ５ ㎜５ ０ ％含む 
しまり中　 粘性中 

５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 

Ｅ－Ｆ、Ｇ－Ｈ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 しまり中　 粘性中 

Ｉ－Ｊ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 炭化物１％、焼土１％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ １％、 
　 　 　 焼土φ１～５㎜ １％含む　 しまり中　 粘性やや強 １　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色 ３ ０ ％混じる 

炭化物φ ２ ０ ～ ３ ０ ㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 砂　 しまり中　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 

第１０６図 ＳＤ３６１・３６２、ＳＫ２１８・２２６・２３１・２５５・４４８、ＳＮ２１９

第２章 調査の記録

―１８１―



ＳＫ２６８ ＳＫ２７０ 

ＳＫ２７１ 
ＳＫ７９５ 

ＳＮ２０８ 

ＳＫ９０４ 

Ａ Ｂ 

Ｅ
 

Ｆ
 

Ｅ
 

Ｆ
 

Ｂ Ａ 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性なし 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

（ＳＫ ２ ７ １ 覆土と酷似） 
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ＳＫＰ１２２５ 

ＳＫＰ４８０ 

５８．８０ｍ 

５７．１０ｍ ５７．１０ｍ 

５６．８０ｍ 

５４．８０ｍ 
５４．５０ｍ 

５８．４０ｍ 

５８．７０ｍ 

Ｓ 

Ｓ 

０ ０．５ｍ 

０ ２ｍ 

１ 
２ 

２ 

１ 

１ 

２ ３ 
４ 

１ 

２ 

３ 

１ 

１ 

１ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト 
炭化物φ１㎜ １％､ 
焼土φ３㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む 
しまり強　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 
炭化物φ１～３㎜ １％､ 
焼土φ１㎜ １％含む　 
しまり強　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 
しまり強　 粘性弱 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 
炭化物φ１～３㎜ １％､ 
焼土φ１㎜ １％含む　 
しまり強　 粘性弱 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 
しまり中　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 
焼土φ１～５㎜ ２％含む 
しまり強　 粘性なし 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト～砂 
地山ブロックφ１～５㎜ ２％、 
炭化物φ１㎜ １％、 
焼土１～ ３ ０ ㎜ ２％含む 
しまり中　 粘性なし 

３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂 
しまり強　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり中　 粘性弱 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 
炭化物φ１～３㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

ＳＫ ４ １ ２ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 焼土φ１～ １ ０ ㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 
地山ブロックφ１～５㎜ ３％含む 
しまり強　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 
地山ブロックφ１～ ２ ０ ㎜１ ５ ％､ 
炭化物φ１～５㎜ １％含む 
しまり強　 粘性弱 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト 
炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性弱 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト 
地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜ ２％含む 
しまり中　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％､ 
焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 
しまり強　 粘性弱 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～５㎜ ２％､ 
礫φ１～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性中 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％含む 
しまり中　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～３㎜ １％､ 
炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 

３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土φ１～３㎜ ２％､ 
炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山φ１～３㎜ １％含む 
しまり弱　 粘性なし 

５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色 ２ ０ ％混じる　 
地山ブロックφ１～ ２ ０ ㎜ １％､ 炭化物φ１㎜ １％､ 
焼土φ１～ １ ０ ㎜ １％含む　 しまり弱　 粘性なし 

６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ シルト　 
しまりなし　 粘性弱 

７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ５㎜ １％含む　 
しまりなし　 粘性なし 

８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％､ 
焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまりなし　 粘性弱 

９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ ２ ０ ㎜ ２％､ 
炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまりなし　 粘性弱 

１ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ １％､ 
焼土φ１㎜ １％含む　 しまりなし　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物φ１～ ２ ０ ㎜１ ５ ％含む　 しまり強　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり強　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる 
炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山５％混じる 
炭化物１％含む　 しまり中　 粘性弱 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物５％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性強 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 焼土φ３～５㎜ ８％､ 炭化物５％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物㎜ １％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物５％含む　 しまり強　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物５％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ５ ％､ 焼土５％混じる　 
　 　 　 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性中 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 ２ ０ ％､ 焼土３％混じる　 
　 　 　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物５％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 
　 　 　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性強 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性中 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色シルトと １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色シルトの混合土。 
　 　 　 焼土ブロックφ１～８㎜ ８％、炭化物φ１～５㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物３％､ 焼土３％含む　 しまり強　 粘性中 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物３％含む 
しまり強　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物５％含む 
しまり中　 粘性弱 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物３％含む　 
しまり中　 粘性弱 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物５％含む 
しまり中　 粘性中 

７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり強　 粘性強 
９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山３％混じる　 炭化物３％含む 
しまり中　 粘性中 

１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 地山１％混じる　 炭化物１％含む 
しまり中　 粘性弱 

１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土８％混じる　 炭化物１％含む 
しまり強　 粘性強 

１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる　 炭化物８％含む 
しまり中　 粘性中 

１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物１％含む 
しまり弱　 粘性弱 

１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性強 
１ ６ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中　 
１ ８ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
１ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土８％混じる　 炭化物３％含む 
しまり強　 粘性中 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ２％、 
２％含む　 しまり中　 粘性中 焼土φ１～２㎜ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる　 
炭化物φ２～３㎜ ５％、焼土φ２～ １ ０ ㎜ ３％含む 
しまり中　 粘性中 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり中　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる　 炭化物１％含む 
しまり中　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物５％含む 
しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物３％含む　 
　 　 　 しまり弱　 粘性中　 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物 １ ０ ％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 炭化物１％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性強 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土３％混じる　 炭化物３％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性弱 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 明黄褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 炭化物５％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト 
焼土３％混じる　 炭化物３％含む 
しまり中　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 １ ５ ％混じる 
炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性強 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト 
焼土８％混じる　 炭化物３％含む 
しまり強　 粘性強 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト 
１ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色 １ ０ ％混じる　 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山８％､ 焼土１％混じる　 
炭化物３％含む　 しまり中　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色 １ ０ ％､ 
焼土１％混じる　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性弱 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色シルト　 地山 ４ ０ ％､ 
焼土８％混じる　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性強 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり中　 粘性弱 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり中　 粘性弱 

ＳＫ ７ ６ ８ ・ＳＫ ８ ９ ７ ・ＳＫＰ ７ ６ ９ ・ＳＫＰ ８ ９ ８ ・ＳＫＰ １ ２ ８ ４ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土８％混じる 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土３％混じる 
炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる 
炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ２ ０ ％混じる 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ ２ ０ ㎜３ ０ ％､ 
炭化物φ３～ １ ０ ㎜２ ０ ％､ 焼土φ １ ０ ㎜ 含む 
しまり中　 粘性中 

６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 地山ブロック５％、 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物３％含む 
しまり中　 粘性中 

９　 炭化物層　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色シルト ２ ０ ％､ 
地山 １ ０ ％､ 焼土 １ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 地山ブロックφ１㎜ ３％､ 
炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 地山ブロックφ１㎜ １％含む 
しまり弱　 粘性弱 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり中　 粘性弱 

４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色シルト　 地山ブロックφ１～３㎜ １％含む 
しまり弱　 粘性弱 

６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～５㎜ １％､ 
炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 

７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山ブロックφ１㎜ １％､ 
炭化物φ１㎜ １％､ 焼土φ１～３㎜ １％含む 
しまり中　 粘性弱 

８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 
地山ブロックφ１～３㎜ １％含む 
しまり強　 粘性弱 

９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ２ 灰黄褐色　 シルト　 
地山ブロックφ１～５㎜ １％含む 
しまり弱　 粘性弱 

１ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 
地山ブロックφ１～３㎜ １％含む 
しまり弱　 粘性弱 

１ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 
炭化物φ１～３㎜ １％含む 
しまり中　 粘性なし 

１ ３ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト～砂　 しまり中　 粘性弱 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 黄褐色　 砂　 しまり弱　 粘性なし 
１ ５ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 しまり弱　 粘性なし 
１ ６ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
１ ７ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
１ ８ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 地山砂５％混じる　 
炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 

１ ９ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 しまり中　 粘性弱 
２ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 地山砂 ３ ０ ％混じる　 
しまり弱　 粘性弱 

２ １ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 
地山ブロックφ１～３㎜ １％含む　 しまり弱　 粘性弱 

２ ２ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 地山砂 １ ０ ％混じる 
しまり強　 粘性弱 

２ ３ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ８ 橙色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
２ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山　 φ１㎜ １％、 
　 　 　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山φ１㎜ １％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト 
　 　 　 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 明褐色　 シルト～粘土 
　 　 　 しまり強　 粘性強 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト 
　 　 　 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり中　 粘性なし 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明褐色　 シルト 
　 　 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 地山砂 ２ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性なし 
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１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜ １％､ 
　 　 　 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 
　 　 　 しまり弱　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト～砂　 しまり中　 粘性弱 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり弱　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗赤褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性なし 
３　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 暗赤褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性なし 
４　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性なし 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ８ 橙色　 シルト　 しまり弱　 粘性なし 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性なし 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性なし 

第１１６図 ＳＫ９０４・９２１、ＳＮ２０８

第２章 調査の記録

―１９１―



ＳＫ９３３ ＳＫ９３３ 

ＳＫ９７０ 

ＳＤ１４１０ 

１ 
２ 撹乱 

５７．００ｍ 

６０．６０ｍ 

ＳＫ９３４ 

５６．９０ｍ 

１ 
２ 

１ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｄ 

１ 
２ 

６５．００ｍ 

ＳＫ１２８３ 

ＳＫ１２０１ ＳＫ１０２３ ＳＫ１６２５ 
Ｆ 

６５．６０ｍ 

９ １ 

２ 

８ 

３ 

１１ 

１０ 

ＳＤ５０８ 

ＳＫ１２８３ 

ＳＫ１２０１ 
ＳＫＰ１２０９ 

ＳＫ１０２１ 

ＳＫ１０２５ 

ＳＫ１０２３ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ
 

Ｆ
 ＳＤ５０７ 

ＳＫ１０２３ 

ＳＫ１０２１ 

ＳＫ１２８３ 

ＳＤ５０７ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ ３ 
４ 

５ 
６ 

７ 

６５．８０ｍ 

０ ２ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％、 
　 　 　 焼土φ１～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 焼土φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性中 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし １　 １ ０ ＹＲ３ ／ ３暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土３％混じる 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる 
炭化物１％含む　 しまり中　 粘性弱 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物１％含む 
しまり中　 粘性強 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色シルト 
炭化物１％含む　 しまり中　 粘性強 

５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
炭化物φ１～５㎜ ８％､ 地山φ１～３㎜ ５％含む 
しまり中　 粘性中 

６　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 炭化物５％含む 
しまり中　 粘性強 

７　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山φ １ ０ ～ ５ ０ ㎜１ ０ ％､ 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性強 

８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物３％含む 
しまり中　 粘性中 

９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山８％､ 焼土５％混じる 
炭化物３％含む　 しまり弱　 粘性中 

１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山８％､ 焼土８％混じる 
炭化物 ２ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 

１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物５％混じる 
焼土３％含む　 しまり中　 粘性中 
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 
　 　 　 しまりやや強　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 
　 　 　 黄褐色ブロックφ５～ ２ ０ ㎜１ ０ ％含む　 
　 　 　 しまりやや強　 粘性中 
※１ ･ ２が覆土 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色 ４ ０ ％混じる　 
　 　 　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中　 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 
　 　 　 炭化物３％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物１％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 
　 　 　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 
　 　 　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土５％混じる　 
　 　 　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 
　 　 　 炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物微量含む　 しまりやや強　 粘性中 

第１１８図 ＳＤ１２３３、ＳＫ１０７１・１１２０・１１２１・１２１２

第２章 調査の記録

―１９３―



ＳＫ１２３１ 

ＳＫＰ１１８５ 

ＳＫＰ１１８５ 

ＳＫＰ１１８６ ＳＫＰ１１５３ 

ＳＫＰ１１５４ 

ＳＫ１２４０ 
ＳＫ１２５１ 

ＳＫ１２５６ 

ＳＫ１２５８ 

ＳＫ１３１０ 

ＳＫ１２５８ 

調
査
区
外 

ＳＫＰ 
１４５４ 

ＳＫＰ１４５４ 

調査 
区外 

ＳＫＰ１３０９ 

ＳＫＰ１３０９ 

１ 

１ 
６２．００ｍ 

６１．６０ｍ 
５５．１０ｍ 

１ 

１ １ 

０ ２ｍ 

１ 

２ 
３ ４ 

１ 

ＲＰ 

５４．８０ｍ 

５５．９０ｍ 

６２．２０ｍ 

０ １ｍ ２ｍ ０ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 
礫１～ １ ０ ㎜ ２％､ 
炭化物φ１～５㎜ １％､ 
焼土φ１～５㎜ １％含む　 
しまり強　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト 
地山 ２ ０ ％混じる　 炭化物φ５㎜ ３％、 
焼土φ５㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 不明 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山５％混じる 
炭化物φ２～８㎜ ５％、焼土φ２～５㎜ ３％含む 
しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ２％、 
地山ブロックφ１～３㎜ １％含む　 しまり中　 粘性弱 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～５㎜ ３％含む 
しまり強　 粘性なし 

３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ２％含む 
しまり中　 粘性中 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％含む 
しまり中　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～３㎜ １％、 
炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
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ＳＫ１３４０ ＳＫ１３４４ 

ＳＫ１４４１ 

ＳＫ１３４９ 

ＳＫ１７９４ 

ＳＫ１３４８ 
ＳＫＰ１３４７ 

ＳＫ１３５５ 

ＳＫ１５２ 

Ａ 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｄ 

５６．００ｍ 

１ 

２ 

３ ４ 

調査区外 

５３．６０ｍ 

６２．３０ｍ 

１ 

５６．４０ｍ 

１ 
２ 

２ 
３ 

４ 

６ 

５７．５０ｍ 

５７．５０ｍ 

ＳＫ１３４８ 
ＳＫ１３４９ 

１ 
２ ３ 

４ ５ 
６ 

９ ７ ８ 

１０ 
１１ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜ ２％、 
炭化物φ１～３㎜ ２％、焼土φ１～３㎜ ２％含む 
しまり強　 粘性中 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ５㎜ １％含む 
しまり中　 粘性中 

３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性弱 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性なし 
６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 

７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ ２％　 
　 　 　 しまり強　 粘性弱 

８　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ３～５㎜ １％、 
　 　 　 炭化物φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
９　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
１ ０ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性中 
１ １ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

０ ２ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト 
しまり強　 粘性弱 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト 
地山ブロックφ３～５㎜ ２％、 
炭化物φ１㎜ １％含む 

しまり強　 粘性弱 

しまり強　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト 
炭化物１～ １ ０ ㎜ １％含む 

４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト 
地山ブロックφ１～５㎜ ３％含む 
しまり弱　 粘性弱 

５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト 
地山ブロックφ１～５㎜４ ０ ％含む 
しまり弱　 粘性弱 

６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト 
地山ブロックφ１～ ２ ０ ㎜ ５％、 
炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり弱　 粘性弱 
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ＳＫ１６１９ ＳＫ１６２０ ＳＫ１６５４ 

ＳＤ１５２ 

ＳＫ１６５６ 

ＳＫ１６５９ 

ＳＫ１６６１ 

０ ２ｍ 

調査区外 

６５．００ｍ 

５５．５０ｍ 

１ 

Ⅱ 

Ⅱ 
Ⅰ 

１ 

１ 

２ 

３ 

５ 
４ ８ ７ 

６ ５ ９ 

１１ 

１２ 
１０ 

５５．３０ｍ 

５４．３０ｍ 

５４．３０ｍ 

１ 
２ 
３ 

１ 

２ 

３ 

炭火物 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 褐色５％混じる 
しまりやや強　 粘性中 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 黄褐色ブロックφ５㎜ 以下２％含む 
しまり強　 粘性中 

３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土φ１～２㎜２ ０ ％含む 
しまり強　 粘性中 

４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 黄褐色ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ５％、 
炭化物φ１～２㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性中 

５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ ２％含む 
しまりやや強　 粘性中 

６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 黄褐色ブロックφ５～ １ ０ ㎜１ ５ ％含む 
しまりやや強　 粘性中 

７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 黄褐色ブロックφ １ ０ ～ ５ ０ ㎜ ５％含む 
しまりやや強　 粘性中 

８　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト（粘土質） 
しまりやや強　 粘性中 

９　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい褐色　 シルト（地山状） 
しまり強　 粘性中 

１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 黄褐色ブロック状 ２ ０ ％混じる 
しまり強　 粘性中 

１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 暗褐色１％混じる 
しまり強　 粘性中 

１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 黄褐色ブロックφ５～ １ ０ ㎜ ５％含む 
しまり強　 粘性中 

※６はＳＫ １ ２ ０ ０ 覆土中に掘り込まれたピット 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト 
炭化物φ１㎜ １％、 
焼土φ１～５㎜ ２％含む 
しまり中　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト 
地山ブロックφ１～５㎜ １％含む 
しまり中　 粘性なし 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 砂　 しまり弱　 粘性なし 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 砂 
しまり強　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト 
地山ブロックφ １ ０ ～ ２ ０ ㎜ ２％含む 
しまり中　 粘性弱 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 砂　 地山ブロックφ５～ １ ０ ㎜ １％、 
炭化物φ１㎜ １％、焼土φ５㎜ １％含む 
しまり中　 粘性弱 
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６ 

７ 

５９．６０ｍ 

調
査
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３ 
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６０．５０ｍ 
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４ 
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５８．８０ｍ 

１ 

１ 

５８．８０ｍ 

Ｐ３ 

Ｐ２ 

Ｐ１ 

調査区外 

５８．４０ｍ 

１ 

Ｓ 撹乱 

０ ２ｍ 

ＳＤ １ ４ １ ０ ・ＳＫ １ ７ ０ １ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ５㎜ ３％含む 
しまり中　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ２～５㎜ ５％含む 
しまり中　 粘性中 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ３㎜ ３％含む 
しまり中　 粘性中 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ２～５㎜ ３％含む 
しまり中　 粘性中 

ＳＫＰ ２ ０ ４ ５ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 地山φ２～ １ ０ ㎜ ８％､ 
炭化物φ２～５㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 

ＳＫＰ ２ ０ ４ ６ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 地山φ２～ １ ０ ㎜ ８％､ 
炭化物φ２～５㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト 
　 　 　 炭化物φ３～５㎜１ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 炭層 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中　 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 しまり強　 粘性強 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗赤褐色土 ５ ０ ％混じる 
　 　 　 しまり中　 粘性中 

ＳＫ １ ７ ０ １ Ｐ１ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ２～５㎜ ５％、 
　 　 　 焼土φ５㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 

ＳＫ １ ７ ０ １ Ｐ２ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山φ２～ １ ５ ㎜ ８％、 
炭化物φ１～５㎜ ３％、焼土φ５～ １ ０ ㎜ ３％含む 
しまり中　 粘性中 

第１２２図 ＳＤ１４１０、ＳＫ１７０１・１７０２・１７０３
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ＳＫ１７５９ 
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ト
レ
ン
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地山ブロック 

１ 
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Ⅴ（ｃ） 

５９．８０ｍ 

ＳＫＰ 
１７３２ ５７．９０ｍ 

１ ２ 

３ 
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５ ５ 

０ ２ｍ 

ＳＫ １ ７ ７ ３ ・ＳＫ １ ７ ６ ６ ・ＳＫ １ ７ ６ ７ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性強 
Ⅴａ　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 地山ブロック含む 

しまり中　 粘性中 
Ⅴｂ　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
Ⅴｃ　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～５㎜ １％、 
焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

第１２３図 ＳＫ１７５９・１７６６・１７６７・１７７３・１７７７・１８１８・１８１９
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１ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ３％含む 
しまり強　 粘性なし 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む 
しまり中　 粘性弱 

３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 焼土ブロックφ１～３㎜ ２％、 
炭化物φ１～３㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中 

第１２４図 ＳＫ１８４１・２０７１
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０ ５０ｍ 

① ② 

第１２５図 製鉄炉・鍛冶炉遺構配置図
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５ 製鉄炉・鍛冶炉

製鉄炉が１基、鍛冶炉が１１基検出された。製鉄炉は調査区西側の平坦面にあり、鍛冶炉は調査区の

中央部に広く分布する。製鉄炉は風通しの良い所にあるため、風除けや、上屋の存在が考えられるが、

それらを検出することはできなかった。製鉄炉周辺には焼土が点在し、製鉄に関連した作業が行われ

た可能性が考えられる。鍛冶炉の周辺からは、鍛冶作業を裏付ける鍛造剥片が検出されたものが多い。

鍛冶炉は、遺構覆土に構築されているものが半数近くある。

第２２表 製鉄炉・鍛冶炉（１）

種類 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面

（層）

炉体部（�） 前庭部（�）
重 複

長軸 短軸 深さ 長軸 短軸 深さ

１ ＳＳ ２００ １２６ ３０・３１ ＭＩ４８ Ⅶ （０．７１） ０．２８ ０．２ １．５３ １．５２ ０．２２ なし

調査区西側平坦面に位置する。Ⅵ層面で還元化色をした炉壁と赤褐色の被熱範囲を確認し、半地下式の製鉄炉で
あることが判明した。上部構造は消失した状態で、炉体部の地下部分と前庭部のみ残存していた。炉から前庭部
に至る軸線はほぼ東西方向を示す。炉の短軸横断面は底部付近でややオーバーハングする。前庭部の北西隅付近
には、鉄滓の集中部分があり、炉内から流れ出た鉄滓をかき集めたとみられる。前底部東側には一段深い掘り込
みがある。炉に近い前庭部底面からは断面がカマボコ形（Ｄ字形）の羽口が出土した。羽口は炉の長軸方向に直
交させるように置かれているため、操業後に意図的にそこに置いたものとみられる。炉に伴う送風施設は炉の西
側にあったと推測されるが、確認できなかった。羽口出土地点の東側には、小規模な被熱範囲が認められる。炉
壁には、補修した痕跡がみられることから、複数回の操業があったと推測される。本遺構周辺には、焼土遺構が
多いため炉の操業と何らかの関連が考えられるが、周辺からの鉄滓の出土量は少なく、廃滓場を検出することは
できなかった。遺物（第２０１・２１２～２２０図）：羽口、炉壁、鉄滓などの製鉄関連遺物の他に土師器が出土した。

２ ＳＳ ２１０ １２７ － ＬＳ４８ ＳＫＩ１０９８
覆土 ０．２９ ０．２６ ０．０３ － － － ＳＫＩ１０９８→ＳＳ２１０

Ｈ面のＳＫＩ１０９８の覆土中に構築される。炉体部のみ検出した。円形の窪みの底面が還元化している。東側に近
接して大きな焼土ＳＮ１５７がある。遺物（第２０２・２２０図）：遺構内からは炉壁が出土した。

３ ＳＳ ４５１ １２７ ３２ ＭＢ４９ Ⅶ ０．２９ － ０．０４ － － － なし

Ｈ面に位置する。炉体部のみ検出した。底面と壁が還元化している。ＳＳ４５２の北西１�と近接する。遺物（第
２０２・２２０図）：遺構内からは炉壁溶解物が出土した。

４ ＳＳ ４５２ １２７ ３２ ＭＢ４９ Ⅶ ０．２６ ０．２ ０．０５ ０．５９ ０．２９ ０．０８ なし

Ｈ面に位置する。炉体部と前庭部で構成される。炉は円形の窪み状の形態で底面から緩やかに立ち上がり、底面
付近が還元化している。前庭部は溝状の形態で、壁は底面から急角度で立ち上がる。ＳＳ４５１の南東１�と近接
する。

５ ＳＳ ６０９ １２７ ３３ ＬＱ５２ Ⅶ ０．３９ ０．３ ０．１ ０．３１ ０．２６ ０．０６ なし

Ｈ面に位置する。炉体部と前底部で構成される。炉体部は円形の窪み状の形態で、底部付近が還元化している。
前庭部は短く、壁は急角度で立ち上がる。北０．５�にはＳＤ７９１が位置する。遺物（第２０２・２２０図）：遺構内から
は、流動滓、鍛冶滓などが出土した。

６ ＳＳ ７６３ １２７ ３２ ＬＩ５１ Ⅶ ０．３ ０．３ ０．０５ ０．４５ ０．１９ ０．０５ なし

Ｅ面に位置する。炉体部と前庭部で構成される。炉体部の形状は、形の整った丸い窪み状で、底面付近が還元化
している。前庭部は溝状の形態で、壁は緩やかに立ち上がる部分が多く占める。遺構内からは炉壁、鍛冶滓、粒
状滓が出土した。遺構周辺からは鍛造薄片が出土した。東側にはＳＩ７６４が近接する。遺物：（第２０２・２２０図）。
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第２３表 製鉄炉・鍛冶炉（２）

種類 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面

（層）

炉体部（�） 前庭部（�）
重 複

長軸 短軸 深さ 長軸 短軸 深さ

７ ＳＳ ９００ １２７ ３２ ＬＨ４９ ＳＫＩ８８８
覆土 ０．２８ ０．２４ ０．０７ ０．３５ ０．３５ ０．０６ ＳＫＩ８８８→ＳＳ９００

Ｅ面に位置する。ＳＫＩ８８８覆土中に構築されている。炉体部と前庭部で構成される。両方とも円形の窪み状の
形態である。炉体部は底面からやや急角度で壁が立ち上がり、底面や壁が還元化している。遺構周辺のほぼ同じ
レベルに硬くしまった炭化物を多く含む層が分布することから、本遺構に伴う一つの作業面と推測される。遺物：
（第２０２・２２０・２２１図）。

８ ＳＳ １４４６ １２８ ３３ ＭＫ４７ ＳＫＩ１３５０
覆土 ０．２ ０．１７ ０．０２ － － － なし

調査区西側平坦面に位置する。ＳＫＩ１３５０覆土中に構築されている。炉体部のみ検出した。底面が還元化してい
る。周囲の同じレベルには、焼土遺構が点在している。

９ ＳＳ １５８３ １２８ ３３ ＬＯ４６ 不明 （０．５３）（０．３８） － ０．５５ ０．５１ ０．０５ ＳＩ１５８３→ＳＳ１５８３

Ｇ面に位置する。炉体部と前庭部で構成される。炉体部は還元化した底面部分しか確認できなかった。前庭部は、
溝状の形態で壁は急角度で立ち上がる。

１０ ＳＳ １６５７ １２８ － ＭＤ４６ ＳＩ１４５６
床面 ０．２５ ０．２４ ０．０５ － － － ＳＩ１４５６

ＳＩ１４５６床面で確認した。炉体部のみ検出した。緩やかな窪み状の形態で、還元化部分の外側には被熱範囲が広
がっている。工房に伴う鍛冶炉か。

１１ ＳＳ １７００ １２８ ３３ ＬＯ４６ ＳＩ１７５５
覆土 ０．３５ ０．３３ ０．１ ０．３５ ０．２２ ０．０６ ＳＩ１７５５→ＳＫ１７５５→ＳＳ１７００

Ｇ面のＳＩ１７５５覆土に構築されている。炉体部と前庭部で構成される。炉体部は、還元化部分の多くが剥がれた
状態にある。覆土には炭化物を多く含む。遺物（第２０２・２２１図）：遺構内から鍛冶滓、鍛造薄片が出土した。

１２ ＳＳ １７２２ １２８ ３３ ＬＯ４８ 造 ０．３７ ０．３２ ０．０９ ０．３３ ０．２７ ０．０６ なし

Ｇ面（埋没沢部分）に位置する。炉体部と前庭部で構成される。炉体部に明瞭な還元化部分はみられなかったが、
北側からは鍛造剥片を確認した。
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５７
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ｍ
 

５７．００ｍ 

根 

０ １ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
炭化物φ１㎜ １％、焼土φ１㎜ １％含む 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 しまり強　 粘性なし 
炭化物φ１㎜ １％、焼土φ１㎜ １％含む 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
炭化物φ３㎜ １％、焼土φ１㎜ １％含む 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
炭化物φ１㎜ １％、焼土φ１㎜ １％含む 

５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
炭化物φ１㎜ １％、焼土φ１～３㎜ ３％含む 

６　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 粘土　 しまり強　 粘性なし 
７　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
地山φ５～ １ ０ ㎜ ５％、焼土５～ １ ０ ㎜ ２％含む 

９　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
焼土φ１㎜ １％、還元土３～５㎜ １％、鉄滓５％含む 

１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
炭化物φ１㎜ ２％、焼土１㎜ ２％含む 

１ １ 　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
炭化物１～２㎜ ３％、焼土１～ １ ０ ㎜ ５％、還元土２～３㎜ ２％含む 
　 （その他、炉壁残骸や鉄滓も混入） 

１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
鉄滓 ６ ０ ％含む 

１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
鉄滓 ３ ０ ％含む 

還元層　 ５ Ｙ Ｒ ６ ／ １ 褐灰色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
被熱層　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

第２章 調査の記録
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２ 
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チ 

６２．６０ｍ 

０ １ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｇ Ｙ ４ ／ １ 明緑灰色　 　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 　 炭化物φ１㎜ １％、 
焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

３　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 暗赤褐色　 　 炭化物φ１㎜ 含む 
しまり中　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ １ 黒褐色　 シルト　 焼土φ５～ ２ ０ ㎜２ ０ ％、 
炭化物 ２ ０ ％、 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 橙色ブロックφ５～７㎜１ ０ ％含む 
しまり中　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色　 シルト　 炭化物 ８ ０ ％含む　 しまり弱　 粘性中 
３　 ３ ． ５ Ｇ Ｙ ２ ／ １ オリーブ黒　 シルト　 しまり強　 粘性中 
４　 ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明赤褐色　 シルト　 被熱部分　 しまり中　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色　 シルト　 炭化物含む　 しまり中　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色 ３ ０ ％混じる 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり弱　 粘性なし 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％、 
焼土φ１㎜ １％含む　 しまり弱　 粘性なし 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 炭化物φ１㎜ ３％含む 
しまり弱　 粘性なし 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％､ 
焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

２　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％､ 
焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む 
しまり弱　 粘性弱 

５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ３％含む 
しまり弱　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土３％混じる 
　 　 　 炭化物８％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 ７ ． ５ Ｙ ２ ／ ２ オリーブ黒色　 粘土　 炭化物１％含む 
　 　 　 しまり中　 粘性強 
４　 ７ ． ５ Ｙ ３ ／ １ オリーブ黒色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
５　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ にぶい赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性強 

第１２７図 ＳＳ２１０・４５１・４５２・６０９・７６３・９００
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ＳＳ１４４６ ＳＳ１６５７ ＳＳ１７００ 
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６０．００ｍ 

１ ３ ４ 
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１ 
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２ 

３ 
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３ 
４ 

５ 

１　 １ ０ Ｔ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 粘土　 炭化物φ１㎜ １％含む　 
しまり強　 粘性中 

１　 ５ ＹＲ ２ ／ ３ 極暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ５ ＹＲ ３ ／ ６ 極暗赤褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性なし 
３　 ５ ＹＲ ３ ／ ２ 極暗赤褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性なし 
４　 ７ ． ５ ＹＲ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
５　 ７ ． ５ ＹＲ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱　 
還元層　 ２ ． ５ Ｙ ４ ／ ３ オリーブ褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
被熱層　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ６ 暗赤褐色　 砂　 しまり強　 粘性弱 

１　 １ ０ ＹＲ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ ＹＲ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物 ５ ０ ％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 

０ １ｍ 

第１２８図 ＳＳ１４４６・１５８３・１６５７・１７００・１７２２
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６ 焼土遺構

基検出された。調査区内に広く分布するが、調査区西側の製鉄炉や一部の竪穴状遺構（開口部をも

つ建物）の周辺に密に分布する。焼土遺構の中には、土師焼成遺構と考えられる遺構も含めた。

第２４表 焼土遺構一覧（１）

遺構名 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 被熱深度（�） 重 複

１ ＳＮ ２２ １３０ － ＭＴ４６ Ⅶ （０．６６） ０．４２ ０．１３ なし

確認面付近で遺物が出土。遺物：土師器ポリ袋中１袋出土。

２ ＳＮ ２３ １３０ － ＭＳ４６ Ⅶ ０．３４ ０．３０ ０．１１ なし

ＳＮ２２・６６に近接。

３ ＳＮ ２４ １３０ － ＭＱ４７ ＳＩ３９覆土 ０．８０ ０．５１ ０．２４ ＳＩ３９→ＳＮ２４

被熱範囲が比較的広い。

４ ＳＮ ４２ １３０ － ＮＡ４７ Ⅶ ０．４６ （０．３６） ０．１５ なし

確認面付近で遺物が出土。遺物（第１８４図１）：土師器甕中心ポリ袋中３袋出土。

５ ＳＮ ６６ １３０ － ＭＳ４６ Ⅶ ０．２１ ０．１９ ０．５０ なし

小規模な焼土。ＳＮ６７に近接。

６ ＳＮ ６７ １３０ － ＭＳ４６・４７ Ⅶ （０．２８） （０．３１） ０．７０ なし

ＳＮ６６に近接。

７ ＳＮ １０５ １３１ － ＮＤ４６・ＮＥ４６ Ⅶ （０．６６） ０．５６ ０．１０ ＳＫ１０５→ＳＩ５０

ＳＩ５０によって東側が消失。

８ ＳＮ １５７ ８７ － ＬＳ４８ ＳＫＩ１０９８覆土 ２．１７ １．５２ ０．１０ ＳＫＩ１０９８→ＳＮ１５７

ＳＫＩ１０９８覆土上に形成。遺物（第２１２図５２～５４）：土師器中心コンテナ１／３須恵器１点出土。

９ ＳＮ １７７ １３１ － ＭＭ４７ Ⅵ ０．２８ ０．２２ ０．０２ なし

上面は削平を受けている。

１０ ＳＮ １８９ １３１ － ＭＪ４７・４８ Ⅶ ０．２９ ０．２６ ０．０５ なし

小規模な焼土。遺物：土師器ポリ袋小１袋出土。

１１ ＳＮ １９８ １３１ － ＭＭ４７ Ⅶ ０．６７ ０．３５ ０．０７ ＳＫ→ＳＮ１９８

土坑覆土状に形成された焼土か。土坑内からは、土師器片が数点出土。ＳＳ２００に近接。遺物：土師器ポリ袋小１袋出土。

１２ ＳＮ １９９ １３１ － ＭＫ・ＭＬ４７ Ⅶ ０．９３ ０．５２ ０．１７ なし

ＳＳ２００に近接。２か所に分かれる。

１３ ＳＮ ２０８ １１６ － ＬＱ４８ ＳＫ９０４覆土 （０．４６） （０．３７） ０．３０
（２～４層） ＳＫ９０４→ＳＮ２０８

ＳＫ９０４覆土中に形成。遺物（第２１２図５５）：鉄滓が出土。

１４ ＳＮ ２１９ １０６ － ＫＳ４８ ＳＫ４４８覆土 ０．８５ ０．４４ ０．０６ ＳＫ９０４→ＳＮ２１９
→ＳＤ３６１

ＳＫ４４８覆土中に形成。

１５ ＳＮ ２５１ １３１ － ＬＳ・ＬＲ４９ Ⅶ ０．４３ ０．３７ ０．０７ なし

ＳＫＩ１０９８に近接。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第２５表 焼土遺構一覧（２）

遺構名 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面（層） 長軸（�） 短軸（�） 被熱深度（�） 重 複

１６ ＳＮ ６４３ ７６ １３ ＬＨ４７ Ⅶ １．９０ ０．８９ ０．２４ なし

ＳＮ９４４に近接。大小５か所の焼土（ａ～ｅ）から成る（計測値はａ）。土師器、被熱礫などがコンテナ１／２箱出土。

１７ ＳＮ ６４４ ７６ １３ ＬＤ４８ Ⅶ １．６９ １．０５ ０．０４ なし

ＳＫＩ６６６内で検出。ＳＮ６４３と近接。同時期のものか。

１８ ＳＮ ８２７ １３１ － ＭＦ４５ 造 ０．９４ ０．６６ ０．１０ なし

確認面付近で土師器片出土。遺物：土師器ポリ袋中０．５袋出土。

１９ ＳＮ ８６０ １３２ － ＬＩ４８ Ⅶ ０．７１ ０．５８ ０．１５ なし

確認面付近で礫が出土。遺物：土師器ポリ袋中２袋出土。

２０ ＳＮ ８８３ １３２ － ＬＥ４８ ＳＩ７７７覆土 ０．７８ ０．４９ 不明 ＳＩ７７７→ＳＮ８８３

ＳＩ７７７覆土に形成。

２１ ＳＮ ８８４ ５９ － ＬＤ４７ ＳＩ７７７覆土 ０．２４ ０．２３ ０．０５ ＳＩ７７７→ＳＮ８８４

ＳＩ７７７覆土に形成。

２２ ＳＮ ８８９ １３２ － ＬＤ４７ ＳＩ７７７覆土 ０．６１ ０．２５ ０．０７ ＳＩ７７７→ＳＮ８８９

ＳＩ７７７覆土に形成。遺物（第１８４図２）：土師器ポリ袋中２袋出土。

２３ ＳＮ ９２２ １３２ － ＭＩ４８ Ⅳ ０．４１ ０．２９ ０．０８ なし

斜面に沿って形成。

２４ ＳＮ ９２３ １３２ － ＭＧ４６ 造～Ⅶ ０．４６ ０．４１ ０．１９ ＳＸ１２４８→ＳＮ９２３

ＳＸ１２４８覆土に形成。須恵器１点出土。

２５ ＳＮ ９８７ １３２ － ＭＦ・ＭＧ４６ 造 １．０９ ０．６６ ０．１９ なし

焼土周辺にカマド材状のものが混入。遺物：土師器ポリ袋中０．５袋出土。

２６ ＳＮ １５８２ １３３ － ＬＮ４９ Ⅶ ０．６７ ０．５６ ０．１７ ＳＤ１４１０→ＳＮ１５８２

ＳＤ１４１０覆土上に焼土が及ぶ。

２７ ＳＮ １６２６ １３３ － ＬＦ５１ Ⅶ ０．６６ ０．６４ ０．１３ なし

円形の焼土。

２８ ＳＮ １７２６ ３３ － ＬＯ４８ Ⅳ ０．３２ ０．３１ ０．０５ なし

焼土下位に炭化物層あり。浅い窪みに形成された焼土か。

２９ ＳＮ １７２７ １３３ － ＬＯ Ⅳ ０．５２ ０．３７ ０．０３ なし

斜面に形成された焼土。

３０ ＳＮ １７２８ １３３ － ＬＯ４９ Ⅶ ０．３６ ０．３１ ０．０７ なし

ＳＩ１５３・１７２３に近接。

３１ ＳＮ １８１７ １３４ － ＭＨ４５ Ⅶ （１．６７） （０．５７） ０．０２ なし

５か所の焼土群。確認面付近で礫出土。

３２ ＳＮ ２０４９ １３４ － ＬＲ４８・４９ Ⅶ ０．５３ ０．３１ － なし

５か所の焼土群。ＳＫＩ１０９８に隣接する。

３３ ＳＮ １４１ １３５ ２９ ＬＢ４８ Ⅶ １．２３ １．０３ ０．０７（２～３層） なし

ＳＩ１２９とＳＩ１２７の間に位置する。底面や壁面が被熱により赤色硬化している。遺物は出土しなかった。土師焼成遺構か。

３４ ＳＮ ７６１ １３５ ２９ ＬＤ５８ Ⅶ ０．９８ ０．８６ ０．０５（３～４層） ＳＩ７６４→ＳＮ７６１

ＳＩ７６４の北側に重複する。底面や壁面が被熱により赤色硬化している。遺物は出土しなかった。土師焼成遺構か。

３５ ＳＮ ６００ １３６ ２９ ＭＧ４６ Ⅶ （１．６２） １．４０ 底面までの
深さ：０．２３ ＳＮ６００→ＳＫ１２４８

ＳＫＩ２０６７内に位置する。底面や壁面が被熱により赤色硬化している。底面からは、土師器片が出土した。土師器焼成遺
構か。

第２章 調査の記録
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ＳＮ２２ ＳＮ２３ 

ＳＮ６６ 

ＳＮ２４ 

ＳＮ６７ 

ＳＮ２４ 

Ａ Ｂ 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｄ
 

Ｃ
 

Ｂ Ａ 

１ 

２ 

５６．００ｍ 

５６．１０ｍ １ 

２ 

１ 
５６．２０ｍ 

５６．２０ｍ 

１ 
２ 

ＳＫＰ８３ 

１ 

２ 

３ 

５６．５０ｍ 

１
 

Ｓ
Ｋ
Ｐ
８３
 ５６
．５
０
ｍ
 

２
 

３
 

５６．３０ｍ 

１ 
２ 

０ １ｍ 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ８ ／ ６ 浅黄橙色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 焼土３％含む　 しまり強　 粘性なし 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ にぶい赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
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ＳＮ１０５ 

ＳＮ１７７ 
ＳＮ１８９ 

ＳＮ１９９ 

ＳＮ１９８ 

ＳＮ２５１ 

ＳＮ８２７ 

１ 

２ 

５５．９０ｍ 

５６．３０ｍ 

２ 

１ 
撹乱 

１ 

５７．１０ｍ 

５７．００ｍ 

１ 

１ 

５７．００ｍ 

１ １ １ 

撹乱 撹乱 

撹乱 

撹乱 

２ 

２ 

１ １ 

１ 
１ 撹乱 

５８．５０ｍ 

Ｓ 
撹乱 Ｓ 

撹乱 

撹乱 撹乱 
２ 

Ｓ 

１ Ｓ 
４ 
５ 

５４．９０ｍ 

０ １ｍ 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 焼土φ１㎜ １％含む 
　 　 　 しまり強　 粘性なし 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 粘土　 しまり強　 粘性弱 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％､ 焼土φ１㎜ １％含む　 
　 　 　 しまり強　 粘性なし 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 粘土　 しまり強　 粘性弱 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性なし 
２　 ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗赤褐色　 シルト　 礫φ５～ １ ０ ㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性なし 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
４　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ８ 明赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
５　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

第１３１図 ＳＮ１０５・１７７・１８９・１９８・１９９・２５１・８２７
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ＳＮ８６０ 
ＳＮ８８３ 

ＳＮ８８４ 

ＳＮ８８９ 

ＳＮ９２２ 

ＳＮ９２３ 

ＳＸ１２４８ 

ＳＮ９８７ 

Ｓ 

Ｓ 
Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

１ 
Ｓ 

３ 

２ Ｓ 

４ 

２ 
３ 

６２．５０ｍ 

６４．６０ｍ 

１ 

２ 

２ 

１ 

６４．６０ｍ 

２ 

１ 
３ 

１ ２ ３ 
１ ２ 

撹乱 

５５．１０ｍ 
１ 

２ 
ＳＸ１２４８ 

１ 

２ 

１ ３ 

４ 

５ 

５ 
２ 
１ 

５６．３０ｍ 

５６．１０ｍ 

０ １ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土φ３～ １ ０ ㎜１ ５ ％含む 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ４ ０ ％混じる 
　 　 　 焼土φ５㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる 
　 　 　 しまり中　 粘性中 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまりやや強　 粘性弱 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまりやや強　 粘性弱 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 地山φ１～２㎜ １％含む 
　 　 　 しまり中　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％､ 
　 　 　 焼土１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土φ１㎜１ ０ ％､ 
　 　 　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 
４　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
５　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 砂　 しまり強　 粘性弱 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ にぶい赤褐色　 砂　 しまり強　 粘性弱 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 カマド材 １ ０ ％､ 
　 　 　 焼土φ１～ １ ０ ㎜ ５％含む　 しまり強　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土φ１～５㎜ ３％､ 
　 　 　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
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ＳＤ１４１０・ＳＮ１５８２ 

ＳＮ１５８２ 

ＳＮ１６２６ 

ＳＤ１４１０ 

ＳＮ１７２６ 

ＳＮ１７２８ ＳＮ１７２７ 

ＳＫＰ 
１５８９ ＳＫＰ１５９０ 

１ 
２ 

３ 

４ 

５ 

１ ２ ３ 

４ 

６ 

６０．２０ｍ 

６３．９０ｍ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 

２ 

２ 

３ 

１ 

５９．７０ｍ 

５９．８０ｍ 

１ 

０ １ｍ 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

１　 ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ８ 橙色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
２　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 極暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ １ 黒色　 シルト　 炭化物含む　 しまり弱　 粘性なし 

１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 極暗赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
１　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
３　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ にぶい赤褐色　 シルト　 ２ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色焼土 ３ ０ ％混じる　 しまり弱　 粘性なし 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 ２層土 ３ ０ ％混じる　 しまり弱　 粘性弱 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
６　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中（ＳＤ １ ４ １ ０ 覆土） 
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ＳＮ１８１７ 

ＳＮ２０４９ 

Ｓ 

ト
レ
ン
チ 

Ｓ 
２ ２ ２ １ １ トレンチ 

５５．３０ｍ 

０ ２ｍ 

１　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 赤褐色　 砂　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト～砂　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
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Ｃ
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１ ２ 

３ ４ 

６２
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０
ｍ
 

０ １ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 　 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
　 　 　 炭化物３％、 　 焼土φ５～ １ ５ ㎜１ ０ ％含む 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 　 赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
　 　 　 レンガ状に固くしまる 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 明褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 　 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
　 　 　 炭化物３％、 　 焼土 １ ０ ％含む 
２　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ８ 　 赤褐色　 シルト　 しまり強　 　 粘性弱 
　 　 　 炭化物１％含む 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 　 明褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱　 
４　 ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ５ 　 にぶい赤褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
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ＳＮ６００ 

ＳＮ６００ 

底面付近遺物出土状態 

ＳＮ６００ 

ＳＫ１２４８ 

ＳＮ９２３ ＳＮ９２３ 

ＳＫ１２４８ 

０ ２ｍ 

１ｍ ０ 

４ １ 
２ 

３ 

５５．１０ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ ２ ０ ㎜ ５％､ 炭化物φ１㎜ １％､ 焼土φ１～３㎜ ２％含む　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜ ５％､ 焼土φ１～３㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 

第１３６図 ＳＫ１２４８、ＳＮ６００
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ＳＷ１２ 

ＳＷ７４ 

ＳＩ５１ 

ＳＩ５１ 

１ 

２ 炭層 

１ 

５５．１０ｍ 

５６．５０ｍ 

０ ２ｍ １　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ ３％､ 礫φ３～５ ㎜１％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ １ ． ７ ／ １ 黒色　 シルト　 しまり中　 粘性弱（炭層） 

１　 Ｎ １ ． ５ ／ ０ 黒色　 シルト　 地山φ１㎜ ２％含む　 しまり中　 粘性中（炭層） 

８ 炭焼き遺構

３基検出された。円形の鍋底状の掘り込みをもち、壁が被熱し、底面付近に大量の炭化材が残るも

のを炭焼き遺構とした。

９ 性格不明遺構

３基検出された。土器の集中地点、明確な掘り込みをもたない不定形の遺構を性格不明遺構とした。

１０ 柵列

１条検出された。ほぼ等間隔で直線上に柱穴が並び、掘立柱建物跡にはならないものを柵列とした。

第２６表 炭焼遺構・性格不明遺構・柵列一覧（１）

遺構名 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面（層） 長軸

（�）
短軸
（�）

深さ
（�） 重 複

ＳＷ １２ １３７ － ＭＯ・Ｐ４６ ＳＩ５１覆土 １．１ ０．９９ ０．１７ ＳＩ５１→ＳＷ１２

ＳＩ５１覆土上に掘り込まれている。平面形は円形で、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面には炭が堆積する。遺物：土師
器２点出土。

ＳＷ ７４ １３７ － ＭＴ４５ Ⅶ ０．５７ ０．３３ ０．０８ なし

平面形は円形で壁は緩やかに立ち上がる。覆土は炭化物層である。遺物：土師器１点出土。

ＳＷ ２２０ １３７ － ＫＱ４９ Ⅶ １．７ １．６８ ０．２５ ＳＫ４４１→ＳＷ２２０

平面形は円形に近い。底面はほぼ平坦で西側以外の壁はやや急角度で立ち上がる。底面付近に炭化物層が広がる。遺物：土師
器コンテナ１／２箱出土。

ＳＸ ３４２ １３９ ３６ ＬＴ５０ Ⅲ － － － なし

５個体の土師器（坏）がまとまって出土。遺物：（第１９０図７～１１、図版４６・４７）

ＳＸ ５９０ １３８ － ＭＩ４７・４８ Ⅶ ３．２ １．５ ０．０７ ＳＸ５９０→ＳＤ１９４・ＳＫＰ１２６０・１７９２

浅い窪地のような遺構で、底面から土師器、炭化材、被熱礫などが出土。覆土には焼土を含む。遺物：土師器、被熱礫などコ
ンテナ２箱出土。

ＳＸ １４６０ １３９ － ＭＧ・ＭＨ４７・４８ Ⅶ ２．３ １．３１ ０．１ なし

不定形の掘り込み。

ＳＡ ９３ ９９ － ＭＳ・ＭＴ４７ Ⅶ ５．０ － － なし

調査区東側平坦面中央部に位置する。３基のピットにより構成され、そのラインはほぼ東西方向である。

第１３７図 ＳＷ１２・７４
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ＳＷ２２０ 

ＳＸ１４６０ 

ＳＸ３４２ 

ＳＫ４４４ 

５６．５０ｍ 

１ 
２ 

３ 

１ ２ ２ 
４ ３ 

４ 

６８．９０ｍ 

０ ２ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 炭化物 ３ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色シルト＋ １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１～ ４ ０ ㎜２ ０ ％含む　 しまり弱　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土φ１～２㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山φ１～３㎜ １％、礫φ１～ １ ０ ㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

ＬＴ５１ 

ＬＴ５０ 

第１３８図 ＳＷ２２０、ＳＸ３４２・１４６０

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２１８―



ＳＸ５９０ 

Ａ Ｂ 

Ｅ
 

Ｆ
 

Ｃ 

Ｄ ＳＤ１９４ 

ＳＫＰ 
１２６０ 

ＳＫＰ 
１７９２ 

Ａ Ｂ 

Ｃ Ｄ 

Ｅ Ｆ 

０ ２ｍ 

０ １ｍ 

Ｓ 

Ｓ 
Ｓ 

Ｓ 
ＲＰ 

ＲＰ 

ＲＰ 

ＲＰ 
ＲＰ 

ＲＰ 

炭化材 

Ｓ Ｓ 

Ｓ 

ＭＩ４
８ 

ＳＤ１９４ 

ＳＤ１９４ 
ＳＫＰ１７９２ 

１ 
２ 

１ １ １ 

１ １ 
１ 

１ 
ＲＰ７ 炭化材 

２ 
Ｓ４ 

５７．００ｍ 

５７．００ｍ 

５７．００ｍ 

１ 

３ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土φ１～３㎜ ３％､ 炭化物φ１㎜ １％含む　 しまり強　 粘性なし 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 

第１３９図 ＳＸ５９０
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１１ 溝状遺構

５３条検出された。塀として機能していたと考えられるものと、溝として機能していたと考えられる

ものがある。溝として機能していたと考えられるものの中には、土師器などの遺物が大量に出土した

ものがあり、何らかの祭祀が行われていた可能性が考えられる。

第２７表 溝状遺構（１）

種類 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面（層） 長さ（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

１
ＳＤ １３５ １５０ － ＫＴ４６・４７、ＫＳ４７ Ⅶ ５．０６ ０．２４ ０．１２ なし

北東－南西方向に延びる柱穴を伴う溝である。遺物：土師器ポリ袋中１袋出土。

２
ＳＤ １４３ １５２ － ＬＡ４８ Ⅶ １ ０．１７ ０．０９ なし

南北方向の短い溝である。

３

ＳＤ １５２
１４２
１４３
１４６

２３
２４
２５
２６
２７

ＭＡ５２ Ⅳ ８９．３６ ０．４�前後 ０．４５～０．６ ＳＤ２１１→ＳＤ１０５０→ＳＤ１５２→ＳＤ１２８５

柱穴を伴う溝である。ＬＳ５２グリッドからＬＮ５３グリッドに及ぶ範囲では、方形状の大きな柱穴（長さ：０．７３～１．０５�、幅：０．４２～０．７７�、深さ：０．
７２～１．０６４�）が７か所（その他にも１か所あり）みられる。他の部分でみられる柱穴は円形でＳＤ５０８と一連の溝と考えられる。ＳＤ１５２とＳＤ５０８を
合わせた総延長は、１２２．８�に及ぶ。当遺構より古いＳＤ５０８と重複する部分が１５�ほどある。集落を囲む溝としては最も長い。遺物（第１８４図３～１４、
第１８５・１８６図、第１８８図１４）：土師器コンテナ４箱、須恵器コンテナ１／４出土。

４
ＳＤ １５４ １４８ ２８ ＬＱ４７～５０ Ⅶ １０．５８ ０．７８ ０．１６ ＳＫＩ７９０と重複（新旧不明）

ＳＫＩ７９０と重複する。南北方向に延びる溝である。遺物（第１８７図１・２）：土師器ポリ袋中１袋出土。

５

ＳＤ １５５ １４９ ２８ ＬＱ４９～５１ Ⅶ ９．７ ０．４２ ０．１６ ＳＫ２０４→ＳＤ１５５、ＳＫＩ７９０→ＳＤ１５５→ＳＫＩ２７３

ＳＫＩ２７３と重複する。南北方向に延びる溝である。覆土からは大量の遺物が出土した。遺物（第１８７図３～１４、第１８８図１～１１）：土師器コンテナ２
箱、須恵器１点出土。

６

ＳＤ １９４ １５１ ２８ ＭＫ４４ Ⅵ ２１．３ ０．５ ０．３４ ＳＸ５９０→ＳＤ１９４、ＳＫＩ２０６４→ＳＤ１９４

北東－南西方向に延びる溝である。北端と南端は斜面の影響で不明瞭になっている。覆土は周辺の遺構と異なり濃い色調である。当遺跡の層位の特徴
から、比較的新しい時期のものと考えられる。遺物（第１８８図１２）：土師器ポリ袋中１．５袋出土。

７

ＳＤ ２１１ １４６ ２６ ＬＧ５２ Ⅶ ５２．４８ ０．１５ ０．１前後 ＳＤ２１１→ＳＤ５０８→ＳＤ１２８５

布掘り状の溝である。ＳＤ５０７とＳＤ１０５０の重複部分に切られている（平面で確認）。５０７と１０５０の関係（１０５０から５０８への連続的変化）から、ＳＤ２１１
よりこれらの溝が新しいと考えられる。また、ＳＢ１３３０を挟んで対称の位置にあるＳＤ７９１は、当遺構と一連の溝として構築されたと考えられる（底
面形状が異なるのは、ＳＤ１０５０構築時に底面を掘り込んで改築したためと考えられる）。柱穴は径０．３５�前後のものが多いが、西端部では径０．５�前後
の大きなものもみられる。深さはいずれも０．３５�前後である。遺物：土師器ポリ袋小１袋（２点）出土。

８

ＳＤ ２１２ １５０ ２６ ＫＲ５０ Ⅶ、ＳＩ１３９覆土
（２層） １３．６４ ０．５４ ０．１４ ＳＫ２２７→ＳＩ１３９→ＳＤ２１２

南北方向に延びる溝である。覆土は周辺の遺構と異なり濃い色調である。当遺跡の層位の特徴から、比較的新しい時期のものと考えられる。遺物：土
師器小片１点、須恵器３点出土。

９
ＳＤ ２２４ １５２ － ＫＮ４９ Ⅶ ２．９３ ０．２３ ０．０５ なし

南北方向に延びる溝である。遺物：土師器２点出土。

１０
ＳＤ ３６１ １０６ － ＫＴ４８ Ⅶ ４．１８ ０．２７ ０．１２ ＳＫ４４８→ＳＮ２１９→ＳＤ３６１、ＳＤ３６２→ＳＤ３６１

東西方向に延びる溝である。遺物：土師器２点出土。

１１
ＳＤ ３６２ １０６ － ＫＳ４８ Ⅶ ３ ０．２３ ０．１３ ＳＤ３６２→ＳＤ３６１

北東－南西方向に延びる溝である。遺物：土師器２点出土。

１２
ＳＤ ４００ １４８ － ＭＡ４９ Ⅶ ８．９２ ０．４４ ０．１６ なし

南北方向に延びる溝である。遺物（第１８８図１３）：土師器ポリ袋中１袋出土。

１３
ＳＤ ４０７ １５２ － ＭＭ４５ Ⅶ １．４８ ０．２ ０．２ なし

東西方向の短い溝である。

１４
ＳＤ ４４９ １１０ － ＫＲ４８ Ⅶ （１．７８） ０．２ ０．０８ ＳＤ４４９→ＳＫ４４５、ＳＤ２１２と重複するが新旧

は不明である。

北西－南東方向に延びる溝である。

１５

ＳＤ ５０７ １４５ － ＬＤ４７ Ⅵ （１３．０２） ０．４４ ５７．７ ＳＤ１８３２と重複（新旧不明）

底面に柱穴を伴う構造の共通点から、ＳＤ５０８（ＳＤ１５２）本来の軌道と推測される（ＬＤ４９グリッド内でＳＤ５０８に連絡）。重複するＳＤ１８３２は改築に
伴う部分と考えられる。遺物（第１８８図１５～１８）：土師器コンテナ１／３出土。

１６

ＳＤ ５０８ １４５ － ＬＤ４７ Ⅵ ３３．３６ ０．５６ ０．４６ ＳＤ１０５０→ＳＤ１５２

ＳＤ１５２と一連の溝とみられる。ＳＤ１０５０と重複する部分が多いが、当遺構の方が新しい。当遺構は底面に柱穴を伴う布掘り状の溝であるが、ＳＤ１０５
０は柱穴を伴わない。この構造のちがいから、ＳＤ５０８はＬＤ４７グリッド内でＳＤ５０７と連絡するのが本来の軌道と推測される。したがって、この連絡
部分以南のＳＤ５０８は、本来のＳＤ１０５０と推測される。遺物（第１８９図１～３）：土師器ポリ袋中１袋、須恵器１点（ＳＤ１５２と接合）出土。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第２８表 溝状遺構（２）

種類 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面（層） 長さ（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

１７
ＳＤ ５８５ ９１ － ＭＨ４８ Ⅶ １．９２ ０．４５ ０．１９ ＳＫＰ５８６→ＳＤ５８５

調査区北端付近に東西方向に延びる短い溝である。

１８
ＳＤ ６５２ １４７ ２７ ＬＭ４５～４９、ＬＬ４９～５２ Ⅶ、その他 ３０．８ ０．７２ ０．３４ ＳＤ１１８０→ＳＤ６５２→ＳＤ１３００

ＳＤ１１８０と重複する南北方向に延びる布掘り溝である。遺物（第１８９図４）：土師器ポリ袋中０．５袋、須恵器１点・錫杖状鉄製品１点出土。

１９
ＳＤ ７７１ １５２ － ＬＧ４８ Ⅵ ３．０９ ０．４７ ０．１２ ＳＫ８９３と重複（新旧不明）

南北方向に延びる溝である。遺物（第１８９図５～１０）：土師器コンテナ１／３、須恵器４点出土。

２０

ＳＤ ７８０ １５２ － ＬＧ４８・４９ Ⅵ ２．３２ ０．２２ ０．１３ ＳＫ８９３と重複（新旧不明）

直角に折れ曲がる溝である。変曲点に柱穴があるため竪穴住居の可能性がある。西側は古代の整地によって、緩やかにカットされた状態であるため、
全体の形態は不明である。

２１

ＳＤ ７９１ １４２ ２３ ＬＲ５２ Ⅶ １８．８ ０．３５�前後 ０．３５�前後 （ＳＤ７９１古→ＳＤ７９１新）

ＳＤ５０８に切られている。当遺構の東側にはＳＤ１０５０があり、当遺構の延長線上にあること、溝の形状が類似する点から一連のものとして機能してい
たと考えられる。また当遺構はＳＤ２１１の延長線上にもあり、かつＳＢ１３３０を挟み当遺構とＳＤ２１１が対称の位置にあることから、ＳＤ２１１とも一連の
ものとして機能していた時期があると考えられる。遺物：ポリ袋中２袋出土。

２２

ＳＤ ８２３ １５３ ２７ ＭＩ４３ Ⅴ ３．１３ ０．７９ ０．４２ なし

Ⅴ層を掘り込んでつくられているが、上部層が削平を受けているため掘り込み面は不明である。土層断面観察で本来はもっと大きな溝であることが判
明した。ただし、覆土はⅤ層に酷似することから、平面での確認は困難である。

２３
ＳＤ ８７０ａ １４７ ２７

２８ ＬＫ５１ Ⅶ １８．６４ ０．２７ ０．４３ ＳＤ８７０→ＳＤ１３００

南北方向にのびる布掘り溝である。ＳＤ８７０ｂと連続する。遺物：ａ・ｂ共通土師器ポリ袋中０．５袋出土。

２４
ＳＤ ８７０ｂ １４７ ２７ ＬＫ・ＬＬ４７ Ⅶ ５．０４ ０．２６ ０．１７ なし

東西方向にのびる布掘り溝である。ＳＤ８７０ａと連続する。遺物：ａ・ｂ共通土師器Ｈ０．５袋出土。

２５
ＳＤ ８８０ １４８ － ＬＬ４７ Ⅶ ５．８６ ０．５ ０．１６ なし

東西方向にのびる溝で、ＳＤ８７０の南側に位置する。遺物：土師器ポリ袋小１袋出土。

２６
ＳＤ ８８６ ５９ － ＬＥ４７ ＳＩ７７７覆土 ２．８ ０．２１ ０．２７ ＳＩ７７７→ＳＤ８８６

ＳＩ７７７覆土に掘り込まれている。東西方向にのびる溝である。

２７
ＳＤ ８９５ １１４ － ＬＧ４７ Ⅶ （１．０２） ０．４８ ０．０９ ＳＤ８９５→ＳＫ７６８、ＳＫＰ７６９と重複（新旧不明）

北東－南西方向に延びる溝である。

２８

ＳＤ ９９１ １４２ － ＬＭ５１・５２・５３ Ⅶ ７．８８ ０．５６ ０．６８ なし

ＳＤ１４１０の延長線上（４�離れたところ）に位置する。構造も類似することから、同じ時期のものと考えられる。ＳＤ１０５０、ＳＤ１５２と接続するが、
ＳＤ１０５０の接続地点から北側は、やや溝の幅が狭くなることから改築が行われた可能性がある。

２９

ＳＤ １０５０ １４２
１４４

２５
２７ ＬＥ５２ Ⅶ ８．８６ ０．１１ ＳＤ１０５０→ＳＤ５０８→ＳＤ１２８５

ＳＤ５０８とＳＤ１２８５に切られている。５０８とは、１５�ほど軌道を同じくする（重複する）部分がある。当遺構の西側にはＳＤ７９１があり、当遺構の延長
線上にあること、溝の形状が類似する点から一連のものとして機能していたと考えられる。遺物：土師器ポリ袋小１袋出土。

３０
ＳＤ １１００ １４８ － ＬＭ５１ Ⅶ ８．１２ ０．４２ ０．２４ なし

ＳＤ９９１とＳＤ１４１０の東側にある溝である。これらの溝と方向が一致することから同時期の溝と考えられる。

３１
ＳＤ １１０１ １５３ － ＬＧ４９ Ⅶ ３．５２ ０．２２ ０．０５ なし

南北方向に延びる溝である。

３２
ＳＤ １１８０ １４７ － ＬＬ５０・５１ Ⅶ ８．４８ ０．２４ ０．１４ なし

ＳＤ６５２と重複する南北方向に延びる布掘り溝である。

３３

ＳＤ １２１６ａ １５０ ２７ ＬＥ５２ Ⅶ ４．５８ ０．２８ ０．１８ なし

ＳＤ２１１に接続する南北方向に延びる布掘り溝である。ＳＤ２１１と交差しないことや構造が類似することから、ＳＤ２１１を意識して造られた同時期の溝
と考えられる。遺物：ａ・ｂ共通土師器ポリ袋小１袋出土。

３４

ＳＤ １２１６ｂ １５０ ２７ ＬＥ５２ Ⅶ ５．９３ ０．２８ ０．１８ なし

ＳＤ２１１に接続する南北方向に延びる布掘り溝である。ＳＤ２１１と交差しないことや構造が類似することから、ＳＤ２１１を意識して造られた同時期の溝
と考えられる。遺物：ａ・ｂ共通土師器ポリ袋小１袋出土。

３５
ＳＤ １２１７ １５３ － ＬＣ４６ Ⅶ ０．７９ ０．２５ ０．１５ ＳＫ１０２１・１０２３・１０２５より古い。

南北方向の溝である。土坑群完掘後底面から検出した。調査区外南側に延びるため全容は不明である。

３６
ＳＤ １２１８ １４３ － ＬＦ５２ Ⅶ ３．１２ ＳＤ１２８５と重複する。

南北方向の溝である。

３７
ＳＤ １２３２ １５３ － ＬＫ４５ Ⅶ １．９ ０．２８ ０．１１ なし

北東－南西方向の溝である。調査区外南側に延びるため全容は不明である。

３８
ＳＤ １２３３ １１８ － ＬＪ４５ Ⅶ １．７８ ０．２４ ０．１５ なし

北西－南東方向に延びる溝である。調査区外南側に延びるため全容は不明である。遺物：土師器１点出土。

第２章 調査の記録
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第２９表 溝状遺構（３）

種類 番号 挿図
番号

図版
番号 グリッド 確認面（層） 長さ（�） 短軸（�） 深さ（�） 重 複

３９

ＳＤ １２５０ １５４ ２８ ＭＦ４６ Ⅶ ３．５８ ０．６ ０．１８ なし

覆土から、大量の土師器が出土。完形に近いものも多い。坏の他に長胴甕、皿などが出土。何らかの祭祀行為が行われた可能性がある。遺物（第１９０
図１～５）：土師器コンテナ１箱出土。

４０
ＳＤ １２８５ １４３ ２７ ＬＧ５４・５５、ＬＦ５４ Ⅶ １４．７ ０．５８ ０．２ ＳＤ１０５０→ＳＤ１５２→ＳＤ１２８５

覆土は周辺の遺構と異なり濃い色調である。当遺跡の層位の特徴から、比較的新しい時期のものと考えられる。遺物：土師器ポリ袋小１袋出土。

４１
ＳＤ １３００ １４６ － ＬＮ４６ Ⅶ ５．０４ ０．２６ ０．２８ なし

ＳＤ６５２と重複する北東－南西方向に延びる布掘り溝である。遺物：土師器ポリ袋中０．５袋、須恵器１点出土。

４２

ＳＤ １４１０ １４６ － ＬＮ４５ Ⅶ ２２．８ ０．６２ ０．６７ なし

ＳＤ９９１の延長線上（４�離れたところ）に位置する。構造も類似することから、同じ時期のものと考えられる。遺物（第１９０図６）：土師器ポリ袋中
２袋、須恵器１点出土。

４３
ＳＤ １４９０ １５０ － ＬＨ５３ Ⅶ ４．３２ ０．３９ ０．１２ なし

ＳＤ２１１、ＳＤ１０５０の間に位置する東西方向の溝である。

４４
ＳＤ １７０４ ８０ － ＬＯ４６ Ⅶ ８．３６ ０．２６ ０．１３ ＳＩ１７５５→ＳＫ１７５４→ＳＤ１７０４

ＳＩ１７５５覆土を掘り込んで造られた東西方向の溝である。遺物：土師器ポリ袋小１袋出土。

４５
ＳＤ １７１３ ８０ － ＬＮ４７ Ⅶ ０．６ ０．２２ ０．０８ なし

確認面からの掘り込みが浅いめ、底面付近のみ検出された状態である。

４６
ＳＤ １７５７ １５３ － ＬＱ４６ Ⅶ ２．６２ ０．２３ ０．１１ なし

南北方向の溝である。

４７
ＳＤ １７６０ １５５ － ＬＰ４７ Ⅳ ３．９５ ０．２６ ０．２２ ＳＩ１７５５と重複（新旧不明）

東西方向に延びる溝である。南に平行してＳＤ１７０４が延びている。

４８
ＳＤ １７６９ １５５ － ＬＯ４８ Ⅳ ３．６５ ０．２４ ０．１５ なし

南北方向の溝である。ＳＩ１５３、ＳＩ１７５５の間にある。これらの住居西壁の直線ライン上に位置することか、同時期の溝と考えられる。

４９
ＳＤ １７８７ １５５ － ＬＧ４６ Ⅵ ３．１ ０．２１ ０．０４ なし

調査区東側の南境界付近に位置し、調査区外に延びる。確認面からの深さは極浅い。近接してＳＤ２０２５が位置する。

５０
ＳＤ １８３２ １４５ － ＬＣ４７・４８ Ⅶ ５．２４ ０．３８ ０．４４ なし

ＳＤ５０７の東に平行して位置する布掘り溝である。ＳＤ５０８の部分的な改築に伴う溝と考えられる。

５１
ＳＤ ２０２５ １５５ － ＬＧ・ＬＨ４６ Ⅶ ３．２ ０．２９ ０．１３ ０．１３

調査区東側の南境界付近に位置し、調査区外に延びる。ピットを伴う。近接してＳＤ１７８７が位置する。

５２
ＳＤ ２０１３ ９２ － ＭＤ４５ Ⅶ １．１４ ０．１８ ０．０８ なし

東西方向の短い溝である。

５３
ＳＤ ２０１４ ９２ － ＭＤ４５ Ⅶ （２．４） ０．３７ ０．１３ なし

東西方向の短い溝である。

５４
ＳＤ ２０７５ ８９ － ＭＪ４５・４６、ＭＫ４５ Ⅶ ２．６９ ０．２３ なし

柱穴を伴う溝。ＳＫＩ２０６５の一部か。

５５
ＳＤ ２０７７ ９２ － ＭＤ４５ Ⅶ １．３ ０．２８ ０．２５ なし

東西方向の短い溝である。

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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５５ 

５４ 

５３ 

５２ 

５１ 

５０ 

４９ 

４８ 

４７ 

４６ 

４５ 

４４ 

４３ 

ＫＮ ＫＯ ＫＰ ＫＱ ＫＲ ＫＳ ＫＴ ＬＡ ＬＢ ＬＣ ＬＤ ＬＥ ＬＦ ＬＧ ＬＨ ＬＩ ＬＪ ＬＫ ＬＬ ＬＭ ＬＮ ＬＯ ＬＰ ＬＱ ＬＲ ＬＳ ＬＴ ＭＡ ＭＢ ＭＣ ＭＤ ＭＥ ＭＦ ＭＧ ＭＨ ＭＩ ＭＪ ＭＫ ＭＬ ＭＭ ＭＮ ＭＯ 

ＳＤ２２４ 

ＳＤ２１２ 

ＳＤ４４９ 

ＳＤ２１１ 

ＳＤ３６２ 

ＳＤ３６１ 

ＳＤ１３５ 

ＳＤ２０７０ 

ＳＤ２１１ 
ＳＤ５０８ 

ＳＤ 
５０８ 

ＳＤ５０７ ＳＤ７８０ 
ＳＤ１１０１ 

ＳＤ８７０ａ 

ＳＤ８７０ｂ ＳＤ８８０ 

ＳＤ 
１３００ 

ＳＤ 
１７１３ 

ＳＤ１７０４ 

ＳＤ１７５７ 

ＳＤ１７６０ 

ＳＤ 
１７６９ 

ＳＤ 
１５４ 

ＳＤ 
１５５ 

ＳＤ１５２ 

ＳＤ７９１ 

ＳＤ 
１４１０ 

ＳＤ 
１１８０ 

ＳＤ 
６５２ 

ＳＤ 
９９１ 

ＳＤ 
１１００ 

ＳＤ１４９０ 

ＳＤ２１１ 

ＳＤ１２８５ 

ＳＤ１２８５ 

ＳＤ７７１ 
ＳＤ８９５ 

ＳＤ１２３３ ＳＤ１２３２ 
ＳＤ１７８７ 

ＳＤ２０２５ 
ＳＤ１２１７ 

ＳＤ１２１８ 

ＳＤ 
１２１６ 

ＳＤ８８６ 

ＳＤ 
１８３２ ＳＤ１４３ 

ＳＤ４００ 

ＳＤ２０１３ 

ＳＤ２０１４ 

ＳＤ２０７７ 

ＳＤ１２５０ 

ＳＤ５８５ 

ＳＤ１９４ 

ＳＤ４０７ 

ＳＤ 
２０７５ 

０ ５０ｍ 

第２章 調査の記録

第１４０図 溝跡遺構配置図
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⑥ 

⑨ 

ＳＤ１５２ 

ＳＤ４００ 

⑩ 

⑪ 

ＳＤ１５５ ＳＤ１５４ 

① 

ＳＤ１５２ 

ＳＤ１０５０
 

ＳＤ９９１ 

⑫ 
ＳＤ１１００ 

⑦ 

ＳＤ１１８０ 

ＳＤ６５２ 
ＳＤ８７０ 

ＳＤ
１３
００
 

ＳＤ８８０ 
⑬ 

⑧ 

ＳＤ１７０４ 

ＳＤ１４１０ ＳＤ６５２ 

③ 
ＳＤ１５２ 

ＳＤ１０５０ 

ＳＤ２１１ 

⑰ 
ＳＤ１４９０ 

ＳＤ１５２ 

ＳＤ１２８５ 

ＳＤ１０５０ 

ＳＤ２１１ 

ＳＤ１２１８ 
ＳＤ１２１６ 

ＳＤ５０８ 

② 

⑭ 

ＳＤ１２１８ ④ 
ＳＤ５０８ ＳＤ５０７ 

ＳＤ１８３２ 

⑤ 

ＳＤ２１１ 

⑮ 

ＳＤ１３５ 

ＳＤ２１２ 

⑯ 

０ ２０ｍ 

第２章 調査の記録

第１４１図 調査区東側溝跡詳細図区画
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０ ４ｍ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ Ｈ 

Ｉ 
Ｊ 

Ｋ Ｌ 

Ｋ Ｌ 

ＳＤ１０５０ 

ＳＤ１５２ 

ＳＤ９９１ 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

ＳＤ１０５０ 

ＳＤ６５２ 

Ａ Ｂ 

Ｃ Ｄ 

Ｅ Ｆ 

Ｇ Ｈ 

Ｉ Ｊ 

① 

１ 

２ ３ 
１ 

１ １ 

２ ３ 

６０．６０ｍ 

６０．７０ｍ 

ＬＭ５３ ＬＭ５２ 
１ ２ 

３ 

６０．５０ｍ 

６０．３０ｍ 

５９．８０ｍ 

１ 
２ 
３ 
４ 

１ 

５９．６０ｍ ＬＯ５２ 

ＬＰ５２ 

１ 

２ 
３ 
４ 
５ 

Ⅰ 

６ ７ 

８ ９ 
１０ 
１１ 

１２ 
１３ 
１４ 

①Ａ－Ｂ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 橙色　 シルト　 しまり中　 粘性強 

①Ｃ－Ｄ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ６ ／ ６ 橙色　 シルト　 しまり中　 粘性強 

①Ｅ－Ｆ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性強 

①Ｇ－Ｈ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物３％､ 
地山ブロック３％含む　 しまり弱　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物１％含む 
しまり弱　 粘性中 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 黄褐色　 シルト　 しまり中　 粘性強 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色・ １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ６黄褐色の混合土 
７ ０ ： ３ ０ ほど　 炭化物３％含む　 しまり弱　 粘性中 

①Ｉ－Ｊ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物 １ ０ ％､ 
地山ブロックφ１～５㎜ ５％含む　 しまり弱　 粘性中 

①Ｋ－Ｌ 
Ⅰ　 表土 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまりやや強　 粘性中　 Ⅲ層に類似 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ ２％含む　 
しまり弱　 粘性中 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強（２よりやや薄い色調） 　 粘性中 
５　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物φ２㎜ 前後５％含む　 
しまり弱　 粘性中 

６　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
７　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 　 炭化物φ１～５㎜ ５％、 

１％含む　 しまり強　 粘性中 
８　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄褐色　 シルト　 　 炭化物φ２㎜ 前後１％含む　 
しまり強　 粘性中 

９　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト炭化物φ１～２㎜ ２％、 
１％含む　 しまりやや強　 粘性中 

１ ０ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ １％含む　 
しまりやや強　 粘性中 

１ １ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
１ ２ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中　 Ⅳ層に類似 
１ ３ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ５ ／ ４ にぶい黄色褐色　 シルトしまり強　 粘性中 
１ ４ 　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１～２㎜ ２％含む　 
しまりやや強　 粘性中 

焼土粒φ１㎜ 

焼土粒φ２㎜ 
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ＳＤ１０５０ ＳＤ５０８ 

１ 

１ 

１ 

１ １ 

１ 
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３ 

１ 

２ ３ 

６１．３０ｍ 

６２．３０ｍ 

６４．４０ｍ 

６３．６０ｍ 

６３．７０ｍ 

２ 

４ ５ 

１ 

１ ２ 

２ 

６３．１０ｍ 

６４．００ｍ 

１ 

２ ３ 
４ 

６４．００ｍ ＬＦ５２ 

１ １ 

６３．９０ｍ 

０ ４ｍ 

②Ａ－Ｂ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

②Ｃ－Ｄ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

②Ｅ－Ｆ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 

②Ｇ－Ｈ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性弱 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

②Ｉ－Ｊ 
Ｓ Ｄ １ ５ ２ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中　 
Ｓ Ｄ １ ０ ５ ０ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

②Ｋ－Ｌ 
Ｓ Ｄ ５ ０ ８ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
Ｓ Ｄ １ ０ ５ ０ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

②Ｍ－Ｎ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
４　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
５　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 

②Ｏ－Ｐ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３にぶい黄褐色　 シルト　 炭化物５％含む 
しまり弱　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土３％混じる 
炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物１％含む 
しまり中　 粘性中 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

②Ｑ－Ｒ 
ＳＤ １ ２ １ ６ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト　 
　 　 　 炭化物５％含む　 しまり弱　 粘性中 
ＳＤ １ ２ １ ８ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる　 
炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 ② 
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６１．３０ｍ 
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③Ａ－Ｂ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト 
しまり弱　 粘性弱 

２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト 
しまり弱　 粘性弱 

③Ｃ－Ｄ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３暗褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 

③Ｅ－Ｆ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 

③Ｇ－Ｈ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト 
焼土１％混じる　 炭化物 １ ０ ％含む 
しまり中　 粘性中 

③Ｉ－Ｊ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 

③Ｋ－Ｌ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
炭化物 １ ０ ％含む　 しまり中　 粘性中 

０ ４ｍ 
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Ａ Ｂ 

ＳＤ１８３２ 
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ＳＤ５０８ 
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１ 
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ＳＤ５０７ 

ＳＤ５０８ 
１ １ 

６５．５０ｍ 

ＳＩ７７７ 
覆土 

④Ｃ－Ｄ 
ＳＤ ５ ０ ７ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山３％混じる 
炭化物５％含む　 しまり中　 粘性中 

ＳＤ ５ ０ ８ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
炭化物３％含む　 しまり中　 粘性強 

④Ｅ－Ｆ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
炭化物３％含む　 しまり中　 粘性強 
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⑤Ａ－Ｂ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑤Ｃ－Ｄ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑤Ｅ－Ｆ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 ⑤Ｇ－Ｈ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑤Ｉ－Ｊ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山ブロック２％含む　 
しまり中　 粘性中 

⑧Ａ－Ｂ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト 
炭化物φ２～３㎜ ２％ 
しまり中　 粘性中 

⑧Ｃ－Ｄ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ３～４㎜ ３％､ 
焼土φ５㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 

⑧Ｅ－Ｆ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ２㎜ １％､ 
焼土φ２㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑧Ｇ－Ｈ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト 
地山ブロックφ３～８㎜ ５％含む 
しまり中　 粘性中 

⑧Ｉ－Ｊ 
ＳＤ １ ３ ０ ０ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ２～５㎜ ５％､ 
焼土φ１～６㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 

ＳＤ ６ ５ ２ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ２～５㎜ ３％､ 
焼土φ２～５㎜ ３％含む　 しまり強　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色： １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色＝７：３　 シルト 
しまり強　 粘性中 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる　 
しまり強　 粘性中 

４　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山φ３～ １ ０ ㎜２ ０ ％､ 
炭化物φ２～３㎜ ８％含む　 しまり強　 粘性中 

５　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ６ ０ ％混じる　 
炭化物φ２～３㎜ ３％､ 焼土φ５㎜ ３％含む 
しまり強　 粘性中 

⑧Ｋ－Ｌ 
ＰＩＴ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１～３㎜ ５％､ 
焼土φ２～３㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 

ＳＤ ６ ５ ２ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 １ ５ ％混じる　 
炭化物φ２～８㎜ ５％､ 焼土φ２～５㎜ ５％含む 
しまり中　 粘性中 

２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ４ ０ ％混じる 
しまり中　 粘性中 

３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％混じる 
しまり中　 粘性中 

０ ４ｍ 

⑧ 
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１ 

１ 

１ 
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１ 

１ 
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１ 

１ ２ 

６１．４０ｍ 

６１．３０ｍ 

１ ２ 

１ 
６１．２０ｍ 

０ ４ｍ 

⑦Ａ－Ａ′ 
ＳＤ ６ ５ ２ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
ＳＤ １ １ ８ ０ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり強　 粘性中 

⑦Ｂ－Ｂ′ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｃ－Ｃ′ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｄ－Ｄ′ 
ＳＤ １ １ ８ ０ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ５ ／ ６ 明褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中　 
ＳＤ ６ ５ ２ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｅ－Ｅ′ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 

⑦Ｆ－Ｆ′ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 

⑦Ｇ－Ｇ′ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 
　 　 　 しまり弱　 粘性中 

⑦Ｈ－Ｈ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｉ－Ｉ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｊ－Ｊ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｋ－Ｋ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土φ２㎜ ３％､ 
　 　 　 炭化物φ５㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｌ－Ｌ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 
　 　 　 地山ブロック ２ ０ ％混じる　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ６ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｍ－Ｍ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山ブロック　 
　 　 　 ４ ０ ％混じる　 炭化物３％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 焼土φ２㎜ １％､ 
　 　 　 炭化物φ２㎜ １％含む　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｎ－Ｎ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ３㎜ ５％､ 
　 　 　 焼土φ２～３㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ５ ０ ％混じる 
　 　 　 しまり中　 粘性中 ⑦Ｏ－Ｏ′ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３暗褐色　 シルト　 炭化物φ５㎜ ５％､ 
　 　 　 焼土φ２㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３暗褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる　 焼土φ３～５㎜ ５％､ 
　 　 　 炭化物φ２㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｐ－Ｐ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ２～３㎜ ５％､ 
　 　 　 焼土φ２㎜ ４％含む　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｑ－Ｑ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山５％混じる 
　 　 　 炭化物φ３～８㎜ ５％含む　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｒ－Ｒ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ７ ０ ％混じる　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ２～３㎜ ５％､ 
　 　 　 焼土φ２㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 

⑦Ｓ－Ｓ′ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山 ５ ０ ％混じる 
　 　 　 しまり中　 粘性中 
２　 地山ブロック 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ２～５㎜ ５％､ 
　 　 　 焼土φ２㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 

 

第１４７図 ＳＤ６５２・８７０・１１８０・１３００

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２３２―
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト 
しまり中　 粘性中 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 
　 　 　 炭化物φ１～３㎜ １％､ 
　 　 　 焼土φ１～３㎜ １％含む　 
　 　 　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山 ３ ０ ％混じる　 
　 　 　 炭化物φ２㎜ ３％､ 焼土φ３㎜ ３％含む　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

第１４８図 ＳＤ１５４・４００・８８０・１１００

第２章 調査の記録

―２３３―
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１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり中　 粘性弱　 

第１４９図 ＳＤ１５５

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２３４―
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 焼土１％混じる 
　 　 　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性弱 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 地山１％､ 焼土１％混じる 
　 　 　 炭化物１％含む　 しまり中　 粘性中 

第１５０図 ＳＤ１３５・２１２・１２１６・１４９０

第２章 調査の記録

―２３５―
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５７．００ｍ 

０ ４ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 地山ブロックφ１～ １ ０ ㎜ １％、 
炭化物φ１㎜ １％、焼土φ１～５㎜ １％含む　 しまり強　 粘性弱 

Ｐ１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％、焼土φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

Ｐ２　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％、焼土φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

Ｐ３　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

第１５１図 ＳＤ１９４

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２３６―
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０ ２ｍ 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ３ にぶい黄褐色　 シルト 
１ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 斑に混じる　 地山８％､ 
焼土１％混じる　 炭化物３％含む 
しまり強　 粘性中　 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

ＳＤ ５ ８ ５ 
１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 
ＳＫＰ ５ ８ ６ 
１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性なし 

第１５２図 ＳＤ１４３・２２４・４０７・５８５・７７１・７８０、ＳＫ８９３

第２章 調査の記録

―２３７―
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 炭化物φ１㎜ １％含む 
しまり強　 粘性なし 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 地山 １ ０ ％、 
焼土５％混じる　 炭化物３％含む 
しまり中　 粘性中 

第１５３図 ＳＤ８２３・１１０１・１２１７・１２３２・１７５７

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２３８―
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５５．１０ｍ 

０ ２ｍ 

０ １ｍ 

１　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり強　 粘性弱 

第１５４図 ＳＤ１２５０

第２章 調査の記録

―２３９―
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１　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ３ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
２　 ７ ． ５ Ｙ Ｒ ３ ／ ４ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
３　 １ ０ Ｙ Ｒ ３ ／ ３ 暗褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 
４　 １ ０ Ｙ Ｒ ２ ／ ２ 黒褐色　 シルト　 しまり中　 粘性中 

１　 １ ０ Ｙ Ｒ ４ ／ ４ 褐色　 シルト　 しまり弱　 粘性中 

第１５５図 ＳＤ１７６０・１７６９・１７８７・２０２５・２０７０

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２４０―
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第１５６図 遺構内出土遺物（１）

第２章 調査の記録

―２４１―
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第１５７図 遺構内出土遺物（２）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２４２―
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第１５８図 遺構内出土遺物（３）

第２章 調査の記録

―２４３―
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第１５９図 遺構内出土遺物（４）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２４４―
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第１６０図 遺構内出土遺物（５）

第２章 調査の記録

―２４５―
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第１６１図 遺構内出土遺物（６）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２４６―
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１４ 

１５ 

０ １０ｃｍ 

１～１５：ＳＩ１２９ 

第１６２図 遺構内出土遺物（７）

第２章 調査の記録

―２４７―



１ 
２ 

３ 

４ ５ 

０ １０ｃｍ 

６ 

０ ５ｃｍ 

１～６：ＳＩ１２９ 

第１６３図 遺構内出土遺物（８）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２４８―



１ 

０ ５ｃｍ 

２ 
３ 

４ 

５ 

６ 

７ 
８ 

９ 

０ １０ｃｍ 

１：ＳＩ１３１　２：ＳＩ１３２　３・４：ＳＩ１３３　５：ＳＩ１３９　６～９：ＳＩ１４５ 

第１６４図 遺構内出土遺物（９）

第２章 調査の記録

―２４９―



１ ２ 

３ 
４ 

５ 
６ ７ 

８ 

９ 

１０ 

０ １０ｃｍ 

１：ＳＩ１５１　２～１０：ＳＩ１５３ 

第１６５図 遺構内出土遺物（１０）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２５０―



１ 
２ 

３ 

４ 

５ 
６ 

７ ８ ９ 

１０ 

１２ 

１１ 

０ １０ｃｍ 

１・２：ＳＩ４１０　３・４：ＳＩ４２０　５・６：ＳＩ５００　７～１２：ＳＩ６５３ 

第１６６図 遺構内出土遺物（１１）

第２章 調査の記録

―２５１―



１ 
２ ３ ４ 

５ 
６ 

７ 
８ 

９ 

１０ 
１１ 

０ １０ｃｍ 
１～６：ＳＩ６９９　７～９：ＳＩ７６４　１０・１１：ＳＩ７６５ 

第１６７図 遺構内出土遺物（１２）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２５２―



１ ２ ３ 

４ 
５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

０ １０ｃｍ 
１～９：ＳＩ７７７ 

第１６８図 遺構内出土遺物（１３）

第２章 調査の記録

―２５３―



１ 

３  

４ 

２ 

５ ６ 

７ 

８ 

０ １０ｃｍ 

１～４：ＳＩ７７７　５～８：ＳＩ１０００ 

第１６９図 遺構内出土遺物（１４）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２５４―



１ ２ ３ 

４ ５ ６ 

７ ８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 
０ ５ｃｍ ０ １０ｃｍ 

１～１６：ＳＩ１４５６ 

第１７０図 遺構内出土遺物（１５）

第２章 調査の記録

―２５５―



１ ２ ３ 

４ 

５ ６ 

７ ８ ９ 

１０ １１ １２ 

１３ 

１４ 
１５ 

０ １０ｃｍ 

１～５：ＳＩ１６５０　６～１５：ＳＩ１７２３ 

第１７１図 遺構内出土遺物（１６）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２５６―



１ ２ ３ 

４ 

５ 

６ ７ 

８ 

９ 
１０ 

０ １０ｃｍ 
０ ５ｃｍ 

１～４：ＳＩ１７５５　５～７：ＳＩ１７８２　８：ＳＫＩ１２８　９・１０：ＳＫＩ１８０ 

第１７２図 遺構内出土遺物（１７）

第２章 調査の記録

―２５７―



１ ２ ３ 

４ 
５ ６ 

７ ８ ９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

０ １０ｃｍ 

１～１４：ＳＫＩ２７３ 

第１７３図 遺構内出土遺物（１８）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２５８―



１ 

２ 

０ １０ｃｍ 

３ 

０ ５ｃｍ 

１～３：ＳＫＩ２７３ 

第１７４図 遺構内出土遺物（１９）

第２章 調査の記録

―２５９―



１ ２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

０ １０ｃｍ 

１・２：ＳＫＩ３５０　３・４：ＳＫＩ６１０　５～８：ＳＫＩ８８８　９：ＳＫＩ１０９８　１０：ＳＫＩ２０６６ 

第１７５図 遺構内出土遺物（２０）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２６０―



１ 

２ 

３ 

４ 

５ 
６ ７ ８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

０ １０ｃｍ 

１：ＳＫ１　２：ＳＫ２　３・４：ＳＫ９８　５・６：ＳＫ１４０　７～１２：ＳＫ１６０ 

第１７６図 遺構内出土遺物（２１）

第２章 調査の記録

―２６１―



１ 

２ 
３ 

４ ５ ６ 

７ 

８ 

９ 

０ ５ｃｍ 

１１ 

１０ 

１２ 

１３ 

０ １０ｃｍ １～７、９～１３ 

１：ＳＫ１８６　２～９：ＳＫ１９７　１０：ＳＫ２０１　１１：ＳＫ２０６　１２・１３：ＳＫ２０９ 

第１７７図 遺構内出土遺物（２２）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２６２―



１ 

０ ５ｃｍ 

２ ３ 

０ ５ｃｍ 

４ 

０ １０ｃｍ ２・４ 

１：ＳＫ２０９　２：ＳＫ２２６　３・４：ＳＫ２６８ 

第１７８図 遺構内出土遺物（２３）

第２章 調査の記録

―２６３―



１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ ７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 
１２ 

１３ １４ 

０ １０ｃｍ 
１：ＳＫ３０７　２・３：ＳＫ４１２　４：ＳＫ４１６　５～９：ＳＫ４１７　１０・１１：ＳＫ４１９ 
１２：ＳＫ４９２　１３：ＳＫ４９３　１４：ＳＫ５０２ 

第１７９図 遺構内出土遺物（２４）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２６４―



１ 

２ 
３ 

４ ５ ６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

０ ５ｃｍ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ １５ 

１６ 

０ １０ｃｍ 
１：ＳＫ６９６　２～５：ＳＫ７０１　６～８：ＳＫ７６７　９～１１：ＳＫ７６８ 
１２・１３：ＳＫ９３３　１４：ＳＫ１０２３　１５：ＳＫ１０２５　１６：ＳＫ１２５７ 

第１８０図 遺構内出土遺物（２５）

第２章 調査の記録

―２６５―



１ 

２ 

３ 

４ ５ 

６ 

７ 

８ ９ １０ 

０ ５ｃｍ 

０ １０ｃｍ 

７ 

１～６、８～１０ 
１：ＳＫ１４４１　２：ＳＫ１６５４　３：ＳＫ１６５５　４：ＳＫ１６５６ 
５：ＳＫ１７０１　６：ＳＫ１７０２　７：ＳＫ１７６６ 
８～１０：ＳＫ１８４１ 

第１８１図 遺構内出土遺物（２６）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２６６―



１ ２ 

３ 

４ 

５ 

６ ７ 

８ 
９ 

１０ 

１１ 

０ １０ｃｍ 

１～１１：ＳＫ１８４１ 

第１８２図 遺構内出土遺物（２７）

第２章 調査の記録

―２６７―



０ ５ｃｍ 

１ 

１：ＳＫ１８４１ 

第１８３図 遺構内出土遺物（２８）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２６８―



１ 

２ 

３ 

４ ５ 

６ ７ ８ 

９ １０ １１ 

１２ １３ １４ 

０ １０ｃｍ 

１：ＳＮ４２　２：ＳＮ８８９　３～１４：ＳＤ１５２ 

第１８４図 遺構内出土遺物（２９）

第２章 調査の記録

―２６９―



１ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ 

１３ 

１４ １５ 

１６ １７ 
１８ 

１９ 

２０ 
０ ５ｃｍ １９・２０ 

０ １０ｃｍ １～１８ 

１～２０：ＳＤ１５２ 

第１８５図 遺構内出土遺物（３０）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２７０―



１ ２ ３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

０ ５ｃｍ １～３ 

０ １０ｃｍ 
４～８ 

１～８：ＳＤ１５２ 

第１８６図 遺構内出土遺物（３１）

第２章 調査の記録

―２７１―



１ 

２ 

３ ４ ５ 

６ ７ ８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ １３ １４ 

０ １０ｃｍ 

１・２：ＳＤ１５４　３～１４：ＳＤ１５５ 
第１８７図 遺構内出土遺物（３２）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２７２―



１ 
２ 

３ 
４ 

５ ６ 

７ 
８ ９ 

１０ 

０ ５ｃｍ 

１１ 
１２ 

１３ 

１４ 

０ ５ｃｍ 

１５ 

１６ １７ 

１８ 

０ １０ｃｍ 
１～９、１１～１３、１５～１８ 

１～１１：ＳＤ１５５　１２：ＳＤ１９４　１３：ＳＤ４００　１４：ＳＤ１５２　１５～１８：ＳＤ５０７ 

第１８８図 遺構内出土遺物（３３）

第２章 調査の記録

―２７３―



１ 
２ 

３ 

０ ５ｃｍ 

４ 

５ ６ ７ 

８ 

９ 

１０ 

０ １０ｃｍ 

１～３：ＳＤ５０８　４：ＳＤ６５２　５～１０：ＳＤ７７１ 

第１８９図 遺構内出土遺物（３４）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２７４―



１ ２ ３ 

４ ５ 
６ 

７ ８ 
９ 

１０ １１ 
１２ 

１３ 

０ １０ｃｍ 

１～５：ＳＤ１２５０　６：ＳＤ１４１０　７～１１：ＳＸ３４２　１２・１３：ＳＫＰ１４２ 

第１９０図 遺構内出土遺物（３５）

第２章 調査の記録

―２７５―



１ 

２ 

０ ５ｃｍ 

３ ４ 

５ ６ ７ 

８ ９ １０ 

０ １０ｃｍ 

１：ＳＫＰ２６５　２：ＳＫＰ７６２　３～１０：遺構外 

第１９１図 遺構内出土遺物（３６）・遺構外出土遺物（１）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２７６―



１ ２ ３ 

４ ５ ６ 

７ ８ ９ 

１０ １１ １２ 

１３ １４ 

０ １０ｃｍ 

第１９２図 遺構外出土遺物（２）

第２章 調査の記録

―２７７―



１ ２ 
３ 

４ ５ 
６ 

８ 

９ 

１０ 

７ 

１１ １２ １３ 

１４ １５ １６ 

０ １０ｃｍ 

第１９３図 遺構外出土遺物（３）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２７８―



１ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ 

８ 

９ １０ 

１１ １２ 

１３ １４ １５ 

１６ 

１７ 

１８ １９ 

２０ 

２１ 
２２ 

２３ 

２４ 

０ １０ｃｍ 

第１９４図 遺構外出土遺物（４）

第２章 調査の記録

―２７９―



１ 

２ 

３ ４ 

５ 

６ 

０ １０ｃｍ 

第１９５図 遺構外出土遺物（５）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２８０―



１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

０ １０ｃｍ １～６ 

７ ８ 

９ 

１０ 
１１ 

１２ 
１３ 

０ ５ｃｍ ７～１３ 

第１９６図 遺構外出土遺物（６）

第２章 調査の記録

―２８１―



１ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ 
８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 
１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 
１９ 

０ ５ｃｍ 

０ １０ｃｍ １６～１９ 

１～１５ 

第１９７図 遺構外出土遺物（７）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２８２―



１ 

２ 
３ 

４ 

５ 

６ 

０ １０ｃｍ 

第１９８図 遺構外出土遺物（８）

第２章 調査の記録

―２８３―



１ 

２ 

３ 

０ ５ｃｍ 

第１９９図 遺構外出土遺物（９）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２８４―



１２ 遺物（１）

ここでは鉄関連遺物以外の遺物を掲載した。中心となるのは、土師器と須恵器である。土師器には、

明らかな胎土のちがいがみられるため、観察表には「胎土の種類」という項目を設けた。

「胎土の種類」の分類基準は以下のとおりである。
坏・椀・皿

砂礫の混入が極めて少なく、内外面が滑らかなもの：Ａ類
Ａ１：薄手で明るい色調。 Ａ２：厚手で明るい色調。 Ａ３：厚手で暗い色調。１、２に比べやや滑度が劣るものもある。
砂礫の混入が比較的多く、表面にざらつきがあるもの：Ｂ類
Ｂ１：砂礫粒子が粗く、ざらつきが大きいもの。Ｂ２：砂礫粒子は細かいが、ざらつきがあるもの。Ｂ３：砂礫粒子は細かく、ざらつきが小さいもの。

坏・椀・皿以外の土師器

砂礫の混入が比較的多いもの：Ｃ類 砂礫の混入が少ないもの：Ｄ
残存量や摩滅などにより判断できなかったもの：×

※Ａ１は、胎土が非常に細かく、水簸によって得た素地を使用している可能性がある。焼成も非常に良い。Ａ２とＡ３は、形態や重量感に大きな差が認めら
れないため、色調のちがいは焼成や使用環境のちがいによるものと考えられる。

第３０表 遺物観察表（１）

挿図
番号 番号 種別 器種 出土位置 出土層位 特 徴 胎土の

種類
口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
指数

高径
指数 外傾度 図版

番号

１５６ １ 土師器 甕？ ＳＩ３２ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ × － ５．４（２．６） － － － －

１５６ ２ 土師器 坏 ＳＩ３９ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ × － ５．４（２．２） － － － －

１５６ ３ 土師器 坏 ＳＩ３９ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ × － ５．０（１．９） － － － －

１５６ ４ 須恵器 壺 ＳＩ３９・
ＳＮ４２・ＭＲ４７ 覆土 外面：ロクロナデ→ケズリ、内面：ロクロナデ※内面底部に付着物。 － － １０．８（１９．２） － － － ３７

１５６ ５ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※上から１５６－５、
１５６－６、１５６－９の順で重なった（伏せた）状態で出土。 Ａ２ １１．８ ５．６ ４．３ ０．４７ ３６．４ ３２．５° ３７

１５６ ６ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ １１．９ ５．６ ４．７ ０．４７ ３９．５ ２９° ３７

１５６ ７ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※内面は火災により
黒色化及び剥落。 Ａ２ １１．９ ５．５ ４．６ ０．４６ ３８．７ ２８．５° ３７

１５６ ８ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※外面被熱により剥
落。 Ａ２ １１．７ ５．４ ４．３ ０．４６ ３６．８ ２８° ３７

１５６ ９ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※内面は火災により
黒色化及び剥落。 Ａ２ １１．８ ６．１ ４．５ ０．５２ ３８．１ ２７° ３７

１５６ １０ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※内面は火災により
黒色化及び剥落。 Ａ２ １１．７ ５．７ ４．４ ０．４９ ３７．６ ３０° ３７

１５７ １ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※内面は火災により
黒色化。 Ａ２ １１．９ ５．４ ４．６ ０．４５ ３８．７ ２９．５° ３７

１５７ ２ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １２．３ ６．０ ４．５ ０．４９ ３６．６ ３１° －

１５７ ３ 土師器 坏 ＳＩ５０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．７ ５．６（４．８） － － － ３８

１５７ ４ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※内面中央部は火災
により黒色化。 Ａ２ １２．１ ５．２ ４．６ ０．４３ ３８．０ ３１° ３７

１５７ ５ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※内面は火災により
黒色化及び剥落。口縁にタール状物質付着。 Ａ３ １２．６ ５．４ ５．１ ０．４３ ４０．５ ２８．５° ３７

１５７ ６ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※内面には火災によ
る剥離あり。 Ａ２ １１．９ ５．６ ４．７ ０．４７ ３９．５ ２８．５° ３８

１５７ ７ 土師器 坏 ＳＩ５０ 床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ Ａ２ １１．９ ５．６ ４．７ ０．４８ ３８．８ ３０° ３７

１５８ １ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ １４．０ ７．７（１４．４） － － － ３７

１５８ ２ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※内面は火災により
黒色化。 Ａ２ ９．２ ５．８ ８．６ － － － ３７

１５８ ３ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ナデ？→ケズリ、内面：ナデ？ Ｃ １２．８ ７．０ １３．０ － － － ３７

１５８ ４ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※砂礫多 Ｄ １５．４ －（１１．６） － － － ３８

１５８ ５ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※内面剥落 Ｄ ２５．６ －（１６．２） － － － ３８

１５８ ６ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※内面剥落 Ｄ ２０．４ －（１０．７） － － － ３８

１５８ ７ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※礫多 Ｄ １２．５ － （７．７） － － － ３８

１５８ ８ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ケズリ、内面：不明 Ｃ － ７．６（４．３） － － － ３８

１５８ ９ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｄ － ７．７（３．９） － － － ３８

１５８ １０ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面剥落 Ｄ － ６．８（５．３） － － － －

１５８ １１ 土師器 甕 ＳＩ５０ カマド床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｄ － ７．８（２．３） － － － －

１５９ １ 須恵器 壺 ＳＩ５０ 覆土 外面：ロクロナデ→ケズリ、内面：ロクロナデ ※最大径１５．６㎝ － １０．８ ９．６ ２４．５ － － － ３８

１５９ ２ 須恵器 壺 ＳＩ５０ 覆土 外面：ロクロナデ→ケズリ、内面：ロクロナデ ※最大径１９．５㎝ － － １０．４（１６．８） － － －

１５９ ２ 須恵器 壺 ＳＩ５０ 覆土 ３８

１５９ ３ ＲＱ 砥石 ＳＩ５０ 覆土 多数の研ぎ面に、作業中に生じた傷多数あり。※被熱部分と非被熱部分
の接合資料。 長さ：（１２．９）㎝、幅：（６．０）㎝、厚さ：（５．３）㎝ ４８

１５９ ４ ＲＱ 砥石 ＳＩ５０ 覆土 多数の研ぎ面に、作業中に生じた傷多数あり。※被熱部分と非被熱部分
の接合資料。 長さ：（６．６）㎝、幅：（４．８）㎝、厚さ：（４．１）㎝ ４８

１６０ １ 土師器 甕 ＳＩ５１ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｄ － ８．１（６．１） － － － －

１６０ ２ 土師器 坏 ＳＩ９９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １１．８ ４．３ ４．５ ０．３６ ３８．１ ３０．５° ３８

１６０ ３ 土師器 坏 ＳＩ９９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １２．８ ５．６ ４．７ ０．４４ ３６．７ ３５° ３８

１６０ ４ 土師器 坏 ＳＩ９９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ － ５．０（２．９） － － － －

１６０ ５ 土師器 坏 ＳＩ９９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １２．２ ５．２（５．２） － － － ３８

１６０ ６ 土師器 甕 ＳＩ９９ 床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※底面丸み帯びる。砂多。 Ｃ － ６．６ ５．５ － － － －

１６０ ７ 土師器 甕 ＳＩ９９ 床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：不明 ※砂礫多 Ｃ － ６．６（２．９） － － － －

１６０ ８ 土師器 甕 ＳＩ９９ カマド付近 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ Ｃ ２１．６ －（１２．５） － － － －

１６０ ９ 土師器 甕 ＳＩ９９ 床面 外面：ケズリ、内面：不明（接合痕あり）、底面：不明 Ｃ － １４．４ ７．７ － － － －

１６０ １０ 土師器 坏 ＳＩ１００ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ － ５．８（２．０） － － － －

１６０ １１ 土師器 甕 ＳＩ１００ 床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※砂礫多 Ｃ ２３．６ －（１１．６） － － － ３９

１６１ １ 土師器 坏 ＳＩ１２２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ １３．７ ６．６（５．３） － － － ３９

１６１ ２ 土師器 甕 ＳＩ１２２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｄ － ６．６ ５．３ － － － －

１６１ ３ 土師器 坏 ＳＩ１２２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※風化気味 × １２．２ ５．５（５．０） － － － ３９

１６１ ４ 土師器 坏 ＳＩ１２７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ － ４．４（３．７） － － － －

１６１ ５ 土師器 坏 ＳＩ１２７ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※摩滅 × １２．６ ４．４（４．９） － － － －

第２章 調査の記録
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第３１表 遺物観察表（２）

挿図
番号 番号 種別 器種 出土位置 出土層位 特 徴 胎土の

種類
口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
指数

高径
指数 外傾度 図版

番号

１６１ ６ 土師器 甕 ＳＩ１２７ カマド
ピット 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｄ ２１．０ － （８．７） － － － ４０

１６１ ７ 土師器 甕 ＳＩ１２７ 覆土 外面：ケズリ Ｃ － ９．２（４．６） － － － －

１６１ ８ 土師器 甕 ＳＩ１２７ 覆土 外面：ケズリ、内面：ナデ Ｃ － ９．６（６．２） － － － －

１６１ ９ ＲＱ 砥石 ＳＩ１２７ 覆土 多数の研ぎ面に、作業中に生じた傷多数あり。 長さ：（１３．５）㎝、幅：（５．１）㎝、厚さ：（４．３）㎝ ４８

１６２ １ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面に付着物あ
り。風化気味。 Ｂ２ １２．３ ５．０ ４．０ ０．４１ ３２．５ ３５° ３９

１６２ ２ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※薄手で軽い。 Ｂ３ １２．４ ５．４（４．１） － － － ３９

１６２ ３ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※薄手で軽い。 Ｂ３ １２．４ ５．３ ４．３ ０．４３ ３４．７ ３２．５° ３９

１６２ ４ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※薄手で軽い。 Ｂ２ １１．７ ４．３ ４．８ ０．４１ ３６．８ ２８° ３９

１６２ ５ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※薄手で軽い。 Ｂ３ １２．８ ５．４ ４．９ ３９

１６２ ６ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※砂礫多、風化気
味。 Ｂ３ １１．８ ５．２ ４．３ ０．４４ ３６．４ ３３．５° ３９

１６２ ７ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ１ １１．９ ５．６ ４．５ ３９

１６２ ８ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※薄手で軽い。 Ｂ１ １１．９ ４．９ ３．９ ０．４１ ３２．８ ３９° ３９

１６２ ９ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ １１．７ ６．０（４．４） － － － －

１６２ １０ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面に付着物あ
り。薄手で軽い。風化気味。 Ｂ３ １２．２ ６．６（４．４） － － － －

１６２ １１ 土師器 坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ｂ３ １２．５ ５．７ ６．５ ０．４６ ５２ １７．５° ３９

１６２ １２ 土師器 高台坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※１３と胎土類似 Ｂ２ １６．６ － （５．４） － － － ３９

１６２ １３ 土師器 高台坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※１２と胎土類似 Ｂ２ １５．０ ６．４ ６．３ ０．４３ ４２ ３５° ３９

１６２ １４ 土師器 高台坏 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ、内面：不明 Ｂ３ １４．６ ７．６（７．３） － － － ３９

１６２ １５ 土師器 坏？ ＳＩ１２９ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ 底面：摩滅 ※内外面タール状
物質付着。 × － ５．２（２．３） － － － －

１６３ １ 土師器 甕 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※礫多 Ｃ ２３．０ － （８．８） － － － ３９

１６３ ２ 土師器 甕 ＳＩ１２９ 床面 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※砂多 Ｃ １８．８ － （８．０） － － － ３９

１６３ ３ 土師器 甕 ＳＩ１２９ 覆土 外面：ナデ、内面：ナデ？ Ｄ － － ４．５ － － － －

１６３ ４ 土師器 甕 ＳＩ１２９ 床面 外面：ケズリ ※礫多 Ｃ － ７．７（７．７） － － － －

１６３ ５ 須恵器 甕？ ＳＩ１２９ 床面 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 ※外面に自然釉 － － － － － － － －

１６３ ６ 石器 たたき石 ＳＩ１２９ 床面 全面に被熱による剥離、末端部には敲打痕あり。 長さ：９．７㎝、幅：５．７㎝、厚さ：５．１㎝ ４８

１６４ １ 石器 砥石？ ＳＩ１３１ 覆土 ４つの平らな作業面あり。 長さ：９．０㎝、幅：６．５㎝、厚さ６．０㎝ ４８

１６４ ２ 土師器 甕 ＳＩ１３２ カマド付近 外面：ヨコナデ Ｄ ２１．６ － （９．３） － － － ３９

１６４ ３ 土師器 甕 ＳＩ１３３ カマド付近 外面：ケズリ ※接合痕あり。ＳＩ５０出土甕（１５８－３）と類似。 Ｄ １９．０ －（１０．１） － － － －

１６４ ４ 土師器 坏 ＳＩ１３３ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．６（２．６） － － － －

１６４ ５ 須恵器 甕 ＳＩ１３９ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 － － － － － － － －

１６４ ６ 土師器 坏 ＳＩ１４５ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ底面：摩滅 ※内面被熱 Ｂ１ １２．９ ６．２（４．５） － － － ４０

１６４ ７ 土師器 坏 ＳＩ１４５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １３．２ ５．６（５．７） － － － ４０

１６４ ８ 土師器 椀？ ＳＩ１４５ 覆土 内面：ミガキ→黒色処理 Ｂ１ － ５．４（４．６） － － － －

１６４ ９ 土師器 甕 ＳＩ１４５ カマド付近 外面：ケズリ、底面：砂微量付着 × － ９．０（１．４） － － － －

１６５ １ 土師器 坏 ＳＩ１５１ カマド付近 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※カマド付近出土 Ｂ２ － ４．４（２．３） － － － －

１６５ ２ 土師器 坏 ＳＩ１５３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ １１．６ ５．４ ４．２ ０．４７ ３６．２ ３１．５° ４０

１６５ ３ 土師器 坏 ＳＩ１５３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．８ ６．０（３．８） － － － －

１６５ ４ 土師器 坏 ＳＩ１５３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ － ５．６（４．１） － － － －

１６５ ５ 土師器 坏 ＳＩ１５３ カマド付近 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ － ６．０（４．４） － － － －

１６５ ６ 土師器 椀 ＳＩ１５３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ２ １７．３ － （７．６） － － － ４０

１６５ ７ 土師器 椀 ＳＩ１５３ 覆土 高台部分 外面：ロクロ→回転糸切り→高台、内面：摩滅 Ａ２ － － （３．３） － － － －

１６５ ８ 土師器 甕 ＳＩ１５３ 覆土 外面：ケズリ、内面：ロクロナデ ※Ａ１胎土に類似。 Ｄ － ７．０（７．０） － － － －

１６５ ９ 土師器 高台皿 ＳＩ１５３ 覆土 内面：ナデ、底部： Ａ３ － ３．７（２．４） － － － ４０

１６５ １０ 須恵器 甕 ＳＩ１５３ 覆土 外面：タタキ目 － － － － － － － －

１６６ １ 土師器 坏 ＳＩ４１０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １２．６ ４．８（４．６） － － － ４０

１６６ ２ 土師器 甕 ＳＩ４１０ カマド付近 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※底面に焼成時？
に伴う付着物あり。 Ｃ － ７．１（３．１） － － － －

１６６ ３ 土師器 甕 ＳＩ４２０ 覆土 外面：ナデ、内面：ナデ ※礫やや多 Ｃ － ８．８（１０．２） － － － －

１６６ ４ 土師器 長胴甕 ＳＩ４２０ 覆土 外面：タタキ目 ※外面にタール状物質付着。 Ｃ － － － － － － －

１６６ ５ 土師器 坏 ＳＩ５００ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ １０．４ ５．０（４．７） － － － －

１６６ ６ 土師器 坏 ＳＩ５００ カマド付近 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．６（３．５） － － － －

１６６ ７ 土師器 坏 ＳＩ６５３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １２．４ ５．８（４．７） － － － －

１６６ ８ 土師器 坏 ＳＩ６５３ カマド付近 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １３．０ ６．０（５．０） － － － ４０

１６６ ９ 土師器 坏 ＳＩ６５３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １１．８ ６．４ ４．８ ０．５４ ４０．７ ２６．５° ４０

１６６ １０ 土師器 高台坏 ＳＩ６５３ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※外面被熱剥落 Ｂ１ １２．２ ５．２（５．７） － － － ４０

１６６ １１ 須恵器 壺 ＳＩ６５３ 覆土 外面：ナデ、内面：ロクロナデ － － １１．０（３．７） － － － －

１６６ １２ 土師器 甕 ＳＩ６５３ 覆土 外面：ケズリ、内面：ナデ ※底面砂少量付着 Ｃ － １０．０（１０．４） － － － －

１６７ １ 土師器 坏 ＳＩ６９９ カマド付近 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※カマド出土 Ａ２ １１．３ ５．１（４．４） － － － ４０

１６７ ２ 土師器 坏 ＳＩ６９９ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※底面摩滅 Ａ３ － ５．４（３．１） － － － －

１６７ ３ 土師器 坏 ＳＩ６９９ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※底面摩滅 Ａ２ － ５．４（３．６） － － － －

１６７ ４ 土師器 坏 ＳＩ６９９ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ × ９．２ ５．０（２．３） － － － －

１６７ ５ 土師器 鍋 ＳＩ６９９ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ナデ ※Ｂ１に胎土類似。 Ｄ ３３．０ －（１０．８） － － － ４０

１６７ ６ 土師器 長胴甕 ＳＩ６９９ 覆土 外面：タタキ目 ※礫多 Ｃ － － － － － － －

１６７ ７ 土師器 坏 ＳＩ７６４ カマド付近 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ － （５．２）（２．９） － － － －

１６７ ８ 土師器 甕 ＳＩ７６４ カマド付近 外面：ケズリ、内面：ナデ ※頸部に指頭痕。 Ｄ － － － － － － －

１６７ ９ 土師器 甕 ＳＩ７６４ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ナデ Ｃ － － － － － － －

１６７ １０ 土師器 坏 ＳＩ７６５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３？（１１．２）（４．４）４．９ － － － －

１６７ １１ 土師器 坏 ＳＩ７６５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２？（１１．６）５．２ ４．１ － － － －

１６８ １ 土師器 坏 ＳＩ７７７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ （１１．２）４．０ ４．７ － － － ４０

１６８ ２ 土師器 坏 ＳＩ７７７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ （１２．２）５．６ ４．０ － － － ４０

１６８ ３ 土師器 坏 ＳＩ７７７ カマド付近 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 Ｂ２ （１２．７）６．４ ４．９ － － － ４０

１６８ ４ 土師器 坏 ＳＩ７７７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １２．６ ４．８（４．６） － － － －

１６８ ５ 土師器 坏 ＳＩ７７７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １５．６（５．３） － － － － －

１６８ ６ 土師器 甕？ ＳＩ７７７ 覆土 ※内面中央部に未貫通孔。 × － －（１．８） － － － －

１６８ ７ 土師器 甕 ＳＩ７７７ カマド付近 外面：不明、内面：ナデ ※接合痕あり。 Ｃ １５．０ －（９．０） － － － ４１

１６８ ８ 土師器 甕 ＳＩ７７７ 覆土 外面：ケズリ、内面：不明 Ｃ － ５．２（２．９） － － － －

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２８６―



第３２表 遺物観察表（３）

挿図
番号 番号 種別 器種 出土位置 出土層位 特 徴 胎土の

種類
口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
指数

高径
指数 外傾度 図版

番号

１６８ ９ 土師器 鉢？ ＳＩ７７７ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※砂礫やや多 Ｃ ４２．０ － （５．７） － － － ４１

１６９ １ 須恵器 甕？ ＳＩ７７７ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具→ナデ － － － － － － － －

１６９ ２ 須恵器 壺？ ＳＩ７７７ 覆土 外面：タタキ目、内面：ナデ － － － － － － － －

１６９ ３ 須恵器 ＳＩ７７７ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ － － － － － － － －

１６９ ４ 須恵器 ＳＩ７７７ ＳＫ０４ 外面：ナデ、内面：ロクロナデ － － ９．４（３．４） － － － －

１６９ ５ 土師器 坏 ＳＩ１０００・
１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ １１．８ ４．８ ５．４ － － － ４１

１６９ ６ 土師器 坏 ＳＩ１０００ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色 Ｂ３？ １０．８ ５．０（４．８） － － － －

１６９ ７ 土師器 高台坏？ ＳＩ１０００・
１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － － （２．０） － － － －

１６９ ８ 土師器 耳皿 ＳＩ１０００・
１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 ※全体的に摩滅。 Ａ２ － ４．８（３．８） － － － －

１７０ １ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 ※全体的に摩滅。 Ａ２？ １１．９ ５．３（４．４） － － － －

１７０ ２ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ １１．５ ５．４（４．４） － － － －

１７０ ３ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ カマド付近 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ １１．６ ５．８ ４．１ ０．５ ３５．３ ３１° ４１

１７０ ４ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．７ ５．６（４．２） － － － －

１７０ ５ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １２．４ ５．８（４．５） － － － －

１７０ ６ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ ＳＫ０１ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ １２．０ ５．４（４．２） － － － ４１

１７０ ７ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ ＲＰ１ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．８ ５．６ ４．３ ０．４７ ３６．４ ３２．５° ４１

１７０ ８ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※全体的に摩滅。 Ａ３ － ５．４（３．８） － － － －

１７０ ９ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※全体的に摩滅。 Ａ３ １０．１ ５．６（３．４） － － － －

１７０ １０ 土師器 坏 ＳＩ１４５６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※全体的に摩滅。 Ａ１ ０．０ ５．６（４．０） － － － －

１７０ １１ 土師器 坏？ ＳＩ１４５６ 覆土 外面：不明、内面：ロクロ、底面：回転糸切り Ａ２ － － （３．４） － － － －

１７０ １２ 土師器 皿 ＳＩ１０００・
１４５６ 覆土 外面：ロクロ、内面：不明、 ※全体的に摩滅。 Ａ２？ １１．９ － （２．３） － － － ４１

１７０ １３ 土師器 甕 ＳＩ１４５６ カマド付近 外面：ハケ目、内面：ハケ目 Ｃ １６．０ －（１１．８） － － － ４１

１７０ １４ 須恵器 甕 ＳＩ１４５６ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具 － － － － － － － －

１７０ １５ 須恵器 甕 ＳＩ１４５６ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具 － － － － － － － －

１７０ １６ ＲＱ 石斧 ＳＩ１４５６ 覆土 刃部に擦痕。 石質：凝灰質砂岩？ 長さ：（２．４）、幅：（３．２）、厚さ：（１．７）、単位㎝
１０．１�

１７１ １ 土師器 坏 ＳＩ１６５０ Ｐ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ １１．８ ４．２ ４．３ ０．３６ ３６．４ ３３° ４１

１７１ ２ 土師器 坏 ＳＩ１６５０ Ｐ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ １２．０ ５．６ ４．５ ０．４７ ３７．５ ３１° ４１

１７１ ３ 土師器 坏 ＳＩ１６５０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※全体的に摩滅。 Ａ１ － ５．８（４．１） － － － －

１７１ ４ 土師器 坏 ＳＩ１６５０ Ｐ４ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．２（３．１） － － － －

１７１ ５ 土師器 坏 ＳＩ１６５０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ １２．８ － （４．６） － － － ４１

１７１ ６ 土師器 坏 ＳＩ１７２３ カマド床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※礫多 Ｂ２ １２．４ ５．８（４．５） － － － ４１

１７１ ７ 土師器 坏 ＳＩ１７２３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※胎土・作り９に
似る。 Ａ３ １２．２ ５．６（４．５） － － － ４１

１７１ ８ 土師器 坏 ＳＩ１７２３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ３ － ５．４（３．５） － － － －

１７１ ９ 土師器 坏 ＳＩ１７２３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．６（３．１） － － － －

１７１ １０ 土師器 坏 ＳＩ１７２３ 覆土 外面：不明、内面：ロクロナデ、底面：回転糸切り ※胎土・つくり１１
に似る。 Ａ２ － ５．８（２．４） － － － －

１７１ １１ 土師器 坏 ＳＩ１７２３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．６（２．４） － － － －

１７１ １２ 土師器 坏 ＳＩ１７２３ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 ※全体的に摩滅。 Ｂ３ － ５．６（２．４） － － － －

１７１ １３ 土師器 坏 ＳＩ１７２３ カマド床面 内外面：不明 ※内面に付着物、胎土砂がち Ｂ３ － ５．２（１．７） － － － －

１７１ １４ 土師器 甕 ＳＩ１７２３ カマド床面 内外面：不明 ※内面剥落気味 ＳＩ５０甕（１５８－３）と胎土・つくり
が類似。 Ｄ １３．２ － （５．３） － － － ４１

１７１ １５ 土師器 甕 ＳＩ１７２３ カマド床面 外面：ケズリ、内面：不明、 ※底部に起伏 １７１－１４と同一個体。 Ｄ － ７．６（７．１） － － － －

１７２ １ 土師器 坏 ＳＩ１７５５ カマド南側
床面

外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※下半部表面剥
落、１７１－１・２・３隣接して出土。 × １１．７ ４．８ ５．１ ０．４１ ４３．６ ２３．５° ４２

１７２ ２ 土師器 坏 ＳＩ１７５５ カマド南側
床面

外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※表面剥落・摩
滅。１７１－３と重なった状態で出土（３が上）。 Ｂ３ １２．５（４．９～ ５．１ － － － ４２

１７２ ３ 土師器 坏 ＳＩ１７５５ カマド南側
床面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※下半部表面剥落 Ｂ３ １２．０ ５．７ ４．９ － － － ４２

１７２ ４ 土師器 甕 ＳＩ１７５５ 覆土 外面：ケズリ、内面：ナデ Ｄ － ９．０（９．８） － － － －

１７２ ５ 土師器 甕 ＳＩ１７８２ ＰＩＴ 外面：ケズリ、内面：ナデ Ｃ ２４．７ －（１５．２） － － － －

１７２ ６ 土師器 甕 ＳＩ１７８２ カマド付近 外面：ロクロ→ケズリ、内面：ナデ ※内面剥落気味 Ｄ ２１．６ －（１３．０） － － － ４２

１７２ ７ 須恵器 転用硯 ＳＩ１７８２ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 ※外面自然釉薬、内面墨痕 － － － － － － － ４２

１７２ ８ 土師器 坏 ＳＩ１２８ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ １２．３ ５．８ ４．１ ０．４７ ３３．３ ３１° －

１７２ ９ ＲＱ 石鏃 ＳＩ１８０ 覆土 凸基有茎鏃 基部にアスファルト付着。 石質：珪質頁岩 長さ：４．０、幅：１．７、厚さ：０．６㎝、２５．５� ４８

１７２ １０ 土師器 甕 ＳＩ１８０ カマド付近 外面：ケズリ、内面：ナデ ※砂礫多 Ｃ （２５．５） －（１８．６） － － － ４２

１７３ １ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ １１．７ ５．７（４．４） － － － ４２

１７３ ２ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※３と類似。 Ａ３ １２．１ ５．７ ４．４ ０．４７ ３６．４ ３１．５° ４２

１７３ ３ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．６ ６．１（４．６） － － － ４２

１７３ ４ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １２．０ ５．７（４．６） － － － －

１７３ ５ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．８ ５．６ ４．１ ０．４７ ３４．７ ２８．５ ４２

１７３ ６ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※外面に摩滅。 Ａ１ １１．７ ５．４（４．５） － － － ４２

１７３ ７ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．１ ５．５ ４．６ － － － ４２

１７３ ８ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※やや摩滅気味。 Ａ１ １１．６ ５．５（４．２） － － － －

１７３ ９ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ － ５．６（４．４） － － － ４２

１７３ １０ 土師器 坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 Ａ３ １１．７ ５．４（４．２） － － － －

１７３ １１ 土師器 高台坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り→高台、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒
色処理 Ａ３ １０．５ ７．１ ５．３ ０．６８ ５０．５ ２３．５ ４２

１７３ １２ 土師器 高台坏 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り→高台、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒
色処理 Ａ３ １０．７ ６．４（５．４） － － － ４３

１７３ １３ 土師器 耳皿 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ × ９．３ ５．０（３．２） － － － ４３

１７３ １４ 土師器 耳皿 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ ９．２ ４．８（３．６） － － － ４３

１７４ １ 須恵器 壺 ＳＫＩ２７３ 覆土 外面：タタキ目、内面：（口縁部）ロクロナデ、（胴部）アテ具 ※最
大径（４６．４）㎝ － （２２．０） －（２３．２） － － － ４３

１７４ ２ 須恵器 壺 ＳＫＩ２７３・
６１０ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 － － －（１７．３） － － － －

１７４ ３ ＲＱ 石帯 ＳＫＩ２７３ 覆土 巡方 長さ：（４．４）、幅：（２．０）、厚さ：０．９㎝ －

１７５ １ 土師器 坏 ＳＫＩ３５０ 底面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※１７５－２の上に
被る。 Ａ１ １２．１ ６．０ ４．６ ０．５０ ３８．０ ２３．５° ４３

１７５ ２ 土師器 坏 ＳＫＩ３５０ 底面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※やや摩滅気味。 Ａ１ １２．０ ５．４ ４．６ ０．４５ ３８．３ ２７° ４３
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第３３表 遺物観察表（４）

挿図
番号 番号 種別 器種 出土位置 出土層位 特 徴 胎土の

種類
口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
指数

高径
指数 外傾度 図版

番号

１７５ ３ 土師器 耳皿 ＳＫＩ６１０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※やや摩滅気味。 × １０．２ ４．６ ３．２ － － － ４３

１７５ ４ 土師器 高台 ＳＫＩ６１０ 内面：ミガキ→黒色処理、底面：回転糸切り Ａ１ － ９．２（３．０） － － － －

１７５ ５ 土師器 坏 ＳＫＩ８８８ 底面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面タール状物
質付着、軽い。１７５－５・６・８一括遺物（６を中心に直径３０㎝以内）。 Ｂ２ １２．４ ４．８（４．３） － － － ４３

１７５ ６ 土師器 坏 ＳＫＩ８８８ 底面 内面：ミガキ→黒色処理、底面：回転糸切り Ｂ２ １２．７ ５．７ ４．７ ０．４５ ３７．０ ３２° ４３

１７５ ７ 須恵器 転用硯 ＳＫＩ８８８ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕→墨痕 － － － － － － － ４３

１７５ ８ 土師器 坏 ＳＫＩ８８８ 底面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．４（３．１） － － －

１７５ ９ 須恵器 壺 ＳＫＩ１０９８ Ｐ１覆土
（埋納） 外面：ロクロナデ→ケズリ、内面：不明 ※最大径１６．３㎝ － － ８．８ １７．２ － － － ４３

１７５ １０ 須恵器 壺 ＳＫＩ２０６６ Ｐ１２覆土 外面：ケズリ、内面：ロクロナデ － － １０．８（８．６） － － － －

１７５ １１ 須恵器 甕？ ＳＩ１４５６ 床面 外面：タタキ目 － － － － － － － －

１７５ １２ 須恵器 甕？ ＳＩ１４５６ 床面 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 － － － － － － － －

１７６ １ 土師器 甕 ＳＫ１ 覆土 外面：ケズリ ※つくり－２雑 礫多 Ｃ （９．７）７．０（３．０） － － － －

１７６ ２ 土師器 甕 ＳＫ２ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※口縁部比熱、炭化物付着 Ｃ （１３．４） － （７．５） － － － ４３

１７６ ３ 土師器 坏 ＳＫ９８ 覆土 外面：ロクロ、内面：不明、底面：回転糸切り Ｂ２ － ４．８（１．７） － － － －

１７６ ４ 土師器 不明 ＳＫ９８ 覆土 口縁平坦 × － － － － － － －

１７６ ５ 土師器 坏 ＳＫ１４０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － （６．０）（４．４） － － － －

１７６ ６ 土師器 台付坏 ＳＫ１４０ 覆土 外面：ロクロ→回転糸切り→高台、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処
理 Ａ２ （１０．２）７．０（５．２） － － － ４４

１７６ ７ 土師器 甕 ＳＫ１６０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｃ （１０．５）５．６（５．０） － － － －

１７６ ８ 土師器 坏 ＳＫ１６０ 覆土 外面：ロクロ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ２ （１０．８）（５．６）（４．５５） － － － －

１７６ ９ 土師器 台付坏 ＳＫ１６０ 覆土 外面：ロクロ→回転糸切り→高台、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処
理 × － ５．３（２．９） － － － －

１７６ １０ 土師器 耳皿 ＳＫ１６０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ × （９．０）５．０（３．４） － － － ４４

１７６ １１ 土師器 甕 ＳＫ１６０ 覆土 外面：ロクロ、内面：ロクロ→ハケ目 Ｄ （２１．４） －（１４．７） － － － －

１７６ １２ 須恵器 壺 ＳＫ１６０ 覆土 外面：ハケ目、内面：ロクロナデ→ハケ目 － － － － － － － －

１７７ １ 土師器 甕 ＳＫ１８６ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※表面摩滅気味 Ｃ （１１．０） － （６．７） － － － ４４

１７７ ２ 土師器 坏 ＳＫ１９７ａ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面底部中央付
近に盛り上がりあり。 Ａ２ （１１．４）（４．６）（５．５） － － － ４４

１７７ ３ 土師器 坏 ＳＫ１９７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※口縁付近タール
状物質付着 Ａ３ （１１．８）（５．４）（４．６） － － － －

１７７ ４ 土師器 坏 ＳＫ１９７ｂ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※やや摩滅 Ａ２ （１０．９）５．４（３．８） － － － －

１７７ ５ 土師器 坏 ＳＫ１９７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．４（３．２） － － － －

１７７ ６ 土師器 坏 ＳＫ１９７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．０（２．５） － － － －

１７７ ７ 土師器 坏 ＳＫ１９７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ － （５．４）（２．２） － － － －

１７７ ８ 土師器 坏 ＳＫ１９７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － －

１７７ ９ 土師器 耳皿 ＳＫ１９７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅 × ９．８ ４．４（３．２５） － － － ４４

１７７ １０ 土師器 甕 ＳＫ２０１ 覆土 外面：ケズリ Ｃ － （５．８）（５．１） － － － －

１７７ １１ 土師器 坏 ＳＫ２０６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ × － ５．４（１．０） － － － －

１７７ １２ 土師器 坏 ＳＫ２０９ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ × － ４．４（１．６） － － － －

１７７ １３ 須恵器 甕？ ＳＫ２０９ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 － － － － － － － －

１７８ １ 石 鉄床石 ＳＫ２０９ 底面 ※鉄付着部分あり 被熱 長さ：（１１．５）、幅１６．６、（厚さ）１０．３㎝ ４４

１７８ ２ 土師器 坏 ＳＫ２２６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ １２．５ ５．６ ５．０ ０．４５ ４．１７ ２７．５° ４４

１７８ ３ 土師器 坏 ＳＫ２６８ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － ４４

１７８ ４ 須恵器 甕？ ＳＫ２６８ 覆土 外面：ロクロナデ→ハケ目、内面：ロクロナデ － － － － － － － －

１７９ １ 須恵器 甕？ ＳＫＳ３０７ 覆土 外面：タタキ目、内面：不明 － － － － － － － －

１７９ ２ 土師器 坏 ＳＫ４１２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１２．０）（５．６）（４．８） － － － ４４

１７９ ３ 土師器 甕？ ＳＫ４１２ 覆土 ※礫多 Ｃ － ５．２（１．９） － － － －

１７９ ４ 須恵器 ＳＫ４１６ － － － － － － － －

１７９ ５ 土師器 坏 ＳＫ４１７ 底面 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．６ ５．４ ４．０５ ０．４７ ３４．９ ３３° －

１７９ ６ 土師器 坏 ＳＫ４１７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．６（２．３） － － － －

１７９ ７ 土師器 坏 ＳＫ４１７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．６（２．２） － － － －

１７９ ８ 須恵器 ＳＫ４１７ｃ － － － － － － － －

１７９ ９ 須恵器 壺 ＳＫ４１７ 覆土 外面：ケズリ、内面：ナデ ※最大径（２４）㎝ － －（１３．０）（１４．０） － － － －

１７９ １０ 土師器 坏 ＳＫ４１９ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※底部中央付近に
貫通孔あり。 Ａ２ － ５．４（３．２） － － － －

１７９ １１ 土師器 坏 ＳＫ４１９ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．２（３．４） － － － －

１７９ １２ 土師器 坏 ＳＫ４９２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※礫多 Ｂ２ １３．３ ４．４ ５．２ ０．３３ ３９．１ ３５．５° －

１７９ １３ 土師器 坏 ＳＫ４９３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．２（２．５） － － － －

１７９ １４ 土師器 坏 ＳＫ５０２ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底部：摩滅 Ｂ２ － （５．２）（４．３） － － － －

１８０ １ 須恵器 甕？ ＳＫ６９６ 覆土 外面：ケズリ、内面：ナデ － － － － － － － －

１８０ ２ 土師器 坏 ＳＫ７０１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面と外面の一
部にタール状物質付着。 Ａ２ １１．５ ５．５ ３．９５ ０．４８ ３４．３ ３２° ４４

１８０ ３ 土師器 坏 ＳＫ７０１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１２．１）５．６（４．５） － － － ４４

１８０ ４ 土師器 坏 ＳＫ７０１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．２（４．１） － － － －

１８０ ５ 土師器 坏 ＳＫ７０１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．４（３．０） － － － －

１８０ ６ 土師器 坏 ＳＫ７６７ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 × － ５．０（２．４） － － － －

１８０ ７ 土玉 － ＳＫ７６７ 覆土 φ１．１㎝、厚さ１．１㎝ ４４

１８０ ８ 土師器 甕 ＳＫ７６７ 覆土 内面：ナデ Ｄ １７．２ － （６．１） － － － －

１８０ ９ 土師器 坏 ＳＫ７６８ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ １１．９ ５．２ ５．０ ０．４４ ４２．０ ２３° ４５

１８０ １０ 土師器 坏 ＳＫ７６８ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．４（２．７） － － － －

１８０ １１ 須恵器 甕？ ＳＫ７６８ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 － － － － － － － －

１８０ １２ 土師器 坏 ＳＫ９３３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．６）５．７（５．１） － － － －

１８０ １３ 土師器 甕 ＳＫ９３３ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｃ －（７．４）（２．４） － － － －

１８０ １４ 土師器 坏 ＳＫ１０２３ 覆土 内面：ミガキ→黒色処理 Ｂ３ － ５．８（２．４） － － － －

１８０ １５ 土師器 坏 ＳＫ１０２３・
１０２５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※ＳＫ１０２５含む。 Ｂ３ （１１．３）４．０（４．８） － － － ４５

１８０ １６ 土師器 台付坏 ＳＫ１２５７ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 底面：回転
糸切り→台 Ａ３ （１５．７）（９．２）（８．４５） － － － ４５

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２８８―



第３４表 遺物観察表（５）

挿図
番号 番号 種別 器種 出土位置 出土層位 特 徴 胎土の

種類
口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
指数

高径
指数 外傾度 図版

番号

１８１ １ 土師器 坏 ＳＫ１４４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ２ （１１．６）４．３（４．５） － － － ４５

１８１ ２ 土師器 耳皿 ＳＫ１６５４ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅気味 × （１０．６）５．０（２．７） － － － ４５

１８１ ３ 土師器 坏 ＳＫ１６５５・
１６５６ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１１．９）５．２（４．６） － － － ４５

１８１ ４ 土師器 坏 ＳＫ１６５６ ＲＰ２ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１１．６）５．６（４．８） － － － ４５

１８１ ５ 土師器 坏 ＳＫ１７０１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ × ６．７ ４．７（１．２） － － － ４５

１８１ ６ 須恵器 甕？ ＳＫ１７０２ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 － － － － － － － －

１８１ ７ 土師器 坏 ＳＫ１７６６ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１８１ ８ 土師器 坏 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ １２．１ ６．１（４．３） － － － －

１８１ ９ 土師器 坏 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １２．０ ５．６（４．５） － － － －

１８１ １０ 土師器 坏 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １２．２（６．１）（４．３） － － － ４０

１８２ １ 土師器 坏 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅 × １１．４ ５．５ ４．３ ０．４８ ３７．７ ２４．５° ４０

１８２ ２ 土師器 坏 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ １２．０ ６．１（４．７） － － － ４０

１８２ ３ 土師器 坏 ＳＫ１８４１ 覆土
外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面と表面の一
部にタール状物質付着。口縁の一部に打ち欠き部（タール状物質付着、
注ぎ口か）。

Ａ３ １２．５ ５．８ ４．９ ０．４６ ３９．２ ２９．５° －

１８２ ４ 土師器 坏 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．７（２．０） － － － －

１８２ ５ 土師器 坏 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※表面の一部剥
落。 Ａ１ － ５．０（３．１） － － － －

１８２ ６ 土師器 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅気味 Ａ３ （１１．２）５．２（４．１） － － － －

１８２ ７ 土師器 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※外面風化気味 × － ６．０（２．９） － － － －

１８２ ８ 土師器 甕 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面に黒色の付
着物。 Ａ２ － ６．４（２．７） － － － －

１８２ ９ 土師器 坏 ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．６（３．１） － － － －

１８２ １０ 土師器 椀？ ＳＫ１８４１ 覆土 外面・内面：不明 底面：回転糸切り Ａ２ － － （２．５） － － － －

１８２ １１ 須恵器 甕？ ＳＫ１８４１ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※外面一部自然釉薬 － － － － － － － －

１８３ １ 石 台石？ ＳＫ１８４１ 覆土 凝灰岩切石（４個体が接合）。表面・裏面・側面が平坦。被熱部分あり。 長さ：（２５．６）、幅：１７．５、厚さ：１３．４㎝ ４８

１８４ １ 土師器 甕 ＳＮ４２ 焼土直上 外面：不明、内面：ナデ、底面：ナデおよび何らかの圧痕 ※砂礫多 Ｃ － （８．２）（３．９） － － － －

１８４ ２ 土師器 不明 ＳＮ８８９ 覆土 台部分底面：回転糸切り→台 Ａ２ － ６．７（２．３） － － － －

１８４ ３ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ （１２．８）（５．８）（４．５） － － － －

１８４ ４ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．６）５．４（４．９） － － － ４５

１８４ ５ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．９）５．８（４．４） － － － －

１８４ ６ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．６）５．７（４．７） － － － －

１８４ ７ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅気味 × （１１．４）５．４（３．９） － － － －

１８４ ８ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面に付着物あ
り。タール状物質斑状に付着。外面に焼き膨れあり。 Ａ３ １２．０ ４．２ ４．７ ０．３５ ３９．２ ３５° ４５

１８４ ９ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ （１１．６）（５．８）（４．３） － － －

１８４ １０ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．７ ５．４ ４．６ ０．４６ ３９．３ ２２．５° ４５

１８４ １１ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ － ６．０（４．５） － － －

１８４ １２ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※底部に連続した
鼠の噛みあとあり。 Ａ２ － ５．６（３．８） － － － ４５

１８４ １３ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．２（２．７） － － － ４５

１８４ １４ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ６．１（３．１） － － － －

１８５ １ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．８（３．４） － － － －

１８５ ２ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．７（３．０） － － － －

１８５ ３ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ － ４．７（２．１） － － － －

１８５ ４ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ５．４（２．６） － － － －

１８５ ５ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （９．３）６．０（２．２） － － － －

１８５ ６ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ － ５．８（３．２） － － － －

１８５ ７ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．７（２．８） － － － －

１８５ ８ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※底部摩滅 × － ５．６（３．５） － － － －

１８５ ９ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － （５．６）（２．６） － － － －

１８５ １０ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － （５．６）（２．４） － － － －

１８５ １１ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．４（２．１） － － － －

１８５ １２ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅気味 × － ５．３（２．４） － － － －

１８５ １３ 土師器 皿 ＳＤ１５２ 覆土 柱状高台皿。台部：回転糸切り→台 ※器中心から貫通孔。 Ａ２ 最大径：（１０）㎝、高さ：（３．３）㎝、台部
最大径６．０㎝ ４６

１８５ １４ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※砂礫多 Ｂ２ （７．４）４．０（１．４） － － － ４６

１８５ １５ 土師器 不明 ＳＤ１５２ 覆土 台部：回転糸切り→台 Ｂ２ － （７．７）（２．５） － － － －

１８５ １６ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 底面：回転
糸切り→台 Ａ３ － （６．２）（３．３） － － － －

１８５ １７ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 高台付坏 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ｂ３ － （５．６）（３．２） － － － －

１８５ １８ 土師器 不明 ＳＤ１５２ 覆土 底面：回転糸切り→台、内面：ミガキ→黒色処理 Ａ２ （８．０）８．４（２．６） － － － －

１８５ １９ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 口縁部 ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － －

１８５ ２０ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 口縁部 ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － －

１８６ １ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 口縁部 ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１８６ ２ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 口縁部 ※墨書あり。 Ａ３ － － － － － － －

１８６ ３ 土師器 坏 ＳＤ１５２ 覆土 口縁部 ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１８６ ４ 須恵器 壺 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ→ケズリ、内面：ロクロナデ ※自然釉 － －（１０．０）（１２．０） － － － －

１８６ ５ 須恵器 甕 ＳＤ１５２ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ － － － － － － － －

１８６ ６ 須恵器 甕？ ＳＤ１５２ 覆土 外面：タタキ目、内面：不明 － － － － － － － －

１８６ ７ 須恵器 甕？ ＳＤ１５２ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 － － － － － － － －

１８６ ８ 須恵器 甕？ ＳＤ１５２・
１１００ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 － － － － － － － －

１８７ １ 土師器 甕 ＳＤ１５４ 覆土 外面：ナデ→ケズリ（底部付近）、内面：ナデ、底面：砂付着 Ｄ － ５．４（６．９） － － － ４６

１８７ ２ 須恵器 甕？ ＳＤ１５４ 覆土 外面：タタキ目、内面：オサエ ※最大径（２６．１）㎝ － － －（１２．３） － － － ４６

１８７ ３ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．２）（５．４）（４．３） － － － －
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第３５表 遺物観察表（６）

挿図
番号 番号 種別 器種 出土位置 出土層位 特 徴 胎土の

種類
口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
指数

高径
指数 外傾度 図版

番号

１８７ ４ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．４）（５．４）（４．８） － － － －

１８７ ５ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．８）５．８（４．９） － － － ４６

１８７ ６ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１２．２）（６．０）（４．３） － － － －

１８７ ７ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － （５．４）（４．４） － － － －

１８７ ８ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － （５．４）（３．５） － － － －

１８７ ９ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － （５．４）（３．２） － － － －

１８７ １０ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．６（２．２） － － － －

１８７ １１ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色 Ａ３ １１．２ ５．４ ４．６ ０．４８ ４１．１ ２４° ４６

１８７ １２ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色 Ａ３ （１１．６）５．８（５．０） － － － －

１８７ １３ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 台付 外面：ロクロ→回転糸切り→高台、内面：ロクロ→ミガキ→黒色
処理 Ａ３ （９．９） － （４．３） － － － ４６

１８７ １４ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ３ （１１．６）（５．６）（４．４） － － － ４６

１８８ １ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ３ （１０．４） － （３．５） － － － －

１８８ ２ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ３ （１１．０） － （４．４） － － － －

１８８ ３ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 ※底部摩滅 Ａ３ （１１．８）（６．２）（４．７） － － －

１８８ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理
※底部摩滅気味 Ａ２ － （５．８）（３．３） － － － －

１８８ ５ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 内面：ミガキ→黒色処理 底部：回転糸切り痕 ※底部摩滅 × （６．６）５．２（１．２） － － － －

１８８ ６ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理
※台部欠損 Ａ３ － ５．８（２．１） － － － －

１８８ ７ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ２ － （５．８）（２．８） － － － －

１８８ ８ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ３ （１１．８） （４．０） － － － －

１８８ ９ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 台付坏 内面：ミガキ→黒色処理、底面：回転糸切り→台 Ａ３ － － （２．７） － － － －

１８８ １０ 土師器 坏 ＳＤ１５５ 覆土 口縁部 外面：ロクロナデ、内面ロクロナデ ※墨書か？ Ａ２ － － － － － － －

１８８ １１ 土師器 甕 ＳＤ１５５ 覆土 外面：オサエ、内面：ナデ※接合痕あり 砂礫多 Ｃ （２９．４） － （７．９） － － － ４６

１８８ １２ 須恵器 甕？ ＳＤ１９４ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具痕 － － － － － － － －

１８８ １３ 土師器 坏 ＳＤ４００ １ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅気味 － － ５．４（３．１） － － － －

１８８ １４ 石器 石鏃 ＳＤ１５２ 覆土 凸基有茎鏃。基部にアスファルト付着。 石質：変質砂質凝灰岩？ 長さ：３．３㎝、幅：１．４㎝、厚さ：０．７㎝、重さ：
２．７� ４８

１８８ １５ 土師器 坏 ＳＤ５０７ 覆土 － （１２．０）（５．６）（４．５） － － － －

１８８ １６ 土師器 坏 ＳＤ５０７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１１．６）（５．６）（４．６） － － － －

１８８ １７ 土師器 坏 ＳＤ５０７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅気味 × （１２．２）５．０（４．４） － － － －

１８８ １８ 土師器 坏 ＳＤ５０７ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － （５．４）（２．６） － － － －

１８９ １ 土師器 不明 ＳＤ５０８ 覆土 台付坏 外面：ロクロナデ、底部：回転糸切り→台 ※砂礫多 Ｂ１ － （８．２）（２．９） － － － －

１８９ ２ 土師器 坏？ ＳＤ５０８ 覆土 内面：ロクロナデ、底部：不明 ※摩滅 Ａ２ － ６．４（１．９） － － － －

１８９ ３ 石器 石槍 ＳＤ５０８ 覆土 両面調整。ガジリあり。 石質：珪質頁岩 全長：（８．４）㎝、幅：（５．２）㎝、厚さ（１．０）㎝、４５．
９� ４８

１８９ ４ 土師器 坏 ＳＤ６５２ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ － （５．２）（３．０） － － － －

１８９ ５ 土師器 坏 ＳＤ７７１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１１．４）（５．２）（４．６） － － － －

１８９ ６ 土師器 坏 ＳＤ７７１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅 Ａ２ － ５．７（２．９） － － － －

１８９ ７ 土師器 坏 ＳＤ７７１ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅 Ｂ３ － ５．４（２．８５） － － － －

１８９ ８ 須恵器 壺 ＳＩ６４１・
ＳＤ７７１ 覆土 外面：ロクロ→ケズリ、内面：ナデ － － － － － － － －

１８９ ９ 須恵器 甕？ ＳＤ７７１ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具 － － － － － － － －

１８９ １０ 須恵器 甕？ ＳＤ７７１ 覆土 外面：タタキ目、内面：アテ具 ※外面自然釉 － － － － － － － －

１９０ １ 土師器 坏 ＳＤ１２５０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１１．６）５．４（４．６） － － － ４６

１９０ ２ 土師器 坏 ＳＤ１２５０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１１．２）５．４（４．７） － － － －

１９０ ３ 土師器 坏 ＳＤ１２５０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１１．８）５．２（４．２） － － － ４６

１９０ ４ 土師器 坏 ＳＤ１２５０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１２．３）（５．８）（４．３） － － － ４６

１９０ ５ 土師器 坏 ＳＤ１２５０ 覆土 台付坏 ※外面一部剥落 Ａ１ （１５．０） － （５．４） － － － ４６

１９０ ６ 土師器 坏 ＳＤ１４１０ 覆土 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．２）（５．４）（４．７） － － － －

１９０ ７ 土師器 坏 ＳＸ３４２ ６ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １１．８ ６．０ ４．３ ０．５１ ３６．４ ２９° ４６

１９０ ８ 土師器 坏 ＳＸ３４２ １ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．７）５．４（４．６） － － － ４６

１９０ ９ 土師器 坏 ＳＸ３４２ ３ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．５）５．４（４．６） － － － ４６

１９０ １０ 土師器 坏 ＳＸ３４２ ４ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※砂多 Ａ２ （１１．５）５．４（４．１） － － － ４６

１９０ １１ 土師器 坏 ＳＸ３４２ ５ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．３）５．２（４．８） － － － ４７

１９０ １２ 土師器 坏 ＳＫＰ１４２ ２ 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ１ １２．４ ５．６ ４．２ ０．４５ ３３．９ ３７．５° ４７

１９０ １３ 須恵器 坏 ＳＫＰ１４２ １ 外面：タタキ目、内面：アテ具 ※外面自然釉 － － － － － － － －

１９１ １ 石 石製品 ＳＫＰ２６５ 覆土 平坦面あり ※軽石製 長さ：９．１㎝、幅：６．２㎝、厚さ：５．３㎝ ４８

１９１ ２ 土師器 甕 ＳＫＰ７６２ 覆土 外面：ケズリ？ Ｄ － （６．８）（５．６） － － － －

１９１ ３ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．９）５．７ ３．８ － － － －

１９１ ４ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ １２．２ ５．５ ４．３ ０．４５ ３５．２ ３２°

１９１ ５ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ３ （１２．２）（６．４）（４．８） － － － ４７

１９１ ６ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ （１１．８）（５．２）（４．６） － － － －

１９１ ７ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※底面剥落 Ａ２ （１２．４）（５．６）（５．１） － － － －

１９１ ８ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※墨書？付着 Ａ１ （１２．９）５．５（４．７） － － － －

１９１ ９ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅 Ａ１ １２．４ ５．６ ４．４ ０．４５ ３５．５ ３２° －

１９１ １０ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅 × （６．３）（４．０）（４．９） － － － －

１９２ １ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ １２．１ ５．８ ４．５ ０．４８ ３７．２ ３１．５° ４７

１９２ ２ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ １２．２ ５．８ ４．６ ０．４８ ３７．７ ３０．５° ４７

１９２ ３ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ１ （１２．４）５．８ ４．４ － － － ４７

１９２ ４ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ （１２．４）（６．６）４．７ － － － －

１９２ ５ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※薄手で軽い。 Ｂ３ （１２．０）４．７ ５．４ － － － ４７

１９２ ６ 土師器 坏 ＬＳ５２・
ＬＴ５２ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※焼き膨れ状あ

り。 Ｂ３ （１２．３）４．４（４．５） － － － －

１９２ ７ 土師器 坏 西側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※内面底中央部に
盛り上がりあり。 Ｂ３ （１２．４）５．１（４．６） － － － －

１９２ ８ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅気味 × （１１．６）５．２（４．９） － － － －

１９２ ９ 土師器 坏 東側（確） － （１２．４）５．８ ４．８ － － － －

１９２ １０ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１３．２）５．４（４．７） － － － －

１９２ １１ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅気味 Ｂ２ （１１．４）（５．８）（４．９） － － － －

１９２ １２ 土師器 坏 ＭＦ４４ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１３．０）（５．２）５．１ － － － －

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―２９０―



第３６表 遺物観察表（７）

挿図
番号 番号 種別 器種 出土位置 出土層位 特 徴 胎土の

種類
口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
指数

高径
指数 外傾度 図版

番号

１９２ １３ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅顕著 Ａ２ １２．４ ５．９ ４．６ ０．４８ ３７．１ ３１．５ －

１９２ １４ 土師器 坏 ＭＧ４３・４４ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ １２．８ ５．４ ５．０ ０．４２ ３９．１ ３１ ４７

１９３ １ 土師器 坏 ＬＴ４６周辺 － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１１．２）５．４ ４．７ － － － －

１９３ ２ 土師器 坏 ＬＤ４６Ⅱ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※大ぶりの坏。 Ａ３ （１４．４）５．６（５．７） － － － ４７

１９３ ３ 土師器 坏 ＫＲ４８ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１２．１）５．４（４．６） － － － －

１９３ ４ 土師器 坏 ＬＱ５３ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ （１２．６）５．９（４．５） － － － －

１９３ ５ 土師器 坏 ＬＱ５１ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ （１２．０）（５．６）（４．１） － － － －

１９３ ６ 土師器 坏 ＭＴ４５ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 Ａ３ （１２．０）（５．２）（４．３） － － － －

１９３ ７ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅 × （１０．４）（４．２）（４．３） － － － －

１９３ ８ 土師器 坏 ＳⅠ？覆土 － 高台付坏（台なし） 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナ
デ→ミガキ→黒色処理 Ａ３ （１６．０）（６．５）（６．６） － － － －

１９３ ９ 土師器 坏 ＭＤ４７ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※底面摩滅 Ａ３ － ５．３（３．５） － － － －

１９３ １０ 土師器 坏 ９トレ
西から３９ｍ － １１．６ －（３．８） － － － －

１９３ １１ 土師器 坏 ＬＤ４８
トレンチ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅気味 Ａ１ － ６．０（５．０） － － － －

１９３ １２ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅気味 Ａ２ － ５．７（４．７） － － － －

１９３ １３ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅気味 Ｂ２ － ４．７（４．５） － － － －

１９３ １４ 土師器 坏 ＬＳ５２ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅気味 Ａ２ － ６．０（３．８） － － － －

１９３ １５ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．６（３．４） － － － －

１９３ １６ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅気味 Ａ３ － ５．２（３．１５） － － － －

１９４ １ 土師器 坏 ＬＱ４５ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．２（２．８） － － － －

１９４ ２ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ － ５．２（２．８） － － － －

１９４ ３ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．９（２．５） － － － －

１９４ ４ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ６．０（２．５） － － － －

１９４ ５ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅気味 × － ４．９（２．３） － － － －

１９４ ６ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ３ － ５．７（２．６） － － － －

１９４ ７ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ｂ３ － ５．８（２．４） － － － －

１９４ ８ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ３ － （６．０）（３．４） － － － －

１９４ ９ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 × － ５．０（２．９） － － － －

１９４ １０ 土師器 坏 表採 － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 × － （５．８）（２．２） － － － －

１９４ １１ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ、底面：摩滅 × － （５．４）（３．２） － － － －

１９４ １２ 土師器 甕 東側（確） － 外面：ケズリ、内面：ナデ ※底面形は方形か。砂礫多 Ｃ － （４．０）（３．６） － － － －

１９４ １３ 土師器 坏？ ＬＴ４６周辺 － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※柱状高台 Ａ３ － （５．４）（３．９） － － － －

１９４ １４ 土師器 不明 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ※ Ａ２ － ８．４（３．４） － － － －

１９４ １５ 土師器 不明 東側（確） － 底面：回転糸切り ※柱状高台 Ｂ２ － ６．２（３．７） － － － －

１９４ １６ 土師器 坏？ 東側（確） － 摩滅 × － ４．５（２．３） － － － －

１９４ １７ 土師器 不明 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ２ － （６．５）（４．２） － － － －

１９４ １８ 土師器 不明 ＬＲ５３ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ→ミガキ→黒色処理 Ａ３ － ６．８（２．９） － － － －

１９４ １９ 土師器 皿？ ＬＲ５２ － 底面：回転糸切り ※柱状高台 Ａ２ － （５．４）（２．９） － － － －

１９４ ２０ 土師器 不明 ＬＬ５３Ⅱ － 内面：ロクロナデ、底部：回転糸切り→台 Ａ２ － （７．８）（２．５） － － － －

１９４ ２１ 土師器 不明 ＭＯ４７ － 底面：回転糸切り→台 ※摩滅 Ａ１ － （９．０）（４．７） － － － －

１９４ ２２ 土師器 皿 ＭＥ４４
トレンチ － 底面：回転糸切り→台 ※摩滅 × （１２．２）６．９（４．０） － － － －

１９４ ２３ 土師器 不明 ＭＤ４９ － 底面：回転糸切り→台 ※ Ａ２ － （５．４）（１．５） － － － －

１９４ ２４ 土師器 不明 ＬＴ５２ － 底面：回転糸切り→台 ※柱状高台 Ａ２ －（ ）（２．９） － － － －

１９５ １ 土師器 耳皿 表採 － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ ７．７ ４．８（２．４） － － － －

１９５ ２ 土師器 耳皿 表採 － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※摩滅 Ａ２ （１０．１）４．８（２．９５） － － － ４７

１９５ ３ 土師器 耳皿 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － （５．２）３．３ － － － －

１９５ ４ 土師器 耳皿 ＭＣ４９ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － ４．６（２．７５） － － － －

１９５ ５ 土師器 耳皿 ＬＱ５３ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※１９５－３と類似。 Ａ２ ８．２ ５．４ ２．１５ － － － －

１９５ ６ 土師器 耳皿 ＬＲ４６ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ Ａ２ － － ３．８ － － － －

１９６ １ 土師器 甕 ＭＭ４７ － 外面：ケズリ、内面：ナデ ※砂礫多 Ｃ － （８．０）（１６．６） － － － ４７

１９６ ２ 土師器 甕 ＭＭ４７ － 外面：ケズリ、内面：ナデ ※砂礫多１９６－１と同一個体か。 Ｃ － － － － － － －

１９６ ３ 土師器 甕 ＬＲ５２ － 外面：ケズリ、内面：ナデ ※砂礫多 Ｃ － ７．３（７．７） － － － －

１９６ ４ 土師器 甕 ＭＳ４７ － 外面：ケズリ、内面：ナデ ※底面中央部窪む。 Ｃ － （７．８）（３．１） － － － －

１９６ ５ 土師器 長胴甕 ＭＯ４６ － 外面：タタキ目、内面：オサエ？ ※砂礫多 Ｄ － － － － － － －

１９６ ６ 土師器 坏 ＬＴ４５ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ３ （１３．２）（５．２）（４．４） － － － －

１９６ ７ 土師器 坏 ＬＲ５３ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － －

１９６ ８ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９６ ９ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － －

１９６ １０ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － －

１９６ １１ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － －

１９６ １２ 土師器 坏 ＬＱ４５ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９６ １３ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ １ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ ２ 土師器 坏 ＬＳ４５ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ ３ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 × － － － － － － －

１９７ ４ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ ５ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ ６ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － －

１９７ ７ 土師器 坏 ＬＲ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ ８ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 × － － － － － － －

１９７ ９ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ １０ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ １１ 土師器 坏 ＬＮ５４ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ｂ３ － － － － － － －

１９７ １２ 土師器 坏 東側（確） － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ３ － － － － － － －

１９７ １３ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ１ － － － － － － －

１９７ １４ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ １５ 土師器 坏 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ ※墨書あり。 Ａ２ － － － － － － －

１９７ １６ 須恵器 坏？ ＬＴ４５ － 外面：ロクロナデ→回転糸切り、内面：ロクロナデ － － ６．２（２．８） － － － －
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１３ 遺物（２）

ここでは、製鉄関連遺物をまとめて掲載した。

鉄製品の中では、錫杖状鉄製品（第２２１図１４１、第２２３図１９７、第２２５図２６５）が注目される遺物である。

本遺跡では確実に３個体存在するが、そのうちの１個体（第２２３図１９７）は、錆状の固まりとして検出

され、クリーニングの結果、重なり合っていたものが分離できたものである。２つの環の大きさが異

なりアンバランスであることから、本来２個体だったものの、それぞれの片側の環部分である可能性

も考えられる。

その他の鉄製品としては、鉄鏃（第２２５図２７２）、刀子（第２１０図４０・４７など）、鎌（第２０９図２２、第２２

１図１３６）、環状の鉄製品（第２２２図１７０、第２２４図２４３・２５０）などがある。量的には刀子の一部と思わ

れる薄く扁平な鉄製品が多い。

製鉄や鍛冶作業に関連した遺物として炉壁、各種鉄滓があるが、この他に敲き石（第２２０図１１１）、

鉄床石（第２２６図２８１）、砥石（第２１１図５１）、被熱した礫などが出土している。

第３７表 遺物観察表（８）

挿図
番号 番号 種別 器種 出土位置 出土層位 特 徴 胎土の

種類
口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
指数

高径
指数 外傾度 図版

番号

１９７ １７ 須恵器 壺 ＭＡ・ＭＢ
４６・４７ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ － １１．０ － （４．４） － － － －

１９７ １８ 須恵器 壺 ＬＨ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ→ナデ － （１３．４） － （９．７） － － － ４７

１９７ １９ 須恵器 壺 ＬＱ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ→ナデ － 最大径： （１２．７） － － － ４８

１９８ １ 須恵器 壺 ＬＰ４７・
ＬＴ４６ － 外面：ロクロナデ、内面：ロクロナデ － １５．８ － （５．９） － － － －

１９８ ２ 須恵器 壺 東側（確） － 口縁部：内外面ロクロナデ、胴部：内面アテ具痕 － １７．６ － （７．９） － － － －

１９８ ３ 須恵質陶器 片口鉢 調査区中央部
沢状地形（確） － 外面：ロクロナデ、内面ロクロナデ→沈線 ※中世陶器 － （３２．４） －（１０．１） － － － ４８

１９８ ４ 須恵器 壺？ ＭＤ４６ － 外面：ケズリ、内面：ロクロナデ ※外面に指紋。 － － ５．８（３．８） － － － －

１９８ ５ 須恵器 壺？ ＭＣ４９ － 外面：ナデ、内面：ナデ － － － － － － － －

１９８ ６ 須恵器 甕？ 東側（確） － 外面：タタキ目？ － － － － － － － －

１９９ １ 石器 砥石 ＭＬ４８・
Ｓ５ － 側面が平坦な作業面。その他長い溝あり。 長さ：１４．４㎝、幅：８．５㎝、厚さ：３．６㎝ ４８

１９９ ２ 石器 砥石 東側（確） － 平坦な作業面が３面。 長さ：（７．２）㎝、幅：３．５㎝、厚さ１．９㎝ ４８

１９９ ３ 土製品 土玉 ＬＫ４８ － 中央部に貫通孔。φ０．９㎝、厚さ０．７㎝ －

－ － 緑釉陶器 椀 ＬＲ５３ － 東濃 大原２号窯式 巻頭

－ － 緑釉陶器 椀 ＬＲ５３ － 東濃 大原２号窯式 巻頭

－ － 緑釉陶器 椀 ＬＩ５０ － 近江 巻頭

－ － 緑釉陶器 椀 ＬＭ４７ － 近江 巻頭

－ － 緑釉陶器 椀 ＳＩ７６５ － 近江 巻頭

－ － 緑釉陶器 椀 ＳＫ１８４１ － 東濃 大原２号窯式 巻頭
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第２章 調査の記録
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第２１５図 鉄関連遺物（１０）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第２１６図 鉄関連遺物（１１）

第２章 調査の記録
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第２１７図 鉄関連遺物（１２）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第２１８図 鉄関連遺物（１３）

第２章 調査の記録
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第２１９図 鉄関連遺物（１４）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第２２０図 鉄関連遺物（１５）

第２章 調査の記録
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第２２１図 鉄関連遺物（１６）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第２２２図 鉄関連遺物（１７）

第２章 調査の記録
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第２２３図 鉄関連遺物（１８）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第２２４図 鉄関連遺物（１９）

第２章 調査の記録
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第２２５図 鉄関連遺物（２０）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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第２２６図 鉄関連遺物（２１）
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第３８表 製鉄関連一覧（１）

挿図番号 図版番号 構成
№

遺構名
出土位置 出土層位 遺 物 名 長さ

（㎜）
幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（�）

磁
着
度
メタル度 特 記 事 項

第２０６図 － １ ＳＩ３９ 覆土 炉壁 ８５ ９４ ４３ １２９．３ ３ なし 内面滓化

第２０６図 － ２ ＳＩ３９ 内中央ＳＫ 椀形鍛冶滓（中） ６２ ４８ ４１ １４０．０ ６ なし 木炭痕

第２０６図 － ３ ＳＩ１２７ 覆土 椀形鍛冶滓（小） ４０ ４９ ４１ ８６．８ ４ なし

第２０６図 － ４ ＳＫＩ１２８ 覆土 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ４３ ４２ ３８ ７１．９ ６ 銹化（△）

第２０６図 － ５ ＳＩ１２９ 床面 椀形鍛冶滓（小） ６４ ６５ ４１ １４１．３ ９ なし 木炭痕、地山付着

第２０６図 － ６ ＳＩ１３１ 内Ｐｉｔ 鉄製品（鍛造品：器種不明） ３３ １１ １０ ３．７ ３ 銹化（△） 断面四角形

第２０６図 － ７ ＳＩ１３２ 覆土 椀形鍛冶滓（中・含鉄） ７６ ６３ ４９ １８４．７ ７ Ｈ（○）

第２０６図 － ８ ＳＩ１３２ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子？） ２５ ９５ １７ ２６．２ ３ Ｈ（○）

第２０７図 ５０ ９ ＳＩ１５１ 覆土 被熱石 １８６ １３２ １０５ １６２４ １ なし 凝灰岩、切り出し時の工具痕

第２０７図 － １０ ＳＩ１５１ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ５３ ２８ １３ １９．０ ４ 銹化（△） 保存処理

第２０７図 － １１ ＳＩ１５３ 覆土 鍛冶滓（含鉄） １９ １８ ２３ ９．９ ４ Ｈ（○）

第２０７図 － １２ ＳＫＩ１８０ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子？） ４１ ４６ ２０ １７．６ ３ 銹化（△）

第２０８図 － １３ ＳＫＩ２７３ 覆土 椀形鍛滓（中含鉄） ８７ ６９ ５７ ３４３ ７ Ｈ（○） 粘土付着

第２０８図 ５０ １４ ＳＩ４１０ 覆土 炉内滓？ １０１ ７１ ３８ １６６ ５ なし 裏面に木炭痕、地山礫付着

第２０８図 － １６ ＳＫＩ８８８ 覆土 椀形鍛冶滓（中含鉄） ７２ ６８ ４４ ２８４ ８ Ｌ（●） 粘土付着

第２０８図 ５５ １７ ＳＫＩ８８８ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ６６ １５ ７ ４．４ ５ Ｈ（○） 断面四角形 保存処理

第２０８図 － １８ ＳＩ６５３ 覆土 椀形鍛冶滓（極小） ５９ ５２ ２６ ８６．５ ７ なし 裏面に木炭痕、粘土付着

第２０８図 － １９ ＳＩ６５３ 覆土 羽口（鍛冶） ４０ ３０ ２５ １４．３ ２ なし 小片

第２０８図 ５０ ２０ ＳＩ６９９ 覆土 羽口（鍛冶） ４１ ８１ ６２ １３９．９ ２ なし 一部滓化

第２０８図 ５０ ２１ ＳＩ６９９ 覆土 椀形鍛冶滓（小） ８７ ６９ ３０ １７１．８ ５ なし 地山付着

第２０９図 ５５ ２２ ＳＩ７７７ 覆土 鉄製品（鍛造品：鎌） １４０ ３９ ７ ３４ ６ Ｈ（○）

第２０９図 － ２３ ＳＩ７６５ 覆土 羽口（鍛冶） ３１ ３６ ２３ １９ ２ なし 小片

第２０９図 － ２４ ＳＩ７６５ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ３９ ４１ １１ ６ ５ 銹化（△） 保存処理

第２０９図 － ２５ ＳＩ７７７ 覆土 （含鉄）鉄滓 ８１ ６８ ４０ １９６．４ ５ 銹化（△） 裏面に木炭痕（多数）

第２０９図 － ２６ ＳＩ７７７ 覆土 羽口（鍛冶） ５９ ４７ ２７ ４０．９ ３ なし 一部硝子化

第２０９図 － ２７ ＳＩ７７７ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子？） ２６ ５７ ２１ ２３．６ ５ 銹化（△）

第２０９図 － ２８ ＳＩ７７７ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ３７ １９ ２０ ８．１ ３ 銹化（△） 断面四角形

第２０９図 － ２９ ＳＫＩ８８８ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ２２ １１ ８ １．６ ４ Ｈ（○） 棒状？

第２０９図 － ３０ ＳＫＩ８８８ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子？） １８ ３３ ８ ４．８ ４ Ｈ（○） 幅広？

第２０９図 － ３１ ＳＫＩ８８８ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ６３ １３ １０ ６．３ ６ Ｈ（○）

第２０９図 － ３２ ＳＫＩ８８８ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ３６ ４２ １６ １３．９ ７ Ｈ（○）

第２０９図 － ３３ ＳＫＩ８８８ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子？） ９８ ２８ １９ ２９．３ ７ Ｈ（○）

第２１０図 － ３４ ＳＫＩ８８８ 覆土 羽口（鍛冶） ５９ ６０ ２５ ５９ ２ なし

第２１０図 － ３５ ＳＩ１０００ 覆土 椀形鍛冶滓（小） ８９ ６０ ３８ １５２．５ ３ なし 裏面に木炭痕、一部粘土付着

第２１０図 － ３６ ＳＩ１０００ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子？） １９ ６１ ８ ９．１ ４ 銹化（△）

第２１０図 － ３７ ＳＩ１０００・
ＳＩ１４５６ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ４２ １２ １８ ８．１ ５ Ｈ（○） 裏面に木炭痕

第２１０図 － ３８ ＳＩ１４５６ ＳＫ内 鉄塊系遺物 ２０ ４１ ２５ ２０ ７ Ｌ（●）

第２１０図 － ３９ ＳＩ１７２４ 覆土 椀形鍛冶滓（小） ４４ ７４ ４３ ９３．５ ５ なし 木炭痕

第２１０図 ５５ ４０ ＳＫ２ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子） １４３ １５ １０ １６ ４ 銹化（△） 保存処理

第２１０図 － ４１ ＳＫ２ 覆土 鉄製品（鍛造品） ２２ ７ ６ ０．８ ３ 銹化（△） 断面四角形

第２１０図 － ４２ ＳＫ１４７ 覆土 鍛冶滓（含鉄） ３５ ２８ ２６ ２０．９ ６ Ｈ（○）

第２１０図 － ４３ ＳＫ１４７ 覆土 羽口（鍛冶） ４５ ２５ ２８ １４．４ １ なし 焼けた跡、小片

第２１０図 － ４４ ＳＫ１７８ 覆土 鍛冶滓（含鉄） ３２ ２３ ２１ １５．３ ４ 銹化（△）

第２１０図 － ４５ ＳＫ１８６ 覆土 椀形鍛冶滓（小） ６６ ５１ ３９ １３７ ４ なし 一部地山付着

第２１０図 － ４６ ＳＫ２２６ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子？） １９ ５８ １４ ８．８ ４ 銹化（△）

第２１０図 ５５ ４７ ＳＫ４１７ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子） １７ １１６ ２２ １８？ ６ Ｈ（○） 有機物（？）付着、保存処理

第２１１図 － ４８ ＳＫ４９３ 覆土 鍛冶滓（含鉄） ４４ ２４ ２１ １８．５ ５ Ｈ（○）

第２１１図 ５０ ４９ ＳＫ５１４ 覆土 椀形鍛冶滓（中） ９３ ９６ ５２ ３２１ ６ 銹化（△）

第２１２図 ５０ ５１ ＳＫ１８４１ 覆土 砥石 １７８ ９６ ６３ １５４７ １ なし 錆色

第２１２図 － ５２ ＳＮ１５７ 覆土 椀形鍛冶滓（小） ８２ ６１ ３５ １４３．８ ４ なし 木炭痕（多数）

第２１２図 － ５３ ＳＮ１５７ 覆土 椀形鍛冶滓（小） ５３ ５４ ２２ ４９．３ ２ なし 木炭痕（多数）

第２１２図 － ５４ ＳＮ１５７ 覆土 椀形鍛冶滓（極小含鉄） ５７ ３２ ３８ ５３．３ ７ Ｈ（○）

第２１２図 － ５５ ＳＮ２０８ 覆土 椀形鍛冶滓（極小） ３０ ３６ ２４ ２２．３ ４ なし 裏面に木炭痕

第２１２図 ５５ ５６ ＳＫ２２５ 覆土 鉄製品（鍛造品） ４７ ６ ５ ９‐？ ５ 銹化（△） 分離した鉄製品あり、断面
四角形・棒状、保存処理

第２１２図 － ５７ ＳＳ９００ 覆土 炉壁（製錬炉） ５８ ８３ １８ ４９．９ １ なし

第２１２図 － ５８ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ７３ ５３ ３６ ８５．２ １ なし

第２１２図 － ５９ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ６８ ８１ ４２ １２３ ２ なし 木炭痕

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―３２０―



第３９表 製鉄関連一覧（２）

挿図番号 図版番号 構成
№

遺構名
出土位置 出土層位 遺 物 名 長さ

（㎜）
幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（�）

磁
着
度
メタル度 特 記 事 項

第２１３図 － ６０ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ４０ ５５ ５２ ６０ ２ なし

第２１３図 － ６１ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ５７ ６２ ７０ １７２．９ ２ なし

第２１３図 ５０ ６２ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ８１ ６３ ４７ １５４．３ ２ なし 工具痕

第２１３図 － ６３ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ５４ ６４ ４２ ７８．３ １ なし 木炭痕

第２１３図 ５０ ６４ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ６５ １０６ ５５ ２３０ ３ なし

第２１３図 － ６５ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ５３ ５６ ４１ ５６ ３ なし

第２１３図 － ６６ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ５９ ７５ ２３ ４１ ３ なし 一部滓化

第２１４図 － ６７ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（製錬炉） ８６ １０９ ３７ １２５．６ ３ なし 滓化

第２１４図 － ６８ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（大口径羽口周辺） ４０ ６２ ２５ ２８．７ ２ なし 滓化部分剥離、残存部分あり

第２１４図 ５１ ６９ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（大口径羽口周辺） ４８ ８９ ２５ ５２．８ ２ なし 滓化部分剥離、残存部分あり

第２１４図 ５１ ７０ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（大口径羽口周辺） ７７ ６８ ４８ １２１．９ ２ なし 残存部分あり、剥離

第２１４図 － ７１ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（砂鉄焼結付き） ３９ ３６ １２ １０．６ ３ なし 砂鉄焼結

第２１４図 － ７２ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（砂鉄焼結付き） ４７ ５３ ３１ ４３．６ １ なし 砂鉄焼結

第２１４図 － ７３ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（砂鉄焼結補修） ５７ ９０ ３３ ７７．４ １ なし 砂鉄焼結（補修あり）

第２１５図 ５１ ７４ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（砂鉄焼結補修） ７８ １５８ ５４ ３１１ ３ なし 補修部分有り

第２１５図 ５１ ７５ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（砂鉄焼結付補修） １２３ １７６ ６７ ５６４ １ なし 礫付着

第２１６図 ５１ ７６ ＳＳ２００ 覆土 炉壁（補修） １５８ １７４ ６２ ７７４ ２ なし 木炭痕、一部硝子化

第２１６図 ５１ ７７ ＳＳ２００ 覆土 羽口（製錬炉） ６０ ６５ ３１ ５１．２ ３ なし 木炭痕

第２１６図 ５１ ７８ ＳＳ２００ 覆土 羽口（製錬炉） ６３ ５３ ３２ ４５．３ ２ なし

第２１７図 ５１ ７９ ＳＳ２００ 覆土 羽口 １１３ ２５０ １０８ １５４０ ２ なし 断面Ｄ字型、炉壁側が滓化
によって閉塞

第２１７図 － ８１ ＳＳ２００ 覆土 砂鉄焼結塊 １８ ２１ ９ ３．１ ２ なし

第２１７図 － ８２ ＳＳ２００ 覆土 流出孔滓 ３８ ３８ ２３ ２２ １ なし 地山砂礫付着

第２１７図 － ８３ ＳＳ２００ 覆土 流出孔滓 ３０ ４１ ２５ ３２．３ ２ なし

第２１７図 － ８４ ＳＳ２００ 覆土 流出孔滓 ４１ ５５ ３８ ５４．３ ２ なし 地山砂礫付着

第２１７図 － ８５ ＳＳ２００ 覆土 流出孔滓 ４８ ４７ ３６ ５０．２ ２ なし 一部粘土付着、木炭痕

第２１８図 － ８６ ＳＳ２００ 覆土 流出孔滓 ３９ ４８ ３５ ５５．４ ２ なし

第２１８図 ５２ ８７ ＳＳ２００ 覆土 流出溝滓 ５６ ４６ ３４ ５２．２ ３ なし 地山砂礫付着

第２１８図 ５２ ８８ ＳＳ２００ 覆土 流出溝滓 ５０ ６８ ４６ １１０．８ ２ なし 地山砂礫付着

第２１８図 ５２ ８９ ＳＳ２００ 覆土 炉内流動滓 ４５ ６５ ２４ ４４．９ ２ なし 木炭痕

第２１８図 ５２ ９０ ＳＳ２００ 覆土 炉内流動滓 ６７ ５５ ２５ ６１．３ ２ なし 木炭痕

第２１８図 ５２ ９１ ＳＳ２００ 覆土 炉内流動滓 ６４ ６６ ４４ １３３．６ ２ なし 木炭痕

第２１８図 ５２ ９２ ＳＳ２００ 覆土 流動滓（細） ２１ ６９ １４ １５．４ １ なし

第２１８図 ５２ ９３ ＳＳ２００ 覆土 流動滓（細） ４２ ５０ １９ ２３．５ １ なし

第２１８図 ５２ ９４ ＳＳ２００ 覆土 流動滓（細） ２４ ５４ ２０ １４．５ ２ なし

第２１８図 － ９５ ＳＳ２００ 覆土 流動滓（含鉄） １６ ２８ ２１ ５．８ ２ Ｈ（○） 土付着、残存部分有り

第２１８図 － ９６ ＳＳ２００ 覆土 流動滓（太） ４９ ５４ ２５ ５６．８ １ なし 木炭痕

第２１８図 － ９７ ＳＳ２００ 覆土 流動滓（太） ４８ ３８ ３２ ６５．１ １ なし 木炭痕

第２１８図 ５２ ９８ ＳＳ２００ 覆土 流動滓（太） ５２ ６３ ２５ ８３ １ なし 地山砂礫付着

第２１９図 ５２ ９９ ＳＳ２００ 覆土 流動滓（太） ５６ ５８ ３７ ４８．２ １ なし 木炭痕

第２１９図 ５２ １００ ＳＳ２００ 覆土 流動滓（太） ７５ ５７ ３１ ６９ １ なし 土付着、残存部分有り

第２１９図 － １０１ ＳＳ２００ 覆土 炉内滓 ５１ ４８ ２４ ２９ １ なし

第２１９図 － １０２ ＳＳ２００ 覆土 炉内滓 ５４ ５３ ３１ ６２．７ １ なし 木炭痕

第２１９図 ５３ １０３ ＳＳ２００ 覆土 炉内滓 ４１ ４８ ３４ ５３．６ ２ なし 木炭痕

第２１９図 ５３ １０４ ＳＳ２００ 覆土 炉内滓 ８３ ４２ １３ ４９．４ １ なし 木炭痕、地山砂礫付着

第２１９図 ５３ １０５ ＳＳ２００ 覆土 炉内滓 ６３ ７８ ５３ １４７ ３ なし

第２１９図 － １０６ ＳＳ２００ 覆土 炉内滓（含鉄） ２４ ２５ １５ ７．６ ３ 銹化（△） 木炭痕

第２１９図 － １０７ ＳＳ２００ 覆土 炉内滓（含鉄） ２５ ２４ １４ ６．２ ４ 銹化（△） 木炭痕

第２１９図 － １０８ ＳＳ２００ 覆土 炉内滓（含鉄） ４０ ２５ ２１ １４．１ ５ 銹化（△） 木炭痕

第２１９図 ５３ １０９ ＳＳ２００ 覆土 椀形鍛冶滓？（小） ７１ ５８ ４１ １４８．９ ６ なし 木炭痕

第２１９図 － １１０ ＳＳ２００ 覆土 鉄床石？ １１８ ７８ ３７ ２４２ ３ なし

第２２０図 － １１１ ＳＳ２００ 覆土 たたき石（ハンマース
トーン）？ ８５ １１５ ８３ ８１６ １ なし たたき痕有り

第２２０図 － １１２ ＳＳ２００ 覆土 被熱石（凝灰岩） ６５ １０９ ５７ １３２．９ １ なし 被熱有り

第２２０図 － １１３ ＳＳ２００ 覆土 被熱石（凝灰岩） ９０ １０３ ８１ ２７２ １ なし 被熱有り

第２２０図 ５３ １１４ ＳＳ２１０ 覆土 炉壁（鍛冶炉） ２２ ２７ ３３ ３０ ２ なし

第２２０図 － １１５ ＳＳ４５１ 覆土 炉壁溶解物 １３ ２３ １４ １ １ なし

第２２０図 － １１６ ＳＳ６０９ 覆土 流動滓（鍛冶滓） ３８ ８ ７ ２ ２ なし

第２２０図 － １１７ ＳＳ６０９ 覆土 流動滓（鍛冶滓） ４０ １４ １１ １３ ２ なし

第２章 調査の記録
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第４０表 製鉄関連一覧（３）

挿図番号 図版番号 構成
№

遺構名
出土位置 出土層位 遺 物 名 長さ

（㎜）
幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（�）

磁
着
度
メタル度 特 記 事 項

第２２０図 － １１８ ＳＳ６０９ 覆土 鍛冶滓（含鉄） ２０ ２９ １６ １８ ５ Ｍ（◎） まわり 破損あり

第２２０図 ５３ １１９ ＳＳ７６３ 覆土 炉壁（鍛冶炉） ４９ ５０ ２７ ３４ １ なし 南半分

第２２０図 ５３ １２０ ＳＳ７６３ 覆土 炉壁（鍛冶炉） ２８ ４９ ２６ ２２ ２ なし 南半分

第２２０図 － １２１ ＳＳ７６３ 覆土 鍛冶滓 ２８ ３０ ２４ １２ ２ なし

第２２０図 ５３ １２２ ＳＳ７６３ 覆土 椀形鍛冶滓（極小・炉床土
付き） ７４ ７１ ４１ １３２ １ なし

第２２０図 ５４ １２３ ＳＳ７６３ 覆土 粒状滓 Ф７

第２２０図 － １２４ ＳＳ７６３ 覆土 鍛造剥片 － － － － － －

第２２０図 － １２５ ＳＳ８８８ 覆土 椀形鍛冶滓（極小） ２５ ２５ １９ １１ ４ なし 上面出土

第２２０図 － １２６ ＳＳ８８８ 覆土 椀形鍛冶滓（極小） ４０ ３５ ３０ ２１ ４ 銹化（△） 上面出土

第２２１図 － １２７ ＳＳ８８８ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ６５ ２５ ６ １１ ４ 銹化（△） 上面出土

第２２１図 － １２８ ＳＳ８８８ 覆土 鍛造剥片 － － － － － －

第２２１図 － １２９ ＳＳ９００ 覆土 椀形鍛冶滓（極小・炉床土
付き） ９４ ６２ １９ １７０ ５ Ｈ（○） 木炭痕

第２２１図 ５４ １３０ ＳＳ１７００ 覆土 鍛冶滓 ４２ ３６ ２２ １９ ４ なし 木炭痕

第２２１図 － １３１ ＳＳ１７００ 覆土 鍛造剥片 － － － － － －

－ １３２ ＳＤ１２５ 覆土 椀形鍛冶滓（小・含鉄） １１５．９ ５ Ｈ（○） ＲＰ４７

第２２１図 － １３３ ＳＤ１３５ 覆土 椀形鍛冶滓（極小） ５７ ４８ ２２ ８４．８ ３ なし 木炭痕

第２２１図 － １３４ ＳＤ１５２ 覆土 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ６２ ５２ １８ １１０．２ ６ Ｈ（○） ＬＲ５２

第２２１図 － １３５ ＳＤ１５２ 覆土 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ６５ ４７ ３１ ６７．６ ９ Ｈ（○） ＬＲ５３

第２２１図 ５５ １３６ ＳＤ１５２ 覆土 鉄製品（鍛造品：鎌） ７１ ２２ ８ １２ ３ Ｈ（○）

第２２１図 － １３７ ＳＤ４００ 覆土 鍛冶滓（含鉄） ２４ ２３ １９ １２．３ ３ Ｈ（○）

第２２１図 － １３８ ＳＤ５０７ 覆土 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ４９ ５１ ２３ ７４．７ ７ Ｈ（○） ＬＤ４６

第２２１図 － １３９ ＳＤ５０８ 覆土 椀形鍛冶滓（中・含鉄） １０３ ８０ ５１ ３９２ ８ Ｈ（○） ＬＤ４８

第２２１図 － １４０ ＳＤ５０８ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ３２ ５５ ２１ １３．１ ４ 銹化（△）

第２２１図 ５５ １４１ ＳＤ６５２ 覆土 鉄製品（鍛造品） １２７ ４４ ６ １９？ ３ Ｈ（○） 錫杖状鉄製品

第２２１図 － １４２ ＳＤ８８０ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ２５ １３ ８ ２．１ ４ Ｈ（○）

－ １４３ ＳＤ１０８０ 覆土 鉄製品（鍛造品） ６．９ ４ 銹化（△）

－ １４４ ＳＤ１０８０ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子？） ９ ４ Ｈ（○）

第２２１図 ５４ １４５ ＳＤ１４１０ 覆土 椀形鍛冶滓（大・含鉄） １０４ ９３ ７９ ６１０ ７ Ｈ（○） ＬＮ４５、木炭痕

第２２１図 － １４６ ＳＤ１７０４ 覆土 鍛冶滓（含鉄） ３３ ３３ ２５ ２７．１ ６ 銹化（△） ＬＯ４６、礫付着

第２２１図 ５５ １４７ ＳＫＩ６１０ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） １１３ １１ １０ １１？ ４ Ｍ（◎）

－ １４８ ＳＸ１６３２ 覆土 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ２１７ ６ 銹化（△） 粘土付着

第２２２図 － １４９ ＳＫＰ２６７ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ３４ １９ １５ ８．１ ３ 銹化（△） 棒状

第２２２図 － １５０ ＳＫＰ５０７ 覆土 鉄製品（鍛造品：器種不明） ７６ ３０ ２１ ２８．５ ３ 銹化（△）

第２２２図 － １５１ ＳＫＰ１３４１ 覆土 鍛冶滓（含鉄） ２６ ２６ １９ ２１．４ ５ Ｌ（◎）

第２２２図 － １５２ ＳＫＰ１５４２ 覆土 鉄製品（鍛造品：刀子？） １７ ３８ １３ ４．２ ４ 銹化（△）

第２２２図 － １５３ ＳＫＰ１５５９ 覆土 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ６３ ５０ ３０ ９６．８ ６ Ｈ（○）

第２２２図 － １５４ ＳＫＰ１７１８ 覆土 鍛冶滓（含鉄） ２７ ２４ １７ ９．１ ５ Ｈ（○）

第２２２図 － １５５ ＳＫＰ１７１８ 覆土 椀形鍛冶滓（小） ８８ ４６ ３３ １２４．１ ７ なし

第２２２図 － １５６ ＫＳ４９ － 炉内滓？（含鉄） ３４ ４０ １９ １８．２ ７ Ｈ（○）

第２２２図 － １５７ ＬＢ４６ － 椀形鍛冶滓（小） ６１ ６４ ３７ １４６．３ ２ なし 一部粘土付着

第２２２図 － １５８ ＬＤ４８ ＳＩ７７７覆土？ 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ５７ ３９ １８ ４１ ５ Ｈ（○）

第２２２図 － １５９ ＬＤ４８ ＳＩ７７８覆土？ 鍛冶滓（含鉄） ２８ ２６ １２ １１．３ ４ Ｈ（○）

第２２２図 － １６０ ＬＤ４８ ＳＩ７７９覆土？ 鍛冶滓（含鉄） ３７ ３３ １７ ２７．３ ６ Ｈ（○）

第２２２図 － １６１ ＬＤ４７ Ⅱ 羽口（鍛冶） ２２ ３０ ２１ ９．１ ２ なし 小片

第２２２図 － １６２ ＬＤ４７ Ⅱ 羽口（鍛冶） ４１ ２３ ２８ １３．４ ２ なし 一部滓化

第２２２図 － １６３ ＬＤ４６ － 鍛冶滓（含鉄） ３８ ２４ ２１ １９．７ ５ 銹化（△）

第２２２図 － １６４ ＬＤ４６ － 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ５６ ４８ ４２ ９７．７ ６ Ｈ（○） 一部地山付着

第２２２図 － １６５ ＬＥ４８ トレンチ 鉄製品（鍛造品） ２５ ２０ １３ ７．８ ３ なし

第２２２図 － １６６ ＬＥ４８ トレンチ 鉄製品（鍛造品） ２６ ５ ５ ０．６ ２ 銹化（△） 棒状

第２２２図 － １６７ ＬＦ４７ － 椀形鍛冶滓（中） ８７ ５８ ４３ ２０６ ５ なし 木炭痕

第２２２図 － １６８ ＬＦ４７ － 羽口（鍛冶） ３５ ４４ ２１ １９．３ ４ なし 小片

第２２２図 － １６９ ＬＧ５５ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ２４ ４０ ２１ ２９．６ ５ Ｈ（○）

第２２２図 － １７０ ＬＧ４９ － 鉄製品（鍛造品：環状） ２５ ２３ ７ ３ ３ 銹化（△）

第２２２図 － １７１ ＬＧ４７ － 椀形鍛冶滓（中・含鉄） １２９ ９５ ４９ ５４８．５ ７ 銹化（△） 粘土付着、木炭痕

第２２２図 － １７２ ＬＧ４７ － 椀形鍛冶滓（極小） ３５ ３８ １９ ２５．１ ４ なし

第２２２図 － １７３ ＬＧ４７ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ３７ ３４ ２８ ３７．７ ５ Ｈ（○）

第２２２図 － １７４ ＬＧ４７ － 鍛冶滓（含鉄） ２１ １７ ９ ３．１ ４ Ｈ（○）

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―３２２―



第４１表 製鉄関連一覧（４）

挿図番号 図版番号 構成
№

遺構名
出土位置 出土層位 遺 物 名 長さ

（㎜）
幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（�）

磁
着
度
メタル度 特 記 事 項

第２２２図 － １７５ ＬＧ４６ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ４８ ５０ ２７ ５９．６ ７ Ｈ（○） 一部地山付着

第２２２図 － １７６ ＬＨ５４ － 椀形鍛冶滓（小） ５６ ６７ ３７ １１１．７ ４ なし 木炭痕

第２２２図 － １７７ ＬＨ４８ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ４３ ４４ ２３ ４１．６ ５ Ｈ（○）

第２２２図 － １７８ ＬＨ４７ Ⅱ 鍛冶滓（含鉄） ３８ ３１ １５ １１．５ ４ Ｈ（○）

第２２２図 － １７９ ＬＨ４６ － 流動滓？（含鉄） ２４ ２４ １２ ７．７ ４ 銹化（△）

第２２２図 － １８０ ＬＫ５４ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ５４ ３７ １９ ３１．４ ５ Ｈ（○）

第２２２図 － １８１ ＬＫ４８ － 鍛冶滓（含鉄） １５ １３ １３ ２．１ ４ Ｈ（○）

第２２２図 － １８２ ＬＫ４８ － 鍛冶滓（含鉄） ２３ ２２ １７ ８．５ ５ Ｈ（○）

第２２２図 － １８３ ＬＫ４８ Ⅱ 鍛冶滓（含鉄） ２５ ２８ ２２ １２．７ ６ Ｈ（○）

第２２２図 － １８４ ＬＫ４８ － 鉄製品（鍛造品） １３ ６ ４ ０．４ ３ Ｈ（○）

第２２２図 － １８５ ＬＫ４７ － 羽口（鍛冶） ２２ ５２ ２５ １７．６ １ なし 小片、一部硝子化

第２２２図 － １８６ ＬＫ４７ － 鍛冶滓（含鉄） １６ ２４ １６ ６．３ ４ Ｈ（○）

第２２２図 － １８７ ＬＫ４７ － 鍛冶滓（含鉄） ２０ ２８ １６ １２．１ ４ Ｈ（○）

第２２２図 － １８８ ＬＫ４７ Ⅱ 鍛冶滓（含鉄） ２４ ３０ １８ １３．２ ６ Ｈ（○）

第２２２図 － １８９ ＬＬ５４ － 椀形鍛冶滓（極小） ３５ ４８ １８ １．１ １ なし

第２２２図 － １９０ ＬＬ４９ Ⅱ 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ４８ ４５ ２１ ３８．８ ５ Ｈ（○）

第２２２図 － １９１ ＬＬ４８ － 鍛冶滓（含鉄） ２０ １８ １５ ３．１ ２ Ｈ（○）

第２２２図 － １９２ ＬＬ４８ － 鍛冶滓（含鉄） ２２ ３５ ２６ ８．５ ５ Ｈ（○）

第２２２図 － １９３ ＬＬ４７ － 羽口（鍛冶） ３５ ３６ １６ １３．７ １ なし 小片

第２２２図 － １９４ ＬＬ４７ － 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ６７ ７７ ２７ １７１．３ ７ Ｈ（○）

第２２２図 － １９５ ＬＭ５４ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ５５ ４７ １５ ３５．３ ６ Ｈ（○） 木炭痕

第２２２図 － １９６ ＬＭ５３ － 鉄製品（鍛造品：刀子？） ２５ ７９ １４ １４．１ ６ Ｈ（○）

第２２３図 ５５ １９７ ＬＭ５２ － 鉄製品（鍛造品：錫杖状鉄
製品） ①４９ １３ ５ ２５ ５ Ｈ（○） １９７－② ５３×２４×２３

第２２３図 － １９８ ＬＭ５１ － 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ６０ ７６ ２６ １２４．８ ５ Ｈ（○）

第２２３図 － １９９ ＬＭ４９ － 椀形鍛冶滓（極小） ４９ ５４ ２２ ５７ ５ なし

第２２３図 － ２００ ＬＭ４８ － 椀形鍛冶滓（中・二段・含
鉄） ８４ ７８ ６３ ３６５ ６ Ｈ（○）

第２２３図 － ２０１ ＬＭ４７ － 鉄製品（鍛造品：刀子？） １１ ２８ ６ ３．４ ６ Ｈ（○）

第２２３図 － ２０２ ＬＮ５１ － 鍛冶滓（含鉄） ３２ １４ １７ ９ ５ Ｈ（○）

第２２３図 － ２０３ ＬＮ４８ － 椀形鍛冶滓（中・含鉄） ３４ ７４ ３９ １３０．４ ７ Ｈ（○）

第２２３図 － ２０４ ＬＯ４８ － 鍛冶滓（含鉄） ２７ ２３ ２１ １３．８ ６ Ｈ（○） 木炭痕

第２２３図 － ２０５ ＬＯ４８ Ⅱ 鉄製品（鍛造品：不明） ３５ ２２ ２０ １３．６ ４ 銹化（△）

第２２３図 － ２０６ ＬＯ４７ － 鉄製品（鍛造品：不明） ３７ ２１ １６ １３．４ ４ なし

第２２３図 － ２０７ ＬＯ４６ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ３１ ３６ ２０ １９．１ ４ Ｈ（○）

第２２３図 － ２０８ ＬＯ４５ － 鍛冶滓（含鉄） ３５ ２９ ２１ １１．４ ４ Ｈ（○）

第２２３図 － ２０９ ＬＰ４４ Ⅱ 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ４６ ４６ ３６ ８２．４ ８ Ｈ（○） 木炭痕

第２２３図 － ２１０ ＬＱ５３ － 椀形鍛冶滓（含鉄） ８７ ８８ ３６ ４４６ ８ Ｈ（○）

第２２３図 － ２１１ ＬＱ５３ － 椀形鍛冶滓（含鉄） １２９ １０６ ４８ ５２９ ４ Ｈ（○） 木炭痕

第２２３図 － ２１２ ＬＱ５３ － 椀形鍛冶滓（特大・含鉄） １６５ １３６ ３４ １１８３ ３ なし 粘土付着 粒状滓付着

第２２３図 － ２１３ － － 椀形鍛冶滓（特大・含鉄） － － － － － － ２１２に結合

第２２３図 － ２１４ － － 椀形鍛冶滓（特大・含鉄） － － － － － － ２１２に結合

第２２３図 － ２１５ ＬＱ５３ － 椀形鍛冶滓（中・含鉄） ８５ ８８ ４５ ３３７ １０ Ｍ（◎） 木炭痕

第２２３図 － ２１６ ＬＱ５３ － 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ６９ ８２ ２７ １５５．９ ７ なし 木炭痕

第２２３図 － ２１７ ＬＱ４６ － 椀形鍛冶滓 ３１ ２８ ２０ ２３．８ ３ なし

第２２３図 － ２１８ ＬＱ４６ － 椀形鍛冶滓 ６３ ５３ ４２ １１９．７ ４ なし

第２２３図 － ２１９ ＬＱ４６ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ４４ ４０ ２９ ６８．５ ６ Ｈ（○）

第２２３図 － ２２０ ＬＱ４６ － 鍛冶滓（含鉄） ３０ ３５ １４ ２２．８ ４ Ｈ（○）

第２２３図 － ２２１ ＬＱ４６ － 鉄塊系遺物 ２３ ２６ １８ １２．６ ５ Ｈ（○）

第２２３図 － ２２２ ＬＱ４６ － 鉄製品（鍛造品：刀子？） １８ ４０ ９ ７ ５ Ｌ（●）

第２２３図 － ２２３ ＬＲ５０ － 鉄製品（鍛造品：刀子？） ２０ １８ ７ １．９ ４ Ｈ（○）

第２２３図 － ２２４ ＬＲ４６ Ⅱ 羽口（鍛冶） ３５ ３９ ３３ ２５．４ ３ なし 小径・小片

第２２３図 － ２２５ ＬＲ４６ － 鉄製品（鍛造品：不明） ６０ １８ １５ １２．８ ３ なし 木質部あり

第２２３図 － ２２６ ＬＲ４４ Ⅱ 流動滓？ ４３ ４１ ２８ ３３．１ ２ なし

第２２４図 － ２２７ ＬＳ５３ － 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ７７ ６２ ２７ １４２．３ ７ Ｈ（○） 木炭痕

第２２４図 － ２２８ ＬＳ５２ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ４１ ４３ ２６ ５４．５ ９ Ｈ（○）

第２２４図 － ２２９ ＬＳ５２ － 鍛冶滓（含鉄） ２６ １６ １６ ４．９ ４ Ｈ（○）

第２２４図 ５６ ２３０ ＬＳ４９ － 鉄製品（鍛造品：不明） ①２９ ７８ １７ ６３ ５ Ｌ（●） Ⅰ ②３３×６２×２０裏面に木
炭痕

第２章 調査の記録

―３２３―



第４２表 製鉄関連一覧（５）

挿図番号 図版番号 構成
№

遺構名
出土位置 出土層位 遺 物 名 長さ

（㎜）
幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（�）

磁
着
度
メタル度 特 記 事 項

第２２４図 － ２３１ ＬＳ４６ － 羽口（鍛冶） ６４ ６２ ４１ ７３．９ １ なし 一部硝子化

第２２４図 － ２３２ ＬＳ４６ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ４８ ４４ ３０ ６５．３ ６ Ｌ（●）

第２２４図 － ２３３ ＬＳ４６ － 鍛冶滓（含鉄） １９ ２４ １８ ７．１ ５ Ｈ（○） 木炭痕

第２２４図 － ２３４ ＬＳ４６ － 鉄塊系遺物 ３３ ２７ ２８ ２９．３ ５ Ｌ（●）

第２２４図 － ２３５ ＬＳ４５ － 流動滓（含鉄） ７９ ５３ ２５ １３２．８ ４ Ｈ（○）

第２２４図 － ２３６ ＬＳ４５ － 椀形鍛冶滓（極小） ４０ ７０ ２８ ７０．８ ４ なし

第２２４図 － ２３７ ＬＴ５２ － 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ３５ ８０ ４２ ２０５ ９ Ｈ（○）

第２２４図 － ２３８ ＬＴ４６ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ５３ ４３ ２３ ４２．９ ５ Ｈ（○）

第２２４図 － ２３９ ＬＴ４５ － 羽口（鍛冶） ５０ ３２ ３０ ４３．４ ２ なし 一部硝子化、小径

第２２４図 － ２４０ ＬＴ４５ トレンチ 羽口（鍛冶） ３０ ４０ ５０ ４３．２ ３ なし 小径

第２２４図 － ２４１ ＭＡ４４ トレンチ 羽口（鍛冶） ３２ ２０ ４３ １８．４ ３ なし 小径

第２２４図 － ２４２ ＭＡ４４ － 鍛冶滓（含鉄） １２ １９ １９ ５．７ ３ Ｈ（○）

第２２４図 ５６ ２４３ ＭＢ５０ － 鉄製品（鍛造品：不明） ２５ ４３ １１ ４ ５ 銹化（△） 環状

第２２４図 － ２４４ ＭＢ４８ － 鉄製品（鍛造品：不明） ７３ １２ １５ １０．８ ２ 銹化（△） 棒状

第２２４図 － ２４５ ＭＢ４７ － 椀形鍛冶滓（小） ８５ ５８ ３６ １５５．８ ７ なし 木炭痕

第２２４図 － ２４６ ＭＢ４５ － 椀形鍛冶滓（小） ６８ ７０ ３７ １６８．４ ５ なし 木炭痕

第２２４図 － ２４７ ＭＢ４５ － 羽口（鍛冶） ２６ ４４ ３５ １８．９ ２ なし

第２２４図 － ２４８ ＭＣ４９ － 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ８３ ８３ ２７ １６３ ７ Ｈ（○）

第２２４図 － ２４９ ＭＣ４９ － 鍛冶滓（含鉄） ４０ ３０ １７ １１ ４ Ｈ（○）

第２２４図 － ２５０ ＭＣ４８ － 鉄製品（鍛造品） ３３ １１ ３ ４ ６ 銹化（△） 環状

第２２４図 － ２５１ ＭＣ４５ － 鉄製品（鍛造品：不明） ２４ ５９ １７ １５．１ ９ Ｈ（○）

第２２４図 － ２５２ ＭＣ４５ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ２４ ３５ ２１ １８．９ ５ Ｈ（○）

第２２４図 － ２５３ ＭＣ４４ トレンチ 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ５７ ６３ ３１ １００．１ ８ Ｈ（○） 木炭痕

第２２４図 ５６ ２５４ ＭＤ４７ － 鉄製品（鍛造品：刀子） １４１ １４ ９ １２．２ ５ 銹化（△）

第２２４図 － ２５５ ＭＤ４６ Ⅱ 羽口（鍛冶） ５８ ７３ ３４ ７４．３ ２ なし

第２２４図 － ２５６ ＭＤ４６ － 鍛冶滓（含鉄） ３４ ３２ ２６ １４．６ ７ Ｈ（○）

第２２４図 － ２５７ ＭＤ４６ － 鍛冶滓（含鉄） ２２ １４ １１ ２．６ ４ Ｈ（○）

第２２４図 － ２５８ ＭＥ４８ － 鍛冶滓（含鉄） ２５ ２２ １４ ５．６ ３ Ｈ（○）

第２２４図 － ２５９ ＭＥ４７ － 含鉄鉄滓 １８ １４ ９ １．４ ４ Ｈ（○）

第２２５図 － ２６０ ＭＥ４４ トレンチ 椀形鍛冶滓（中） ９０ ６５ ３７ ２５１ １０ Ｈ（○）

第２２５図 － ２６１ ＭＦ４７ － 鉄製品（鍛造品：不明） ３２ １５ １２ ３．８ ６ Ｈ（○）

第２２５図 ５６ ２６２ ＭＦ４５ － 鉄製品（鍛造品：不明） ９２ ６ ７ ８ ６ Ｌ（●） 棒状

第２２５図 － ２６３ ＭＧ４７ － 含鉄鉄滓 ３１ ２６ １８ １１．１ ６ Ｈ（○）

第２２５図 － ２６４ ＭＧ４７ － 鍛冶滓（含鉄） ３２ ２８ ２０ １２．２ ４ Ｈ（○）

第２２５図 ５６ ２６５ ＭＧ４６ － 鉄製品（鍛造品：錫杖状） ６５ ５３ １２ ２３．６ ９ Ｈ（○）

第２２５図 － ２６６ ＭＨ４３ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ３７ ２６ ２２ ２２．１ ５ Ｈ（○） ＭＨ～ＭＩ４３・４４

第２２５図 － ２６７ ＭＪ４５ － 椀形鍛冶滓（極小・含鉄） ４６ ３２ ２１ ３６．８ ８ Ｈ（○）

第２２５図 － ２６８ ＭＫ４４ ＳＫＩ２０６４・
２０６５盛土 羽口（鍛冶） ３７ ５１ ２０ １９．２ ２ なし 硝子化（黒色）

第２２５図 － ２６９ ＭＫ４４ ＳＫＩ２０６４・
２０６６盛土 椀形鍛冶滓（小） ３８ ５５ ３４ ６８．７ ５ なし

第２２５図 － ２７０ ＭＬ４６ － 鍛冶滓（含鉄） ３５ ３３ ２１ ２２．８ ５ Ｈ（○）

第２２５図 － ２７１ ＭＬ４５ － 鉄製品（鍛造品：不明） ３３ １９ ２０ ６．９ ７ Ｈ（○）

第２２５図 ５６ ２７２ ＭＬ４５ － 鉄製品（鍛造品：鉄鏃） １５２ １０ １６ ２０．１ ７ 特Ｌ（☆）

第２２５図 － ２７３ ＭＬ４５ － 鍛冶滓（含鉄） １０ ９ ７ ０．９ ２ Ｈ（○）

第２２５図 － ２７４ ＭＬ４４ ＳＫＩ２０６４・
２０６６盛土 椀形鍛冶滓（中） ６６ ５７ ４３ ２０２ ５ なし 木炭痕

第２２５図 ５６ ２７５ ＭＭ４８ － 鉄製品（鍛造品：釘？楔？） ６１ １９ １２ １４．２ ５ Ｈ（○）

第２２５図 － ２７６ ＭＯ４８ － 椀形鍛冶滓（小・含鉄） ５２ ７４ ３５ １５５．９ ６ なし

第２２５図 ５６ ２７７ ＭＰ４７ － 鉄製品（鍛造品：鉄鏃？） ５６ １０ １１ ４ 銹化（△）

第２２５図 － ２７８ 表採 － 鍛冶滓（含鉄） ３０ ２５ １７ １０．３ ５ Ｈ（○）

第２２５図 － ２７９ 表採 － 椀形鍛冶滓（大） １２８ １０６ ４１ ６３０ ５ 銹化（△） 木炭痕

第２２５図 ５６ ２８０ ２トレ － 鉄製品（鍛造品：不明） ４６ １３ １２ ５０ ６ Ｍ（◎） 環状

第２２６図 － ２８１ ＳＳ２００ － 鉄床石（前庭部） １４７ １６４ １２０ ２６５０ － － 被熱

第２２６図 － ２８２ ＳＳ６０９ － 須恵器 ４２ － － － － －
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第３章 自然科学的分析

第１節 鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡における遺構の年代について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

秋田県能代市鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡は、米代川左岸に位置する幟山丘陵北西端部の標高５０～８０�前後の台

地上に立地する。今回の発掘調査により、板塀に囲まれた平安時代（１０世紀頃）の集落跡が確認され、

竪穴住居跡をはじめとして、堀立柱建物跡、土坑、精錬炉、鍛冶炉、板塀跡等の遺構が検出されてい

る。

今回の分析調査では、各遺構の構築・使用年代に関する資料を得るため、出土した炭化材の放射性

炭素年代測定を行い、さらに遺構覆土中から検出されたテフラについて同定を実施する。

１．試料

放射性炭素年代測定の対象とする試料は、試料番号１～５の５点の炭化材である。これらのうち、

試料番号１と２は、上述した平安時代の集落を構成したと考えられている竪穴住居跡から出土、試料

番号４と５は、同時期の鍛冶炉から出土したものである。また、試料番号３は、時期不明とされてい

る炭焼き遺構から出土した炭化材である。各試料の出土した遺構名等は、測定結果を呈示した表１に

併記する。

テフラ分析の対象とされた試料は、平安時代の集落を構成する竪穴住居跡ＳＩ７６４の覆土から採取

された。発掘調査所見によれば、このテフラ層は住居跡全体を覆うものではないが、住居跡中心付近

に広がっており、その断面の記載では、床面との間に若干の間層が認められている。また、重複する

竪穴住居跡のＳＩ１４００によって切られている状況も認められる。なお、試料の外見は、黄褐色を呈す

る砂質シルトである。

２．分析方法

（１）放射性炭素年代測定

測定は加速器質量分析法（ＡＭＳ法）により行った。なお、放射性炭素の半減期はLibbyの半減期

５，５６８年を使用する。また、測定年代は１９５０年を基点とした年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One-

Sigma）に相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM-

CALIB REV５．０（Copyright１９８６－２００５M Stuiver and PJ Reimer）を用い、いずれの試料も北半球

の大気圏における暦年校正曲線を用いる条件を与えて計算させている。

（２）テフラ分析

試料約２０�を蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄

みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察
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する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量

の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは、その形態によりバブル型・中間型・軽石型の３タイプに分類した。各型の形態は、

バブル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラス

であり、軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標とす

る。屈折率の測定は、古澤（１９９５）のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。

３．結果

（１）放射性炭素年代

放射性炭素年代測定結果を表１、暦年較正結果を表２に示す。試料番号３を除く４点の試料では、

補正年代で概ね１１００BPから１２００BPに集中する傾向がある。試料番号３では１５５０BPを示し、他の試料

に比べてやや古い年代である。較正された暦年代では、試料番号３を除く４点の試料は、８世紀から

１０世紀までの年代幅に含まれ、試料番号３はこれらよりやや古い５～６世紀の年代となる。

（２）テフラ分析

処理後に得られた砂分は、多量の細砂～極細砂径の火山ガラスから構成される。火山ガラスは無色

透明のバブル型が多く、それよりやや少量の無色透明の軽石型も混在する。軽石型には塊状および繊

維束状のものが認められる。

火山ガラスの屈折率測定結果を図１に示す。ｎ１．５１７～１．５２２のレンジに入り、ｎ１．５１９付近にモー

ドがある。

４．考察

今回の放射性炭素年代測定で得られた年代は、５点のうちの４点までが、較正暦年で８～１０世紀と

いう年代であった。これらの試料のうち、２点は竪穴住居跡床面やカマド焚き口から採取されたもの

であり、２点は鍛冶炉から採取されたものである。このような測定試料の出土状況および遺物の年代

観などから集落の形成年代が１０世紀であることを考慮すれば、今回得られた年代測定値は集落が営ま

れていた時期に関わる年代を示すと考えて良い。なお、他の試料よりも古い年代となった試料番号３

の採取された炭焼き遺構は、発掘調査所見で時期不明とされており、平安時代の集落よりも以前の時

期における遺構である可能性のあることを示している。

一方、テフラ分析試料は、細粒の火山ガラスを主体とするテフラである。上述した砕屑物の特徴お

よび鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡の地理的位置と、これまでに研究された東北地方におけるテフラの産状（町田ほ

か（１９８１；１９８４）、Arai et al.（１９８６）、町田・新井（２００３）など）との比較から、そのテフラは、白頭

山苫小牧テフラ（B－Tm）に同定される。B－Tmは、１０世紀に中国と北朝鮮の国境に位置する白頭

山から噴出したテフラであり、岩手・秋田県北部以北と北海道のほぼ全域で確認されている（町田ほ

か，１９８１；町田・新井，２００３）。なお、その詳細な噴出年代については、早川・小山（１９９８）が歴史

記録の解釈から、西暦９４６年としている。ただし、１４Ｃ年代や年輪年代および湖成層の年縞などの研

究成果とは必ずしも一致していず、町田・新井（２００３）は未解決であるとしている。いずれにしても、

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡
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ＳＩ７６３におけるテフラの産状は、ＳＩ７６３が廃絶された後に降灰があったことを示しており、その後

ＳＩ１４００が構築されたことを示していると考えられる。

以上に述べた炭化材の放射性炭素年代およびテフラの産状は、集落の年代が１０世紀頃とする発掘調

査所見を支持していると言える。
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表１．放射性炭素年代測定結果

試料
番号 種類 出 土 遺 構 補正年代

ＢＰ δ１３Ｃ（‰） 測定年代
BP Code. No.

１ 炭化材 ＳＩ１４５ 床面 １１０５±２０ －２５．４０±０．１２ １１１５±２０ ２１

２ 炭化材 ＳＩ６５３ カマド焚き口付近 １２２５±２０ －２４．９３±０．１６ １２２５±２０ ２２

３ 炭化材 ＳＫ２ 炭焼き遺構 １５５０±２０ －２５．１７±０．１５ １５５０±２０ ２３

４ 炭化材 ＳＳ９００ 鍛冶炉底面 １１４０±２０ －２４．５３±０．１１ １１３０±２０ ２４

５ 炭化材 ＳＳ１７００ 鍛冶炉２層 １１９５±２０ －２４．３０±０．１１ １１８５±２０ ２５

１）年代値の算出には、Libbyの半減期５５６８年を使用。
２）BP年代値は、１９５０年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

表２．暦年較正結果

試料
番号 出 土 遺 構 補正年代

（BP） 暦年較正年代（cal） 相対比 Code No.

１ ＳＩ１４５ 床面 １１０７±２２
σ

cal AD ８９７－ cal AD ９２２
cal AD ９４２－ cal AD ９７５

cal BP１，０５３－１，０２８
cal BP１，００８－ ９７５

０．４２７
０．５７３ ２１

２σ cal AD ８９２－ cal AD ９８６ cal BP１，０５８－ ９６４ １．０００

２ ＳＩ６５３ カマド焚き口付近 １２２７±２２

σ

cal AD ７２０－ cal AD ７４１
cal AD ７６９－ cal AD ７８４
cal AD ７８７－ cal AD ８２５
cal AD ８４１－ cal AD ８６１

cal BP１，２３０－１，２０９
cal BP１，１８１－１，１６６
cal BP１，１６３－１，１２５
cal BP１，１０９－１，０８９

０．２１７
０．１７８
０．４１３
０．１９２ ２２

２σ
cal AD ６９４－ cal AD ７０３
cal AD ７０６－ cal AD ７４８
cal AD ７６５－ cal AD ８８０

cal BP１，２５６－１，２４７
cal BP１，２４４－１，２０２
cal BP１，１８５－１，０７０

０．０２５
０．２３０
０．７４６

３ ＳＫ２ 炭焼き遺構 １５４９±２２
σ

cal AD ４３７－ cal AD ４８９
cal AD ５１３－ cal AD ５１６
cal AD ５３０－ cal AD ５５１

cal BP１，５１３－１，４６１
cal BP１，４３７－１，４３４
cal BP１，４２０－１，３９９

０．６７３
０．０２８
０．２９９ ２３

２σ cal AD ４３１－ cal AD ５６４ cal BP１，５１９－１，３８６ １．０００

４ ＳＳ９００ 鍛冶炉底面 １１４０±２１

σ
cal AD ８８６－ cal AD ９００
cal AD ９１８－ cal AD ９６３

cal BP１，０６４－１，０５０
cal BP１，０３２－ ９８７

０．２５０
０．７５０

２４

２σ
cal AD ７８４－ cal AD ７８７
cal AD ８１８－ cal AD ８４２
cal AD ８６１－ cal AD ９７７

cal BP１，１６６－１，１６３
cal BP１，１３２－１，１０８
cal BP１，０８９－ ９７３

０．００４
０．０４２
０．９５４

５ ＳＳ１７００ 鍛冶炉２層 １１９７±２１
σ

cal AD ７８１－ cal AD ７９２
cal AD ８０６－ cal AD ８７０

cal BP１，１６９－１，１５８
cal BP１，１４４－１，０８０

０．１４８
０．８５２ ２５

２σ cal AD ７７５－ cal AD ８８８ cal BP１，１７５－１，０６２ １．０００

１）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV５．０（Copyright１９８６－２００５M Stuiver and PJ Reimer）を使用
２）計算には表に示した丸める前の値を使用している。
３）１桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、１桁目を丸めてい
ない。
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第２節 鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡の自然科学分析調査

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡は、米代川左岸の幟山丘陵北西端部の台地上に立地する。今回の発掘調査により、

板塀に囲まれた平安時代（１０世紀）の集落跡に伴う竪穴住居跡、堀立柱建物跡、土坑、精錬炉、鍛冶

炉、板塀跡等の遺構が検出されている。

今回の分析調査では、各遺構の構築・使用年代や木材利用状況に関する資料を得るため、出土した

炭化材の放射性炭素年代測定と樹種同定を実施する。さらに、検出された土坑の性格推定のための資

料として、土坑内より出土した骨片の同定を実施する。

Ⅰ．炭化材の年代と樹種

１．試料

試料は、各遺構から出土した炭化材・炭化物１４点（試料番号１－１４）である。炭化物は、実体顕微

鏡で観察したところ、全て炭化材であった。これらの炭化材のうち、放射性炭素年代測定は、試料番

号１－１２の１２点について実施する。樹種同定は、ＳＩ５０から出土した炭化材を中心に試料番号１，２，

１３，１４の４点について実施する。なお、放射性炭素年代測定を実施する試料番号３－１２の１０点につい

ても、測定前に実体顕微鏡で可能な範囲で同定を実施した。

２．分析方法

（１）放射性炭素年代測定

測定は株式会社加速器分析研究所の協力を得て、加速器質量分析法（ＡＭＳ法）により行った。な

お、放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期５，５６８年を使用する。また、測定年代は１９５０年を基点とし

た年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma）に相当する年代である。なお、暦年較正は、RA-

DIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV４．４（Copyright１９８６－２００２M Stuiver and

PJ Reimer）を用い、いずれの試料も北半球の大気圏における暦年校正曲線を用いる条件を与えて計

算させている。

（２）樹種同定

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡お

よび走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。

３．結果

放射性炭素年代測定および樹種同定結果を表１、暦年較正結果を表２に示す。炭化材の年代測定値

は、補正年代で１０２０BPから１２７０BPに集中する傾向があるが、試料番号３では８６０BPであり、他とは

やや値が離れている。一方、炭化材の樹種は、試料番号１，２，１３，１４の４点はいずれも針葉樹で２

種類（スギ・ヒノキ科）に同定された。また、年代測定試料（試料番号３－１２）は、試料番号５で組

織の観察ができず、種類不明である。また、組織は観察できたが、実体顕微鏡での観察のため種類の
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同定に至らなかった試料が３試料（試料番号７，９，１０）ある。その他の炭化材は、針葉樹１種類（ヒ

ノキ科）と広葉樹２種類（クリ・ケヤキ）に同定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

・スギ（Cryptomeria japonica（L. f.）D. Don） スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩

材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成さ

れ、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、１分野に２－４個。放射組織は単列、１－１５細胞高。

・ヒノキ科（Cupressaceae）

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや

急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められるが顕著ではない。放射組織は柔細胞の

みで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、１－１０細

胞高。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.） ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は２－４列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎

状に配列する。放射組織は同性、単列、１－１５細胞高。

・ケヤキ（Zelkova serrata（Thunb.）Makino） ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は１－２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向

の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、１

－８細胞幅、１－６０細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

４．考察

（１）年代測定

炭化材の年代測定値は、補正年代で１０２０BPから１２７０BPに集中する傾向があるが、試料番号３では

８６０BPであり、他とはやや値が離れている。値を丸める前の補正年代値を用いて計算した暦年較正値

は、試料番号１，２，４－１２がcal AD６９２－１０２４であった。一方、試料番号３はcal AD１１５９－１２２３，

１２３３－１２３８であり、暦年較正値でも他試料とは年代が離れている。試料番号１２，４－１２の暦年較正値

をみると、竪穴住居跡から出土した試料番号６，１１，１２は、樹種も同一で年代もほぼ同時期を示して

いる。試料番号１，２，４も針葉樹ではあるが、試料番号６，１１，１２とほぼ同じ時期を示している。

試料番号５，７，９，１０は暦年較正値が近い値を示すが、試料番号１２，４，６，１１，１２よりはやや新

しい時期を示している。

以上を整理すると、年代測定の結果からは、試料番号３、試料番号１２，４，６，１１，１２、試料番号

５，７，９，１０の３時期が認められる。しかし、これが遺構の構築時期を示すのか、樹齢の誤差など

によるものかは不明である。今後出土遺物との比較と共に、一遺構内で複数の試料について年代測定

を実施し、測定値の比較も行う必要がある。

（２）木材利用

試料番号１は板塀跡、試料番号２，１３，１４は焼失家屋跡（ＳＩ５０）から出土している。ＳＩ５０の炭

化材は、試料番号１３が東隅付近の壁際、試料番号２が北隅に近い北東壁の壁近く、試料番号１４が試料

番号２より住居中央部寄りで出土している。実測図を見ると、試料番号２，１４は板状を呈する。全て
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針葉樹材であり、板塀の炭化材がヒノキ科、焼失家屋跡の炭化材がスギとヒノキ科であった。この結

果から、板塀や焼失家屋跡で針葉樹材のスギやヒノキ科が利用されていたことが推定される。

スギは木理が通直で割裂性が高く、加工は容易である。ヒノキ科にはヒノキ属のヒノキ、サワラ、

アスナロ属のアスナロと変種のヒノキアスナロなど有用材が多い。現在のヒノキ科の分布や用途等を

考慮するとアスナロ（変種のヒノキアスナロを含む）の可能性がある。アスナロは、木理が通直で割

裂性が高く、加工が容易で耐水性が高い。

ＳＩ５０の炭化材に板状を呈する試料が認められることを考慮すると、割裂性が高く加工が容易なス

ギやヒノキ科等の針葉樹材を板状を呈する部材に利用していた可能性がある。ＳＩ５０では、今回同定

を行った他にも炭化材が出土していることから、今後それらの炭化材についても樹種同定を行い、部

位や形状による樹種の違いがあるか等の検討を行うことがのぞまれる。

Ⅱ．骨片の同定

１．試料

方形土坑ＳＫ１６１では、骨片が散在した状態で出土しており、これら出土骨に試料番号１－２４の番

号が付されている。この内、試料番号１６が同定試料として選択された。いずれも土壌が付着した状態

にあり、１試料中に複数点の骨片が認められる。

２．分析方法

試料は、保存状態が極めて悪く、土壌を除去すると極めて微細な破片となることから、そのままの

状態で肉眼観察することにし、形態的特徴から種と部位の同定を行った。なお、同定は、金子浩昌先

生の協力を得た。

３．結果および考察

同定の結果、頭骨片、肋骨片、脛骨片、腓骨片、四肢骨片が確認される。いずれも人骨とみられる。

出土骨は、いずれも白色を呈しており、表面に細かなひび割れが生じ、骨片自体も微細な破片となっ

ている。馬場ほか（１９８６）を参考にすると、人骨を焼いた際、６００℃以下ではほとんど変化がなく、

８００℃付近では灰白色になり、収縮・硬化が見られ、歯のエナメル質が崩壊し歯冠が失われる等、最

も激しく変化するとされている。

以上のことから、ＳＫ１６１には、火葬された人骨が埋葬されていたと思われる。なお、被葬者の性

別、年齢、体躯など個体情報について、今回試料の保存状態から推定することは困難である。

引用文献

馬場 悠男・茂原 信生・阿部 修二・江藤 盛治，１９８６，根古屋遺跡出土の人骨・動物骨．霊山根古屋遺跡の研究 －福島
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表１．放射性炭素年代測定および樹種同定結果

番号 遺 構 試料の質 樹 種 補正年代
BP δ１３Ｃ（‰） 測定年代

BP Code. No.

１ ＳＡ１５２－Ｐ７（板塀跡） 炭化材 ヒノキ科 １１９０±３０ －２２．７９±０．７２ １１５０±３０ IAAA－４１１７３

２ ＳＩ５０－１７（焼失家屋） 炭化材 スギ １２７０±３０ －２０．６０±０．６３ １２００±３０ IAAA－４１１７４

３ ＳＷ１２（炭窯） 炭化材 クリ ８６０±３０ －２４．１７±０．５９ ８４０±３０ IAAA－４１１７５

４ ＳＩ３１（焼失家屋） 炭化材 ヒノキ科 １２００±３０ －２５．３３±０．５８ １２１０±３０ IAAA－４１１７６

５ ＳＩ９９（竪穴住居跡カマド） 炭化材 不明 １１３０±３０ －２４．６７±０．６０ １１２０±３０ IAAA－４１１７７

６ ＳＩ１２６（竪穴住居跡カマド） 炭化材 ケヤキ １１６０±３０ －２７．１８±０．６２ １２００±３０ IAAA－４１１７８

７ ＳＩ１２９（竪穴住居跡カマド） 炭化材 広葉樹（環孔材） １１４０±３０ －２４．７６±０．８３ １１４０±３０ IAAA－４１１７９

８ ＳＫ１６１（土坑） 炭化材 クリ １０２０±３０ －２５．６３±０．９６ １０４０±３０ IAAA－４１１８０

９ ＳＳ２００（製鉄炉前庭部） 炭化材 針葉樹 １０９０±３０ －２４．１０±０．７８ １０８０±３０ IAAA－４１１８１

１０ ＳＳ４５２（鍛冶炉） 炭化材 広葉樹（環孔材） １０５０±３０ －２６．２７±０．７６ １０７０±３０ IAAA－４１１８２

１１ ＳＩ５００（竪穴住居跡カマド） 炭化材 ケヤキ １１５０±３０ －２６．６９±０．６５ １１８０±３０ IAAA－４１１８３

１２ ＳＷ２００（炭窯） 炭化材 ケヤキ １１６０±３０ －２５．２８±０．６４ １１７０±３０ IAAA－４１１８４

１３ ＳＩ５０－１６（焼失家屋） 炭化材 ヒノキ科 － － － －

１４ ＳＩ５０－８・１８（焼失家屋） 炭化材 ヒノキ科 － － － －

１）年代値の算出には、Libbyの半減期５５６８年を使用。
２）BP年代値は、１９５０年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

表２．暦年較正結果

番号 遺 構 試料の質 試料名 補正年代
（BP） 暦年較正年代（cal） 相対比 Code No.

１ ＳＡ１５２－Ｐ７（板塀跡） 炭化材 ヒノキ科 １１９０±３１ cal AD ７８１－ cal AD ７９２
cal AD ８０８－ cal AD ８８６

cal BP １，１５８－ cal BP １，１６９
cal BP １，０６４－ cal BP １，１４２

０．１２９
０．８７１

IAA－５１９

２ ＳＩ５０－１７（焼失家屋） 炭化材 スギ １２６９±３１ cal AD ６９２－ cal AD ７０３
cal AD ７０９－ cal AD ７５３
cal AD ７５８－ cal AD ７７５

cal BP １，２４７－ cal BP １，２５８
cal BP １，１９７－ cal BP １，２４１
cal BP １，１７５－ cal BP １，１９２

０．１４４
０．６１２
０．２４４

IAA－５１９

３ ＳＷ１２（炭窯） 炭化材 クリ ８５８±３０ cal AD １，１５９－ cal AD １，２２３
cal AD １，２３３－ cal AD １，２３８

cal BP ７２７－ cal BP ７９１
cal BP ７１２－ cal BP ７１７

０．９６５
０．０３５

IAAA－４１１７３

４ ＳＩ３１（焼失家屋） 炭化材 ヒノキ科 １２０４±３１ cal AD ７８０－ cal AD ７８４
cal AD ７８７－ cal AD ８３２
cal AD ８３７－ cal AD ８７６

cal BP １，１６６－ cal BP １，１７０
cal BP １，１１８－ cal BP １，１６３
cal BP １，０７４－ cal BP １，１１３

０．０４５
０．５１２
０．４４３

IAAA－４１１７４

５ ＳＩ９９（竪穴住居跡カマド） 炭化材 不明 １１２９±３１ cal AD ８９１－ cal AD ９０４
cal AD ９１５－ cal AD ９７６

cal BP １，０４６－ cal BP １，０５９
cal BP ９７４－ cal BP １，０３５

０．１８１
０．８１９

IAAA－４１１７５

６ ＳＩ１２６（竪穴住居跡カマド） 炭化材 ケヤキ １１６４±３１ cal AD ７８２－ cal AD ７９１
cal AD ８１２－ cal AD ８４３
cal AD ８５７－ cal AD ８９８
cal AD ９２１－ cal AD ９４４
cal AD ９５４－ cal AD ９５５

cal BP １，１５９－ cal BP １，１６８
cal BP １，１０７－ cal BP １，１３８
cal BP １，０５２－ cal BP １，０９３
cal BP １，００６－ cal BP １，０２９
cal BP ９９５－ cal BP ９９６

０．０８５
０．２６４
０．４１５
０．２２１
０．０１４

IAAA－４１１７６

７ ＳＩ１２９（竪穴住居跡カマド） 炭化材 広葉樹（環孔材） １１３９±３６ cal AD ８８４－ cal AD ９７７ cal BP ９７３－ cal BP １，０６６ １．０００ IAAA－４１１７７

８ ＳＫ１６１（土坑） 炭化材 クリ １０２４±３４ cal AD ９８６－ cal AD １，０２４ cal BP ９２６－ cal BP ９６４ １．０００ IAAA－４１１７８

９ ＳＳ２００（製鉄炉前庭部） 炭化材 針葉樹 １０９０±３１ cal AD ８９８－ cal AD ９２１
cal AD ９５６－ cal AD ９９５

cal BP １，０２９－ cal BP １，０５２
cal BP ９５５－ cal BP ９９４

０．３７４
０．６２６

IAAA－４１１７９

１０ ＳＳ４５２（鍛冶炉） 炭化材 広葉樹（環孔材） １０５１±３１ cal AD ９７８－ cal AD １，０２０ cal BP ９３０－ cal BP ９７２ １．０００ IAAA－４１１８０

１１ ＳＩ５００（竪穴住居跡カマド） 炭化材 ケヤキ １１４７±３１ cal AD ７８４－ cal AD ７８８
cal AD ８３２－ cal AD ８３７
cal AD ８７６－ cal AD ９０４
cal AD ９１５－ cal AD ９７６

cal BP １，１６２－ cal BP １，１６６
cal BP １，１１３－ cal BP １，１１８
cal BP １，０４６－ cal BP １，０７４
cal BP ９７４－ cal BP １，０３５

０．０２９
０．０４０
０．２９０
０．６４１

IAAA－４１１８１

１２ ＳＷ２００（炭窯） 炭化材 ケヤキ １１６１±３２ cal AD ７８２－ cal AD ７９０
cal AD ８１８－ cal AD ８４２
cal AD ８５９－ cal AD ８９９
cal AD ９２０－ cal AD ９５７

cal BP １，１６０－ cal BP １，１６８
cal BP １，１０８－ cal BP １，１３２
cal BP １，０５１－ cal BP １，０９１
cal BP ９９３－ cal BP １，０３０

０．０６６
０．２０４
０．３９２
０．３３８

IAAA－４１１８２

１）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV４．４（Copyright１９８６－２００２M Stuiver and PJ Reimer）を使用
２）計算には表に示した丸める前の値を使用している。
３）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。
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第４章 まとめ

鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡の２か年に及ぶ調査によって、本遺跡が平安時代の大集落の一部であること、それ

と共に幾つかの注目される点を持つことが明らかになった。以下で、それらの点について述べまとめ

としたい。

１ 鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡の年代について
本遺跡の時期や存続期間については、出土遺物や竪穴住居覆土から検出した火山灰が手がかりとな

る。

最初に遺物から推測される年代であるが、出土遺物のほとんどが土師器、須恵器であり、中でも土

師器の占める割合が高い。

土師器の特徴は、坏が内外面にロクロナデによる調整痕、底部に回転糸切りによる切り離し痕がみ

られ、内面に黒色処理を施したものも少なくない。坏以外には皿（耳皿）、甕、鉢、ナベなどの器種

がみられ、把手付土器はみられない。皿には柱状高台付の皿が、甕の中には、タタキ目を持つ長胴甕

が少数ではあるがみられる。以上土師器の特徴から推測される年代は、１０世紀前葉から１０世紀後葉に

かけての１０世紀代に収まるものとみられる。

須恵器は、甕や壺が中心で坏は１点のみである。器形や胎土のちがいから、複数の窯で生産された

ものが混在している可能性がある。中には五所川原産のものに近い可能性があるものが含まれるが、

十分な調査を行うことができなかったため現段階では不明である。これらの土器の他に、細片ではあ

るが緑釉陶器（６点）が出土し、１０世紀前葉の東濃産と近江産のものであるとの鑑定を受けている。

次に竪穴住居覆土から検出された火山灰から推測される年代であるが、第２章の報告のとおり、Ｓ

Ｉ７６４中央部の覆土中で検出されている。住居の中央付近にレンズ状に堆積している状態から、住居

廃絶後に形成された窪地に二次堆積したものと推測される。この火山灰は分析の結果、白頭山苫小牧

火山灰（Ｂ－ＴＭ）であることが判明した。この火山灰は十和田ａ火山灰よりもやや新しく、噴出年

代が９４０年前後とされている。これにより少なくとも９４０年前後以前にＳＩ７６４が廃絶されていたこと

がわかる。この竪穴住居の覆土をみると、火山灰直下の１８層は、人為的要素が含むものの、竪穴の掘

り込み内に厚く・均一に堆積した状態（掘り込みを充填するような状態）にはなく、壁際から中心部

に向かってなだらかに下るような堆積状態を示している。この状態から、１８層は流れ込みによって堆

積した層と考えられる。このため、住居の廃絶から１８層の堆積、火山灰の堆積までには、ある程度の

期間が必要だったと考えられる。また、ＳＩ７６４は壁柱穴の数か所で重複がみられるほか、カマドの

造り替えも行われていることから、他の住居と同じくらいかそれ以上の使用期間があったものと推測

される。以上のとおり、住居の廃絶から火山灰の堆積までの時間と住居の使用期間を併せて考えると、

この住居が使用された時期は１０世紀第一四半期末頃まで遡る可能性が高いといえる。周辺遺構との重

複関係では、この住居に堆積したＢ－ＴＭを切ってＳＩ１４００が構築されているため、少なくもＢ－Ｔ

Ｍ降下後も集落が継続して営まれていたことがわかる。ちなみにＢ－ＴＭの遺跡内での検出頻度は少
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なく、凹地状の地形や沢状の地形で僅かに確認できた程度である。遺跡内の地勢は平坦地（調査区西

側）と緩斜面（調査区東側）に二分されるため、共に地形の影響で、風に飛ばされたり、斜面を流れ

下ったりと降下した火山灰が堆積しにくかったことが考えられる。なお、遺跡内から十和田ａとみら

れる火山灰は検出されなかった。

以上、遺物の特徴や火山灰などの出土状況から、鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡における平安時代の集落は、１０世

紀前葉に始まり１１世紀を待たずして終焉を迎えたと推測される。

２ 棚田状の平坦面と遺跡の広がりについて（第２２７図）
調査区内では、東端付近が最も標高が高く、約７０�の高さがある。そこに高さ約５�のタワーを建

て周囲を望むと、北西方向には能代市街や米代川の河口部、北方には白神山地を見渡すことができる。

この東端部から南側の調査区外に進むと、大館遺跡、縄手下遺跡へと延びる台地の中で最も標高の高

い８５�の頂きがある。現在は植林による杉林になっているため見通しが悪いが、当時はかなり広範囲

を見渡すことができたと思われる。この頂きの近くには小さな窪地がある。他遺跡の調査例から、埋

没しきらない何らかの遺構の可能性が考えられる。これより西側に広がる斜面には複数の段状の平坦

面が確認できる。本調査区に見られる棚田状の平坦面はそのうちの幾つかである。このため、平坦面

の分布範囲が遺跡の広がりを示すものと考えられる。踏査の結果、その広がりは調査区の北端付近か

ら調査区外南側２００�ほどの沢まで及ぶことが判明した。その面積は、おおよそ５０，０００㎡になると見

られる。この他にもこの台地には、不自然な人工的な平坦面を確認することができるため、遺跡の広

がりはさらに大きくなる可能性も考えられる。

この棚田状平坦面は、竪穴住居の建て替えが行われていった結果として残されたものと考えること

もできるが、斜面を有効利用するために集落の造営当初からある程度計画的に造られた（地ならしさ

れた）可能性が高い。それは住居の建て替えが平坦面間の斜面にはほとんどみられず、限られた広さ

の平坦面の（幅の）中でそれぞれ行われている状態が確認できるからである。また、傾斜地にある集

落内でスムーズで安全な移動を行うためには、一定の整地や秩序ある住居配置は不可欠であったと考

えられる。平坦面は、調査区内ではＡ～Ｈのおおよそ８面確認できるが、この面は消長はあるものの

調査区外南側にも広く及ぶことが踏査によって判明した。調査区内には北東から南西方向に広がる埋

没沢があるが、そこには、平安時代以前の無遺物層であるⅤ層黒色シルトの上に褐色シルトが堆積し

ている。この褐色シルトは、主に沢上方の平坦面の造成（整地）や大型遺構の掘削の際に排出された

土（Ⅵ、Ⅶ層由来土）と考えられるが、不安定な沢地を埋めるための積極的な行為として行われた可

能性もある。この褐色シルトの中には遺物がほとんど含まれないことから、集落が開かれ始めた頃の

排土と考えられる。

３ 調査区西側住居群と東側住居群の変遷について（第２２８・２２９図）
立地は西側住居群が平坦面、東側住居群が緩斜面という違いがある。両地区における住居構造を比

較するとカマド煙道の形状に違いがみられる。西側では、煙道が短かく急角度で立ち上がるものがほ

とんどであるのに対し、東側では、床面と同じくらいの深さで長い煙道を持つ住居が一定数みられる。

これらの住居の多くからは、砂礫を多く含み表面がざらつく土師器の坏が出土するといった特徴があ
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る。このため、長い煙道を持つ住居の住人は、近い関係にある人々である可能性が考えられる。煙道

が長いタイプと短いタイプ両タイプの住居は同一時期に、集落内に混在していたとみられるため、出

自の異なる集団が一つの集落を形成していた可能性も考えられる。以下に遺跡内における住居の変遷

について、各住居の新旧関係、カマドが付設される壁の方向、住居の軸方向、出土遺物などをもとに

述べることにする。調査区東側と西側の二つの住居群には、重複等の直接的な関係がないため、それ

ぞれの地区毎（東側、西側）に変遷過程を示した。なお、便宜上、南壁にカマドが付設されるものを

南カマド、北壁に付設されるものを北カマドなどというような呼称を用いることにし、カマドが付設

される壁の方位が同じものは、同時期かあるいはほとんど時間差のない一群とみなすことにした。ま

た、ここでいう住居の軸方向は、カマドを基準としたものではなく、住居の平面形を四角形とみなし、

各辺に対する垂線が最も北に近い方位を示すものの方向を軸方向とする。

（１）調査区西側

調査区西側では、重複する住居の新旧関係や出土遺物からⅠ～Ⅳ期の変遷が推測できる。当区住居

のカマドが付設される壁とその軒数は、北壁１軒、南壁２軒、東壁５軒、南東壁１軒、南西壁２軒で

ある。このうち北カマドのＳＩ５１は、南カマドのＳＩ３２の真南の向かい合うような位置関係にあるた

め、同時期かそれほど時間差のないものと考え、南カマドと同じ一群とする。ここで南カマドと東カ

マドの新旧関係にふれると、南カマドのＳＩ４２０と東カマドのＳＩ４１０の重複では、南カマドのＳＩ４２

０の方が古いことがわかっている。次に、南東カマドのＳＩ１０７と東カマドのＳＩ９９の重複では、南東

カマドのＳＩ１０７が古いことがわかっている。この２か所の重複例から、南（北）カマド→南東カマ

ド→東カマドという変遷を復元できる。残るのは南西カマドの２つの住居ＳＩ５０とＳＩ１２２であるが、

東カマド、南カマドの住居が使用された時期に形成されたとみられる焼土を切ってＳＩ５０が構築され

ていることから、先述の住居群よりも新しいものと考えたい。また、ＳＩ５０の火災に伴って被熱の影

響を受けた須恵器が、１０世紀中葉の特徴を示すことから、ＳＩ５０、ＳＩ１２２は１０世紀第２四半期末か

ら第３四半期以降に使用された住居と推測する。以上を整理すると東側調査区では、南カマド（Ⅰ期）

→南東カマド（Ⅱ期）→東カマド（Ⅲ期）→南西カマド（Ⅳ期）という変遷を復元することができる。

なお、これらの住居群から東に離れたところにあるＳＩ１０００も、ＳＩ１０７と軸方向が同じである点、

カマドの位置関係が先の南カマドと北カマドの例のように１８０°異なることなどから同じ時期のもの

と考えたい。Ⅲ期については、東と西に分布が分かれるため、当期内で住居の移動（建て替え）が行

われた可能性も残る。

（２）調査区東側

次に調査区東側の住居の変遷についてである。後に板塀の変遷で述べるが、当区の各時期における

住居の分布は、板塀の広がりの変化と関わりあうものが多い。その他の特徴としては、住居の軸方向

は、東西南北の四方から大きくずれるものはない点があげられる。

調査区東側の住居の変遷をとらえる手段として、重複する住居群を選んで最も古い時期の住居のカ

マドの位置を特定し、そこからの変化を辿り、さらに他住居群との比較を行った。その結果、Ⅶ期の

変遷過程が明らかになった。

〔Ⅰ期〕

東カマドの住居で構成される。ＳＩ７６５・１４００との重複関係の中で最も古いＳＩ７６４では、２つの煙
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道が検出されており、東カマドから南カマドへの造り替えが行われている。大型の住居SI７７７に関連

する重複遺構の新旧関係では、ＳＩ１７８２（カマド方位不明）→ＳＩ１７８１（西カマド）→ＳＩ７７７（南

カマド）→ＳＩ５００（南カマド）という流れが判明している。西カマドについては遺跡内の住居全体

で２軒しかないため、対称の位置にある東カマドと同じ時期のものと考えたい。以上２か所の事例か

ら、東（西）カマドから南カマドへの変化を推測することができるため、東カマドのＳＩ１３４、ＳＩ

１５１、ＳＩ７６４、ＳＩ１６４９、西カマドのＳＩ１７８１を当期の住居とした。この５軒の住居は軸がややずれ

るが、これは集落を囲う板塀の方向（弧）に住居の軸方向を合わせて構築したためと考える。なお、

ＳＩ１７８１より古いＳＩ１７８２については、詳細が不明であるため第一段階に含めることにした。また、

西カマドであるＳＩ６９９については、平坦面間の斜面に立地することから、カマドの位置（煙道の方

向）は、地形による規制を受けている可能性が高いため、西カマドであるＳＩ１７８１と同時期と考える

ことはできない。

〔Ⅱ期〕

Ⅲ期への移行期（東カマドから南カマドへの移行期）として捉えた。前段階の板塀から増築された

板塀（イ）と壁のラインが一致するＳＩ７７７（南カマド）やＳＩ１５３・１７２３・１７２４の重複で最も古いＳ

Ｉ１７２４（南カマド）が構築される。ＳＩ７７７関連部分では南カマドの住居（ＳＩ７７７）から南カマド住

居（ＳＩ５００）への立替えが行われていることや、ＳＩ７６４関連では、南カマド期のＳＩ７６４を切って

南カマドのＳＩ１４００が構築されていることから、カマドの位置は次第に南カマドに固定化されていっ

たと考えられる。なお、この期に増築された板塀（ア）は、主に製鉄関連の作業空間と集落内を区画

するものとして機能していた可能性が考えられる。

〔Ⅲ期〕

南（北）カマドの住居で構成される。新たにＳＩ１２９・１４５・１３２が構築される。これらの住居は煙

道が長いタイプの住居である。住居の軸方向はやや東にずれ、板塀を意識したものと考えられる。

〔Ⅳ期〕

南（北）カマドの住居で構成される。板塀の変化に合わせて新たな住居、ＳＩ１５３・６５２・７６５・１７５

５が構築される。ＳＩ１５３・１７５５は新たに構築された板塀と東壁のラインが平行し、かつ近接した位

置関係にあるため、同時存在していたと推測する。当期の住居も前段階同様の軸方向を示す。

〔Ⅴ期〕

板塀Ⅱ期からⅢ期への造り替えに相当する時期で、期間的には比較的短期間と考えられるため、集

落を構成する住居にあまり大きな変化はみられない。西側では板塀から西に展開する大型柱穴群との

関連がうかがえるＳＩ１４５６（南カマド）が構築されたと推測される。工房の機能も持ち合わせた可能

性の高いＳＩ１４５６の構築により、作業場（域）が西側から東側に移動したと考えられる。

〔Ⅵ期〕

集落を囲う板塀の消失に伴う住居の拡散期にあたる。板塀の消失によって住居の軸方向は、再び東

西南北の四方を意識したものになり、それから大きくずれるものはない。竪穴住居ではないが、竪穴

状遺構としたＳＫＩ１０９８ピット内から出土した須恵器は１０世紀中葉の特徴を示すことから、１０世紀第

２四半期末から第３四半期以降に使用された遺構と推測する。

〔Ⅶ期〕
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遺構は少なく、そのため、集落の中心が調査区外の南側に移動したことも考えられる。Ⅵ期のＳＩ

１２７より新しいＳＫＩ１３１とその南に位置するＳＫＩ１３０がこの期のものと推測する。両者は住居の軸

方向の傾きや底面レベルが類似するため同一期の遺構と判断した。ただし、これらの遺構はカマドが

検出されなかったため、住居として活用されていたかどうかは不明である。住居の軸方向はやや東に

傾く。

以上、調査区西側と東側のそれぞれの変遷について説明したが、双方の対応関係を明らかにするこ

とはできなかった。ただし、１０世紀中頃の特徴をもつ須恵器が出土した遺構を元にすると、西側のⅣ

期と東側のⅥ～Ⅶ期は時期的に近い可能性がある。

４ 調査区東側から検出した溝跡について（第２２８・２２９図）
これらの溝は、板塀跡と考えられる。これらの内側では竪穴住居跡などの平安時代の遺構が多数検

出されているため、集落を囲うために構築されたものと推測される。このような遺構は、本遺跡の西

１㎞にある大館遺跡、同じく西０．９㎞で大館遺跡に隣接する縄手下遺跡からも検出されている。特に

縄手下遺跡のものは構造や覆土の状態といった点において本遺跡のものと酷似する可能性が高い。

本遺跡の集落を囲む板塀跡ＳＤ１５２（ＳＤ５０８）・２１１・１０５０には時期差が見られる。新旧関係は２１１

→１０５１→１５２の順になるが、これらに関連する溝としてＳＤ７９１がある。この７９１はＳＤ２１１、ＳＤ１０５０

の直線上に位置する溝である。当初は２１１と対をなす塀として機能していたものが、後にＳＤ２１１の外

側にＳＤ１０５０を新設した際に、軌道は変えず構造を変え新たな板塀として使用された（つまりＳＤ７９

１はＳＤ２１１期とＳＤ１０５０期の２期にわたり使用された）と考えられる。ＳＤ７９１がＳＤ２１１と対をな

す板塀とする根拠であるが、２つの溝の中間地点に掘立柱建物跡ＳＢ１３３０が位置する点があげられ

る。この位置関係から建物とセットで塀が機能していたと推測する。次にＳＤ７９１とＳＤ１０５０が同時

存在した根拠である。この２つの溝は柱穴を伴わない深さのある溝という点で造りが共通しているた

め、同時性を考えるには好都合である。しかしながら、布掘り溝で柱穴・溝ともに浅いＳＤ２１１とは

構造が異なってくるためＳＤ７９１とＳＤ２１１との同時性を考える上ではマイナス要素になる。これをど

う考えるかであるが、ＳＤ７９１と１０５０の形状をよく観察するとＳＤ２１１・７９１からＳＤ７９１・１０５０への変

化の妥当性がみえてくる。ＳＤ７９１はＳＤ１０５０に比べやや幅が広く、軌道にも細かなブレがあるとと

もに、溝の断面形もやや乱れている。このような状態を、当初ＳＤ２１１と同じ構造だった溝を掘り返

したため、若干幅が広くなり形状も乱れたと考えたい。以上のことから当初ＳＤ２１１と並存していた

（同じ造りであった）ＳＤ７９１が、改築されＳＤ１０５０とも並存すことになったと解釈できる。

この他にもＳＤ１０５０とＳＤ１５２が重複する区間があるため、それぞれの塀は、各期ごとに一斉に造

り替えられたのではなく、所々改築を行いながら塀を巡らす範囲を変化させていったと推測できる。

なお、ＳＤ１５２の北部、北東部でそれぞれ１か所、ＳＤ１０５０の北東部で１か所溝が切れる部分がある

が、これは調査前から重機の進入路として地山がカットされていた部分である。カット前はおそらく

溝が連続していたと思われる。

ＳＤ２１１（・７９１）、ＳＤ１０５０（・７９１）、ＳＤ１５２（・５０８）をそれぞれをⅠ～Ⅲ期に当てて、各期の

板塀の規模や関連する遺構を示すと第２２８・２２９図のようになる。

〔Ⅰ期〕
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ＳＤ２１１とＳＤ７９１で構成されるラインである。一つの弧としてみた場合の長さは、Ⅰ～Ⅲ期の中で

最も長いが、先述したとおり構造自体は強いものではない。ア、イ部分が後に構築された可能性があ

るため、ア・イがない状態をⅠ期①、ある状態をⅠ期②とする。イ（ＳＤ１２１６）部分はＳＤ２１１と接

続する溝である。造りは布掘り溝でＳＤ２１１と共通し、ＳＤ２１１と接する部分で溝が止まっていること

から同時期のものと考えられる。このイと対をなすように西側にも直線的な部分アがある。ＳＤ１５２

として調査した部分であるが、ＳＤ７９１がここまで連続していたと考えられる。同時性をもつ竪穴住

居としては、ＳＤ１２１６の南側延長線上に竪穴住居跡の西壁がのるＳＩ１７８１、ＳＩ７７７の２期に渡る竪

穴住居が考えられる。また、これより古い住居であるＳＩ１７８２は、Ⅰ期①かそれ以前に遡るとみられ

る。

〔Ⅱ期〕

ＳＤ７９１（ＳＤ１５２と重複）とＳＤ１０５０で構成されるラインである。塀で囲われる範囲は狭くなった

ものの、北東方向にやや塀を膨らませたかたちになる。また、ＳＤ１０５０の西端からは、ＳＤ９９１～１１０

０～１４１０といった一連の板塀が構築される。この期で注目されるのはＳＢ１３３０である。この建物のプ

ランをよく見ると３間×２間のうち北側の１間×２間部分の軸がＳＤ１０５０に平行するようにずれてい

るのがわかる。つまり、当初２間×２間であった建物がＳＤ１０５０の設置に伴い北側に１間×２間分を

増設した可能性が高いといえる。また、この建物西側にＳＤ７９１の堀り方を利用する形でＳＢ８００が構

築される。この期にＳＤ２１１・１２１６が残っていたかどうかは不明である。また、この期に大型の住居

であるＳＩ７７７が廃絶され、覆土上にＳＤ１０５０が構築される。同時性をもつ竪穴住居としてはＳＩ５００

が考えられる。

〔Ⅲ期〕

ＳＤ１５２とＳＤ５０８で構成されるラインである。Ⅱ期と東西方向は変わらないが北寄りに範囲を拡大

させている。ＳＢ１３００が廃絶され、その跡から、南側へ新たな板塀（ＳＤ６５２）が構築される。この

期の溝（ＳＤ１５２～５０８）はⅡ期より幅・深さともに大きく３つの時期の中では最も強度のある構造だっ

たと考えられる。柱穴の中には深さ１�前後（大型柱穴）のものもある。ＳＩ７７７覆土上に構築され

たＳＢ１８４０掘立柱建物跡はⅢ期の塀とセットで活用されたものと考えられる。Ⅱ、Ⅲ期の板塀跡は、

調査区外南側にも続くと思われるが、西側は沢地に面した斜面に造られたＳＫＩ２０６９によって切られ

た状態にあるため、現段階ではどこまで塀が続いていたのかは不明である。

以上の変遷から遺跡のある程度の存続期間の長さをうかがい知ることができる。ここで全体の変化

について補足することにする。Ⅰ期は板塀の途切れる北側に出入り口があったと推測されるが、Ⅱ、

Ⅲ期では溝の途切れる部分がなくなる（図で途切れている部分２か所は調査前に重機進入路として既

に削平されていた部分）ため、北側の出入り口を閉鎖した可能性が考えられる。なお、Ⅰ期の出入り

口は、主に調査区北端の急斜面から遺跡内に進入するためのものと考えられるが、これ以外にも調査

区外南側にも出入り口が予測される。このように、板塀はⅠ期の開放的なものから、Ⅱ・Ⅲ期の集落

をしっかりと囲うような構造へと変化した過程が読みとれる。Ⅱ、Ⅲ期に至っては北側の出入り口の

閉鎖や新たな建物（櫓）の構築が行われているため、守りが強化されたことがわかる。ただし、Ⅲ期

を過ぎると集落を囲う板塀は消失してまうため、遺跡を取り巻く状勢が一時的に安定化した可能性も

考えられる。
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調査区西側Ⅰ期　南壁、北壁にカマドが構築される住居で構成 

調査区西側Ⅱ期　南東壁・北西壁にカマドが構築される住居で構成 

調査区西側 調査区東側 

ＳＩ３２　ＳＩ５１　ＳＩ４２０ 

ＳＩ１０７　ＳＩ１０００ 

調査区西側Ⅲ期　東壁にカマドが構築される住居で構成 
ＳＩ９９　ＳＩ１００　ＳＩ３１　ＳＩ３９　ＳＩ４１０ 

調査区西側Ⅳ期　南西壁にカマドが構築される住居で構成 
ＳＩ５０　ＳＩ１２２ 

調査区東側Ⅰ期（板塀Ⅰ期①） 
　住居：東壁、西壁にカマドが構築される住居で構成（住居の向きは板塀の方向を意識） 

板塀：ＳＢ１３００を中心として、東西に板塀（ＳＤ２１１、ＳＤ７９１）が構築される 

板塀：Ⅰ期①の板塀から南に２本の直線的な板塀が増築される（ア：ＳＤ１５２、イ：ＳＤ１２１６） 

ＳＩ１３４・１５１・７６４・１６４９・１７８１（１７８２） 

調査区東側Ⅱ期（板塀Ⅰ期②） 
　住居：東壁、西壁にカマドが構築される住居と南壁にカマドが構築される住居で構成（移行期） 

ＳＩ１３３・７６４・７７７・１７２４ 

ＳＩ３２ ＳＩ４２０ 

ＳＩ５１ 

ＳＩ１０７ 

ＳＩ３１ ＳＩ４１０ 

ＳＩ３９ 

ＳＩ１０００ 

ＳＩ９９ ＳＩ１００ 

ＳＩ５０ ＳＩ１２２ 

ＳＩ１５１ 

ＳＩ１６４９ 

ＳＤ７９１ ＳＤ２１１ 

ＳＩ１７８１（１７８２） 

ＳＢ１３００ 
ＳＩ７６４ 

ＳＩ１３４ 

ＳＳ２００ 
ア 

ＳＤ１５２（７９１） 

ＳＩ１７２４ ＳＤ１１８０ 
ＳＤ８７０ ＳＩ７７７ 

ＳＩ１３３ 

イ ＳＤ１２１６ 

作業場 

第２２８図 竪穴住居・板塀変遷図（１）
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調査区東側Ⅲ期（板塀Ⅰ期②） 
　　住居：南壁、北壁にカマドが構築される住居で構成 
　　　　　（住居の向きは板塀の方向を意識） 

ＳＩ１２９・１３２・１４５・７７７・１７２４ 

調査区東側Ⅳ期（板塀Ⅱ期） 
　　住居：ＳＩ１５３・６５３・７６５・１７５５ 
　　　　　（ＳＩ１５３、ＳＩ１７５５の壁はＳＤ１４１０と平行） 

調査区東側Ⅵ期　南壁にカマドが構築される住居で構成される（住居の向きは東西南北を意識）。 
　　住居：ＳＩ１２７・５００・１７２３ 
　　その他：ＳＫＩ１０９８、ＳＫＩ１２８、ＳＢ２０７４、ＳＢ２０７６ 

調査区東側Ⅶ期　ＳＫＩ１３０、ＳＫＩ１３１、ＳＢ６６６で構成される。 
　　　　　　　　　集落の中心部は南へ移動？ 

調査区東側Ⅴ期（板塀Ⅲ期） 
　　住居：ＳＩ１４００・１４５６ 

作業区域 

板塀：ＳＤ２１１の北側に集落を囲む新たな板塀（ＳＤ１０５０）が構築される。 
　　　また、南北方向の板塀ＳＤ９９１・１１００・１４１０が構築される。 
板塀関連施設：ＳＢ８００、ＳＢ１８４０が構築される。ＳＢ１３００は、北に一間増築される。 

板塀：ＳＤ７９１・１０５０の外側に新たな板塀ＳＤ１５２・５０７が構築される。ＳＤ１５２（西側）の覆土に大型柱穴が堀り込まれる。 
　　　ＳＤ９９１がＳＤ１５２に連結する。 
板塀関連施設：ＳＢ１３００が廃絶（ＳＤ６５２の構築）。ＳＤ１５２大型柱穴の西側延長線上に大型柱穴ＳＫ１４４１・４１９・１２５７・９２１ 
　　　　　　　が構築される。 

作業区域 

板塀：変化なし 
ＳＩ７７７ ＳＩ１４５ 

ＳＩ１３２ 

ＳＩ１２９ 

ＳＤ１１００ 
ＳＢ８００ 

ＳＩ１５３ 

ＳＩ１７５５ 
ＳＤ１４１０ 

ＳＤ９９１ 

ＳＩ６５３ 

ＳＤ１０５０ 

ＳＩ７６５ 
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第２２９図 竪穴住居・板塀変遷図（２）
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板塀の機能としては、部外者の直接的な進入や集落内で飼育されていた家畜等の逃走を防ぐための

実用的なものや、集落の内・外を分ける結界のようなものだったことが考えられるが、後者のような

ものから前者へ機能が変化していったことも考えられる。

５ ＳＩ５０竪穴住居跡について
この住居跡は、当遺跡で２軒検出された焼失家屋の一つである。この住居からは、カマドが構築さ

れている壁とは反対側の東壁面近くで、食膳具が板に伏せた状態で検出された。その内訳は、土師器

坏１２点、甕１点、木製椀３点であるが、この出土状態を見る限り、住人が意図的に住居に火を放った

とは考えにくく、失火や放火などによって住居が焼失してしまったと推測される。また、覆土には広

範囲に渡り焼土がみられるが、上屋を覆っていた土が屋根の崩落により落下し、炎による熱で焼土化

した可能性が考えられる。本住居は、土葺きの屋根の可能性がある例として、また、一世帯あたりの

器の保有量や、食膳具の収納場所を示す例として貴重な遺構といえる。

６ 開口部をもつ建物について
この建物跡は壁溝や柱穴をもつという点では竪穴住居跡と同じであるが、以下の相違点がある。

ａ台地平坦面よりも低い斜面に（斜面を切り土して）造られている。

ｂ壁溝・柱穴は３方にしかない（開口部側に柱穴があるかどうかは不明瞭である）。

ｃ１辺のみ長く、その他の向かい合う２辺は短くほぼ同じ長さである。

ｄカマドがみられない。

この建物はｂの特徴から１面に壁をもたない、つまり開口部をもち、気密性が要求されない建物だっ

たと推測される。気密性が要求されないとはいっても、壁溝をもつことから、開口部以外は板材によ

るしっかりとした壁に囲われていたと考えられる。また、ａの特徴から風の影響を受けにくい場所を

選んで構築されていることがわかる。このような構造、立地条件に加えｄの特徴から、住居としての

性格は考えにくく、強い風の進入を防ぐ必要のある作業を行っていた工房のような建物であった可能

性が高いといえる。このような建物の検出例は、県内では鹿角市の白長根館Ⅰ遺跡にみられる。報告

書では、ＳＩ１６・１７・１８として報告されている遺構がそれである。これらの遺構は斜面に構築されて

いる点、柱穴を伴う壁溝をもつ点、開口部をもつ点で当遺跡と共通している。遺構内からは、製鉄炉

とみられる遺構や、鉄滓などの製鉄関連遺物が検出されていることから、製鉄関連の工房跡と考えら

れている。本遺跡の例では遺構内から製鉄炉は検出されなかったものの、建物内と考えられる範囲か

らは、鍛冶炉や焼土、鉄滓、被熱礫などを検出しているため、同じく製鉄関連の工房として利用され

ていた建物であった可能性が高いといえる。また、製鉄炉（ＳＳ２００）からそれほど離れていないと

ころに、集中している点も注目される。ＳＩ１４５６については、カマドとみられる部分が検出されたた

め住居に含めたが、遺構の平面形は、ここでいう工房跡そのものである。このため、このカマド部分

は、工房の一角に給湯を目的に設けられた可能性がある。なお、ＳＫＩ２０６９については、溝はあるも

のの中に柱穴はみられず、溝の平面形や断面形も工房跡のものとは少し異なる。そのため壁溝とは異

なり、雨水等の進入を防ぐ溝として機能していたとみられる。また、覆土からは近世とみられる陶器

が出土していることから、平安時代の工房跡より新しいと考えられる。性格としては、遺構内に３か
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所の焼土があることから、やはり何らかの工房的な場所だったと考えられる。

７ 製鉄関連遺構の分布と時期について
当遺跡では、平安時代に属する製鉄関連遺構として製鉄炉１基、鍛冶炉が１０基、工房跡が６基検出

されている。開口部をもつ建物である工房跡は全て板塀の外側にあり、製鉄炉とともに竪穴住居群か

ら離れた位置にある。火災が起こった際、住居への延焼を防ぐために住居群から離れたところに作業

場を設けた可能性も考えられる。

製鉄炉は、修復されている炉壁があることから、複数回の操業があったことがわかる。

製鉄炉周辺には焼土が多く分布するため、鉄滓の粗割り等の作業が行われていた可能性がある。こ

れに対して鍛冶炉の分布は広範囲にわたっている。調査区の中央部にある鍛冶炉は遺構覆土上につく

られているものが少なくないことから、集落が開かれてから、やや時間をおいて鉄器の使用頻度が高

まった可能性が考えられる。米代川流域の古代の遺跡では１０世紀に鉄製産が技術が広まったとされる

が、当遺跡もこのような流れにある遺跡の一つと解釈される。

８ 板塀に伴う掘立柱建物跡について
板塀と関連する可能性があるものとして注目されるのは、板塀と隣接あるいは重複するような位置

関係で掘立柱建物跡が２棟検出されている点である。これらの建物が検出された場所は、台地が北側

に最も張り出した場所にあるため、眼下の沖積地や向かい側の台地をよく見渡すことができる。この

ような立地を考えると、この建物は、櫓として機能していた可能性が高いといえる。塀や柵による見

通しの悪さを櫓で補ったことが考えられる。この他にⅡ、Ⅲ期の板塀東側部分の内側に隣接してＳＩ

７７７の覆土を掘りこんで構築したＳＢ１８４０がある。板塀のすぐ内側にあり、かつ板塀の内側では最も

標高の高い所にあることから、この建物も櫓として機能していた可能性が高いといえる。この建物の

柱穴は径１�前後と他の掘立柱建物跡よりもかなり大きいため、高さのあるしっかりとした櫓だった

と考えられる。このしっかりとした構造は、板塀のⅢ期の造りとも符合するため、併存した可能性は

高いといえる。

９ 鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡の性格
（１）集落の特徴

鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡の大きな特徴は既述したとおりだが、具体的な人々の活動内容を示すものとして

は、小規模ながら鉄や土師器の生産活動が行われていたことが製鉄炉や土師器焼成遺構の存在からわ

かる。遺跡内からは、緑釉陶器や石帯といった一般集落ではあまり出土しない威信財ともいえる遺物

が出土していることから、比較的裕福な首長的な人物がいたことが考えられる。竪穴住居の中で一際

大きいプランをもつＳＩ７７７は、その存在をうかがわせる。また、長胴甕や耳皿といった遺物からは、

律令国家の影響を強く受けた地域であることがわかる。

（２）集落の発生要因について

当遺跡は、北側の急斜面が集落の防備に有利という以外、集落の立地条件としては、好ましくない

環境にある。例えば、当遺跡の大部分を占める調査区東側は西向きの緩斜面であるため、雨天時には
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非常に滑りやすく、また西方向が開けているため冬季は季節風の影響を受けやすい環境にある。さら

に、西側から遺跡内の様子がよく見えてしまうという点は防衛上致命的ともいえる。それにも係わら

ずここに集落を開かなければいけなかった要因は何か。その要因として以下の３点が考えられる。

ａシラス洪水の影響

当遺跡に平安時代の人々が暮らし始めたのは、１０世紀前葉頃と考えられる。元慶の乱から、４０年近

くたった頃であるが、この頃９１５年に十和田火山の噴火に伴う泥流による大災害があったことが多く

の発掘調査事例によって明らかになっている。シラス洪水とよばれるものであるが、高橋学氏は鷹巣

盆地にある胡桃館遺跡の状況から、シラス流による洪水によって沖積地に立地する集落が高所移転や

生業の転換を余儀なくされたと推測している。シラス流によって運ばれた軽石は能代平野の米代川の

左岸を中心とする沖積地にも広く堆積しており、現在でも水田には、耕作の障害となる軽石を集めた

小山がみられる。この洪水は米代川のほぼ全域にわたって被害をもたらしたと推測される。このよう

な状況から、米代川下流域においても、高橋氏と似たような推測が可能と判断される。この状況を鴨

巣と結び付けて考えると、シラス洪水による災害によって沖積地から台地への集落の移転が進んだ結

果、居住に適した台地が飽和状態となり、そのため鴨巣のような集落の立地には不向きな傾斜地にも

集落が開かれるようになったという推測が可能である。今後、能代平野の沖積地から１０世紀前葉以前

の古代の集落が多数発見されることになれば、この蓋然性は高くなる。

ｂ元慶の乱以降の不安定な社会

本遺跡の性格を探る上で、とりわけ注目されるのが、集落を囲う板塀跡とそれに対応する３棟の掘

立柱建物跡の関係である。遺跡の立地とこれらの遺構を組み合わせて考えてみると、どうしても集落

の外部に対しての防御的な姿勢を感じざるをえない。出羽国では、元慶の乱の約６０年後の天慶２年（９

３９年）にも大規模な俘囚の反乱が起きている。天慶の乱であるが、元慶の乱以降は他にも俘囚による

小規模な反乱がたびたび起きていたようである。この頃は本遺跡の存続期間内にあたり、集落の住人

も何らかの影響を受けたものと考えられる。このような不安定な状況に対する防備として板塀や櫓（掘

立柱建物跡）が造られた可能性が考えられる。北奥地域に多い古代防御性集落は、１０世紀の後半から

１１世紀の前葉にかけてのものが多く、集落の周りに空堀を配するのが一般的である。本遺跡の場合、

空堀はないものの板塀を防衛手段の一つとして機能させていたと考えられる。時期的には一般的な防

御性集落にやや先行するかたちになる。なお、板塀が消失した後も集落は継続したと考えられるため、

当地はその後しばらく比較的安定した状態にあった可能性がある。

ｃ大館遺跡の存在

先に西側から本遺跡の様子が良く確認できる点を述べたが、実際に西側にある大館遺跡からは、本

遺跡内が見える。この事実は、本遺跡の住人が大館遺跡に対して警戒する必要のない集団だった、換

言すれば歩調を共にする関係にあったことを意味すると考えられる。つまり、時期的に先行する大館

遺跡の影響下にある人々が、大館遺跡周辺に新たな集落の造営先を求めた結果、本遺跡を選ばざるを

えなかった状況が考えられる。

（３）周辺の遺跡との関係について

まず最寄りの鴨巣館跡との関係だが、鴨巣館は本遺跡と同じ台地にあり、台地の端部が開析を受け

た結果、それぞれ沖積地に突き出すような地形になっている。鴨巣館からは、一条の空堀以外目立っ
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米代川 

米代川旧河道 

大館遺跡 

樋口遺跡 

檜山川 

縄手下遺跡 

鴨巣館跡 

鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡 

０ １ｋｍ 

た遺構や遺物は検出されなかったが、この空堀は台地先端部にあるため、さらに台地の奥側にも空堀

が存在する可能性がある。台地の奥側は、本遺跡の広がりと連続するため、その関連が注目される。

鴨巣館にみられる空堀が、本遺跡より後出する一般的な古代防御性集落に伴うものとすれば、本遺跡

の集落が後に台地の奥側、つまり鴨巣館跡に連続する部分に移っていったことも想定される。

次に大館遺跡との関係であるが、大館遺跡は能代営の擬定地として注目される平安時代（９世紀後

半から１０世紀代）の遺跡で、沖積地に張り出した台地全体の１４万㎡が遺跡範囲と考えられる広大な遺

跡である。１９７０年代に行われた部分的な調査では、平安時代の軍事施設及び大集落であり、能代営の

可能性が極めて高いとの結論がだされている。広大な台地の所々に設定された調査区からは台地の縁

に沿うように柵跡が検出され、それらは広い台地の縁辺部を巡るものと推測される。また、一部では

柵跡が台地の縁に平行するように数列検出される部分もある。それらの規模に軍事施設の可能性を垣

間見ることができるが、それ以外には集落とは異なる軍事的施設としての確固たる根拠が打ち出され

ているとは言い難い。そのためか、近年では古代防御性集落として認識されることもある。この大館

遺跡と本遺跡との関係で注目される遺物として、錫杖状鉄製品があげられる。この遺物は８世紀後半

第２３０図 鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡周辺の関連遺跡
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から１１世紀前半にかけて北東北を中心に分布し、蝦夷社会で使用された遺物と考えられている。この

遺物が大館遺跡からは１点、本遺跡からは最低でも３点出土している。他に秋田県内では、鹿角市の

高市向館跡から２点出土しているにすぎないため貴重な遺物といえる。井上雅孝氏の編年によれば、

大館遺跡のものがＩｂ類とされ１０世紀前半という位置付けとなっている。本遺跡のものはＩｂ類に相

当すると思われ、大館遺跡とは大差ない形状である。ただし、井上氏の指摘では２世紀間に渡って大

きな形態変化を起こさないとされるため、この遺物を手がかりとした細かい年代の特定は困難であ

る。しかしながら近距離にある遺跡で同様の遺物が出土している点は、遺跡間の交流や繋がりを示す

ものとして評価できる。

大館遺跡に隣接する縄手下遺跡は、検出された遺物は少ないものの、溝や掘立柱建物跡が多数検出

された遺跡である。遺跡の性格としては、大館跡を支える周縁空間としたうえで、具体的には「牧・

畜養場」、「炭生産」の場であったと報告されている。鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡との比較のうえでは、長さ５０m

ほどの弧状の溝と、物見櫓と推測されている掘立柱建物跡の位置関係が酷似している点が注目され

る。

以上のように鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡と大館遺跡や縄手下遺跡は、関連する要素を含んでいることがわか

る。大館遺跡の広さや柵列などの規模を考えると、鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡は大館遺跡に対してどちらかとい

えば影響を受ける側にあった可能性が高かったと思われる。

能代の古代史を紐解くうえで、「能代湊」や「能代営」は欠かせないキーワードである。能代営に

ついて熊田亮介氏は、水陸あわせた交通上の要衝におかれた恒常的施設とみるべきとの見解を示して

いる。これを踏まえ、能代営の擬定地とされる大館遺跡をみると、米代川の左（南）岸側では最寄り

の段丘の一つである点（米代川の旧河道からはさらに近距離）や米代川支流の檜山川から近い点など

から水運には恵まれた環境にあると言える。また大館遺跡は、同じ台地の東側を縦断する羽州街道か

ら西に１㎞ほど進んだところにある。つまり羽州街道側から西の沖積地に向けて台地が半島状に張り

出したところに大館遺跡があるため、古道が整備された結果として羽州街道が成立したと考えられる

のであれば、陸運にも恵まれた交通の要衝の地に大館遺跡はあったといえる。このように能代営の擬

定地としては好都合な条件が揃っているといえる。ただし、近年檜山川の左岸にある樋口遺跡の調査

が行われ、古代の祭祀場であることが明らかになった。この遺跡は、檜山川を挟んで大館遺跡の向か

い側になる。大館遺跡との関係はつかめていないが、檜扇やすり鉢などの精巧な木製品が多数出土し

ている点が注目される。遺跡の背後には台地をひかえているため、こちら台地も今後注目する必要が

あるだろう。

鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡の性格をより具体化するためには、遺跡の性格が不明瞭な大館遺跡に関する研究の

進展に追うべきところが大きい。

参考文献

井上 雅孝「錫杖状鉄製品の研究－北東北における古代祭祀具の一形態－」『岩手考古学』第１４号２００２（平成１４）年

井上 雅孝「錫杖状鉄製品の研究（２）－分布に関する諸問題－」『岩手考古学』第１６号２００４（平成１６）年

高橋 学「古代末の出羽－米代川流域の鉄関連遺跡」『季刊考古学』第５７号１９９６（平成８）年

高橋 学「秋田県における古代防御性集落」『北日本古代防御性集落をめぐって』２００５（平成１７）年

鴨巣Ⅰ遺跡・鴨巣Ⅱ遺跡

―３４８―



宇田川浩一「元慶の乱前後の集落と生業－米代川流域と旧八郎湖東北岸の違い」『第３１回古代城柵官衙遺跡検討会 資料集』

熊田亮介「元慶の乱－文献資料を中心として－」『第３１回古代城柵官衙遺跡検討会 資料集』２００５（平成１７）年

秋田県教育委員会『縄手下遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第４１０集 ２００６（平成１８）年

秋田県教育委員会『樋口遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第４１１集 ２００６（平成１８）年

秋田県教育委員会『縄手下遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書第４１０集 ２００６（平成１８）年

能代市教育委員会『大館遺跡発掘調査報告書』 １９７８（昭和５３）年

第４章 まとめ

―３４９―



図
版
１

鴨巣Ⅰ遺跡・Ⅱ遺跡近景（北西から）

鴨巣Ⅱ遺跡（東側調査区）（北西から）

東側調査区棚田状平坦面（北西から）



調査終了状況（東から）

調査終了状況（西から）

図
版
２



ＳＩ５０遺物出土状態（南西から）

ＳＩ５０遺物出土状態（南西から）

図
版
３



ＳＩ１００・５０完掘状態（西から）

ＳＩ３９・３２・３１・５１完掘状態（東から）

図
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４



ＳＩ９９・１００完掘状態（西から）

ＳＩ３１完掘状態（西から） ＳＩ３２完掘状態（南から）

ＳＩ５１完掘状態（北から） ＳＩ１２２完掘状態（北から）
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５



ＳＩ１２９完掘状態（北から）

ＳＩ１２９土層断面（南から） ＳＩ１２９土層断面（西から）

ＳＩ１２９遺物出土状態（北から） ＳＩ１２９遺物出土状態（東から）
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６



ＳＩ１２９階段状の掘り込み（西から） ＳＩ１２９カマドと煙孔（西から）

ＳＩ１２９カマド（北から） ＳＩ１２９カマド～煙孔断面（西から）

ＳＩ１５１完掘状態、ＳＫ１８４１遺物出土状態（西から）
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７



Ｃ面竪穴住居跡完掘状態（北から）

ＳＩ１２７、ＳＫ１４７完掘状態（北から）
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ＳＩ１４５完掘状態（西から）

ＳＩ１３０・１３１完掘状態（西から）
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ＳＩ６５３完掘状態（北から）

ＳＩ６９９完掘状態（西から）
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調査区東側完掘状態（西から）

ＳＩ７６４・１４００完掘状態（西から）
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ＳＫＩ８８８遺物出土状態（西から）

ＳＩ６５３カマド（北から） ＳＩ６５３土層断面（西から）

ＳＩ７６４カマド（北西から） ＳＩ７６４カマド煙道断面（南から）
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ＳＩ７６４覆土火山灰（南から） ＳＳ９００完掘状態（西から）

ＳＮ６４３確認状態（西から） ＳＮ６４４確認状態（西から）

ＳＩ５００完掘状態（北から）
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ＳＩ７７７・１７８１・１７８２完掘状態（西から）

ＳＢ１８４０完掘状態（北東から）
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ＳＩ５００カマド（北から） ＳＩ７７７カマド（北から）

ＳＩ１７８１カマド（北から） ＳＩ７７７Ｐ３１完掘状態（東から）

ＳＩ１６４９・１６５０完掘状態（西から）
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ＳＩ１５３・１７２３・１７２４完掘状態（北から）

ＳＩ１７５５完掘状態（南から）
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ＳＩ１６５０カマド（南から） ＳＩ１７２３遺物出土状態状態（南から）

ＳＩ１５３・１７２３土層断面（南から） ＳＩ１５３・１７２３確認状態（北から）

ＳＩ１５３カマド（北から） ＳＩ１７５５カマド（南から）

ＳＩ１７５５土層断面（東から） ＳＩ１７５５土層断面（北から）

図
版
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ＳＫＩ２０６６・２０６７完掘状態（東から）

ＳＩ１０００・１４５６、ＳＫＩ２０６９完掘状態（南から）
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ＳＫＩ２０６４・２０６５完掘状態（西から）

ＳＫＩ２０６４・２０６５完掘状態（北から）
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ＳＫＩ１０９８完掘状態（北から）

ＳＫＩ２７３遺物出土状態（北から）
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ＳＫＩ１２８完掘状態（南から）

ＳＫＩ３５０遺物出土状態（東から） ＳＫＩ５５５完掘状態（東から）

ＳＫＩ６１０土層断面（南から） ＳＫＩ１０９８出土須恵器（南から）
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ＳＢ８００完掘状態（南から）

ＳＢ１３３０完掘状態（北から）
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ＳＤ１５２・７９１完掘状態（東から）

ＳＤ７９１完掘状態（東から）
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ＳＤ１５２内大型ピット（西から）

ＳＤ１５２内大型ピット（西から）
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ＳＤ１５２・１２８５（北西から）

ＳＤ１０５０確認状態（西から）
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ＳＤ１５２（東から） ＳＤ１５２（西から）

ＳＤ２１１完掘状態（南東から） ＳＤ２１１土層断面（西から）

ＳＤ１５２土層断面（西から） ＳＤ１５２土層断面（西から）

ＳＤ１５２土層断面（北から） ＳＤ１５２土層断面（西から）

図
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２６



ＳＤ１５２・７９１土層断面（南東から） ＳＤ１２８５・１０５０土層断面（南から）

ＳＤ１５２・１２８５土層断面（北西から） ＳＤ１２１６・１２８５土層断面（南から）

ＳＤ６５２周辺完掘状態（南から） ＳＤ８７０周辺完掘状態（南東から）

ＳＤ６５２土層断面（南から） ＳＤ７９１土層断面（西から）
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ＳＤ８７０土層断面（南から）） ＳＤ１３００土層断面（南から）

ＳＤ１５４土層断面（南から） ＳＫＩ２７３・ＳＤ１５５遺物出土状態（南から）

ＳＤ１９４確認状態（北から） ＳＤ１９４完掘状態（南から）

ＳＤ８２３完掘状態（北から） ＳＤ１２５０遺物出土状態（南から）

図
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２８



ＳＮ１４１完掘状態（西から）

ＳＮ６００・ＳＫ１２４８完掘状態（南から）

ＳＮ６００遺物出土状態（南から） ＳＮ７６１完掘状態（西から）
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ＳＳ２００確認状態（東から）

ＳＳ２００完掘状態（東から）
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ＳＳ２００炉内完掘状態（東から） ＳＳ２００土層断面（東から）

ＳＳ２００土層断面（南から） ＳＳ２００出土フイゴ羽口（南から）

ＳＳ２００完掘状態（東から）

図
版
３１



ＳＳ４５１完掘状態（南から） ＳＳ４５２完掘状態（南から）

ＳＳ９００完掘状態（南西から） ＳＳ９００断面（南から）

ＳＳ７６３確認状態（南東から）

図
版
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ＳＳ１５８３確認状態（西から） ＳＳ１５８３断面（西から）

ＳＳ１７００確認状態（南から） ＳＳ１７００土層断面（南西から）

ＳＳ１７００完掘状態（西から） ＳＳ６０９完掘状態（東から）

ＳＳ１４４６完掘状態（南西から） ＳＳ１７２２完掘状態（西から）
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ＳＫ群西から（西から）

ＳＫ群完掘状態（西から）
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３４



ＳＫ１３６土層断面（北から） ＳＫ２０９遺物出土状態（西から）

ＳＫ５５８遺物出土状態（西から） ＳＫ４９３完掘状態（西から）

ＳＫ群完掘状態（東から） ＳＫ１８６完掘状態（北東から）

ＳＫ１４７土層断面（西から） ＳＫ１７０２完掘状態（北から）

図
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３５



ＳＫ１６１・１６２確認状態（北から） ＳＫ１６１・１６２完掘状態（西から）

ＳＫ８４０・１２５７完掘状態（南から） ＳＫ１４４１完掘状態（北から）

基本土層Ｃ－Ｄ断面（Ａ面）（北から） 基本土層Ｅ－Ｆ（Ｅ付近）断面（東から）

ＳＸ３４２遺物出土状態（北から） ＳＫＴ３６３完掘状態（北から）
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内字鴨巣２７－１１外

あき た けん の しろ し あざかも

秋田県能代市字鴨
す ほか

巣４２－２外

０５２０２

０５２０２

０５２０２

４０°

１１′

３０″

４０°

１１′

３２″

４０°

１１′

３９″

１４０°

６′

４０″

１４０°

６′

５０″

１４０°

６′

８６″

２００３０６０９

～

２００３０６３０

２００３０９０１

～

２００３１０２４

２００４

～

２００４

６００㎡

９００㎡

１，２５０㎡

４，０００㎡

一般国道７号琴丘能

代道路建設事業に係

る事前発掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特 記 事 項

鴨 巣 館 跡

鴨巣Ⅰ遺跡

鴨巣Ⅱ遺跡

城館跡

集落跡

古代

古代

空堀

土坑

竪穴住居跡

炭焼遺構

土坑

焼土遺構

溝跡

土師器

土師器・須恵器
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